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史
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縉
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禮
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喪
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山
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離
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獨

學
、日
就
昌孤

墮

故

抑

憤

蓄

疑

隱

忍

者

久
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ノ
　
　
　
　
　
　
ヲ
ル
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シ
テ
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シ
カ
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　ハ

矣

斯

史

之

作

也

、予

多

年

之

所

懷
、今

而

足
苡

徴

一者
、不
一一亦

喜
齢乎
、北

海

先

生
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膽
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區

區

文

士
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塁

葢

其

意
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ニ
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ン

テ
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フ

ノ

フ

　

　
　

シ

　
ル

ヲ

レ
メ

ズ
ル
あ

ほア

コ

之

所

レ在

豈

徒

哉
、以
γ故

詩

論

所
7及
、諸

子

百

家

、無

所
レ不
γ有
、而

非

レ寓

一褒

於

貶

嚇

　

ロ

ス

テ

　

　
ま

　

　

ノ

　

　

　

　
　

ヲ

ル

　

　

　
　
ヲ

　

　

　

ン
ひ

ニ

　
　ナ

　

ン

ノ

　
ヲ

　

　
キ
や

カ

則

靦
二戒

於

寵

夏

裡

陽

秋

不

γ可

γ測

焉
、不
γ知

先

生

托
v之

以

言
昌其

志
著

、如

昌予

　

　

ノ
　
　
　
　
　
ル
　
　
ノ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
ク
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ヒ
　
ス
レ
ハ
　
ノ
　
　
ナ
　
　
ハ
　
リ
チ
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
　
　
　
　
ク
　
　
ヒ
レ
　
テ

所

懷

一
亦

在

二其

中

一
乎

、庶

…幾

王

公

大

人

一

閲

己
斯

史

噴
或

有

レ
所

鴨憤

發

剛而

小

用

昌
心

　

　

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ヲ
ソ
　
　
　
ス
ゆ

於

文

學
一乎
、天

廐

之

種
、穀

食

之

養

一
日

千

里
、豈

敢

凡

骨

駑

材

之

所

企̀

匹

　

　

　

コ
　
　
　
　
　
　

ハ
　

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ

哉
、時

方

昇

罕
、地

是

土

中
、王

室

肅

雛
、公

卿

委

蛇
、有
二寧

處

之

遑
而

無
二鞅

掌

　

　

　

　

ハ
マ
　
チ
　
　
テ
　
メ
テ
　
ヲ
ソ
　
　ル
　
ツ
ヤ
　
　
　
　シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ　
　
　
ヲ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
タ

之

勞

「餘

力

學

レ文

、何

求

無

レ成

、況

乃

乘

噌文

明

之

蓮

嚇而

鳴

こ泰

亭

之

美

嚇豈

翅

鴻

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ　
　
　ノミ
ナ
ヲ
ソ
　
　
　
フ
　
　
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
メ
　
ゆ
ト
　
　リ
　
ス
ロ
　　
　
　
へ

業

潤

飾

、
皇

猷

黼

蒂

、可

γ謂

四吾

日

出

處

之

國

光

、赫

赫

乎

足

日
以

輝

昌萬

邦

一哉

、卿

　

ノ　
　
　
　
　
　
モ
　
　
ノ　
　
　
　
ル
　

ルテ
　
ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ
　
　
　
　
ノ　
　
　
　
　
　
　
ソ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ
ハ

莽

微

臣

如
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、亦

得

γ被

一一其

末

光

一者

、其

喜

豈

有

窮

已

一哉

、然

則

詩

史

之

作

也
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ヲ

テ

シ

　
　
チ

テ

シ

ガ

ト
セテ

スト
テ

　

　コ

フ

カ

其

關

係

亦

大

矣

哉

、因

不

昌自

揣

h敢

書

二都

見

触以

爲

二之

序

嚇井

質

二諸

先

生

云
V爾

。

明

和

庚

寅

冬

。十

月

　

　

　

　
李

安

　

醫

員

法

眼

　

武

川

幸

順

撰

霊
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タ
リ
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テ
　

シ
　

　

　

　

　

テ

ス
ルテ
　

　
し　

　

テ

余

蚤

歳

、從

二北

海

先

生

一學

、
而

得

"讀

こ異

邦

之

書

↓談

異

邦

之

詩

「論

中異

邦

之

世

上

　

　

　

　

ご

ク

ノ

　

　

　

　ユ

テ

あ

ケ

のナ

　

　メ
テ

リプ

　
　
ス

　

　
　

コ

ノ

　

　シ

也

、先

生

之

言

日

、晉

杜

-征

-南

既

建

v策

甼

レ呉

、又

潛

v心

訓

訓詁

春

秋

傳

嚇其

業

可

　

フ
メ
タ
リ
ト

　
ノ

　

　
　シ

ス
ト

ラ

　
シ
　
ノ

　

　
　
テ

　

　
　ニ

　
ス

　

　

　

　

　
　チ

　ノ
　

　
　シ

　
フ
　
シ
ト

　

　
レ

v謂

v勤

矣

、而

獪

爲

v不

v足

、
刊

一其

成

業

於

碑

ハ爲

二後

世

之

名

↓其

志

可

v謂

v
深

矣

、夫

　

ハ

　ル

ヲ

テ

ム

　

　
　
シ
テ

　
　

ハ

リ

ノ

　

　

　
　

ル

セ

　

　
　
テ

ロ
ロ
フ

　

　

　ル

ノ

名

不
v可
二以

巳
老

也
、而

狗

名

爲

利

囮

君

子

弗

v論

也
、余

因

竊

謂
、狗

名

爲
二利

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ
リ

シ

　

　
ハ

リ

　

　

　

　

　

　

　

ジ

ル
バ

テ

ク

テ

ル
テ

チ

囮

異

邦

人

士

滔

滔

皆

是
、蓋

異

邦

自
二古

者

h聖

明

之

主
、莫
V不
下以
二擧

膨能

求
τ賢

　

　

ト

メ

ノ

　
　

ル

チ

　

　

　
ル

チ

　

　

　

　
ク

　

　
ノ

チ

テ

　
　

ユ

　

　
　

ぐ

シ

サ

爲

中先

務

n而

周

時

取

V士

、教

官

掌

V之

、漢

以

後

設

二選

擧

法

h至

二後

世

一科

目

盆

廣

、

　

　

　

リ

　

　

リ

　

リず

テ

ノ

クサ

ス

　
　

リプ

　

ハ

ル

乃

童

子

有
科

員

耆

老

有
二禮

徴
寔

以
巖

穴

下
、能

屈
二王

侯

之

璽

則

繆

南

爲
」

　

　

ノ

　

　

　
　
ソ

ン

ム
ニ

　

　

　
　
テ

テ

ム

チ

　

　

　

　

　

　

　
レ

ム

　

　
　
ス
ル

仕

進

捷

逕

嚇亦

何

足

v恠

哉

、唐

時

以

v詩

試

v士

、
一

時

躁

競

、唯

,
詩

是

務

、後

人

稱

チ

ナ
リ

　
　

ニ

モ

　

　
　

ノ

　
　

ム
ル

　
　

カ

　
　

リ

　

　

　

セ
シ

リ

　
　

お

V詩

、盛

二於

唐

嚇抑

亦

時

政

所

V使

焉

、吾

邦

自

二穹

壌

剖

判

↓亘

謝萬

世

コ

帚

系

統

、政

　

　

キ

　
カヲ

ヤ

　

グ

ク

チ

教

檗

不

下與

こ異

邦

一同
一况

復

昇

亭

日

久

、海

内

仰

二無

爲

之

化

唄封

建

之

制

、上

下

　

　

　

日
本
詩
史
序
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一



146

　

　

　

日

本

詩

話

叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ニ

　

リ

　

　
　

シ

せ

ク

ル

　

　

　

　
　

シ

ル

　

　

　

　
　

チ

ル
モ

テ
ロ

ス

　
　

チ

　
ス
ル
ミ

分

定

、士

民

安

γ業
h靡

γ有

覬

覦

之

心
ハ靡
肴

二躁

競

之

聟

帥

有
下務

爲

二名

高

一者
婪

レ

コ

ノ

　
　

ク

ス

　

ヰ

ブ

リ

　

　

　

ご
シ

テ

ル

シ
モ

是

不
v爲

"科

第

ハ則

材

學

可
稱

、詩

篇

可
レ傳

者

有

焉
、而

後

輩

往

往

忽

v近
、不
二必

ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
ル
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
リ
　
　
　
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
　
　ニ　
　
　
ヘ　
　
　
ノ

傳

一者

不

レ少

、豈

可

レ不

V惜

哉

、吾

先

生

嘗

有

レ感

二於

典

近

撰

二日

本

詩

史

竝

考

超其

ト

チ

ノ

　
　

テ

ス

ノ

チ

　

　

　

　

　

　

　

シ

フ

ノ
タ
リ
ト

　

　

　

　

　

シ

フ

シ
ト

世

與

二其

人

苡

論

二其

詩

ハ鳴

呼
、先

生

之

業

可

V謂

V勤

矣
、先

生

之

志

可
V謂
V深
矣

、

シ
ク

ジ
テ

　
　

フ

チ

　

　

　

　
レ

ソ

　
　

ブ
ル

　
　

ほ

グ

シ

ノ

チ

ミ

ノ

チ

シ
テ

ラ

ノ

テ

ナ
ヲ
ン

宜

二刊

而

傳

7之

、則

後

世

其

有

v所

v徴

焉

、傳

日
、頒

其

黄

讀

二其

書

「不
レ知

二其

人

一可

　

テ

テ

フ
ル

ノ

チ

レ

　

ト

ノ

ノ

レ

タ
ル

テ

乎

、是

以

論

苴

ハ
世

一也

、是

尚

友

也

、先

生

斯

擧

其

得

V之

哉

。

明

和
庚

寅

仲

冬

柚

木

太

玄

謹

撰

噛

籌
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日
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史

凡
例
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一
是
.編
魂
費

.及
變

非
飼

人
.埋
.澱
詳

互
儒
宿
學
苟
.籤
童

暑

象

郵

不
論

馨

、此
所
以
、

　

ル
ニ　
テ
フ
ル　
　　
　
ラ
　
　　
　
　ナ
リ

名

以

昌詩

更

一之

義

。

寔

.編
屯
爲
ギ

畿

税

丙
戌
之
跳
戊
孔
業
就
ガ

秘
穿

棕
圭
拠
藩
恒

余
罷
冨
.八
髴

於
茲
蔓

豪

既
輒

剞
圃
殀
艱
鐘
.鋸
亂
翼

先
.肇

◎

跳
今
茲
庚
宿
三

以
棕
秉
錐
炎
沒
講鍾
情
之
極
.毘
居
鋤

翼

長
夏
無
鑑

麺

聾

.乃
修
響

鵲
長

.麹
薦
亀
弟
君
綿
島
關
東
批
乃
鸚
欝

管

.附
訂

亂
祝
銭
+
劉
徇
委

v稿
詳
埴
.陽
鼠
湿
槭
野
髴
直
是
.藝
園
、芻
胸
帥
弊
箒
傳
冠

抑
亦
婆
嵩
桜

鼠

∵
尊

　

　

　

　

　

ハ
　
　
ス
　
　
　
　

　
　
　
ノ
　
　
　
　

ノ
　

　
テ

テ

リ
　
　
ノ
　
　
ル
　
　

　

ノ
　
ま
　
　
ハ

一
五

卷

中
、初

卷

商

讙

中

古

近

古
、朝

廷

交

學

簪

纓

辭

藻

始
v自

昌白

鳳

時
{訖
昌于

慶

長

末
n二

卷

者

初

巻
緒
餘
鈍

斯
論

郵
獻
諢

弁
蒭

醫
鍋

隱
劉
舞

氏
盆

閨
闘
年
代
同
窒

但
閨
瞰

不
v殤
裟
.
得
則

近

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　へ

職
亦
附
.疆

第

三
御
論
迦

元
和
以
後
京
臥

藝
鶴
蕪

瓦
弛

峨
寡

四
租
東
都

粂
.丞
他
肌
第

五
翁

　

　

　

　

　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
け　

第

三

第

四

兩

卷

緒

餘

、論

副及

諸

州

叫

寔

編
之
作
駕
弘
羝

.薪

以
後
、藝
鶉
而
各
轟
詩
轟
則
あ
得
加
鶴

蓋

一燦
是
島
溯
海
ガ
萱

　

　

　

卩
本
詩
史
凡
例
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

一
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日

本

詩

話

叢

書

　

、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

　

シ
モ

　
セ

　

　
ノ

　
キ

ス

　

　ロ

　
シ

ナ
ル
ハ

　

　

ヨ
リ

ロ

ノ

　

　

　

　

ロ

　
ソ

者

、
不

昌
必

職

蒐

「蓋

古

昔

詩

可

v徴

.于

八
コ
者

、莫

v先

昌乎

攘

風

藻

「懷

風

藻

作

者

六

十

餘

人

、詩

凡

百

ニ

　

　

　

　

　

　

モ
　
　
　
ス
ト
　
　
　ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

十

首

、經

國

集

雖

残

缺

門今

存

者

二

百

除

首

、麗

藻

集

凡

百

首

、無

題

詩

集

七

百

七

十

首

、其

餘

中

　

　

　

ノ
　

　

　

　

　

　

　

シ
　
シ
　

　
ゴ
シ
テ
　

シ

チ

　
　
ご
シ
テ

　
セ
ン
ハ
チ

　

　
タ
ル
　

　

　
ス
　
ニ
　
ダ

ス
ル

コ

シ
テ

　

　

　
セ

古

近

古

諸

集

諸

選

陶

多

、若

人

人

而

評

γ
之

、篇

篇

而

論

v之

、叢

爾

一

書

非

レ所

昌能

辨

肉故

斷

不

】言

及

嚇

　

　

　

の　

　ハ

ス
ル

テ

　

　

　
ノ
　
ノ

ス
ル

　

　

　

　
ぶノ

シ

　

　ト

もて

シ

　

　
チ

　プ

ス

ユノ
ナ
リ
ス
ル
バ　
リブ

今

初

卷

所

v録

、以

昌
林

學

土

所

v撰

一

人

一

首

一爲

二標

準

嚇略

陳

呂瑜

瑕

晒以

成

v
卷

者

、
要

v之

省

筆

減

簡

、
不

　

ハ　

ル
　
ラ

v能

レ不

v然

。

　

　

　

　

ノ

ス
ル

　

　
　
リ

リ

　

　

　

　

　
　ノ

　

　

　

　

　
ル

　

　

　

ノ

　

　

　

　
ノ

　

　

　
ぱ

コ
ト
ユ

　
ル
ハ

一

懐

風

藻

所

v載

朝

紳

、始

v自

昌
大

納

言

申

臣

朝

臣

大

島

n訖

"于

中

宮

少

輔

葛

井

蓮

贋

成

嚇
入

必

具

雛官

　

チ

　
　
テ

　　

ニ

ル

ノ

　

ト

ス

　

ソ
ト

ノ

お

テ

リ
テ
ス
ゴ

　

ト

テ

キ

　

チ

ね

ス

　
　
チ

銜

著

、於

ゾ嚢

當

v然

、是

編

、本

擬

赤

據

轟其

例

h
至

訂翻

爲

昌
五

卷

門都

除

昌9̀

稱

h單

録

昌
姓

名

赤

唯

省

筆

減

簡

、

　

　

ハ
　

ル
　
ラ

不

v能

v
不

v然

。

一
是
、編
初
巻
所
昌論
砿
碇

是
.朝
紳
絶
.鐘

韋
翫
弐
既
舌

逡
所
肱
.墨
婁

}

時
、藝

来
叛
黐
青
裳
熱

　

　

　

ノ
　
　
　
キ
　
ム
ル
　
チ
　
　
　
　
　
レ
ハ
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　ギ
　
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
ス
ル
　
　
　
テ

而

草

莽

士

、無

唱染

v指

者

歟

、
不

r然

、則

懐

風

・凌

雲

∴經

園

・無

題

等

諸

選

、寧

朝

紳

所

昌纂

輯

肖
是

以

探

擇

　

　

ハ

ニ

ノ

　
　

ヨ
リ

ス
ル

シ

ル
ハ

ま

　
　

ノ

ト
シ
テ
フ

ま

　

ル
不

レ及

島民

間

一歟

、是

編

、第

三

卷

以

下

所

昌論

載

靡

v
匪

昌布

素

嚇元

和

以

後

、朝

野

交

武

、靡

然

嚮

v學

青

-雲

、

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
　

　
ゴ
　
フ
　
テ

　

　
　
ノ
チ

　
ま
　
　
セ
ソ
バ
　
　
ノ
　

　
チ

　

　

　

　
　
ト

テ

テ

ク

　

　

　
　セ

　

　

　

　

カ
ラ
　
　
　
ユ

　

　

テ

上

、定

不

v乏

昌佳

撰

嚇而

余

意

竊

謂

、以

昌草

莽

士

嚇
叨

評

論

奪

貴

著

撰

n不

敬

之

甚

、以

v故

全

不

論̀

次

刈

　

　

　

　

　

　

トロ

　

　

ヨ
リ

しナ
リ
ル

セ

　
　
テ

ノ

ま

ヘ
ハ

チ

　

　
　
ス

キ
コ

　

　

　
ハ

ニ

　

　

む
リ

　
　ハ

ナ
リ

　

　

　

シ
テ
　
ス

一

是

編

、制

爲

昌
五

舉

「闕

略

固

所

v不

v論

、而

竣

冒其

中

憙
尸
之

、蓋

亦

非

γ無

轟差

等

嚇京

師

詳

噌"于

東

都

嚇東

都

詳

"

　

　

　

　

　

　

めア

　
ス
ル

ス
ル
リ　

ス
ル

コ

　

　
　

テ
ハ

ノ

　
コ

ぶ
り

ゅア

　
ハ

　

　

　

ヨ
リ
　
レ

于

諸

州

琵

非

昌有

レ所

v私

厚

薄

門余

住

昌京

師

一者

數

十

年

、於

出京

師

女

墨

頗

得

毎要

領

粛

都

隔

遠

、物

色
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O

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
　
ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ス
ル
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
チ

　

　

シ

ソ
ヤ
　
　
　
　
チ
ヤ
　
　

ロ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ
　
コ
　
　
　
ス
　
ノ

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

既

難
、況

乎

他

州
、余

近

覽
昌本

朝

詩

纂
嚇私

欽
副敬

共

盛

舉
但

其

中

録
副次

京

師

近

時

作

者
矢

爲
8憤

　

　

ノ

　

　

　
　

ハ

キ

ス
ル

　
キ

ス
ル
カ
ヵ

　
　
チ

ニ

シ

　
　
ノ

　
　
テ

　
　
コ

ク

　
　
ノ

　

　

　

　
　
テ

レ

テ

憤

朔其

薫

蕕

雜

陳

亡

v論

耳

、若

v載

昌余

伯

氏

嚇已

録

昌伯

氏

姓

名

友

別

擧

昌伯

氏

舊

名

舊

表

-號

嚇此

以

昌伯

　

　

　

チ

ス

　

ト

ハ

シ

　
　
ス

　
　
テ

　

　

　

チ

ヲ

テ

ソ

　
　
フ
ル
お
ま

　

　

　

　

　

　
　
ナ
ル

　
シ

ノ

　

氏

一

人

一爲

邸
二

人

餘

可

昌準

知

∵
噫

、以

昌宗

藩

之

勢

嚇何

求

不

レ得

、加

"之

文

學

之

職

、賓

客

之

盛

、承

叫順

其

　

ほア

　
　
ス
ル

ノ

ユノ

シ

　

　
ル

　フ

　

　

　

　
シ

　
　
ン
ヤ

　

　

　
ノ

　

　

　

　
ス

　

　っア

ノ

　

　

　
ソ

　

　
　
ノ
ミ
ナ
ヲ
ソ

美

一賛

胡成

其

業

嚇無

V厨

V不

V
至

、而

獪

且

如

V
此

、況

余

一

入

心

力

、管

訓蠡

海

内

其

謬

誤

奚

啻

千

萬

。

　

　

　

　

　

ス
ル

ノ

　

　

　
　

テ

　

テ

ス

シ

レ

　

　
ジ

ニ

シ

チ

グ
ハ

テ

ク

ス
ル
カ

一

是

編

、
所

畠論

次

迸

時

作

者

、必

蓋

棺

論

定

而

后

敢

論

、若

夫

聲

名

顯

副著

當

今

h
下

v帷

延

v徒

、
亡

v論

昌余

　

ル
ト
　ラ
　
　ル
　
ヲ
　
　ニ
　
　
　
ケ
　
　
　
　チ
　
　
　
レ
ハ
　
テ
　
　
　
　ま
　
レ
ハ
　
チ
　
タ
リ
　
ユ
　
　
　
　ハ
　
ル
　
ク
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
　テ
　
　
　
チ
　
　サ
　
ト
　
　ビ

　

知

與

"不

v知

、竝

不

v擧

島瑜

瑕

n蓋

譽

v之

似

レ
黨

、毀

v之

似

v奪

、不

v能

v不

膨避

嫌

疑

円但

不

卞以

鵡講

説

一爲

δ業

、及

浬

　

　

リ

コ

ハ

　

　

　

ヲ

ハ

　

ヲ

ノ

ゴ

　

晦

遠

v名

、或

朋

翼

未

レ成

者

不

レ拘

昌
此

例

喝

U

鵄

邦

乳

複

姪

藻

觚

之

士

・或

ハ
以

銭

不
の
雅

肌

淀

一
是

.往

往

醜

蔚

窃
單

姓
笥
不

戯翹

膕代

北

ノ
九

十

九

態

鷏

鍬

ノ

　

　

バ
　
ク
　
ク

ラ
　
　
　
　タ
　
　
ヌ
　
　
チ

ヌ
ル
コ
ム
　
　
チ

カ
ラ
　
　シ
　
　
　
　ル

ク

ヲ
　
ハ
　
ル
　
　

　
　
　
ニ
　
ス
　テ

　
得

失
、姑

置
v之
、是

編

多

完
副録

姓

氏
肉要

使
琶後

入

易
昌檢

索

葡

亦

不
昌毳

然
一者

有
v論

也
、余

巳

載
昌諸

授

　

　

あ

テ

　

　

セ

　

モ

　

リ

　

　

テ

シ

　

ト

　

　

チ

シ

　

ト

　

テ

シ

　

ト

　

テ

ス

　

ト

　
業

編
嚇因

不
昌復

贅
冤

名

亦

然
、遠

江

州

稱

昌袁

蝦

美

濃

州

稱
驫襄

陽
釡

澤

爲
昌金

陵
{贋

島

爲
昌廣

陵
乏

　

　

テ
　
　コ　
　リ
　
　
　
　
　
　
　テ
　
　
　
　
コ　
　
　
　
セ

　

類
、於
v義

有
v害
、是

以

=

檗

不
v書
。

一
古

R
っ
作
尸
麹

之
レ
難
『
融
謝

チ
更
一難
ゆ
非
昌謝

ガ

熱
読
鴨
確

得
轟一中

島
一之
レ
簸

卸
～
耗

醗

裁

隨
匹
暁
一好

粒

從
四
人
唱必

欲
シ

　

ソ
ト

　
ノ

　

チ
ノ
ヤ

カ

ミ

ム

　

　

　

　

テ

チ

キ

エ

ノ

　
　
ジ

　

　

　

　

　
チ

ク

　

　

　

　
　

テ

v使

目天

下

作

者

歸

昌
已

所

ツ好

、
一

非

一

是

、矯

ン
枉

過

v
正

、其

極

膨

昌温

柔

敦

厚

之

教

n開

昌傾

危

爭

競

之

端

肉

　

イ
ガリナ

　

　

　

　
ク

　

　

　
ル
ハ
シ
カ
リブ

　

　

　

　

　

　

　
　ぐ

ト
シ

ノ

ユノ

　

　
　ブ
　
ハ

ル
　
に
ノ

　

　
レ

　
トロ
　
　
トロ

　

レ
チ
らのシ
テ
リ

　

悲

夫

、孟

子

日

、物

之

不

v齊

、物

之

情

也

、
五

色

各

色

昌其

色

嚇未

昌甞

失

7爲

昌
其

明

肉夫

玄

之

輿

v黄

、孰

是

鏃

　

　

　

　

貝

本

詩

史

凡

例

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゴ　

　

　

三
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日

本

詩

話

叢

書
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
四

　

　

レ
ラ
ト
シ
テ
テ
ソ

　

　
　
マ

テ

　

　

　
チ

テ

ルチ

　
チ

ノ

　

　

ス
ル

　

(

　

テ
シ

　
テ

　
　
ハ

　

亭シ

　
チ

焉
、孰

非

捨

焉
、余

不
レ好
冒爲
昌詭

言

異

論

一以

建
催門

戸
ハ是

編

所

γ論

、中

古

帥

以

昌中

吉
嚇近

時

帥

以
"近

時
h

　

　

ハ

　
　チ
シ

　
　チ

　
　
ハ

　
テ
ス

　
チ

　

　
　
ぐ

テ

ノ

チ

　
　ス

ク
ハ

ソ

京

師

即

以

昌京

師
h東

都

帥

以
昌東

都

門人

人

各

逐

"共

體

詐

論
、冀

無
昌寸

水

岑

樓

之

差
刈

寔

編
所
認

鞍
羹

響
近
騰
纏
.孔
ゑ
古
翫
頁
中
古
朝
純
詠
言
近
膜
既
瓦
瓢
簍

警

銑
碇
勾

莟

馬
元
和
以
鱗
作
者
輩
肱
近
聡
羃

蠡

準
舞
ボ
L
作
養
但
五
言
古
葉

v得
瓦
面
目
調

園

諸
妥

集
瓦
瑟

.到
軋
樂
府
撫
嘉

嬰

蠶

余
.鑾

.爾
黷

嗣

耋

誨

課

髴

組
一蹄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
明

和

庚

寅

冬

十

月

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

北

海

江

」邨

綬

題
昌于

賜

杖

堂

一

蟹



塞

日

本

詩

史

卷

之

一

罕
安

.
　

弟男

江

邨

綬

君

錫

著

清

　

　絢

君

錦

　
　
　
　
　
　
　
　

同

狡

　
　
　

綜
秉
孔
均

151

按
γ史
、應

祚

天

皇

十

五

年
、百

濟

國

博

士

阿
、直
,幾

來

朝
、獻
薗周

易
・論

語
・孝

經

等

書

n上

悦

、使

窮阿
,直
,幾

授
昌經

諸

皇

子
莪

邦

經

學

、蓋

肇

於

此

一云
、後

阿
,直
,

幾

薦

主

仁

嚇上

乃

詔

昌百

濟

王

徴

齢主

仁

嚇王

仁

至
、與

昌

阿

直

幾

伺

侍

講

諸

皇

子
肉上

崩
、仁

徳

天

皇

即
v位
、

邏
副都

浪

速
嚇王

仁

獻

稚

花

頌

↓所
ゾ謂

三

十

一
言

和

歌

者

也

、或

日
、異

域

之

人
、何

以

作
昌和

歌
肉所
v獻
,或

是

詩

章
、當

時

史

臣

譯

通

昌共

義

一耳
、或

日
、王

仁

歸

　

　

　

　

日

本

詩

史

卷

之

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
ギ

キ

史

を

按

す

る

に
、應

紳

天
皇

十

五
年

、百
濟

國

博

士

阿
直

幾
來

朝

し
、
周

易
、論

語
、孝

經

等

の
書

を

獻

ず

、上
悦

ぶ
、阿

直

…幾
を

し

て
經

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ
も

を

諸

皇

子

に
授

け

し

む
、我
邦

の
經

學
、蓋

此

に
肇

ま

る

と

い
ふ
、

　

　

　

ワ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

ノ
チ後

阿
直
幾
、王
仁
を
薦
む
、上
乃
百
濟
王

に
詔
し
、王
仁
を

徴
す
、王

仁
至
る
、阿
直
幾
と
同
じ
く
諸
皇
子
に

侍
講
せ
し
む
、上
崩
す
、仁

徳
天
皇
卻
位
に
躑
ぎ
■浪
速
に
遷
都
す
、王
仁
栴
花

の
頌
を
獻
す
、

所
レ
謂
三
十

一
言
の
和
歌
な
る
者
な
り
、或
曰
く
、異
域
の
入
、何
を

　

　

　

ツ
ク

以
て
和
歌
を
作
ら
ん
、獻
す
る
所
、或
は
是
れ
詩
章
に
し

て
、當
時

の
史
臣
譯
し
て
北
ハ養
を
通
ぜ

し

の
み
と
、或
曰
く
、王
仁
麟
化
既

に
久
し
く
、我
邦

の
語
言
に
熱
し
、和
歌
を
作
る
を

學
ぶ
と
、未
た

イ
ヅ敦

れ
か
是
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
、之
を
要
す
る
に
今
を
距
る
こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

謄
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囘

本

詩

話

叢

書

化

・既

久
、熟

昌我

邦

語

言

嚇學
γ作
昌和

歌
嚇未
v知
昌孰

是

崩也
、

要
v之

距
v今

千

有

四

百

年
、載

籍

罕
v傳
、其

詳

不
F可
邑

得

而

知
一也
、自

昌仁

徳

升

遐

「歴
v世

三

十
、經
v年

四

百

五

十
、天

智

天

皇

登

極

、而

後

鸞

鳳

揚
v音
、圭

璧

發

レ彩
、藝

文

始

足
昌商

摧

閣云
。

更

稱
…、詩

賦

之

興
、肖
罰
大

津

王
卩始
、紀

淑

望

亦

日
、皇

子

大

津

始

作
輔】詩

賦
一而

其

實

大

友

皇

子

爲
v始
、河
・

島

・王
・大
-津
-王

次
v之
、大

友

詩

、五

言

四

句

、遘

徳

承
昌

天

訓
繭
皿
梅

寄

昌翼

宰
喉羞

無

昌監

撫

術
h安

能

臨
昌四

海
嚇

典

重

渾

朴
、爲
薗詞

壇

鼻

祕

蒲

無
V愧

者

也
、大

友
、天

智

太

子
、與
繕太

叔

一龍
醐戰

於

關

原
h天

命

不
レ遽
、安

能

臨
昼四

海

"之

語

爲

γ讖
、河

島

王

有
"五

言

八

句

詩

嚇大

津

王

秉

作
画七

言
糊才

皆

不
v及
昌大

友
弱

葛

野

王
、大

友

長

子
、遊
"龍

門

山
詩

、命
v駕

遊
昌山

水
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

と
千
有
四
百
年
、載
籍
簿
ふ
る
こ
と
罕

に
し

て
、其
詳
な
る
こ
と

得
て
知
る
可
ら
ざ
る
な
り
、仁
徳
の
升
遐
よ
り
世
を
歴
る
こ
と
三

十
、年
を
經
る
こ
と
四
百
五
十

に
し
て
、天
智
天
皇
登
極
す
、而
し

て
後
ち
鸞
鳳
骨
を
揚
げ
、圭
壁
彩
を
發
す
、藝
丈
始

め

て
商
推
す

る
に
足
る
と
い
ふ
。

史
に
稱
す
、詩
賦
の
興
る
、大
津
王
よ
り
始
ま

る

と
、紀
の
淑
望
も

亦
曰
く
、皇
子
大
津
始
め
て
詩
賦
を
作

る
と
、而

し

て
其
實
は
大

友
皇
チ
を
始
め
と
爲
し
、河
島
王
、大
津

王
之
に
、次
ぐ
、大
友
の
詩

.

五
言
四
句
、「道
徳
天
訓
を
承
け
、鯒
梅
減
宰
に
寄
す
、羞
づ
監
撫

の

術
な
し
、安
ぞ
能
く
矚
海
に
臨
ま

ん
」と
、典
重
渾
朴
、詞
壇
の
鼻
祗

と
爲
し
て
愧
つ
る
無
き
者
な
り
、大
友
は

天
智

の
太
子
に
し
て
、

太
叔
と
關
原
に
龍
戰
し
、天
命
途
げ
す
、「安
ぞ
能
く

四
海
に
臨
ま

ん
」の
語
讖
を
爲
す
、河
島
王
五
言
八
句

の
詩

あ
り
、大
津
王
は
襲

て
七
言
を
作
る
、才
皆
な
大
友
に
及
ば
す
。

葛

野

王

は
、大

友

の
長

子

な

り
、龍

門

山

に

遊

ぶ

詩

、「駕

を
命

し

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

◎



奮153

旻

忘
昌冠

冕

情
颪

骨

蒼

老
、不
v減
皇

考
嚇詳
詩

意
叫壬

申

亂

後

潛
糾晦

形

迹
一縱
昌情

泉

石
一歟
、葛

野

王

生
轟河

邊

王
嚇河

遯

王

生
昌淡

海

三

船
唄世

有
昌才

名
吋

至

奪

睿

藻
、見
出於

古

選
一者
、文

武

天

皇

爲
ジ
始
、詠
v月

五

言

八

句
、見
昌懷

風

藻
『又
詠
γ雪

日
、林

邊

疑
昌柳

絮
嚇

梁

上

似
昌歌

塵
n齊

梁

佳

句
。

李

城

天

皇
、有
7詠
昌櫻

花
質詩
切

嵯

峨

天

皇
、天

資

好
v文
、睿

才

紳

敏
、宸

藻

最

稱
昌富

贍
門其

七

言

近

體

申
、警

聯

殊

多
、但

未
v免
呂駢

麗

合

掌
期亦

時

風

爾

耳
、如
ド日
雪家

郷

杏

杏

多
a歸

志
嚇客

路

悠

悠

少
昌故

人
嚇雲

氣

濕
v衣

知
F近
v嶽
、泉

聲

驚
v枕

覺

δ隣
v溪
、冲
澹

清

髓
。

弘

仁

御
・寓

日
、夲

城

讓

皇

在
昌西

内
蝋淳

和

以

皇̀

太

弟

在

昌東

宮
轡三

宮

融

睦
、孝

友

天

至
、花

晨

月

夕
、讌

　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

一

山
水
に
遊
ぶ
、長
く
冠
冕

の
情
を
忘
る
しと
、風
骨
蒼
老
、皇
考

に
減

ぜ
す
、詩
意
を
詳
に
す
る
に
壬
申
の
亂
後
、形
迹
を

潛
晦
し
、憐
…を

泉
石
に
縱
ま

ゝ
に
す
る

か
、葛
野
王
は
河
邊
王
を

生
み
、河
遽
王

は
淡
海
三
船
を
生
む
、世
々
才
名
あ
め
・。

至
尊
の
容
藻
、古
選
に
見
ゆ
る
者
、丈
武
天
皇
を
始

め

と
爲
す
、月

を
詠
す
る
五
言
八
句
、懐
風
藻

に
見
ゆ
、又
雪
を
詠
じ

て
曰
く
、「林

邊
柳
絮
か
と
疑
ひ
、梁
上
歌
塵
に
似
た
り
、』と
齊
梁
の
佳
句
な
り
。

平
城
天
皇
、櫻
花
を
詠
す
る
詩
あ
り
。

嵯
峨
天
皇
.天
資
文
を
好
み
、容
才
祚
敏

に
し

て
.宸
藻
最
も
富
贍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ぐ

と
稱
す
、其
の
七
言
沂
體
中
、警
聯
殊
に
多
し
、但
未

だ

駢
麗
合
掌

を
冤
れ
す
、亦
時
風
爾
る
の
み
、「家
郷
杏
杏
歸
志
多

く
、客
路
悠
悠

故
人
少
し
」、「雲
氣
衣
を
濕
し
て
嶽

に
近
づ
く
を
知
り
、泉
聲
枕
を

　
　
　
　
　

ト

驚
し
て
溪
に
隣
な
る
を
覺
ゆ
」と
口
ふ

∵
如
き
、沖
澹
清
曠
な
り
。

弘
仁
御
寓
の
日
、締
城
譲
皇
西
内
に
在
り
、淳
和

は
皇
太
弟
を
以

て
東
宮
に
在
り
、三
宮
融
睦
、孝
友
天
至
、花
晨
月
夕
讌

樂
相
接
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ

宸
章
往
復
、幾
ん
ど
虚
日
な
し
、直
に
右

文

の
美
徳
な

る
の
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議

O
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日

本

詩

話

叢

書

樂

相

接
、宸

章

往

復
、幾

驩
昌虚

日
門不
鎚直

右

文

美

徳
晒

實

是

曠

代

盛

事

也
、但

李

城

淳

和

二

帝

睿

藻
、樽

者

不
γ多
。

宇

多

天

皇

、有
.翫
昌殘

菊

》
」
絶
昌醍

醐

天

皇
、有
"讀
昌菅

氏

三

代

集

一七

律
鎖二

帝

御

製
、止

此

而

巳
。

邨

上

天

皇

、亦

稱
5好

交
一所
γ傳

宮

鶯

曉

囀

七

絶
、自

以

爲
昌警

絶
噌更

稱
、上

親

製
昌詩

題
嚇召
昌詞

臣

一同

賦
、以

爲

昌娯

樂
h而

餘

不
鎚概

見
叫惜

夫
。

永

延

帝
、披
v書

見

昌往

事
一七

律
、雖

昌語

重

累
嚇而

足
v見
昌

睿

思

正

大
鴨

長

-暦

永
-承

延

,久

三

帝

御

製
、散
司見

諸

書

一者
、皆

隻

句

斷

章

、無
γ有
昌完

者
莚

久

帝
、聰

明

善

斷
、大

有
v爲

之

君
、而

在

位

僅

五

年

而

崩
、宸

章

亦

淪

亡
、殊

可
亀

慨

嘆

叫是

時

上

距
昌天

智

即

位

一四

百

三

十

年
、帝

崩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ら
す
.實
に
是
れ
曠
代
の
盛
事
な

り
、但
卒
城
・淳
和
の
二
帝
の
容

藻
、傳
ふ
る
者
多
か
ら
す
。

宇
多
天
皇
、殘
菊
を
翫
ぶ
七
絶
あ
り
、醍
醐
天
皇
、菅
氏

三

代
集
を

　

　

　

　

　

　

　

　

ク
サ

讀
む
七
律
あ
り
、二
帝
の
御
製
、止
此
れ

の
み
。

邨
上
天
皇
、亦
好
文
と
稱
す
、傳
ふ
る
所

の
宮
鴬
曉
囀

の

七
絶
、自

ら
以
て
警
絶
と
爲
す
、皮
に
稱
す
、上
規
ら
詩
題

を
製
し
、詞
臣
を

召
し
て
同
じ
く
賦
し
、以
て
娯
樂
と
爲
す

と
、而
し

て
餘
は
概
見

せ
す
、惜

い
か
な
。

永
延
帝
.書
を
披
い
て
往
事
を
見

る

七
律
、語
重
累
と
雖
、而
し
て

容
思
の
正
大
を
見
る
に
足
る
。

長
暦
、永
承
、延
久
、三
帝
の
御
製
、諸
書
に
散
見
す
る
も
の
は
、皆
隻

句
斷
章
、完
き
者
あ
る
こ
と

な
し
、延
久
帝
、聰
明
善
斷
き大
に
爲
す

有
る
の
鴛
な
り
、而
し
て
在
位
僅
に
五
年

に
し

て
崩
し
、宸
章
も

亦
淪
亡
す
、殊
に
慨
嘆
す
べ

し
、是
の
時
上
天
智

の
即
位
を
距
る

こ
と
四
百
三
十
年
、帝
崩
じ
て
後
、交
…教
漸

く

振
は
す
、世
方
・に
和
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後
、文

欷

漸

不
γ振
、世

方

碕
昌和

歌
嚇陵

夷

迄
昌乎

保

元

凖

治

内朝

廷

多

故
、經

學

文

藝
、餅

不
昌復

講

一者
、幾
昌乎

百

年
嚇尚

拳

有
昌嘉
應

-帝

内

宴

御

製

一
首
見

昌著

聞

集
「當

時

鷹
制

作

者

十

餘

人
、其

詩

無
v俾
、嘉

應

帝

崩

後
、歴
轟十

七

帝

百

七

十

年
曲康

永

帝

即

位
、元

年

春

宴
、以

昌山

家

春

興

一命
v題
、御

製

詩

日
、桃

花

流

水

洞

中

天
、不
v記

煙

霞

多

少

年
、滿

目

風

光

塵

土

外
、

等

問

逢

著
,是

紳

仙
、意

境

問

雅
、語

亦

圓

暢
、當

時

應

制

詞

臣

二

+

二

人
、詩

今

存

者

僅

九

首
、其

中

如
岡僧

貞

乘

日
薇

風

時

逡
昌幽

秀

至
、緻
う報
前

山

花

巳

開
唱藤

國

俊

日
b遊

絲

百

尺

飄
昌天

上
h不
v及

山

翕

心

緒

閑
齷

"韻

格

不
7高
、頗

見
昌巧

致
寔

時

南

北

戰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
タ

歌
を
術
ぶ
、陵
夷
し
て
保
元
弔
治
に

迄
り
、朝
廷
多
故
、經
學
文
藝
、

併
せ
て
復
講
せ
ざ
る
も

の
、百
年

に
幾
し
、両
幸
に
嘉
應
帝
内
宴

の
御
製

一
首
あ
り
、著
聞
集
に
見
ゆ
、當

時
應
制

の
作
者
十
餘
人
、

其
詩
傳
ふ
る
な
し
、嘉
應
帝
崩
後
、十
七
帝
百

七

十
年
を
歴
て
、康

永
帝
帥
位
す
、元
年
の
春
宴
す
、山
家
春
興
を
以

て
康

に
命
す
.御

製
の
詩
に
曰
く
、「桃
花
流
水
洞
中
D
天
、記
せ
す

烟
震
多
少
の
年
、

滿
…目
の
風
光
塵
土
の
外
、等
聞
に
逢
著

す

る

ぱ
是
れ
神
仙
、」と
意

境
間
雅
、語
も
亦
圓
暢
な
り
、當
時
應
制

の
詞
臣
二
十
二
人
、詩
今

存
す
る
者
僅
に
九
首
、其
の
中
僣
貞
乘
、「微
風
時

に

幽
香
を
逶
り

至
る
、前
山
荏
已
に
開
く
を
報
す
る
に
似
た

り
」と
日
ひ
、藤
國
俊
、

「遊
絲
百
尺
天
上
に
飄
る
は
、及
ば
す
山
翁
心
緒

の
閑
な
る
に
」と

日
ふ
が
如
き
、韻
格
高
か
ら
す
と
雖
も
、頗
る
巧
致

を

見
る
、是
の

・
時
南
北
戦
爭
、四
郊
壘
多
し
、而
し
て
帝
能
く
交
雅

を

以

て
臣
僚

を
帥
ふ
、亦
偉
な
ら
す
や
、康
永
よ
り
天
正
に
至
る
、叉
二
百
年
、共

　
の
閣
睿
藻
の
史
冊
に
見

ゆ

る
者
無
し
、丈
祿
改
元

の

後
に
至
り

　
て
、天
子
源
通
勝
に
賜
ふ
御
製

の
詩
あ
り
、蓋
、否
極
ま

り

て
而
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ザ

　
て
泰
、元
禰
交
明
の
運
、巳
に
此
に
兆
す
者
か
。

爭
、四

郊

多
γ壘
、而

帝

能

以

昌文

雅

一帥

臣

僚
納不
赤

偉

一

莇
　

乎
、自
鷓康

永

一至
昌天

正

又

二

百

年
、其

間

無

賢睿

藻

見

鍋

日

本

詩

史

卷

之

一

五
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日

本

詩

話

叢

書

更

冊
著

ハ至
昌交

祿

改

元

之

後
嚇有
7天

子

賜
昌源

逋

勝

"

御

製

詩
い蓋

否

極

而

泰
、元

和

文

明

之

運
、巳

兆
呂于

些

者

歟
。

皇

子

諸

王

之

詩

、大

友
・大

津
・葛

野

之

外
、大

石

王
・

山

前

王
・仲

雄

王
・犬

上

モ
・境

部

王
・大

件

王

等

令

藻
、見
昌古

選
一客
、不
v過
昌數

首
n獨

長

屋

王
・則

有

嵩數

十

首
門要
レ之

魯

衞

之

政
、若

論

証
ハ
才

俊
n無
V出
昌粂

明

親

王
肖次

則

具

李
・輔

仁

耳
、鍍

明
、醍

醐

皇

子
、二

品

中

務

卿

、世

稱

】前

中

書

王
嚇是

也
、自
v幼

好
v墨

、才

識

絶

倫
、帝

愛
昌重

之
門欲
ヨ立

爲
昌太

子
嚇而

執

政

憚
昌其

賢

明
h

帝

不
v得
v已
、以

昌承

李

帝

一爲

昌東

宮
門蒹

明

爲
鵠右

大

臣
嚇

賜
昌姓

源

氏

嚇復

爲

矗執

政

所
7忌
、不
v能
『久

居
昌台

司
h退
副

隱

嵯

峨
「作
輔葵

裘

賦

n以

見

昌瑛

志
賦

中

有
v日
、扶

桑

豈

無
v影

乎
、浮

雲

掩

葡

乍

昏

、叢

蘭

豈

不
γ芳

乎
、秋

亠
ノ、

9

皇
子
諸
王
の
詩
、大
友
・大
津
・葛
野

の

外
、大
石
王
・山
前
王
・仲
雄

王
・犬
上
王
・境
部
王
・大
俘
王
等
の
令
藻

、古
選
に
見
ゆ

ワも
の
、數

　
　
　
　
　
タ
マ

首
に
過
き
す
、獨
、長
屋
王
は
、則
ち
數
十
首
あ
り
、之
を
要
す
る
に
、

魯
衛
の
政
な
り
、若
し
其
才
俊
を
論
ぜ

は
、象
則
親
王

に

出
る
は

鍋
し
鴇次
は
則
ち
具
亭
・輔
仁
の
み
、兼
明
は
醍
醐
の
皇
子
、二
品
中

務
卿
な
り
、世

に
前
の
中
書
王
と
稱
す

る
は

是
な
り
、幼
よ
り
學

を
好
み
、才
識
絶
倫
、帝
之
を
愛
衷
し
、立

て
ゝ
太
子

と

爲
さ
ん
と

欲
す
、而
し
て
執
政
其
の
賢
明
を
憚
か
る
、帝
己

む

を
得
す
、承
平

帝
を
以
て
東
宮
と
爲
す
、兼
明
・右
大
臣

と
爲
り
、姓
を
源
氏
と
賜

　

タ

ふ
、復
執
政
の
忌
む
所
と
爲
砂
、久
し
く
台
司
に
居

ゐ

能
は
す
、嵯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ア
ラ

峨
に
邊
隱
す
、菟
裘
の
賦
を
作
り
、以
て
共

の

志
を
見
は
す
、賦
中

に
日
ふ
あ
り
、「扶
桑
豈
に
影
無
ら
ん
や
、浮
雲
掩
ふ

て
乍
ち
昏
し
・

叢
菊
豈
に
芳
し
か
ら
ざ
ら
ん
や
、秋
風
吹

て
先

づ

敗
る
」と
、抑
鬱

の
懷
想
ふ
べ
き
な
り
、嘗
て
禁
中
の
竹

を

詠
す
、「迸
筍
纔
に
抽
ん

づ
鳴
鳳
の
管
、蟠
根
獪
點
す
臥
龍
の
丈
」と
、稱
し

て
警
拔
と
爲
す
、
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風

吹

而

先

散
、抑

鬱

之

懷

可
v想

也
、甞

詠
昌禁

中

竹
門

迸

筍

纔

抽

鳴

鳳

管
、蟠

根

獪

點

臥

龍

文
、稱

爲
警

拔
門又

詠
昌養

生

方
一三

言
、憶

龜̀

山
喃雜

言
、眞

情

暢

達
、

共

餘

詩

賦

見
・舌

選
岩

、往

往

可
昌吟

哦
叩

具

不

親

王
、邨

上

皇

子
、二

晶

中

務

卿
、世

稱
昌後

中

書

王

題
橘

郎

中

遺

稿
一七

律
、悲

椀

悽

惻
、
一
時

傳

稱
、其

結

旬

日
、未
伊會

茫

茫

天

道

理
、滿

朝

朱

紫

彼

何

人
、蓋

亦

爲
一藤

原

民
一發

也
、又
、遙

山

暮

烟

七

律
、

精

詣

被
v賞

=

壁

輔

仁

親

王
、延

久

帝

子
、詠
塾
買
炭

婦
一七

律
、駕

意

懇

側
、語

亦

弔

整
、以
輔親

王

尊

貴
栖注
転
旧
於

此
門豈

不
v賢

乎
、保

卒

以

降
、帝

子

黴

音
、寥

乎

無
レ闢
、唯

有
首
ハ
常
・

貞

敦
・兩

親

王

遺

篇
而

巳
、貞

常

親

王
、貞

和

帝

曾

孫
、落

葉

七

絶
、見
昌康

富

蹟

記
嚇枯

梢

寂

筋

臼好
ニダ

陽
門

　
　
　
　
　

日

本

詩
史

卷
之

一

叉
養
生
の
方
を
記
す
る
三
言
、龜
山
を
慮

ふ
雜
含
.眞
情
暢
達
、北
ハ

の
餘
詩
賦
古
選
に
見
ゆ
る
も
の
、往

々
吟
哦
す
べ
し
。

具
卒
親
王
は
、邨
上
の
皇
子
、二
品
申
務
卿

な
り
、世
に
後

の

中
書

王
と
稱
す
.橘
郎
中
遺
稿
に
題
す

る

七
律
、悲
椀
悽
惻
、
一
時
傳
稱

す
、其
の
結
勾
に
曰
く
、「未
た
愈
せ
す
茫
茫
た
る
天
道

の
理
、滿
朝

の
朱
紫
彼
れ
何
人
ぞ
」と
、蓋
亦
康
原
氏
の
爲
め

に
戳
す
る
な
り

又
遙
山
暮
烟
の
七
律
、精
詣

一
時
に
賞
せ
ら
る
。　
　

　
　

ー,
層

σ̀

輔
仁
親
王
は
、延
久
帝

の
子
、賣
炭
姉
を
詠
す

る
七
.律
、用
意
懇
側
、

語
も
亦
雫
整
、親
王
の
奪
貴
を
以
て
、情
を
此

に

注
ぐ
、豈
賢
な
ら

す
や
、保
甼
よ
り
以
降
、帝
子
の
徽
音
、寥
乎
と
し
聞
ゆ
る
な
し
、唯

貞
常
、貞
敦
爾
親
王
の
逡
篇
あ
る

の

み
、貞
常
親
王
ぱ
、貞
和
帝
の

曾
孫
、落
葉
の
七
絶
、康
富
日
記
に
見
ゆ
、「粘
楕
寂
寂
夕
陽
を
帶
ぶ

滿
砌

の
飄
塵
蘚
蒼
を
擁
す
、道
ふ
莫
れ
晩
風
葉

を

吹
き
鸛
す
と
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
ヘク
ヲ
シ

老
紅
却
つ
て
恐
る
曉
來
の
霜
」と
、語
差

晦

と
雖
、用
意
自
ら
工
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
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日

本

詩

話

叢

書

滿

砌

飄

塵

擁

蘚

蒼

寞

"道

晩

風

吹
v葉

諜
、老

紅

却

恐

磽

來

霜

雖
語

差

晦

用

煮

自

工
、貞

敦

親

王
、貞

常

曾

孫
、江

出

春

意

七

絶
、江

出

雨

過

翠

微

挙
、樵
-

唱

漁
-歌

弄
昌春

晴
門風

動

水

南

酒

旗

影
、杏

邨

既

聽

吉
貝
騨化
聲
、嫐
ハ
・衆

宀犯
妖
榊、土息
致

亦

婉

、

公

卿

朝

紳
、著

稀
…
詞

林

門世

不
V乏
"其

入
「而

蘭

玉

競

γ芳
、鳳
毛

紹
v美

者
、藤

原

氏
・菅

原

氏
.大

江

氏
.次

期

紀

氏
・橘

氏
ド
源

氏

・三

善

ピ
∵
小

野

氏
・互

勢

氏
・滋

野

氏

等
、不
y過

昌十

數

家
叫

藤

原

氏
、以
昌淡

海

交

忠

公

史

"爲
v首

、公
、盛

徳

大

業

、

位

極
"人

臣
嚇宅

揆

餘

暇
、留
昌意

翰

墨
n辭

藻

亦

冠
訓絶

一
時
唱元

B

朝

會

詩
、玉

言

十

二

句
、見
昌懐

風

藻
肖華

贍

而

典

則
、公

生

昌凶

子
「竝

有
昌才

學
萇

子

左

大

臣

武

智
、繼
昌位

台

鼎

嚇其

詩

失
ド傅
、次

子

參
議

房

前

、七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

り
、貞
敦
親
王
は
、貞
常
の
曾
孫
な
ゆ
、江
山
春
意
の
七
絶
^
江
山
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ウ
ゴ

過
て
翠
微
亭
な
り
、樵
唱
漁
歌
春
晴
を

弄
す
、風
は
動

か
す
水
南

酒
旗

の
影
、杏
邨
既

に
聽
く

賣
花
の
聲
」と
、興
象
宛
然
、意
致
も
亦

娃
な
り
。

公
卿
刺
紳
に
し
て
詞
林
に
著
稱
せ
ら
る

ゝ
は
.世
其
の
人
に
乏
し

か
ら
ず
、而
し
て
蘭
玉
芳
を
競
ひ
、鳳
毛
義

を
紹
ぐ

者
は
、藤
原
氏
.

菅
原
氏
・大
江
氏
・次
は
期

ち

紀
氏
・橘
氏
・源
氏
・三
善
氏
・小
野
氏
.

互
勢
氏
・滋
野
氏
等
、十
數
家
に
過
ぎ
す
。

膝
原
氏
は
、淡
海
支
忠
公
史
を
以
て
首
と
爲
す
.公

は

盛
徳
大
業
、

位
人
臣
を
極
む
、宅
揆

の
餘
暇
、意
を
翰
墨

に

留
め
、辭
藻
亦

一
時

に
冠
絶
す
、元
日
朝
會

の
詩
.五
言
十
二
句
、懐
風
藻
に
見
ゆ
、華
贍

に
し
て
典
則
な
り
、公
四
子
を
生
む
、竝
に
才
學

あ

り
、長
子
左
大

臣
武
智
.位
を
台
鼎

に
繼
ぐ
、共
詩
傳
を
失
す
、次
子
參
議
房
前
、七

夕
内
宴
の
詩
、「瓊
筵
船
藻
を
振
ひ
、金
閣
良
遊
を

啓
く
、鳳
駕
雲
路

に
飛
び
、龍
車
漢
流
を
度
る
、しと
王
、楊

盧
、駱
に
駸

々
た
り
、共
の



ー
　
、夕

内

宴

詩
、瓊

筵

振
雅

藻
一金

閣

啓
己良

避
嚇鳳

駕

飛
昌

　
　

雲

路
一龍

車

度
昌漢

流
駸

副駸

乎

王
・楊
・盧
・肇

其

孜

參

　
　

議

宇

合
、吏

稱
、宇

合

有
轟文

武

才
n甞

爲
昌聘

唐

使
n風

　
　

榮

可
v解
、四

子

兵

部

卿

萬

里
、少
吐長

簪

裾
h而

不
v忘
昌

　
〃

　
　

邱

壑
{常

日
、當
-今

上

有
昌鑾

主
肉下

有

賢

臣
莪

曹

何

　
　

爲
、放
副浪

琴

酒
剛自

稱
昌罍

代

狂

叢

懐

風

藻

載
昌暮

春

　
　

讌

會

詩
百

、城

市

元

非
v好
、山

園

賞

有
ゾ餘
、記
昌其

實

　
　

也
。

　
　

武

智
・房

前
・二

公

子

孫
、南

北

分
γ宗
、世

官
畠宰

輔
n椒

　
　

聊

蕃

衍
、衣

冠

満
v朝
、而

篇

章

傳
v奩

者
、武

智

曾

孫

　
　

三

成
、有
昌漁

家

雜

言
哨房

前

曾

孫

左

大

臣

冬

嗣
,有
事

　
　

奉
謝和

聖

製

宿
昌莓

宮
毛

律
員左

京

大

夫

衞
、有
下奉
副和

　
　

聖

製

春

日

威

懐
脚應

制

七

絶
幽參

議

道

雄
、有
詠

γ雪

靭
　

七

絶
蝋玄

孫

彈

正

少

忠

令

緒
、有
昌早

春

遊

望

七

律
幽

　
　
　
　
　
　
　

日
本

詩

史
卷

之

一

次
は
參
議
宇
合
.史
に
稱
す
、宇
合
、文
武

の
才
あ

り
、甞
て
聘
唐
使

と
爲
る
と
.風
采
想
ふ
べ
し
、四
子
兵
部
卿

萬
里
、簪
裾
に
少
長
し
、

而
し
て
邱
壑
を
忘
れ
ず
、常
に
曰
く
、當
今
上
に
聖
主
あ

り
、下
に

賢
臣
あ
り
、我
が
曹
何
を
か
爲
さ
ん
と
、琴
酒

に
放
浪
し
、自
ら
聖

代
の
狂
士
と
稱
す
、懐
風
藻
に
暮
雰
讌
會

の
詩
を
載
す
、曰
く
.「城

市
元
と
好
き
に
非
す
、山
園
賞
餘
り
あ
り
、」と
其
實

を

記
す
る
な

b
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

武
智
.房
前
二
公
の
子
孫
、南
北
宀示
を
分
ち
、世
宰
輔
に
官
す
、楓
聊

蕃
衍
.衣
冠
朝

に
滿
っ
、而
し
て
篇
章
世

に
傳
ふ
る
者
は
.武
智
の

曾
孫
三
成
、漁
家
の
雜
言
あ
り
、房
前

の

曾
孫
左
大
臣
參
嗣
、聖
製

蕉
宮

に
宿
す
る
に
奉
和
す

る

七

律
あ
の
、左
京
大
夫
衞
。聖
製
春

日
感
懷

に
奉
和
す
る
應
制
の
七
絶

あ

り
、參
議
道
雄

雪
を
詠
す

る
七
絶
あ
り
、玄
孫
彈
正
少
忠
令
緒
、早
春
遊
望

の

七
律
あ
り
、其

餘
多
き
な
し
。



日

本

詩

話

叢

書

蜘
　

共

餘

無
レ多
。

1

申

納

言

葛

野
、亦

房

前

曾

孫
、有
昌辭

才
{延

暦

中

爲
蔚

聘

唐

使
(惜

著

作

無
ゾ傳

、葛

野

子

刑
-部
・卿

常

嗣
、博

學

強

識
、少

知
v名
、承

和

中

爲

昌聘

唐

使
門父

子

妙

選
、

世

以

爲
v榮
、常

嗣

詩

見
昌古

選
ハ秋

日

登

叡̀

山
一五

言

近

膿

中

日
、仙

梵

窓

中

曙
、疎

鐘

枕

上

清
、清

迥

不

v凡
。

左

大

臣

時

}牛
、宥

下秋

日

會
昌城

南

水

石

亭
n壽

昌藏
-大
・

師

七

ナ

詩
ハ水

石

亭
、公

別

業
、藏

大

師
、大

外

記

大

藏

善

行
、公

少

受
昌業

善

行
肖因

有
昌斯

與
蝦
公

以
レ陷
昌菅

公
門獲
昌罪

名

欷
n其

人

固

不
レ足
レ道
、而

崇
v師

也
、重
γ業

撫
、輓

近

未

V得
昌共

比
肉當

時

右

文

好

術

可
ゲ想
、更

稱

、

此

會

、
一
時

名

士

畢

集
、藤

氏

勢

焔
、固

當

v爾

、爾

亦

善

行

之

榮

幸

也
、詩

今

存

者

二

十

餘

首
、紀

發

昭
、

噌
0

中

納

言

葛
野

、亦

房
前

の
曾

孫

に

し

て
、辭

才

あ

り
、延

暦

中
聘

唐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O

使

と
爲

る
、惜

ら

く

は
著

作

傳

ふ

る

な

し
、葛

野

の

子
刑

部
卿

常

嗣

、博

學

強

識

、少

ふ
し

て
名

を

知

ら

る
、承

和

中

に

聘

唐

使

と
爲

る
、父

子

妙

選

.世

以

て
榮

と
爲

す
、常

嗣

の

詩

古

選

に
見
ゆ

る
、秋

日

叡

山

に
登

る
五

言

近
體

中

に

曰
く

、「仙

梵

窓

中

に

曙

け

、疎
鐘

枕

上

に
清

し
、」と
、清

迥

に
し

て
凡

な

ら

す
。

左
大
臣
時
畢
、秋
日
城
南
水
石
亭
に
會

し
、蔵
大
師

の
七
十
を
壽

　
　
　
　
　

も

す
る
詩
あ
り
、水
石
亭
は
公
の
別
業
、藏

大
師

は
、大
外
記
大
藏
の

蒜
行
な
り
、公
少
く
し
て
業
を
善
行
に
受

く
、因
て
斯

の
擧
あ
り
、

公
.菅
公
を
陷
る
ゝ
を
以
て
、罪
を
名
教

に

獲
た
り
、共

の
人
固
よ

り
道
ふ
に
足
ら
す
、而
し
て
師
を
崇
び
業

を
重

ん

す

る
は
、輓
近

未
だ
其
の
比
を
得
す
、當
時
右
交
の
好
膚
想
ふ

べ

し
、史
に
稱
す
、

此
の
會
、
一
時
の
名
士
畢
く
集
ま
る
、藤

氏

の
勢
焔
、固
よ
り
當
に

爾
る
ぺ
し
、而
し
て
亦
善
行
の
榮
幸
な

り
、詩
今
存

す

る
者
二
十

　
　
　
　

ハ
セ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ヨ
ヤ
ス

餘
首
、紀
の
發
昭
、三
砿旨
清

行
、亦
共
の
巾

に
在
り
、而
し
て
涛
行
が

七
律
、驪
珠
を
得
た
り
趾
ハの
餘
は
鱗
甲
、把
翫
す

る

に
足
る
も
の
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三

善

清

行
、亦

在
昌其

中
一而

清

行

七

律
.得
昌驪

珠
嚇其

餘

鱗

甲
、無
▼足
昌把

翫
肖者
切

參

議

菅

根
、有
呂才

子

譽
「嘗

被
昌菅

公

薦

引
「後

阿
附

左

相

一而

傾

菅

公
翼

人

固

卑
、惜
v秋

翫
昌殘

菊
一七

律
、

殊

不
雅

馴
嚇此

寛

卆

中

内

宴

應

制

詩
、同

時

作

者

二

十

餘

人
、今

存

+̀

三

首
h而

藤

原

氏
.
七

人
、大

納

言

定

國

亦

有
昌作

詩
門皆

不
v足
ゲ録
。

藤

原

氏

權

勢
、至
昌太

政

大

臣

道

長
嚇窮

極

滿

盛
、所

レ
謂

男

公

女

后
、富

逾
嶋蒂

室

者
、其

侈

麗

豪

華
、震
耀

一
時
h而

其

人

好
v詩

善
v書
、亦

可
昌嘉

爾
嚇公

嘗

創
昌法

成

寺
h世

稱
啓御

堂

公
h又

營
昌別
業

於

宇

治
門高

閣

層

軒
、擅
隠流

=峙

之

勝
鞠公

數

往

遊
、有
v詩

云
、別

業

嘗

傳

宇

治

名
、暮

雲

路

僻

隔

華

京
嚇柴

門

月

靜

眠
"霜

色
嚇

茅

店

風

寒

宿
昌浪

興

排
v戸

遙

看

漁

艇

去
、捲
y簾

斜

　
　
　
　
　
日

本

詩

史

卷

之

一

な

し
。

參
議
菅
根
、才
子
の
譽
あ
り
、甞
て
菅
公
の
薦
引

を
被
む
る
、後
匠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

イ
ヤ

相
に
阿
附
し
て
菅
公
を
傾
く
、共
の
人

は

固
よ

り
卑
し
、秋
を
惜

ん
で
殘
菊
を
翫
ぶ
七
律
、殊
に
雅
馴
な

ら
す
、此
&
寛
平
申
の
内

宴
の
應
制
の
詩
、同
時
の
作
者
二
十
餘
人
、今
十

三

首
を
存
す
、而

し
て
藤
原
氏
七
人
、大
納
言
定
國
も

亦
作
詩

あ

り
、皆
録
す
る
に

足
ら
す
。

藤
原
氏
の
權
勢
、太
政
大
臣
道
長
に
至

り

て
、窮
極
滿
盛
、謂
は
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ

る
男
は
公
.女
は
后
、富
帝
室
に
逾
ゆ

る
も
の
、其
の
侈
麗
豪
華
、
一

時

に
震
耀
す
、而
し
て
其
の
人
は
詩
を

好
み
書
を
善

く

す
、亦
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ダ
ウ

尚
す
べ
し
、公
甞
て
法
成
寺
を
創
す
、世
に
御
堂
公

と
稱
す
、叉
別

業
を
宇
治
に
營
み
、高
閣
暦
軒
.流
峙

の
勝
を

擅

に
す
、公
數
往
て

遊
ぶ
、詩
あ
り
、云
ふ
、『別
業
甞
て
傳
ふ
宇
治
の
名
、暮
雲
路
僻
に
し

て
華
京
を
隔
つ
、柴
門
月
欝
に
し

て

霜
色
に
眠
り
、茅
店
風
寒
く

し
て
浪
聲
に
宿
す
、戸
を
排
し
て
遙

に
看
る
漁
艇

の
去
る
を
、簾

を
捲
て
斜
に
望
む
雁
橋

の
横
は
る
を
、勝
遊
此

の

地
人
老
い
難

し
、秋
興
將
に
移
ら
ん
と
す
潘
令
が
惰
、』と
、意
境
蕭
散
、絶
え
て
權

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』
一
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日

本
詩

話
叢

書

望

雁

橋

横
、勝

遊

此

地

入

難
v老
、秋

興

將
v移

潘

令

情
、意

境

蕭

散
、絶

無
昌懽

貴

相
肉公

姪

内

大

臣

伊

周
、

申

納

言

隆

家
、竝

梦

文

詞
鞘而

淫

兇

無
v取
、詩

亦

不

韻
。

大

納

言

公

任
、世

稱
昌其

多

才
一大

江

匡

衡
、嘗

評
=

時

詩

入
嚇以
昌公

任
敵

昌齊

信
一余

索
"其

遺

篇
嚇寥

寥

罕

レ傳
、若
賢夫
題
驫由

川

晴

景
毛

律
n穉

拙

不
v成
レ章
、匡

衡

之

言

盗

美

耳
。

參

議

有

國
、重

陽

陪
γ宴

七

言

長

篇
、用

事

錯

綜
、足

γ見

才̀
思
嚇但

章

法

句

法
、未
レ透
、難
v入
v選

耳
、有

國
、參

議

眞

夏

之

後
、其

高

租
、創
薤

大

刹

於

洛

南

日

墅

自

以

爲
昌大

功

徳
齢
讎
レ是

稱
"日

野

氏
n其

父

輔

道
、鈎

策

高

第
、至
昌有

國
h家

聲

盆

振
、子

孫

世

名
昌于

儒

林
ゴ

五

品

爲

時

題
"玉

井

別

莊
毛

律
、玉

井

佳

名

世

所

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

=
一

貴
の
相
な
し
、公
の
姪
内
大
臣
伊
周
、中
納
言
隆
家
、竝
に
文

詞

を

好
む
、而
れ
ど
も
淫
兇
取
る
な
し
、詩
も
亦
不
韻
な
り
。」

大
納
言
公
任
、世
に
其

の
多
才

を
稱
す
、大
江
匡
衡
、甞
そ

}
時
の

詩
人
を
評
し
、公
任
を
以
て
齊
信
に
敵
す
、余
共

の
潰
篇

を
索
む

る
に
、寥

々
傳
ふ
る
罕
な
り
、夫

の
山
川
晴
景
に
題

す

る
七
律
の

若
き
は
、穉
拙
章
を
成
さ
す
、匡
衡
の
言

は
盗
美
の
み
。

參
議
有
國
、
重
陽
、宴
に
陪
す
る
の
七
言
長
篇
、用
事
錯
綜
、才
思
を

見
る
に
足
る
、但
章
法
句
法
未
だ
透
ら
す
、選

に
入

り

難
き
の
み
、

有
國
は
參
議
眞
夏
の
後
、共

の
高
覦
、大
刹
を

洛
南

の

日
野
に
創

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ

建
し
、自
ら
以
て
大
功
徳
と
爲
す
、是
に
鯀
り

て

日
野
氏
を
稱
す
、

其

の
父
輔
道
、對
策
高
第
、有
國
に
至
り

て
、家
聲
釜
よ
振
ふ
、子
孫

世
儒
林
に
名
あ
り
。

五
品
爲
時
、玉
井
の
別
莊

に
題
す
る
七
律
、「玉
井

の
佳
名
世
の
稱



　
　
γ稱
、松
檻

牛

按

碧
山
軍
稜
、爵

雲

繞
レ屋

應
γ裹
レ幔
、澗

月

　
　
臨
v窓

欲
v代
v燈
、梅

吐
昌寒

花
"朝

見
y雪
、水

收
昌幽

響
一夜

　
　

知
v冰
、池

邊

何

物

相

尋

到
、雁

作
盤來

賓
鶴

作
v朋
、雖

　
　
γ乏
昌聲
格
肉首

尾

勾

稱
、足
v稱
昌合

作
嚇爲

時

女

紫

式

部
、

　
　

以
v著
昌原

語
一稱
"于

世
舶

　
　

木

工

頭

輔
-尹
、賦
言醉

時

心

勝
昌醒

時

査

鄙

俚

可
v唹
、

　
　

而

大

江

匡

衡

數

稱
畠共

才
蒔

論

之

不
レ足
v憑
、古

今

一

同

憤

債
、

　
　

大

納

言

仲

實
、賦
ヨ徳

配
昌天

地
嗣右

京

大

夫

公

章

廻

　
　

文

體
、及

正

時

賦
噂「日

月

光

華
晒長

頼

賦
昌海

水

不
ワ揚

　
　
レ波
、公
明
・敦

隆
、倶

賦
昌走

脚

軆

憲

光
・尹

經
、倶

賦
v班
昌

　
　

萬

玉
嚇皆

試

揚

詩
、殊

無
昌佳

者
舳
、耕
レ尠

郁

働
殉

　
　

三

品

實

綱
、賀
自新

成

太

極

殿
嚇右

大

…辨
有

信
、三

月

鵬
　

盡
、中

納

言

實

光
、咏
昌傀

儡
一左

大

辨

宗

光
.術

齒

會

　
　
　
　
　
　
　

日

本

詩

史
巻

之

一

す
趨

松
楹
畷
ガ
す
碧
叫薐

山
雲
爨

算

纛

極

裹

ぐ
べ
し
、澗
月
窓
に
臨
ん
で
燈
に
代
ん

と
欲
す
、梅

は

塞
花
を
吐

て
朝
に
雪
を
見
、水
は
幽
響
を
牧
め

て
夜
冰

を

知
る
、池
邊
何
物

か
相
尋
ね
到
る
、雁
は
來
賓
と
作
り
鶴

は
朋

と

作
る
、」
ど
聲
格
に

乏
し
と
雖
、首
尾
句
稱
、合
作
と
稱
す
る

に

足
る
、爲
時
が
女
紫
式

部
、源
語
を
著
す
を
以
て
世
に
稱
せ
ら
る
。

木
工
の

頭
輔
尹
、醉
時
の
心
は
醒
時
の
心
に
勝
る

を

賦
す
、鄙
俚

嘆
ふ
べ
し
、而
し
て
大
江
匡
衡
數
共
才

を

稱
す
、時
論
の
憑
る
に

足
ら
ざ
る
、古
今
同
し
く
憤

々
た
り
。」

大
納
言
仲
實
、徳
・天
地
に
配
す
る
を

賦
す
、右
京
大
夫
公
章
の
廻

交
體
、及
び
正
時
の
日
月
光
華
を
賦
す
る

長
頼

の
海
水
波
を
揚

げ
ざ
る
を
賦
す
る
、公
明
・敦
隆
の
、倶

に
走
脚
體
を
賦
す
る
、憲
元
・

尹
經
の
倶
に
萬
玉
を
班
つ
を
賦
す
る
、皆
試
場
の
詩
、殊

に
佳
な

る
者
な
佞
鶴

鍔

毓

、株
・だ

三
品
實
綱

の
、新
成
太
極
殿
を
賀
す
、右
大
辨
有
信

の
三
月
蠡
、中

納
言
實
光
の
傀
儡
を
咏
す
、左
大
辨
宗
光
の
倫
齒
會

の
詩
、少
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
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ロ
本

詩
話

叢

書

詩
、少

納

言

敦

光
・夏

夜

吟
、四

品

實

範

遍

照

寺

作
、

五

品

季

綱
・東

光

寺

作
、茂

明
・勸

學

院

作
、知

房
、秋

月
・即

事
、竝

七

言

律
、見
昌古

選
h其

中

不
v無
昌牛

聯

隻

句

佳

者
而

瑕

類

相

牛
、全

佳

者

絶

無
、但

知

房
・郊

扉

暮

掩

茶

烟

細
、岫

幌

晴

裹

桂

月

幽
、意

匠

間

澹
、

登

章

亦

不
昌甚

拙
蝿

左

衞

門

尉

周

光
、冬

日

山

家

帥

事
、雖
v有
昌小

疵
嚇自

是

胸

臆

中

語
、故

李

澹

中

反

覺
v有
v味
、史

稱
、周

光

宦

仕

不
レ逹
、有
驫北

門

嘆
崩雖
v居
昌輦

轂
門常

惓
昌山

林
一余

閲
昌無

題

詩

集
嚇載
昌周

光

詩
n多

至
"百

首
嚇大

抵

山

居

題

詠
、則

史

言

誠

是
。

左

大

辨

顯

業
、三

月

遊
昌長

樂

寺
毛

律
、寺

比

五

臺

形

勝

地

時

當

三

月

艶

陽

天
、山

樓

鐘

盡

孤

雲

外
、

林

戸

花

飛

落

日

前
、掌

向

工

麗
、金

石

鏗

鏘
、但

起

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

一
四

言
敦
光
の
夏
夜
の
吟
、四
晶
實
範

の
遍

照
寺

の
作
、五
品
季
綱
の

東
光
寺
の
作
、茂
明
の
勸
學
院
の
作
、知
房

の
秋
日
即
事
、竝
に
七

言
律
.古
選
に
見
ゆ
、共

の
中
、雫
聯
隻
句

の
佳
な
る
者
無
き
に
し

　
　
　

　
　
　
　
　
　
ナ
カ
バ

も
あ
ら
す
、面
し
て
瑕
類
絹
牛

し
、全
く
佳
な
る
も
の
絶
て
無
し
、

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
マ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

へ

但
知
房
の
郊
扉
暮
に
掩
ふ
て
茶
烟
細

に
、舳
幌
晦
に
裹
げ
て
桂
月

幽
な
り
、意
匠
聞
澹
。仝
章
も
亦
甚
拙
な
ら
す
。

左
衞
門
の
尉
周
光
の
、冬
日
山
家
脚
事
、小
疵
あ
り

と
雖
、自
ら
是

れ
岡
臆
中
の
語
、故
に
李
澹
中
反
つ
て
味
あ

る
を

覺
ゆ
、史

に
稱

す
、周
光
宦
仕
達
せ
す
、北
門
の
嘆
あ
り
、輦
轂
に
居
る
と
雖
.常
に

　
　

カ
ヘリ
ミ

山
林
を

倦

る
と
、余
無
題
詩
集
を

閲
す

る
に
、周
光
の
詩
を
載
す

る
.多
き
こ
と
百
首
に
至
る
、大
抵
山
居

の
題
咏
、則
史
の
言
誠
に

是
な
り
。

左
大
辨
顯
業
の
、三
月
長
樂
寺
に
遊
ぶ
、の
七
律
、「寺
は
比
す
五
臺

形
勝
の
地
、時
は
當
る
三
月
艶
陽
の
天
、山
樓
鐘

鑑
く

孤
雲
力
外
.

林
戸
花
は
飛
ぶ
落
日
の
前
、」字
句

工
麗
、金
石
鏗
鏘

但
起
結
諧
は

す
、殊
に
惜
む
べ
き
な
り
、余
前
古
の
逡
集
を

覽
る
に
、騒
人
丈
士
.
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結

不
v諧
、殊

可
γ惜

也
、余

覽
ゴ前

古

選

集
叫騷

人

文

士
、

留

副題

長

樂

寺
著

甚

多
、藤

原

氏

則

敦

宗
・季

綱

・實

兼
・竝

有

翻七

律
嚇據
"其

詩
嚇殿

堂

之

美
、林

泉

之

勝
、巍

然

一
大

刹
.今

則

不
v然
、桑

槍

之

變
、物

外

亦

然
。

東

宮

學

士

明

衡

、花

下

吟
、雖
昌造

語

不
ツ合
、意

義

自

全
、明

衡
、宇

合

之

裔
、編
昌本

朝

文

粹
嚇有
v功
昌於

藝

苑

襯

不
v眇
、其

子

刑

部

卿

敦

基
・夙

有

詩

名

嚇風

生
昌林

機

髀

時

疑
レ雨
、浪

洗
昌石

稜

夏

見
v花

、
一
時

傳

稱
。

少

納

言

逋

憲
、文

章

博

士

實

桑

子
、保

元

帝

乳

母

夫

也
、博

學

多

逋
、辨

給

而

有

昌才

略
肉少

時

不

遇
、嘗

作
v詩

日
、顧

レ身

深

識

榮

枯

理
、在
v世

偏

慵

遊

宦

心
、

逾

薙

髪

更
昌名

信

西
嚇保

元

帝

帥

付
、登

庸

掌
昌機

密
嚇

恃
レ才

果
v用

、志

在
v革

}弊

政
嚇而

苛

刻

少

恩
、絡

以
v此

敗

無
-題
-詩
-集

多

載
其

詩

n共

子

俊

憲
、亦

有
傷詞

漢

　

　

　

　

日

本

詩

史

卷

之

一

長
樂
寺
に
留
題
す
る
も
の
甚
多
し
、藤
原
氏

に

は
則
敦
宗
、季
緞

實
兼
、竝
に
七
律
あ
り
、其
の
詩
に
據
れ
ば
、殿
堂
の
美
、林
泉

の
勝
.

巍
然
た
る

一
大
刹
、今
は
則
然
ら
す
、桑
滄

の
變
、物
外
も
亦
然
り
。

東
宮
學
士
の
花
下
の
吟
、造
語
合
は
す
と
雖
、意
義
、自
ら
全
し
、明

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
ク
ナ

衡
は
宇
合
の
裔
、本
朝
文
粹
を
編
す
、藝
苑

に
功
あ
る

こ
と

眇

か

ら
す
、其
子
刑
部
卿
敦
基
、夙
に
詩
名
あ
り
、一,風
は
林
越
に
生
じ
て

時
に
雨
か
と
疑
ひ
、浪
は
石
稜
を
洗
つ
て
夏
花
を
見
る
、と
、L
一
時

傳
稱
す
。

少
納
冒
通
憲
は
、丈
章
博
士
實
象
の
子
、保
元
帝

の
乳
母
の
夫
な

り
、博
學
多
通
、辨
給

に
し

て
才
略
あ
り
、少
時
不
遇
、甞
て
詩
を
作

り
て
口
く
、㌦身
を
顧
み
て
深
く
識

る
榮
枯

の
理
、世
に
在
り
て
偏

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
ラ
タ

に
傭
し
遊
宦

の
心
、」と
、途
に
薙
髪
し
て
名
を
信
西
と
更

む
、保
元

帝
即
位
す
、登
庸
せ
ら
れ
て
機
密
を
掌
る
、才
を
恃

ん

で

用
に
果

な
り
、志
弊
政
を
革
む
る

に
在
り
て
、苛
刻
少
恩
、絡

に
此
を
以
て

敗
る
、無
題
詩
集
に

多
く
其
の
詩
を
載
・ザ
、赴
ハ子
俊
憲
も
、亦
詞
才

あ
の
、官
、參
議
に
至
る
。

一
五
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日

本

詩

話

叢

書

官

至
蔘

議
刈

大

政

大

臣

忠

逋
、相

國

忠

實

長

子
、相

國

懸

車
、代

爲
.宰

輔
n後

胡

國

溺
副愛

少

子

左

大

臣

頼

長
「謀
ヨ廢

γ公
移
政

柄
嚇而

公

奉

承

依

依
、恭

順

無
v虧
、惟
-孝

之

徳

足
v頌
、而

加

有
臨好

文

之

美
h豈

不
v偉

乎
、無
-題
・詩
-

集

載
昌公

詩

九

十

首
嚇問

有
鵠諧

合

者
h左

相
、公

異

母

弟
、少

時

穎

敏
、好
レ學

能
v詩
、徃

使
唱相

國

教

以
昌義

方
嚇

當
v爲
昌棟

梁

偉

材
嚇而

趨

庭

失
v訓
、閲

墻

畜
v姦
、保

元

覦

亂

實

階
昌于

此
嚇如
畠其

著

作
嚇今

獪

傳
v世
。

元

久

中

内

宴
、題
.水

郷

春

望
嚇應

制

作

者
、今

可
v徴

者

十

九

人
、太

政

大

臣

良

經
・左

大

臣
良

輔

以

下
、

藤

原

氏

十

五

人
、中

納

言

資

實
・中

納

言

親

經
・式

部

大

輔

宗

親
・左

大

辨

盛

經
・東

宮

學

士

頼

範
・文

章

搏

士

宗

業
・大

内

記

宥

長

等
、大

率

無
・足
γ録

者
」

.
=

ハ

大
政
大
臣
忠
通
は
、相
國
忠
實
の
長
子
、相

國
懸
車
、代
つ

て
宰
輔

と
な
る
、後
、相
國
、少
子
左
大
臣
頼
長

を
溺
愛
し
、公
を
廢
し
て
政

柄
を
移
さ
ん
こ
と

を
謀
る
、而
し

て
公
奉
承
依

々
、恭
順
虧
く
る

な
し
、惟
孝
の
徳
、頌
す

る

に
足
れ
り
、而
し
て
加
ふ
る
に
好
文
の

美
あ
り
、豈
偉
な
ら
す
や
、無
題
詩
集
に
公

の
詩
九
十
首
を
載
す
、

間
諧
合
す
る
も
の
あ
り
、左
相
は
公

の

異
母
弟
な
り
・少
時
穎
敏
、

　
　
　
　

　
　
　
　

　
サ
キ

學
を
好
ん
で
詩
を
能
く
す
、往
に
相
國
を
し
て
敏
ふ
る
に
義
方
を

以
せ
し
む
れ
は
、當
に
棟
梁

の
偉
材
と
爲

る

べ

し
、而
し
て
趨
庭
、

訓
を
失
ひ
、閲
墻
姦
を
畜
へ
、保
元
の
蝸
亂
、實
に
此
に
階
す
、其
著

作
の
如
き
は
、今
獪
世
に
傳
は
る
。

元
久
申
の
内
宴
、水
郷
春
望
と
題
す

る
應
制

の
作
者
、今
徴
す

へ

き
者
、十
九
人
、太
政
大
臣
良
經
、左
大
臣

良
輔
以
下
、藤
原
氏
+
五

人
、中
納
言
資
實
、中
納
言
親
經
、式
部
大
輔
宀示
親
、左
大
辨
盛
經
、東

宮
學
士
頼
範
、文
章
博
士
宗
業
、大
内
記
行
長
等
、大
率
録

す

る
忙

足
る
も

の
な
し
。
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建

保

内

宴
、作

者

見
昌古

選
一者
、藤

原

氏

九

人
、詩

殊

無
苛

v覽

者
嚇蓋

保

夲

以

降
、朝

綱

解
v紐

文

學

嚢

廢
、

於
ド是

和

歌

特

盛
.内

宴

詠

言
、和

歌

爲
v主
、詩

存
昌餓

羊
茸

、其

不
昌精

工
n不
昌亦

宜
一乎
。

中

納

言

基

俊
・中

納

言

定

家
、竝

稱
昌和

歌

亘

匠
「有

γ詩
傳
v世
、固

非
巽

所
ツ長
。

左

大

臣

粂

良
、有
"避
昌亂

江

州

水

口

驛

遇
v雨

作
n憶

得

三

生

石

上

縁
、
一
菴

風

雨

夜

無
鮟

、今

日

更
卞

昌

山

前

路
h老

樹

雲

深

哭
"杜

鵑
h按
v更
、公
、才

學

該
副通

和

漢
圃著

作

殊

多
、四

書

童

子

訓

其

}
也
、當

時

天

歩

艱

難
、公

雖
レ位
昌宰

輔
一南

北

播

越
、憂

虞

度
v日
、而

講
即
明

聖

經
嚇操

觚

無
v廢
、此

足
昌以

有
7紀

也
。

文

明

十

五

年
、足

利

相

公

第

讌

會

詩
、傳

者

十

九

首
、太

政

大

臣

政

家
・左

大

臣

實

遠
・内

大

臣

實

淳

　
　
　
　
　

口
本

詩

更

卷
之

一

建
保
の
内
宴
、作
者
古
選
に
見
ゆ
る
者
は
、藤
原
氏

九

へ

詩
殊
に

覽
る
べ
ぎ
も
の
な
し
、蓋
、保
甼
よ
り
以
降
、朝
綱
紐
を

解
き
、文
學

褻
廢
す
、是
に
於
て
和
歌
特
に
盛
ん
に
、内
宴

の
詠
言
、和
歌
を
主

と
な
し
、詩
は
餓
羊
を
存
す
る
の
み
、其
の
精
工
な

ら

ざ
る
、亦
宜

な
ら
す
や
。

中
納
言
基
俊
・中
納
言
定
家
、竝
に
和
歌

の
亘
匠

と
稱
す
、詩
あ
り

世
に
傳

ふ
る
も
、固
よ
り
其
の
長
す
る
所
に
非
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ナ
グ
チ

左
大
臣
象
良
、亂
を
江
州
の
水

ロ
驛
に
避

け

雨
に
遇
ふ
作
あ
り

「憶
ひ
得
た
り
三
生
石
上
の
縁
、
一
菴
の
風
雨
夜
眠
る
な

し
、今
日

更
に
由
前
の
路
を
下
れ
ば
、老
樹
雲
深
し

て
杜
鵑
哭
す
、」史
を
按

す
る
に
、公
、才
翠
和
漢
に
該
通
し
、著
作
殊
に

多
し
、四
書
童
子
訓

は
其

一
な
り
、當
時
天
歩
艱
難
、公
、宰
輔
に
位
す
と
雖
、南
北
播
越
、

憂
虞
日
を
度
る
、而
し
て
聖
經
を
講
明
し
、操
觚
廢
す

る

な
し
、此

れ
以
て
紀
す
る
有
る
に
足
る
な
り
。

交
明
十
五
年
、足
利
相
公
の
第

の
讌
會
の
詩
、傳
ふ
る

も

の
十
九

首
.太
政
大
臣
政
家
、左
大
臣
實
遠
、内
大
臣
實
淳
、内
大
臣
通
秀
、左

近
衞
大
將
冬
良
以
下
、藤
原
氏
十
人

な

り
、丈
明
、上
は
建
保
を
距

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
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日
本

詩

話
叢
書

内

大

臣

逋

秀
・左

近

衞

大

將

冬

良

以

下
、藤

原

氏

十

人
、文

明
、上

距
昌建

保
三

百

六

十

年
、其

詩

較
昌諸

建

保
h反

有
レ可
v觀
、蓋

此

時

雖
昌朝

廷

丈

敏

盆

廢

替
嚇

五

山

禪

林

詩

學

盛

興
、朝

紳

或

因
昌其

鼓

盪
爾

歟
。

内

大

臣

實

隆
、號
"逍

遙

院
門致

仕

後

詩

云
、三

十

年

來

朝

市

塵
、掃

舟

歸

去

五

湖

春
、単

生

慚

愧

無
昌功

業
晒合
7對
昌臼

鴎
轍終
即此

身
畠毎

誡
鷁子

弟

」日
、吾

少

年

不
昌

努

力
肖老

來

悲

傷

無
レ及
、汝

曹

宜
レ勿
v傚
v尤
、因

課
昌孑

弟
嚇謄
d寫

六

經
・及

史

記
・漢

誹

等
嚇世

知
ヨ公

爲
昌和

歌

亘

擘
嚇而

不
v知
v有
昌文

學
門故

蝎

而

出
v之
。

右

所
γ録

外
、藤

原

氏

見
昌諸

集
騨者
、獪

有
昌數

十

人
h以

v繁
捌
v之

云
、其

餘
、
一
聯

一
句
、古

今

傳

稱
、而

全

章

闕

亡

者
、五

品

篤

詠
レ砧
、擣

處

曉

愁
閨

月

冷
嚇裁

將

秋

寄
昌寒

雲

深
期右

馬

頭

季

方
、三

月

蠡
、林

間

縱

有
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八

る
こ
と
二
百
六
十
年
、其
詩
は
諸
を

建
保

に
較
れ
ば
,反
て
觀
る

べ
き
あ
り
、蓋
此
の
時
朝
廷
の
文
敏
釜
廢
替

す

と
雖
、五
山
禪
林

の
詩
學
、盛
に
興
る
、朝
紳
或
は
其
鼓
盪
に
因
り
て
爾
る
か
。

内
大
臣
實
隆
、逍
遙
院
と
號
す
、致
仕
し

て
後
の
詩
に
云
ふ
、「三
十

年
來
朝
市
の
塵
、扁
舟
歸
り
去
る

五
湖

の

春
、亭
生
慚
愧
す
功
業

　
　
　

マサ

な
き
を
、合
に
白
鵬
に
對
し
て
此
の
身
を
絡
ふ

べ
し
、」と
、毎
に
子

弟
を
誡
め
て
口
く
、吾
れ

少
年
努
力
せ
す
、老
來
悲
傷
す

と

も
及

ぶ
こ
と
な
し
、汝
が
曹
宜
し
く
尤
に
傚
ふ

こ

と
勿
れ
と
、因
て
子

弟
に
課
し
て
、六
經
及
ぴ
史
記
漢
誉
等

を

謄
寫
せ
し
む
、世
、公
の

和
歌

の
亘
擘
た

る
を
知
り
て
、文
學
あ
る

こ

と
を
知
ら
す
、故
に

羯
げ
て
之
を
出
だ
す
。

右
に
録
す
る
所
の
外
、藤
原
氏
の
諸
集
に
見

ゆ

る
も
の
、獪
數
十

人
あ
吟
、繁
な
る
を
以
て
之
を
刪
る
と

云
ふ
、共
餘

一
聯

一
句
、古

今
傳
誦
し
て
、全
章
闕
亡
す
る
も

の
、五
品
篤
の
砧

を

詠
す
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

や
ッ

「擣
く
處
曉
に
閨
月
の
冷
な

る
を

愁
ひ
、裁
し
將
て
秋
塞
雲
の
深

き
に
寄
す
しと
、右
馬
の
頭
季
方
の
三
月
盡

に
、「林
聞
縦
ひ
殘
花
の
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残

花

在
一留

到
昌明

朝
噌不
}是

春
へ右

少

弊

雅

材
.睛

景
.

松

江

日

落

漁

舟

去
、蘿

洞

雲

開

隱

逕

深
、左

中

辨

維

成

江

上

作
、客

帆

有
v月

風

千

里
、仙

洞

無
γ人

鶴

喃
雙
、大

納

言

齊

信

詠
v妓
,秋

月

夜

問

聞
レ按
y曲
、金

風

吹

落

玉

簫

聲

等
、不
v可
昌放

塞
{齊

信

名

價

電
昌於

一
時
自而

其

詩

不
昌多

見
肉使
"人

嘆

椀
殉

菅

原

氏
、本

姓

土

師
、聖

武

天

皇

天

李

元

年
、賜
昌侍

讀

土

師

古

人

姓

菅

原
n古

人

子

清

公
、夙

有
昌文

名
肉

延

暦

中

爲
嚇聘

唐

使
嚇有
昌汁

・州

上
-源
-譯

餓
v雪

詩
n云
、

曇
調
爾阪
未

v融
脚
徳
日、梅

柳

勿
心
蓬
广
春
、不

分

瓊

瑤

居
、飛

霑
篇

放

客

巾
靂

官

至
昌左

中

辨

嚇清

公

子

是

善
、自
レ幼

聰

敏
、才

名

顯

著
、官

至
昌參

議
叫

菅

原
善
‡
菅
原
清

囲

譲

濂

釁

・灣

二獸
罫

鰍
二

儲
二瀾
燦
鯵
繍
レ醂
哺龠

型
竝
有
島詠
γ塵

應

制

五

言
排

律
h

　
　
　
　
　

日

本

欝

史

卷

之

一

在
る
有
る
も
い留
め
て
明
朝
に
到
ら
ば
是
れ
春
な

ら
す
」と
、右
少

辨
雅
材
の
晴
景
に
、勹松
江
β
落
ち

て
漁
舟
去
り
、蘿
洞
雲
開
い
て

隱
逕
深
し
、」左
中
辨
維
成
の
江
上
の
作
に
、「客
帆
月
あ
り
風
千
里
,

仙
洞
人
無
く
鶴

一
雙
.」大
納
言
齊
信
の
妓
を
詠
す
る
に
、「秋
月
夜

間
に
し
て
曲
を
按
す
る
を
聞
き
、金
風
吹
き
落

す
玉
簫
の
聲
U等
、

枚
擧
す
可
か
ら
す
、齊
信

の
名
價

凶
時
に
重
し
、而

し
て
、其
詩
多

く
見
え
す
、人
を
し
て
嘆
椀
せ
し
む
。

菅
原
氏
、本
姓
は
土
師
、聖
武
天
皇

天

卒
元
年
、侍
讀
土
師
古
人
に

姓
菅
原
を
賜
ふ
、古
人
の
子
清
公
、夙
に
丈
名

あ
り
、延
暦
中
聘
唐

使
と
な
り
、沐
州
上
源
驛
雪
に
値
ふ
詩

あ
り
、云
ふ
、「雲
霞
未
だ
舊

を
辭
せ
す
、栴
柳
忽
ち
春
に
逢
ふ
、不
分

な

り
瓊
瑤
の
屑
、飛
で
族

客
の
巾
を
沾
す
」と
、歴
官
し
て
左
中
辨
に
至
る
、清
公
の
子
是
善
、

幼
よ
り
聰
敏
、才
名
顯
著
、官
參
議
に
至
る
。

菅
原
善
書

鑄

岡
隸

糴

篆

藷

嚢

講

磁
嫉
蕭

蕪

鑞

鍼
齲
訟
解
鱗

竝
に
讐

詠
す
る
應
制
の
五
言

排

律

あ
り

、中

良

舟

、中

良

…樶
、藤

原

關

雄

。皆

此

の

題

詠

あ

り

、必

】
九
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臼

本

詩
話
叢

書

申

良

舟
・中

良

橄
・藤

原

關

雄
・皆

有
昌此

題

詠
嚇必

一

時

作
、較
昌其

優

劣

二

菅

最

超

絶

矣
、二

菅

詩
、精

工

整

密
、力

量

相

等
、難
v爲
昌兄

弟
嚇今

竝

録
昌全

首
n以

質
驫

貝

眼

者
嚇善

主

云
、大

噫

寵
群

物
嚇惟

塵

最

細

微
、遇

F霖
時

聚

斂
、承
v吹

乍

雰

霏
、洛

浦

生
昌輔

韈
噌都

城

染
β

客

衣
嚇朝

隨
昌行

蓋
一起
、暮

逐
昌去

軒
願歸
、動

息

常

無
v定
、

徘

徊

何

處

非
、冀

持

老̀

鵬

旨
肉長

守

世̀

間

機
嚇清

岡

云
、微

塵

俘
輔夭

道
「靄

靄

隱
垂

楊
琶

暗

龍

媒

埓
、形

飛

鳳

輦

揚
、徘

桐

寧

有
v定
、動

息

固

無
v常
、逐
v舞

生
昌

羅

籤

驚
v歌

繞
"畫

梁

因
嵐

流
昌細

影
葎

γ雪

散
輕

光
ハ

無
v由
『逢
昌漢

主
肉室

此

轉
昌康

莊
殉

右

大

臣

道

眞
・是

善

子
、自
γ古

儒

臣

官

至
噸}台

司
一者
、

吉

備

公

之

後
、有
v公

而

巳
、公

之

徳

業
、非
琶特

東

方

人

士

欽
翻戴

之
蓄

昌於

遐

方

異

越

聞
齲其

風
著

、靡
v不
矯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ヲ

一
時
の
作
な
ら
ん
、其

の
優
劣
を
較
ぶ

る

に
、二
菅
最
超
絶
す
、二

菅
の
詩
、精
工
整
密
.力
量
相
等
し
、兄
弟
た

り
難
し
、今
竝
に
全
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
サ

を
録
し
、以
て
具
眼
の
者
に
質
す
、善
主
云
ふ
↓
大
噫
群
物
を
籠
む
、

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヂ
マ
チ

惟
塵
最
細
微
.霖
に
遇
て
時
に
豪
斂
し
、吹
を

承
て
乍

雰
霏
す
、洛

浦
紳
韈
に
生
じ
、都
城
客
衣
を
染
む
、朝
に
行
蓋
に
隨
つ
て

起
り
、

暮
に
去
軒
を
逐
ふ
て
歸
る
、動
息
常
に
定

ま

る
無
し
、徘
徊
何
處

か
非
な
る
、翼
く
は
老
聘
が
旨
を

持
し
.長
く
世
間

の
機
を
守
ら

ん
」と
、瀋
岡
云
ふ
、「微
塵
大
道
に
浮
び
、靄

々
垂
揚

に
隱
る
、色
は

暗
し
龍
媒
の
埒
.形
は
飛
基
鳳
輦
・の
場
、徘
徊
寧

ぞ

定
ま
る
有
ら

ん
、動
息
園
に
常
無
し
、舞
を
逐
て
羅
襪

に

生
じ
、歌

に
驚
て
甕
梁

を
繞
る
、風
に
因
て
組
影
を
流
し
、雪
に
俘

ふ
て
輕
光

を

散
す
}"漢

　
　
　
　

ヨ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ね

主
に
逢
ふ
に
由
な
し
、室
し
く
此
に
康
莊

に
轉
す
。

右
大
臣
道
眞
は
、是
善
の
子
、古
よ
り
儒
臣

に
し

て
官
台
司
に
至

る
者
は
、吉
備
公
の
後
、公
あ
る
の
み
、公
の

徳
業
、特
に
東
方
人
壬

之
を
欽
戴
す
る
の
み
に
非
す
、遐
方
異
域
に
至

る
ま

で
、共

の
風

を
聞
く
者
は
、景
仰
せ
ざ
る
は
な
し
、元

の

薩
天
錫
.明
の
宋
濂
輩

亀
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景

仰
門元

薩
,天
,錫
・明

宋

濂

輩

歌

一
鳳、歴

歴

可
v徴

也
、

但

世

之

口

碑
、往

往

失
v實
、羅

山

林

子

辯
㎡駁

之
嚇更

作
昌公

傳
嚇文

集

十

三
卷
、儼

然

具

存
、穆

如

之

美
、可
昌

得

而

見

也

叉

如
蜜重

陽

侍

宴
、伺

賦
昌菊

散

一
叢

金

應

制

云
ハ微

臣

綵

得

篤
、中

滿
、豈

若

一
經

遺

在
v家

其

雅

尚

豈

徒

尋

常

文

士

之

儔

哉

宜

乎

廟

祀

千

載
、威

靈

顯

赫
、子

孫

繩

繩
、文

獻

世
γ家

也
。

文

章

博

士

淳

茂
、右

相

次

子
、文

才

秀

發
、無
v愧
昌箕

裘
門斌
言月

影

滿
昌秋

池
一云
、碧

浪

金

波

三

五

初
、秋

風

計

會

似
"筌

虚
百

疑

荷

葉

凝
v霜

早
べ
八
道

蘆

花

過

v雨
餘
、岸

臼

還

迷

松

上

鶴
、潭

澄

可
v數

藻

中

魚
、瑤

池

便

是

尋

常

號
、此

夜

清

朋

玉

不
"如
、蓋

其

少

時

作
、稍

見
昌工

密
嚇惜

起

句

逗

漏
。

大

學

頭

丈

時
、右

相

孫
、大

學

頭

高

規

子
、世

所
v稱

　

　
　

　

日
本

詩

史

卷
之

一

の
歌
詩
、歴

々
徴
す
べ
き
な
り
、但
世
の
ロ
碑
.往
々
實

を
失
ふ
、羅

山
林
子
之
を
辯
駁
し
、更
に
公
の
傳
を
作

る
、文
集

十

三
卷
、儼
然

と
し
て
其
存
す
、穆
如
の
美
、得
て
見
る
べ
き

な

り
、又
重
陽
.侍
宴

に
、同
じ
く
菊
は
散
ず

一
叢
の
金
を
賦

す
る
、應
制
に

云

ふ
が
如

き
↓
微
臣
探
り
得
て
籖
中
に
滿
つ
、豈
若
か
ん

や

一
經
遺
し
て
家

に
在
る
に
」と
、共
の
雅
術
、豈
徒
に
尋
常
文
士
の
儔
な
ら
ん
や
、宜

な
る
か
な
廟
祀
千
載
威

靈
顯
赫
、子
孫
繩

々
.交
獻
家

を

世
に
す

る
こ
と
を
。

堂
章
掉
士
淳
茂
は
、右
相
の
次
子
丈
才
秀
發
、箕
裘

に
愧
る
な
し
、

月
影
秋
池
に
滿
つ
る
を
賦
し
て
云
ふ
魂
碧
浪
金
波
三

五

の
初
、秋

風
計
會
室
虚
に
似
た
り
、自
ら
疑
ふ
荷
葉
霜
を

凝

す

早
き
か
と
、

人
は
道
ふ
蔵
花
雨
を
過
す
餘
と
、岸
白

ふ
し
て
還

て
迷
ふ
松

上

の
鶴
、潭
澄
ん
で
數
ふ
べ
し
藻
中
の
魚
、瑤
池
は
便

ち

是
れ

蕁
常

の
號
、此
の
夜
清
明
玉
も
如
か
す
」と
、蓋
其
の
少
時
の
作
、稍
工
密

を
見
る
、惜
ら
く
は
起
句
逗
漏
す
る
を
。

大
學
の
頭
交
時
は
、右
相
の
孫
、大
學
の
頭
高
規

の

子
、世
に
繕
す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一=
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日
本

詩

話
叢
書

菅

三

品

是

也
、辭

才

富

逸
、名

價

與
昌大

江

朝

綱

相

頡

頏
、題
齲山

中

仙

室
喃云
、桃

李

不
v言

春

幾

暮
、烟

霞

無
γ跡

昔

誰
棲
、優

柔

卒

暢
、元

自

遺

響
、叉

天

暦

中
、

應
v制

賦
昌宮

鶯

曉

囀

云
、西

樓

月

落

花

聞

曲
、中

殿

燈

殘

竹

裡

吾
、帝

嘆

嗟

以

爲
v不
v可
v及
.兄

左

少

辨

雅

規
・弟

大

學

助

庶

幾
・子

大

學

頭

輔

昭
・右

衞

門

尉

惟

煕
・従

子

右

中

辨

資

忠
、皆

有
昌詩

名
h可
レ謂
=

門

蘭

玉

追
ご蹤

謝

家
鰍矣
。

寛

弘

二

年

十

一
月
、皇

子

始

讀

昌孝

經
「禮

畢
、帝

詔
昌

詞

臣
一獻
v詩
、侍

讀

輔

正
・侍

讀

宣

義
、竝

有
一一應

制

作
嚇

輔

正
、右

相

曾

孫
、宣

義

・文

時

孫
、可
v見

菅

氏

世

能

昌

其

業

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

二
二

る
所
の
菅
三
晶
是
れ

な

り
、辭
才
富
逸
、名
價
、大
江
朝
綱
と
相
頡

頏
す
、山
中
の
佃
室
に
題
し
て
云
ふ
↓
桃
李
言
は
す

春
幾
た
び
か

暮
れ
、烟
霞
跡
な
く
昔
誰
か
棲
み
し
」と
、優
柔
準
暢
、元
白
が
遺
響
、

又
天
暦
中
、制
に
應
じ
て
宮
鶯
睦
購
を

賦
し

て

云
ふ
、「西

樓
ー3

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ザ
ソ

は
落
つ
花
聞
の
曲
、中
殿
燈
は
殘
す
竹
裡
の
晋
」と
、帝
嘆
嗟
し
、以

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　
　

ノ

て
及
ぶ
可
か
ら

す

と
爲
す
、兄
左
少
…辨
雅
規
、弟
大
學
助
庶
幾
、子

大
墨
彌
輔
昭
、右
衞
門
尉
、惟
煕
、從
子
右
中
麟
資
忠
、皆
詩
名
あ
り
、

一
門
の
蘭
玉
謝
家
に
追
蹤
す
と
謂
ふ
べ
し
。

寛
弘
二
年
十

一
月
、皇
子
始
て
孝
經

を

讀
む
、禮
畢
て
、帝
詞
臣
に

詔
し
て
詩
を
獻
ぜ

し
む
、侍
讀
輔
正
.侍

讀
宣
義
竝

に

應
制
の
作

あ
り
、輔
正
は
右
相
の
曾
孫
、宣
義
は
丈

時
の
孫
、見
る
べ
し

菅
氏

　

ぐ

の
世
其
業
を
能
く
す
る
を
。

朝

野

群

載
、載
・菅

才

子

沈

春

引

一
首
肖菅

才

子

失
轟
　

朝
野
群
載
に
、菅
才
子
の
沈
春
引

一
首

を
載
す
、菅
才
子
其
の
名

其

名
或

日
・永

久

中

人
、詩

無
足

勸

置

　

　

　

を
失
亥
或
は
日
羨

久
中
の
人
と
詩

觀
る
躄

る
も
の
な
し
.
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大

學

頭

是

綱
・文

章

博

士

在

良
・大

學

頭

時

登
・皆

民

部

少

輔

定

義

子
、爲
昌右

湘

七

世

孫
嚇墳

儷

相

和
、

才

名

竝

著
、較
"其

力

量
雨亦
相

伯

仲

矣
、就
v中

是

綱

長

樂

寺

頸

聯
、樓

閣

高

低

隨
昌地

蟄

林

泉

奇

絶

任
邑

天

然
門景

象

湊

合
、氣

骨

蒹

完
。

交

章

博

士

爲

長
・大

學

頭

在

高
、竝

有
昌水

郷

春

望

七

繦
嚇倶

非
昌佳

境
司

文

章

博

士

在

躬
・刑

部

少

輔

忠

貞
・大

學

允

永

頼
・

五

晶

斯

宗
・五

品

義

明
、皆

稱
v善
γ詩
、而

遺

篇

寥

寥
、

難
v論
昌造

詣
鱒

大

江

氏
・出
"於

不

城

天

皇
嚇至
昌參

議

音

人
嚇始

以
昌藝

業
艪顯

著
、燈

稱
昌江

相

公
門是

也
、暫

人

遺

篇

散

亡
、江

談

抄
・僅

載
昌花

落

一
繦
納尤

非
昌佳

作
嚇而

談

抄

反

以

爲
己得

意

詩
一何

耶
、昔

人

子

式

部

大

輔

千

曽
、千

古

　
　
　
　
　
肩
本

詩

史
卷
之

一

　

ノ

大
學
頭
是
綱
、文
章
博
士
在
良
.太
學
頭
時
登
、皆
民

部
少
輔
定
義

　
　
　
　
　

　
　
　
　

ク
ソ
ヂ

の
子
、右
相

七
世
の
孫
た
ゆ
、垣
箟
相
和
し
、才
名
竝
び

著
は
る
、其

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ナ
カ
　
ヅ

の
力
量
を
較
す

る
に
、亦
相
伯
伸
す
、中
ん
就
く

是
綱
の
長
樂
寺

の
頚
聯
に
「樓
閣
高
低
地
勢
に
隨
ぴ
、林
泉
奇
絶
天
然
に
任
す
」と
、

景
象
湊
合
、氣
骨
兼
ね
完
し
。

文
章
博
士
爲
長
、大
學
頭
在
高
、竝
に
水
郷
春
望

の

七
絶
あ
り
、倶

に
佳
境
に
非
す
。

文
章
博
士
在
躬
、刑
部
少
輔
忠
貞
、大
學

允
永
頼
、五
晶
斯
宗
、五
晶

義
明
、皆
詩
を
善
く
す
と
稱
す
、而
し

て
遺
篇
寥

々
、邏
詣
を
論
じ

難
し
.

大
江
氏
は
、雫
城
天
皇
に
出
づ
.參
議
昔
人

に
至
り
、始
て
藝
業
を

以
て
顯
著
す
、世

に
江
相
公
と
稱
す
、是
な
り
、書
人

の
遺
篇
散
亡

す
、江
談
抄

に
僅

に
花
落

の

h
絶
を
載
す
、尤
佳
作

に

非
す
、而
し

て
談
抄
反

つ
て
以
て
得
意
の
詩
と
爲
す
は
何
ぞ
や
、晋
人
の
子
式

部
大
輔
千
古
、千
古

の
子
中
納
言
維
時
、衵
紹
で
業

を

能
く
す
、廊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

二
三



1T4ー

　
　
　
　
　

日
本

詩
話

叢
書

子

中

納

言

維

時
、相

紹

能
γ業
、而

維

時

最

知
γ名
、世

稱
昌江

納

言
哺
二

人

詞

藻
、亦

復

散

逸
、無
昌足
v録

者
殉

參

議

朝

綱
・音

人

孫
、天

暦

中
、聲

名

藉

甚
、世

稱
昌後

相

公
肋以

別
昌音

入
嚇其

詠
轟王

昭

君
毛

律

頷

聯

云
、邊

風

吹

斷

秋

心

緒
、隴

水

流

添

夜

涙

行
、寓
昌巧

思

於

夲

易
肉頸

聯

云
、胡

角

一
聲

霜

後

夢
、漢

宮

萬

里

月

前

腸
、寄
昌悲

壯

於

幽

渺
嚇誠

爲
昌佳

聯
悟

乎

起

句

牽

易
、已

失
昌冠

冕

之

體
嚇結

句

卑

陋
.叉

絶
昌玉

振

之

響
門

世

傳

朝

綱
、夢

與
8唐

臼

樂

天
論

v詩
、爾

後

才

思

盆

進
、蓋

當

時

言
レ詩

者

莫
v不
v尸
醐祝

元

白
嚇獪
.近

時

輕

俊

之

徒
、開
v
口
輙

稱
"土

元

美
・李

于

鱗

也
、朝

綱

名

重
昌藝

苑
h所
g以

附
昌會

此

読
一也
。

丈

章

博

士

以

言
、チ

古

曾

孫
、夙

有
出聲

譽
嚇甞

賦
己晴

後

山

川
嚇源

爲

憲
、撃
y節

嘆

賞
,今

誦
レ之
、有
6大

不
レ協

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

こ
四

し
て
維
時
最
名
を
知
ら
る
、世
に
江
納

言

と

稱
す
、二
人
の
詞
藻
、

亦
復
散
逸
す
、録
す
る
に
足
る
も
の
な
し
。

參
議
朝
綱
は
、音
人
の
孫
、天
暦
中
、聲
名
藉
甚
、世
に
後

の
相
公
と

稱
し
、以
て
昔
人
に
別

つ
、共
王
昭
宕
を
詠
す

る

七
律
の
頷
聯
に

云
ふ
、「邊
風
吹
斷
ゆ
秋

の
心
緒
、隴
水
流
は
添
ふ
夜
の
涙
行
」と
、巧

思
を
甼
易
に
寓
す
、頸
聯
に
云
ふ
「胡

角

一
聲
霜
後

の
夢
、漢
宮
萬

里
月
前

の
腸
」、悲
壯
を
幽
渺
に
寄
す
、誠
に
佳
聯
た
り
、惜

い
か
な

起
句
率
易
、巳
に
冠
冕

の
體

を

失
す
、結
局
卑
陋
.父
玉
振
の
響
を

絶

つ
、世
に
傳

ふ
朝
綱
、夢
に
唐
'の
白
樂
天
と
詩

を

論
す
、爾
後
才

思
釜

々
進
む
と
、葢
當
時
詩
を
い
ふ

も

の
、元
白
を
尸
靦
せ
ざ

る

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ナ
ハチ

は
莫
し
、近
時
輕
俊
の
徒
、口
を
開
け
ば

輒

王
元
美
、李
于
鱗
を
稱
…

す
る
が
ご
と
き
な
り
朝

綱
の
名
藝
苑

に
重
し
、此
の
読

を

附
會

す
る
所
以
な
り
。

文
章
博
士
以
言
は
、千
古
の
曾
孫
、夙
に
鑿
譽
あ
り
、嘗

て
晴
後
の

山
川
を
賦
す
、源
爲
憲
、節
を
撃
つ
て
嘆
賞
す
、今
之
を
誦

す
る
に
、

大
に
協
は
ざ
る
も
の
あ
り
、叉
暮
烟

の

七

律
、具
亭
親

王
に
及
ば
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者
嚇叉

暮

烟

七

律
、不
γ及
昌具

夲

親

王
嚇惟

間

中

日

月

長

一
律
、似
ゲ勝
昌他

作
h而

頷

聯

牽

強

不
レ成
レ句
.江

談

鈔

日
、橘

在

列
、不
レ如
昌源

順
一順

不
γ知
昌慶

保

胤
h胤

不

レ
如
昌江

以

言
嚇豈

其

然

乎
、談

鈔
、江

帥

門

人

所
昌編

録
肉

故

當
v云
v爾

噫
、虚

名

盗

美
、何

代

不
ゾ有
。

式

部

大

輔

匡

衡
、維

時

係
、博

學

張

記
、文

辭

宏

富
、

世

推
昌
天
手

筆

以
'侍
讃

兩

朝
靂

副任

清

堊

加
硫之
、累

世

儒

業
ハ高

自

矜

伐
、作
昌五

言

古

詩

一
百

韻
「詳

述
◎

遭

遇

他

章

亦

多

稱
"官

閥
麦

集

三

卷

行
昌于

世
嚇其

作

類

失
"粗

豪
亘

不
γ免
昌俗

貿

雖
γ饒
昌篇

什
「無
昌疵

瑕
」

者

無
蔑

。

時

棟
・政

時
・
二
人

譜

第

不
v詳
、職

位

無
γ考
、詩

各

一

首
、見
昌朝

野

羣

載
叩

掃

部

頭

佐

國
、朝

綱

曾

孫
、性

愛
畠花

卉
野

史

云
、佐

　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

一

ず
、惟
間
申
日
月
長
し
の

一
律
、他
の
作

に
勝
る

に
似
た
り
、而
し

て
頷
聯
牽
強
句
を
成
さ
す
、江
談
鈔

に
曰
く
、橘
在
列
は
、源
の
順

に
如
か
す
、順
は
慶
保
胤
に
如
か
す
、胤
は
江
以
言
に
如
か

す

と

豈
共
れ
然
ら
ん
や
、談
鈔
は
、江
帥
の
門
人
の
編
録
す

る
所
、故
に

當

に
爾
か
去
ふ
べ
し
、噫
。虚
名
盗
美
、何
の
代
に
か
有
ら
ざ
ら
ん
。

式
部
大
輔
匡
衡
、維
時
の
孫
、博
學
強
記
、丈
辭
塞
富
、世
大
手
筆
を

推
す
、兩
朝
に
侍
讃
し
、清
要
に
歴
任
し
、之
れ

に
加
ふ
る
に
、累
世

の
儒
業
な
る
を
以
て
、高
く

自

ら

矜
伐
す
、五
言
古
詩

一
百
韻
を

作
り
、詳
に
遭
遇
を
述
ぶ
、他
の
章
も
亦
多
く
官
閥

を

稱
す
、文
集

三
卷
世
に
行
は
る
、其

の
作
類
ね

粗
豪

に
失
す
、且
俗
習
を
兔
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
グ
メ
ク

す
」篇
什
饒
し
と
雖
、疵
瑕
な
き
も
の
幾

も
な
し
。

時
棟
、政
時
、二
人
、譜
第
詳
な

ら
す
、職
位
考

ふ

る

な
し
、詩
各

}

首
、朝
野
群
載
に
見
ゆ
。

掃
部
頭
佐
國
は
、朝
綱

の
曾
孫
、性
花
卉
を
愛
す
.野
史
に

云
ふ
、佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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日

本

詩

話

叢

書

國

死

後

化
v蝶
、亦

可
γ證
h有
昌花

癖

軸也
、無
-題
-詩
-集

多

牧
巽

詩
「大

抵

憐
v芳

惜
v香

之

作
、其

中

云
、六

十

餘

春

看

不
レ足
、他

生

亦

作
昌愛
7花

人
嚇温

藉

脱

落
、余

最

嘉
γ之
、又

有
下觀
琶宋

國

商

人

獻
昌鸚

鵡

一四

韻
占云
、巧

語

能

言

同
昌辨

士
門緑

衣

紅

嘴

異
昌衆

禽
内可
v憐

舶

上

經
昌

遼

海
門誰

識

羈

中

憶
篇郵

林
嚇著

實

明

暢
、語

有
昌次

第
噛

當

時

詠

物
、無
㌣出
菖此

右
蝉者
畠惜

起

結

不
い稱

耳
、余

論
邑

大

江

兵

朝

綱

上

襄
、佐

國

雁

行
、其

他
、往

往

名

浮
昌

其

實

中

納

言

匡

房
、匡

衡

曾

孫
、博

渉
舞

、籍
醸

逋
昌古

今
h

最

留
昌意

國

家

典

章
苡

昌八

葉

儒

家
、三

朝

侍

讀
嚇名

電
昌朝

墅

甞

爲
唱太

宰

帥
唄世

稱
昌江

帥
翼

在
昌宰

府
嚇詣
昌

菅

公

廟
嚇作
三

百

韻

詩
嚇盛

傳
"
一
時
h其

他

大

篇

亘

什
、經
樹見

諸

書
自而

造

語

淺

攀

卑

近
、無
葛足
v探

者
嚇但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六

國
死
後
蝶

に
化
す
と
、亦
花
癖
あ
る
を
證
す

べ

き

な
り
.無
題
詩

集

に
多
く
其

の
詩
を
牧
む
、大
抵
芳
を
憐
み
香
を
惜

む

の
作
,共

の
中
に
云
ふ
、「六
十
餘
春
看
れ
ど
も
足
ら
す
、他
生

も

亦
花
を
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ミ

す
る
の
人
と

作
ら
ん
」と
、温
藉
脱
落
、余
最
之
れ
を
嘉
す
、叉
宋
國

の
商
人
鸚
鵡
を
獻
す
る
を
觀
る
四
韻

あ

り
.云
ふ
、「巧
語
能
言
辨

士
に
同
じ
、緑
衣
紅
嘴
衆
禽
に
異
な
り
、憐
む

べ

し

舶
上
遼
海
を

經
る
を
.誰
か
識
ら
ん
羈
中
鄲
林
を
憶

ふ
を
」と
、著
實
明
暢
、語
に

次
第
あ
り
、當
時
の
詠
物
、此
の
右
に
出

る
者
な
し
、惜
ら
ぐ
は
起

結
稱
は
ざ
る
の
み
、余
大
江
氏
を
論
す

る

に
、朝
綱
は
上
襄
す
、佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス

國
は
雁
行
す
、其

の
他
は
、往
々
名
其

の
實
に
淨
ぐ
。

中
納
言
匡
房
は
、匡
衡
の
曾
孫
、博
く
群
籍
に
渉
り
、學

古
今
に
通

す
、最
も
意
を
國
家

の
典
章
に
留
む
、八
葉

の
儒
家
、三
朝
の
侍
讀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ソ
ツ

な
る
を
以
て
、名
、朝
野
に
重
し
、甞
て
太
宰
の
帥
と
な

る
、世
に
江

帥
と
稱
す
、其
の
宰
府
に
在
る
や
、菅
公

の
廟
に
詣
し
、二
百
韻
の

詩
を
作
る
、盛
ん
に

M
時
に
傳
ふ
、其

の
他
大
篇
互
什
、諸
書
に
經

見
す
、而
し
て
造
語
淺
率
卑
近
、探
る
に
足

る
者
な
し
、但
著
す
所

江
次
第
、今
に
至
る
ま
で
世
に
行
は
る
.之
れ
を
要
す

る
に
、才
、綜
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所
y著

江
-次
-第

、至
v今

行
昌于

世
嚇要
γ之

才

敏

畠綜

覈
曲而

自

運

非
噐其

所

長

也

、子

式

部

大

輔

隆

兼

.詩

才

出

藍
、不

幸

早

世
。

紀

氏
、武

内

之

後
、武

内

十

三

世

孫

大

納

言

紀

麻

呂
、有
"春

日

應

制

黄

麻

呂

子

式

部

大

輔

古

麻

呂
、

有
昌詠

雪

詩
一倶

載
昌懐

風

藻
肉麻

呂

父

子

之

詩
、接
昌武

乎

大

津
・葛

野

ご

王

而
爲
昌公

卿

先

鞭
嚇諸

氏

詠

言
、

皆

賈
翼

餘

勇

太

宰

大

貳

男

人
、遊
昌芳

野
門越

前

守

末

茂

觀

魚
、民

部

少

輔

末

守

遞

別
、三

詩

古

朴
、體

格

未
ヴ具
、不
γ可
闘

加

以
邑三

尺
鹽也
。

御

依

也
、虎

繼

也
紀

氏

系

譜

不
v收
、官

職

無
v考
、御

依

有
雪應

制

賦
昌落

花
一七

言

歌

行
拍蓋

弘

仁

帝

幸
昌河

陽

離

宮
門有
昌落

花

御

製
嚇從

幸

詞

臣
、應

制

奉

和
、而

　
　
　
　
　

日
本

詩

史
卷

之

一

覈
に
敏
に
し
て
.自
運
は
其

の
所
長
に
非
ざ

る
な

り
、子
式
部
大

輔
隆
験
、詩
才
出
藍
、不
幸
に
し
て
早
世
す
。

紀
氏
は
武
内
の
後
、武
内
十
三
世

の
孫
"
穴
納
言
紀
麻
呂
、春
日
應

制
の
詩
あ
り
、麻
呂
の
干
式
部
大
輔
古
麻
呂
、詠
雪

の
詩
あ
り
、倶

に
懐
風
藻
に
載
す
、麻
呂
父
子
の
詩
.大
津
、葛
野
二
王
に
接
武
し
、

而
し
て
公
卿
の
先
鞭
と
な
る
、諸
氏
の

詠
言
、皆
其

の

餘
勇
を
賈

ふ
な
り
。

太
宰
大
貳
男
人
の
、芳
野
に
遊
ぶ
、越
前
守
末
茂

の
觀
魚
、民
部
少

輔
末
守
の
逶
別
、三
詩
古
朴
、體
格
未
だ
具
は

ら

す
、加
ふ
る
に
三

尺
を
以
て
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

御
依
や
、虎
繼
や
、紀
氏
の
系
譜

に
牧
め
す
、官
職
考
ふ

る
な
し
、御

依

に
應
制
落
花
を
賦
す
る
七
言
歌
行

あ
り
、蓋
弘
仁
帝
河
陽
の
離

宮
に
幸
し
、落
花

の
御
製
あ
り
、從
幸
の

詞
臣
、應
制
奉
和
、而
し
て

諸
詩
散
逸
す
、今
存
す
る
も
の
、御
依

を
除
く
外
、坂
田
永
河

の
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
■

●
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臼

木

詩

話

叢

書

諸

詩

散

逸
.今

存

者
、除
昌御

依

一外
、有
驫坂

田

永

河

長

篇

一
首

一巳
、永

河

之

詩
、綵

縟

可
v覩
、御

依

不
v及

遠

甚
、虎

繼
、省

試

賦
昌荊

璞

脚五

言

排

律

甲

聯

云
、濳
v光

深

谷

裏

、韜
v彩

古

巖

邊

、價

逐

轟千

金
一重
、形

將
路滿

月

一

圓
、冰

霜

還

謝
v潔
、金

石

豈

齊
v堅

、精

工

純

至
、可
v稱
昌

佳

絶
刈

式

部
丞

長

江
、痲

呂

玄

孫
、有
昌紅

梅

詩
刈

中

納

言

發

昭
、字

寛
.寛

李
・延

喜

之

際
、名

聲

藉

甚
、

至
▼時

人

與
昌菅

右

相
一竝

稱
ハ余

閲
昌其

遺

雌最
殊

不
レ及

v所
蘭

、諸
選

所
v收

貧

女

吟
、眞

兒

童

語

耳
、特

山

家

襍

詠

八

首
、稍

有
鳳瀟

洒

致
肉其

子

參

議

叔

光
、亦

有
昌

詩

名
m延

喜

中
、藤

左

相
、水

石

亭

賀

宴
、發

昭

父

子
、

竝

列
幽其

席
嚇叔

光

之

後
、紀

氏

無
昌顯

煮

至
"康

永

中
一

有
"紀

行

親

者
「山

家

春

興

云
、不
γ識

黄

鶴

棲
昌樹

底
{

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
八

篇

一
首
あ
る
の
み
、永
河
の
詩
綵
縟
覩

る
べ
し
、御
依
は
及
ば

ざ

る
遽
く
甚
し
、虎
繼
の
省
試
に
荊
璞
を
賦
す
五
言
排
律
の
中
聯
に

云
ふ
↓
光
を
潛
む
深
谷

の
裏
、彩
を
韜

む
古
巖
の
邊
、價
は
千
金
を

逐
て
重
く
、形
は
滿
月
を
將
て
圓
な
り
、冰
霜
還
て
潔

を

謝

し
、金

石
も
豈
堅
を
齊
し
ふ
せ
ん
や
」と
、精
工
純
至
、佳
絶
と
稱
す
べ
し
。

式
部
丞
長
江
は
、麻
呂
の
玄
孫
、紅
梅
の
詩
あ
り
。

　
　
　

ハ
セ
テ

中
納
言
發
昭
は
、字
は
寛
.寛
甼
、延
喜

の
際
、名
聲
藉
甚
、時
人
菅
右

相
と
竝
稱
す
る
に
至
る
、余
共
遺
篇
を
閲
す
る
に
.殊
に
聞
所
く
に

及
ぱ
す
、諸
選
に
牧
む
る
所

の
貧
女
吟

虞

に
兒
童

の
語
の
み
、特

　
　
　
　
　
　
　

ぐ

に
山
家
襍
詠
八
首
、稍
瀟
酒

の
致

あ

り
、共
子
參
議
叔
光
も
、亦
詩

名
あ
り
、延
喜
中
、藤
左
相
、水
石
亭
の
賀
宴
に
、發
昭
父
子
、竝
に
共

の
席
に
列
す
、叔
光
の
後
、紀
氏
顯
る
も
の
な
し
、康
永
中
に

至
り
、

ノ
紀

行

親

と

い
ふ
者

あ

り

、山

家

春
興

に

髮

ふ
、「識

ら

す

黄
鶴

樹
底

　

　

　

　

　

　

　

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

に
棲

む

を

.
軸
聲

瞞
破

滿

山

の
霞

」と
、稍

幽

況

あ
り

、惜

む
ら

く

は

霞

の
字

未

だ
俗

を

冤

れ
す

。



塞茸窪

一
聲

啼

破

滿

山

霞
、積

有
昌幽

況
嚇惜

霞

字

末
v免
v俗
い

紀

在

昌
、岸
・竹

枝

低

應
"鳥

宿
嚇潭

荷

葉

動

是

魚

遊
、

紀

齊

名
、仙

臼

風

生

筌

簸
v雪
、野

爐

火

暖

未
v揚
v煙
、

二

聯

見
昌朗

詠

集

竝

逸
昌首

星

齊

名

有
昌重

名
嚇江

帥

甞

評
圓當

時

詩

人
一日
、齊

名

之

詩
、如
祐
尹
朝

上
昌瑤

臺
一

彈
浄玉

箏
ハ惜

遺

稿

不
v傳
、
瑤

臺

雪

色
、無
〃可
昌髣

髴
照

橘

氏
、至
昌常

重
嚇始

見
昌藝

林
剛而

世

次

官

銜
、竝

無
γ所

γ攷
、經
國

集

載
昌秋

虹

一
律
叩

橘

在

列
.詩

名

高
レ世
、亦

闕
齲系

譜
h源

順
、嘗

師

事

焉
、

在

列

後

爲
ジ
信
、更
昌名

奪

敬
剛亡

後
、順
、爲

輯
昌遺

殖

名
昌

敬

公

集
}今

存

者
、小

作

數

篇

巳
。

宮

内

少

輔

正

逋
、或

日
、在

列

子
、右

慶

才
「而

官

不

『達
、居
-恆
悒
-悒
、有
"淨
-海

之

嘆
粕後

挈
レ家

奔
邑高

麗
嚇爲
亀

彼

國

大

艮

其

贈
藤

在

衡
芸

、莫

部

侍

郎

職

侍

中
、

　
　
　
　
　

.日

本

詩

史

卷

之

一

紀
の
在
昌
の
為
岸
竹
枝
は
低
る
應

に
鳥

の
宿
す
る
な

る
べ
し
、潭

　
　
　
　

レ

荷
葉
動
く
是
魚
遊
、」紀
の
齊
名
の
「仙
臼
風
生
し
て
塞
し

く

雪
を

簸
す
、野
爐
火
暖
に
し
て
未
た
烟
を
揚

げ

す
、」二
聯
朗
詠
集
に
見

ゆ
、竝

に
首
尾
を
逸
す
、齊
名
重
名
あ
り
、江
帥
甞

て
當
時
の
詩
人

を
評
し
て
日
、齊
名
の
詩
は
、雪
朝
に
瑤

臺

に
上

り

て
玉
箏
を
彈

す
る
が
如
し
、惜
く
は
遺
稿
傳
は
ら
す
、瑤
臺

の
雪
色
、髣
髴
す
べ

き
な
し
。

橘
氏
は
、常
重
に
至
り
て
、始
め
て
藝
林

に
見
は
る
、而
し

て
世
次

官
銜
.竝
に
攷
ふ
る
所
な
し
、經
國
集

に
秋
虹
の

一
律
を
載
す
。

橘

の
在
列
は
、詩
名
世
に
高
し
、亦
系
譜
を

闕
く
、源
順
、甞
て
師
事

す
、在
列
後

に
僣
と
爲
り
、名
を
尊
敬
と
更
む
、亡
後
、順
、爲
め
に
遺

稿
を
輯
し
て
、敬
公
集
と
名
く
、今
存
す

る
も

の

は
、小
作
數
篇
の

み
。

宮
内
少
輔
正
通
、或
曰
く
、在
別
の
子
と
、俊
才
あ
り
て
、官
逹
せ
ず

居
恆
悒
々
、浮
海
の
嘆
あ
り
、後
家
を
挈
げ
高
麗

に
奔
り
、彼
國

の

大
臣
と
な
る
、共
の
藤
在
衡
に
贈
る

に
云
ふ
諸
吏
部
侍
郎
職
侍
申

緋
を
著
て
初
て
出
づ

紫
微
宮
、銀
魚
腰
底
春
浪

を

辭
し
、綾
鶴
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



isoー

　
　
　
　
　

日
本

詩

話
叢

書

著
γ緋

初

出

紫

微

宮
、銀

魚

腰

底

辭
昌春

浪
門綾

鶴

衣

問

舞
曉

塁

花

刀

一
聰

交

昔

密
.雲

泥

萬

里

眼

今

窮
、省
レ躬

還

恥
昌相

知

久
門君

是

當

年

竹

馬

童
、其

欽
凋

羨

在

衡

之

超

邏
n悽
副惻

自

己

之

坎

凛
著

、淋
矗漓

乎

楮

墨

間
n共

棄
v組

投
γ遐
、理

或

有
v之
。

東

宮

學

士

直

幹
、才

思

拔

群
、而

遺

藻

泯

闕
、殊

可

v惜
也
、共

斷

篇

隻

聯
、散
引見

諸

書
'者
、皆

可
昌稱

賞
h贈
昌

隣

家

一云
、春

烟

遞

讓

簾

前

色
、曉

浪

潛

分

枕

上

聲
、

宿
"山

寺
"云
、觸
v石

春

雲

生
昌枕

上
h含
v峯

曉

月

出
昌窓

申
友

、遊
昌石

山

寺
轍云
、蒼

波

路

遠

雲

千

里
、臼

霧

山

深

鳥

一
聲
、僑

齎

然

在
昌宋

國
嚇雲

爲
v霞

鳥

爲
v蠢
、以

爲
昌己

作
'示
v人
、彼

中

人

日
、若

作
昌雲

鳥
"乃

佳
。

左

大

辨

廣

相
、幼

葡

能
v詩
、九
歳

召

見
、屬
昌春

暮
嚇應

f

v詔
云
、荒

邨

桃

李

獪

可
レ愛
、何

況
瓊

林

華

苑

春
、又
尸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇

聞
曉
風
に
舞
ふ
、花
月

一
熄
交

り

昔
密
、雲
泥
萬
里
眼
今
窮
る
、躬

を
省
て
還
て
相
知
の
久
き

を

恥
す
、君
は
是
當
年
竹
馬
の
童
」と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ソ
ヲ
ン

共

の
在
衡
の
超
邁
を
欽
羨
し
、自
己
の
坎
.壌
を
悽
惻

す

る

も
の
、

楮
墨
の
問
に
湫
漓
た
り
、其
の
組
を
棄

て
遐

に
投
す

る
、理
或
は

之
れ
あ
ら
ん
。

東
宮
博
土
直
幹
は
才
思
拔
群
、而
し

て
遺
藻
泯

闕
す
、殊
に
惜
む

べ
き
な
り
、其
斷
篇
隻
聯
の
諸
書
に
散
見

す

る
者
、皆
稱
賞
す
べ

し
、隣
家
に
贈
る
に
云
ふ
、「春
烟
遞
に
讓
る
簾
前
の
色
、曉
浪
潛
に

分

つ
枕
上
の
磬
、」山
寺
に
宿
す
る
に
云
ふ
、「石
に
觸
る

」
春
雲
枕

上
に
生
じ
、峯
を
含
む
曉
月
窓
中

に
出
づ
、」乂
石
山
寺
に
遊
ぶ
に

云
ふ
、「蒼
波
路
は
遠
し
雲
千
里
、白
霧
山
は
深
し
鳥

尉
聲
、」僭
菊
然

宋
國

に
在
り
て
、雲
を
霞
と
爲
し
、鳥

を
蟲

と
爲
し
、以
て
己
れ
が

作
と
爲
し
、人
に
示
す
、彼
の
中
の
人

曰
く
、若
し
雲
鳥

に
作
ら
ば

乃
佳
な
ら
ん
と
。

左
大
辨
廣
相
は
、幼
に
し
て
詩
を
能
く
す
、九
歳
に
し

て
費
見
ず
、

春
暮
に
鵬
す
、詔
に
應
じ
て
云
ふ
、「荒
邨
の
桃
李
獪
愛
す

べ
し
、何

ぞ
況
ん
や
瓊
林
華
苑
の
春
～と
、叉
項
嬲
に
題
し

て
云
ふ
3贄
は
婚

●



婁SY
～》

顰

嗄

塑

云
、燈

暗

數

行

虞

氏

涙
、夜

深

四

面

楚

歌

聲
、皆

非

昌全
篇

嚇叉

作
昌紳

護

寺

鐘

序

嚇菅

是

善

銘

、藤
.

敏

行

書
、世

以

爲
"三

絶
噌

源

氏
、宗

統

非
v
一
、右

大

臣

常
・大

納

言

弘
・參

議

明
、

皆

弘

仁

帝

子
、賜
二源

姓

著

.經

國

集

載

昌其

」甑
且

録

昌

年

紀
嚇常

十

亠ハ
、弘

・†

五
、明

十

哺二
、豊
ハ
夙

彗
心
可
v'知
、而

三

首

之

外
、無
出復

隻

字
門經

幽

集

殘

缺

、十

亡
昌其

七
噌

無
レ由
昌考

索

一耳
。

大

納

言

湛
、弘

仁

帝

孫
、有

v詩

見

"経

國

集
舶

能

登

守

順
、弘

仁

帝

玄

孫
、學

該
畠和

漢
嚇所
v著

和

名

鈔

行
昌于

世
↓詩

篇

簿

者

不
v多
、而

詠
レ臼

七

言

律
、當

時

稱
y之
、起

句

云
、銀

河

澄

朗

素

秋

天
、叉

見

林

園

玉

露

圓
、誠

佳
、三

四

云
、毛

寶

覇

歸

寒

浪

底
、王

弘

使

立

晩

花

前
、巳

非
唱佳

境
h五

云
、蘆

洲

月

色

隨

レ潮

　
　
　
　
　
　

本

詩

史

卷

之

』

し
數
行
霙
氏
の
涙
、夜
は
深
し
四
面
楚
歌

の
聲
レと
砺皆
塗
篤
に
非

す
、又
帥
誕
寺
の
鐘

の
序
を
作
る
、菅
是
善

の
銘
、藤
敏
行
の
書
、世

以
て
三
絶
と
爲
す
。

源
氏
、宗
統

一
に
非
す
、右
大
臣
常
、大
納
言
弘
、參
議
明
、皆
弘
仁
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

ツ

の
子
、源
姓
を
賜
ふ
者
.經
國
集
に
、共
詩
を
識
せ
、且
年
紀
を
録
す
、

常
は
十
六
、弘
は
十
五
、明
は
十
三
、共
夙
慧
知
る

可
し
、而
し
て
三

首
の
外
、復
隻
宇
無
し
、經
國
集
殘
缺
し
、十

に
共
七
を

亡
す
、考
索

す
る
に
由
な
き
の
み
。

大
納
冒
湛
は
弘
仁
帝
の
孫
、詩
あ
り
、經
國
集
に
見
ゆ
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ

能
登
守
順
は
、弘
仁
帝
の
玄
孫
、學
和
漢

を

該
ぬ
、著
す
所
和
名
鈔

世
に
行
は
る
、詩
篇
傳
ふ
る
も
の
多
か
ら

す
、而
し

て

白
を
詠
す

る
七
言
律
.當
時
之
を
稱
す
、起
句
に
云
ふ
身銀
河
澄
朗
素
.秋
の
天
、

叉
見
る
林
園
玉
露
の
圓
な
る
を
」と
、誠
に
佳
な
り
、三
四
に
蛩
ふ
、

　
ゆ

「毛
寳
が
霾

は
歸
る
塞
浪
の
底
、王
弘
が
使

は
立
っ
晩
花
の
前

』と
、

巳
に
佳
境
に
非
す
、五
に
云
ふ
、「蘆
洲
の
月
色
潮
に
隨
て
滿
つ
」と
、

大

に
精
彩
あ
り
.而

し
て
對
す

る
に
、「葱
嶺

の
雪
膚
雲
と
逕
な
る
」

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
轍



182
1

　
　
　
　
　

日
本
詩

話
叢

書
,

滿
、大

有
畠精

彩
門而

對

以
.葱

嶺

雲

膚

與
v雪

連
納癡

重

殊

甚
、不
昌惟

一
聯

偏

枯
「全

章

爲

廢
、可
v惜
。

左

近

衞

中

將

英

明
、系

嬰
寛

李

帝
嚇菅

右

相

外

孫

也
、嘆
昌二

毛
」五

言

古

風
、自

叙
昌履

歴
嚇讃
γ之

潸

然
、語

亦

不
v拙
。

大

納

言

俊

賢
・越

前

守

則

忠
、皆

延

喜

帝

之

後
、篇

什

僅
.存
、俊

賢
、博

洽

有
'重

望
∵著
昌西

宮

記
門行
畠于

世
殉」

大

納

言

經

信
、才

藝

多

方
、廟

議

廷

論
、亦

卓
凱越

一

時
嚇詩

雖
γ無
"警

拔
ヨ
旦
響

頗

甼
。

伊

賀

守

爲

憲
、近

鱧

數

首
、散
訓見

諸

書
嚇其

才

不
v及
昌

經

賃

孝

道

也
,道

濟

也
、時

綱

也
、未
v詳
昌其

譜

系

官

階
嚇詩

則

竝

傳
、就
v中

時

綱

最

名
レ世
賦

"宮

中

薔

薇

云
、薔

薇

一
種

當
y階

發
、不
6啻

色

濃
輛氣

亦

薫
、紅

蕚

風

輕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

を
以
て
す
、癡
重
殊
に
甚
し
、惟

一
聯
偏
枯

の
み

に

あ
ら
す
、全
章

爲
め
に
、廢
す
、惜
む
べ
し
。

左
遅
衞
中
將
英
明
は
、系
は
寛
卆
帝
に
鵬

す
、菅
右
相

の

外
孫
な

り
、二
毛
を
嘆
す
る
五
言
古
風
、自
ら
履
歴
を
叙
す
、之
れ

を

讀
め

ぱ
濳
然
た
り
、語
も
亦
拙
な
ら
す
。

大
納
言
後
俊
、越
前
守
則
忠
は
、皆
延
喜
帝

の
後
、篇
什
僅

に
存
す
、

俊
賢
博
洽
に
し
て
重
望
あ
り
、西
宮
記
を
著
し
、世
7
行
は
る
。

大
納
言
經
信
は
、才
藝
多
方
、廟
議
廷
論
、亦

一
時
に
卓
越
す
、詩
は

警
拔
な
し
と
雖
、昔
響
頗
る
亭
な
り
。

　

ノ

伊
賀
守
爲
憲
は
、近
體
數
首
、諸
書

に
散
見
す
、其

の

才
經
信
に
及

ば
す
。

孝
道
や
、道
濟
や
、時
綱
や
、未
だ
共
の
譜
系
官
階
を

詳
に
せ
す
、詩

は
則
竝
に
傅
は
る
、中
に
就
い
て
、時
綱
最
世

に
名
あ
り
、宮
中
の

薔
薇
を
賦
し
で
云
ふ
、「薔
薇

一
種
階

に
當
り
て
發
く
、啻
に
色
の

濃
の
み
に
あ
ら
す
氣
も
亦
薫
す
、紅
蕚
風
は
輕
く
し
て
鈴
傘
を
搖
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搖
"錦

傘
嚇翠

條

露

重

嫋
羅

鑽

飽

看

,新

艶

嬌
昌宮

月
坤

殊

勝

陳

根

託
昌澗

雲
嚇石

竹

金

錢

雖
昌信

美
『甞

論
昌優

劣

更

非
v群
、薔

薇

澗

見
昌自

樂

天

詩
嚇末

句

亦

用
5樂

天

石

竹

金

錢

何

瓊

細

之

義
刈

李

氏
、延

暦

以

前

巳

有
r之
、文

華

秀

麗
鹽集

載
昌李

五

月

詩
嚇五

月

孫

有

相
、亦

有
昌詩

名
n若
己夫

保

不

之

間
、

宗

族

滋

蔓
、貂

蝉

滿
γ朝

者
一則

皆

桓

武

之

裔

也
、而

以
昌文

雅
一稱

者

無
v幾

後

有
昌參

議

經

高
・勘

解

由

次

官

棟

基

等

詩
嚇皆

不
v足
.綵

擇
司

小

野

氏
、弘

仁

中
、參

議

岑

守
、以
昌文

章

司

壷

自

居
、

所
v選

凌

雲

集
、多

載
昌巳

作
門今

閲
y之

合

作

繦

無
。

小

野

永

見
・有
昌田

家

詩
嚇小

野

年

永
・有
昌新

燕

詩
醂永

見

、爲
昌征

夷

副

帥
嚇開
d府

陸

奧
嚇擁
v旄

杖
y節
、而

眷
昌戀

桑

麻
嚇其

意

可
γ嘉
、詩

亦

不
γ拙
訟
牛
永

不
γ詳
昼履

歴
刈

　
　
　
　
　
日
本

蒔

史
卷

之

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
オ
ヤ
カ

か
し
、翆
條
露
な
重
く
し

て
羅
祷

搦

な
り
、飽
ま
で
看
る
新
艶

の

　
　
　
コ
プ

宮
月
に
矯
る
を
.殊
に
勝
る
陳
根
の
潤
雲

に
託

す

る

に
、石
竹
金

錢
信
に
美
な
り
と
雖
、甞
て
優
劣
を
論
ぜ
ば
更
に
群

に
非
す
」と
・

薔
薇
澗
は
白
樂
天
の
詩
に
見
ゆ
、末
句
も
亦
樂

天

の
「石

竹
金
錢

何
ぞ
裟
細
な
る
」,の
義
を
用
ふ
。

甼
氏
は
延
暦
以
前
已
に
之

れ

あ

り
、丈
華
秀
麗
集
に
、準
五
月
の

詩
を
載
す
、五
月
の
孫
有
相
も
、亦
詩
名
あ
り
、夫
の
保
甼
の
聞
、宗

族
滋
蔓
.貂
蝿
朝
に
滿

つ
る
者
の
若
き
は
、則
皆
桓
武

の
裔
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
グ
メ
ク

而
し
て
交
雅
を
以
て
稱
せ
ら
る
ゝ
者

幾

も

な
し
、後
參
議
經
高
、

勘
解
由
次
官
棟
基
等
の
詩
あ
り
、皆
探
擇
す
る
に
足
ら
す
。

小
野
氏
は
、弘
仁
中
、參
議
岑
守
、丈
章

の
司
命
を
以
て
自
ら
居
る
、

選
ぶ
所
の
凌
雲
集
、多
く
己
が
作
を
載
す
、今
之
を
閲

す

る

に
合

作
絶
え
て
無
し
。

小
野
永
見
に
、田
家

の
詩
あ
り
、小
野
年
永

に
、新
燕

の
詩
あ
り
、永

見
は
征
夷
副
帥
と
爲
り
、府
を
陸
奥
に
開

く
、旄
を
擁

し

節
を
杖

く
、而
し
て
桑
麻

に
眷
戀
す
、其
意
嘉
す

べ
し
、詩
も

亦
拙
な
ら
す
、

年
永
は
履
歴
を
詳
に
せ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三
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臼

木

欝

話
護

書

參

議

篁
、博

學

能
v文
、名

聲

震
v世
、至
γ今

閭

閻

兒

女
、

莫
レ不
v知
躊其

名
h經

國

集

載
邑其

詩

數

首
h如
6隴

頭

秋

月

明

六

韻
一骨

氣

韻

格
.直

逼
盛

唐
『而

造

語

間

失
"

疎

典

可
悟

。

春

卿
・滋

陰
、官

職

竝

無
v考
、春

卿

省
-試

照
-膽
-鏡

長

律
、上

孚

頗

能

鋪

陳
、下

坐
・
猥

劣

殊

甚
、然

題

巳

險

艱
、雖
昌近

時

作

家
門恐

難
轟遽

措
7辭
、滋

陰
・殘

菊

應

制
、

金

葩

留
昌北

闕
ハ玉

蕋

少
"東

籬
一親
叫切

題

意
叩
尠

鄰

蜥

系

譜

官

職
、多
二
不
レ
可
レ
考

者

碗
姑

詑
二
其

姓

名

"以

附
二
重

攷
叫
不
二
復

一　

一

識

鋼
崎

大

俘

氏

出
v自
轟道

臣

命
嚇大

納

言

族

人
、春

騒

應

制

四

韻
、見
昌懐

風

藻
「典

實

得
v體
、放

人

子

申

納

言

家

持
、上

巳

遊

宴

詩
、見
画萬

葉

集
嚇家

持

領
邑節

鉞

於

奧

勿
麦

武

竝

稱
。

大

拌

池

主
、有
驫上

巳

詩
嚇見
昌萬

葉

集
嚇大
拌

氏
・上
、有
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
四

參
議
篁
は
、博
學
に
し
て
文
を
能
く
す
、名
聲
世

に
震
ふ
、今
に
至

る
ま
で
閭
閻
の
兒
女
も
、其
名
を
知
ら
ざ
る
は
な

し
.經
國
集
に

其
の
詩
數
首
を
載
す
、隴
頭
秋
月
明
の
六
韻

の
如
き
は
、骨
氣
韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

格
、直
に
盛
唐
に
逼
る
、而
し
て
造
語
間
疎
鹵
に
失
す
、惜
む
べ
し

春
卿
、滋
陰
、官
職
竝
に
考
ふ
る
な
し
.春
卿

の
省
試
照
膽
鏡

の
長

律
.上
牛
頗
能
く
鋪
陳
す
、下
牛
猥
劣
殊
に
甚
し
、然

も

題
巳
に
險

艱
、近
時
の
作
家
と
雖
、恐
く
は
遽
π
辭
を
措

き

難
か
ら
ん
、滋
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
レ

の
殘
菊
の
應
制

に
「金
葩
北
闕

に
留
ま
り
、玉
蓋
東
籬
に
少

な
り
」

驫

意
窺

切
な
り
、鋒
櫞
霧

断
脇
蝕
艤
鶲
騒

餐

重

攷

に
附

す

、復

一
々
識

別

せ
ず

。

大
俘
氏
は
.道
臣
の
命
よ

り

出
づ
.大
納
言
旅
人
、春
日
應
制
の
四

韻
、懐
風
藻

に
見
ゆ
、典
實
軆
を
得
た
り
、族
入
の
子
中
納
言
家
持
、

上
已
遊
妾
の
詩
は
、萬
葉
集

に
見
ゆ
、家
持
節
鉞
を
奥
朋

に
領
し
、

文
武
竝
び
稱
せ
ら
る
。

大
拌
の
池
主
は
、上
已
の
詩
あ
り
、萬
葉
集

に
見
ゆ
、大
拌
の
氏
上
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ず

觀
驫渤

海

貢

使

入

朝
鴨七

言

律
=見
轟凌

雲

集
『渤

海

朝
.

貢

始

末
、具

見
昌舊

史
嚇後

遼

太

租

滅
昌渤

海
門改

爲
昌東

丹

國
噌以
昌長

子

倍
一爲
昌東

丹

王
嚇其

地

瀕
昌北

海
嚇明

時

多

哈

密
一者
。

都

氏
、本

桑

原

氏
、相

傳

後

漢

靈

帝

之

後
、宮

造

伏

枕

吟
.用
己賦

體
門語

多
昌悽

惻
∵廣

田

詠
"水

中

影

五

言

律
、雖
凶頗

工
嚇語

不
昌雅

劉

至
昌腹

赤
叫更
昌姓

都

氏
翼

子

文

章

博

士

良

香
、詩

名

最

著
、如
事氣

紫薺
風

梳

新̀

柳

髮
嚇冰

淌

波

洗
昌舊

苔

鬚
闘三

千

世

界

眼
'中

毳
、十

二

因

緑

心
裡

空

等
ハ膾
固炙

于

世
嚇皆

非
巳全

章
嚇集

若

干

卷
、今

存
昌文

三
卷
h後

來
、都

在

中

擣

衣

篇
、稍

可
昌諷

詠
舶

三

善

氏
、或

日
、百

濟

國

王

之

後

也
、參

議

清

行
、字

耀
、博

學

洽

聞

器

識

高

遠
、文

名

煩
州赫

乎

一
時
嚇世

　
　
　
　
　

頂

本

詩

旋

卷

之

一

に
渤
海
の
貢
使
の
入
朝
を
觀

る

七
言
律

あ
り
、凌
雲
集
に
見
ゆ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ

渤
海
朝
貢
の
始
末
、具
に
舊
史
に
見
ゆ
、後
遼

の
太
組
渤
海
を

滅

し
、改
め
て
東
丹
國
と
爲
し
、長
子
倍
を
以
て
東
丹
王
と

な

す
、其

地
北
海
に
瀕
す
、明
の
時
哈
密
と
名
く
る
も
の
な
り
。

都
氏
は
、本
と
桑
原
氏

相
傳
ふ
後
漢
の
靈
帝

の
後
と
、宮
造
の
伏

枕
の
吟
。賦
體
を
用
ふ
、語
、悽
惻
多
し
、廣

田
の

水
中
の
影
を
詠
す

る
五
言
律
、頗
工
な
り
と
雖
、語
雅
馴
な
ら
す
、腹
赤

に
至
り
て
姓

を
都
氏
と
更
む
、其
の
子
、文
章
博
士
良
香
、詩
名
最
著
は
る
(氣
霽

て
風
新
柳
の
髪
を
梳
り
、冰
淌
て
波
舊
苔

の
鬚
を
洗
ふ
、」コ
ニ
千
世

界
眼
中
に
蠱
き
、十
二
因
縁
心
裡
に
塞
し
」等

の
如
き
、世
に
膾
炙

す
、皆
全
章
に
非
す
、集
若
干
卷
、今
、文
三
卷
を
存
す
、後
來
都
在
申

の
擣
衣
篇
、稍
諷
詠
す
べ
し
。

三
善
氏
は
、或
は
曰
く
、百
濟
國
王
の
後
な

り
と
.參
議
清
行
、字
は

耀
、博
學
洽
聞
、器
識
高
遠
、文
名

一
時
に
煩
嚇
た

り
、世
謝
す
る
に

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

紀
發
昭
を
以
て
す
、叉
大
藏
善
行
と
竝
稱
す
、皆
篤
論

に
非
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



ロ

本

蠶

話

叢

書

珊
　

野
」以
昌紀

發

昭
嚇叉

與
昌大

藏

善

行
一竝

稱
、皆

非
昌篤

論
胸

　
　
也
、藤

左

相

賀

宴

詩
、今

存

者

十

九

首
、清

行

七

律

¶

在
轟其

中
嚇不
昌但

野

鶴

難

群

也
、如
昌紫

芝

未
y變

南

山

想
、丹

露

獪

凝

北
,闕

心
直

是

錢

劉

堂

奥
、發

昭
・善

行
、豈

得
γ望
昌其

影

麈

乎
、延

喜

十

四

年

、上
皿封

事
嚇論
潮

列
.十

二

條
嚇叉

因
昌星

欒
嚇勸
昌菅

公

致

仕
叫公

左

邏

後
、

禁
斟錮

諸

菅
嚇及
昌門

生

故

吏
天

知
昌其

寃
勤無
昌敢

言

者
門

而

清

行

上

疏

論

救
、其

忠

憤

義
.烈
、前

後

儒

臣
、未

レ覩
昌其
儔
h豈

徒

丈

辭

超
副絶

時

輩
一哉
、特

怪

其

子

孫

無
v聞
昌于

藝

苑

h果

無
昌其

人
一歟
、=抑

失
昌其

傳

一歟
、後

來
、

有
"三

善

爲

康

古

風

一
篇
翼

中

云
、逕

蓬

滋

兮

蓁

蓁
、泉

右

清

兮

隣

隣
.勞
。丹

心

於

虎

館
嚇曝
昌紅

鱗

於

龍

婆

驚

襄

髻

於

霜

霎

灑
唱老

涙

於

衣

巾
「寓

旨

可

"悲
、語
亦

淳

雅
、爲

康

箸
麟朝

野

群

載
噛行
昌于

世
舶

三
六

な
り
、藤
左
相
賀
宴
の
詩
、今
存
ナ
る
者

十

九
首
.清
行
か
七
律
、其

　

　

　

　

ご
　　
　　
　　
　　
　　の

の
中
に
在
り
、但
野
鶴
の
難
群
の
み
な
ら
ざ

る
な
り
、「紫
芝
未
だ

變
ぜ
す
南
山
の
想
、丹
露
獪
凝

ら
す

北
闕

の
心
」の
如
き
、直
に
是

錢
劉
が
堂
奥
、發
昭
、善
行
、豈
共
の
影
塵

を
望
む
を

得
ん
や
、延
喜

十
四
年
、封
事
を
上
り
、十
二
條
を
論
列
し
、又
星
變

に

因
て
菅
公

に
致
仕
を
勸
む
、公
左
邏
の
後
、諸
菅

を

禁
錮
し
、門
生
故
吏
に
及

ぶ
.入
共
の
寃
を
知
れ
ど
も
、敢
て
言
ふ
者
な
し
、而

し

て
清
行
上

疏
し
て
論
救
す
、其
の
忠
憤
義
烈
、前
後

の

儒
臣
、未
だ
其
の
儔
を

覩
す

豈
徒

に
丈
辭
の
時
輩
に
超
絶
す
る

の
み

な

ら

ん
や
、特
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぐ

怪
む
共
の
子
孫
藝
苑
に
聞
ゆ
る
な
し
、果

し
て
共
人

な

き
か
、抑

其
傅
を
失

へ
る
か
後
來
、三
善
爲
康
の

古
風

一
篇
あ

り
、其
中

に

云
ふ
、「逕
蓬
滋
く
し
て
蓁

々
、泉
石
清

く

し

て
隣

々
、」「丹
心
を
虎

館

に
勞
し
、紅
鱗
を
龍
津
に
曝
す
、h衰
髦
を
霜
雪

に
驚
き
、老
涙
を

衣
巾
に
灑
ぐ
」と
、寓
旨
悲
む
べ
し
、誹
も

亦
淳
雅
、爲
康
朝
野
群
載

を
著
は
し
、世
に
行
は
る
。
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惟

良

氏
、亦

百

濟

王

之

後
、弘

仁

中
、有
跳惟
,山

人

春

道

者
嚇山

寺

作

云
、紗

燈

點

點

千

岑

夕
、月

磬

寥

寥

五

夜

心
、叉

惟

良

高

倚

宮

中

殘

菊

云
、莫
レ問

孤

叢

留
昌野

外
輌唯

知

一
種

在
昌宮

闡
嚇襲
v人

香

氣

寧

因
v火
.

學
γ錦

文

章

不
レ用
γ機
。

安

倍

氏
、首

名

詩
丁見
畠懐

風

藻
門廣

庭

詩

見
昌凌

雲

集
嚇

吉

人

詩

見
昌秀

麗

集
∵皆

不
v足
v綵
、唯

文

繼

晩

秋
、朝

煙

有
v色

看
昌深

淺
門夕

鳥

無

心

闇

往

來
、可
レ謂
智以
一澹

調
一駕

巧

思
山矣
。

大

紳

高

市
・大

紳

安

麻

呂
・甲

臣

大

島
・中

臣

人

足

詩
、竝

見
昌懐

風

藻
嚇高

市

在
昌持

統

朝
嚇以
昌忠

諌

骨

鰻
一

見
v稱
、大

島

詩
、葉

落

山

逾

靜
、有
γ味
。

坂

上

今

繼
」信

濃

道

中

云
、奇

石

千

重

峻
、畏

途

九

折

分
、人

迷

邊
地

雪
、馬

躡

孚

天

雲
崖

冷

花

難
v發
、

　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

一

惟
良
氏
も
、亦
百
濟
王
の
後
、弘
仁
中
、惟
山
人
春
道
と

い

ふ
も
の

あ
り
、山
寺
の
作
に
云
ふ
、「紗
燈
黜
々
千
岑

D
夕
、月
磬
寥

々
五
夜

の
心
」と
、又
惟
良
高
尚
の
宮
中
の
殘
菊
に
嚢
ふ
、問
ふ
莫

れ

孤
叢

野
外
に
留
ま
る
を
、唯
知
る

一
種
宮
閾

に

在
る
を
.人
を
襲
ふ
香

氣
寧
ぞ
火
に
因
ら
ん
や
、錦
を
學
ぶ
文
章
機
を
用
ぴ
す
』と
。

安
倍
氏
、首
名
の
詩
は
懐
風
藻
に
見
ゆ
.廣
庭

の
詩

は
凌
雲
集
に

見
ゆ
、吉
入
の
詩
は
秀
麗
集
に
見
ゆ
、皆
採

る

に
足
ら
す

唯
丈
繼

の
晩
秋
に
母
朝
烟
色
あ
り
深
灘
を
看
る
、夕
鳥
無
心
闇
に
往
來
ナ
」

と
、澹
調
を
以
て
巧
思
を
駕
す
と
謂
ふ
べ
し
.

大
紳
高
市
、大
帥
安
麻
呂
、中
臣
大
島
、中
臣
人
足
の
詩
.竝
に
懷
風

藻

に
見
ゆ
、高
市
は
持
統
の
朝
に
在
り
、忠
諌
骨
鰻

を

以
て
稱
せ

ら
る
、大
島
の
詩
に
、「葉
落
ち
て
山
逾
靜
な
り
」と
、味
あ
り
。

坂
上
今
繼
の
、信
濃
道
中
に
云
ふ
身
奇
石
千

重
峻
く
、畏
途
九
折
分

る
、人
は
迷
ふ
邊
地
の
雪
、馬
は
躡
む
孚
天

の
雲
、崖
冷
に
し

て
花

發
透
難
く
、溪
深
く
し
て
景
驥
し

易
し
、郷
關
何
れ

の
處
に
か
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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日
本

詩

話
叢

書

,溪

深

景

易
γ燻
.郷

關

何

處

在
、客

思

日

紛

紛
、整

齊

綫

密
、可
γ謂
昌合

作
爺

當

時

無
v稱

何

也
、坂

上

今

雄
、

迭
昌渤

海

使
轍云
、大

海

元

難
レ渉
隔孤

舟

未
v易
v廻
、不
レ如

關

塞

雁
、春

去

復

秋

來
、婉

而

有
v致
」

中

科

善

雄
、有
v月

三

更

靜
、無
v人

四

壁

幽
、大

是

佳

境
。

、

良

岑

安

世
・極

武

皇

子

賜
レ姓

者
、著

作

甚

富
、而

大

攀

碌

碌
。

慶

滋

保

胤

也
・賀

陽

豊

年

也
・朝

野

鹿

取

也
、當

時

甚
,有
齢聲

譽
而

遺

詩

皆

不
γ滿
昌人

意
h菅

野

眞

道

撰
翳

績

日

本

紀
麦

才

可
財想
、而

詩

殊
、不
v諧
。

善

爲

政

遊
昌東

光

寺
嚇中

原

康

富

寒

山
、多
,治
、比

清

貞

襄

柳
、錦

部

彦

公

題
鵬僧

院
舅

山

文

雄

宴

遊
、高

邱

茅
-越

紳

泉

苑

慮

制
、半

華

野

穎

人

田

家
、田

口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
八

る
、客
思
日
に
紛

々
」と
、整
齊
績
密
、合
作
と
謂
ふ
べ
し
、而
し
て
當

時
稱
す
る
無
き
は
何
ぞ
や
、坂
上
今
雄
の
、渤
海

の
使

を

途
る
に

云
ふ
「大
海
元
渉
り
難
し
、孤
舟
未
だ
廻
し
易
か
ら
す
、如
か
す
關

塞
の
雁
、春
去
り
て
復
秋
架
る
に
」と
、婉
に
し
て
致
あ
り
。

中

科

善

雄

の
.「
月
あ

り

三
更

靜

に
、人

無

く

四
壁

幽

な
り

しと
、
大

に

是

れ

佳

境

な

り
。

良
岑
安
世
は
、桓
武
の
皇
子
に
し
て
姓
を
賜

ふ
者
、著
作
甚
富
む
、

而
し
て
大
率
碌

々
た
り
。

慶
滋
保
胤
や
、駕
陽
豐
年
や
、朝
野
鹿
取
や
.當
時
甚
聲
譽
あ

り
、而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シヨク

し
て
遺
詩
皆
人
意
に
滿
た
す
、菅
野
眞
道
」績

日
本
紀

を
撰
す
、丈

才
想
ふ
べ
し
、而
し
て
詩
殊

に
諧
は
す
。

善
爲
政
の
東
光
寺
忙

遊
ぶ
、中
原
康
富

の

寒
山
、多
治
比
清
貞
の

衰
柳
、錦
部
彦
公
の
僣
院
に
題
す
る
、勇
山
文
雄

の
宴
遊
、高
邱
茅

越
の
榊
泉
苑
の
應
制
、上
毛
野

穎
人

の
田
家
、周
ロ
逹
音
の
秋
日

　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

等
、古
選
の
載
す
る
所
、稍
覩
る
べ
き
に
足

る
、其

の
他
林
婆
娑
の
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逹

音

秋

日

等
、古

選

所
y載
、稍

足
γ可
v観

其

他
、林

婆

娑

懷

古
、淡

海

編

良

田

家
、王

孝

廉

侍

宴
、宮

部

邨

繼

過
舌

關
嚇三

原

春

上

梵

釋

寺
、朝

原

遒

永
・揚

春

師
・巧

諸

勝
・大
枝

永

野
・竝

詠
v雪
、笠

仲

守

冬

日
、高

邨

田

使

梅

花
、和

氣

廣

世

落
-梅
花

、布

瑠

高

庭

小

池
、常

光

守

歳

除
、治

文

雄

建

除

體

等
、雖
γ入
邸古

選
∵

皆

不
レ足
ビ録
。

南

淵

永

河
・南

淵

弘

貞
・賦
v梁
、淨

野

夏

嗣

詠
v屏
、石

川

廣

主

詠
γ鬼
、大

枝

直

臣

詠
v燕
、路

永

名

賦
昌三

數
嚇

清

原

眞

友

字

訓

詩
、俘

成

盆

束

李

樹
、鳥

高

名

寶

難

祠
、春

澄

善

繩

挑

燈

杖
.大

枝

磯
-痲
-呂

爨

桐

等
、

皆

弘

仁

中

制

題
、惜

時

無
呂良

工

陶

冶

未
v審
、是

以

荊

璞

纔

剖
、而

賦

歓

盈
v箱
、鐘

鼓

畢

陳
、而

籍

韶

遠

y響
、諸
臣
詠

物
、往

往

拙

累
.唯

夏

嗣
・永

河

二

詩
、能

　
　
　
　
　

日
本

詩
史

卷

之

一

懐
古
.淡
海
輻
良
の
田
家
、王
孝
廉
の
侍
宴
.宮
部
邨
繼

の
古
關
を

過
ぐ
、三
原
脊
上
の
焚
釋
寺
、朝
原
道
永
、揚
春
師
.巧
諸
勝
、大
枝
永

野
、竝
に
雪
を
詠
す
、笠
仲
守
の
冬
日
、高
郁
田
使
の
梅
花
、和
氣
廣

世
の
落
梅
花
、布
瑠
高
庭
の
小
池
、常
光
守

の
歳
除
、治
文
雄
の
建

除
體
等
、古
選
に
入
る
と
雖

皆
録
す
る
に
足
ら
す
。

南
淵
永
河
、南
淵
弘
貞

の
梁
を
賦
す
る
、淨
野
夏
嗣

の

屏
を
詠
す

る
、石
川
廣
主
の
鬼
を
詠
す
る
.大
枝
直
臣

の
燕
を

詠
す
る
、路
永

名

の
三
數
を
賦
す
る
、清
原
眞
友

の
字
訓

の
詩
、件
成
釜
の
東
罕

樹
、鳥
高
名
の
寳
難
祠
、春
澄
善
繩

の

挑
燈
杖
、大
杖
磯
麻
呂
の
爨

桐
等
、皆
弘
仁
中
の
制
題
、惜
ら
く
は
時

に
良
工
な

く
、陶
冶
未
だ

蠱
く
さ
す
、是
を
以
て
荊
璞
纔
に
剖
か
れ
て
、砥
畉
箱

に

盈
ち
、鐘

鼓
畢
く
陳
ね
て
、簫
…韶
響
を
遠
ざ
く
、諸
臣
の
詠
物
、往
々
拙
累

な

り
、唯
夏
嗣
、永
河
の
二
詩
。能
く
題
義

に
協
ふ
、語
も
亦
清
爽
な
り
。

三
九
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日
本

詩

話
叢

書

協
昌題

義
咽語

亦

清

爽
。

古

昔

詩

入

見
諸

書

著

、右

所
γ録

外
、有
自亘

勢

多

盆
、

美

努

淨

痲

呂
・調

老

人
・荊

助

仁
・吉

知

暑
・刀

利

康

嗣
.田

邊

百

枝
・石

川

石

足
・道

公

首

名
・山

田

三

方
・

息

長

臣

足
・黄

丈

連

備
・越

智

廣

江
・春

日
藏

老
・背

名

行

丈
・調

古

麻

呂
・刀

利

宣

令
由

中

淨

足
・守

部

大

隅
.丹

堤

廣

成
・高

向

諸

足
・痲

田

陽

春
・葛

井

廣

成
.高

階
.積

善
・文

室

徇

相
・大

和

宗

雄
・島

田

惟

上
・

島

田

惟

宗
・伊

與

部

馬

養
・釆

女

比

良

夫
・下

毛

野

蟲

麻

呂
.百

濟

和

痲

呂
・箭

集

蟲

麻

呂
・伊

伎

古

痲

呂
・石

上

乙

痲

呂

等
嚇以
v繁

不
レ録
。

四
〇

古
昔
の
詩
人
諸
書
に
見
ゆ
る
者
.右
に
録
す

る
所

の
外
、亘
勢
多

釜
、美
努
淨
麻
呂
、調

老

人
、荊
助

仁
、吉
知
音
、刀
利
康
嗣
、田
邊
百

枝
、石
川
石
足
、道
公
道
名
、山
田

三
方
、息
長
臣
足
黄

文

蓮
備
、越

智
廣
江
、春
日
藏
老
、背
名
行
交
、調
古

麻

呂
、刀
利

宣

令
、田
中
淨

足
、守
部
大
隅

丹
堤
廣
域
、高
向
諸
足
、麻
田
陽

春
、葛

井

廣
域
、高

階
積
善
、丈
室
徇
相
、大
和
宗
雄
、島
田
惟
上
、島
田
惟
宗
、伊
與
部
馬

養
、釆
女
比
良
夫
、下
毛
野
蟲
麻
呂
、百
濟
和
麻
呂
、箭
集
蟲
麻
呂
、伊

伎
古
麻
呂
、石
上
乙
麻
呂
等
あ
り
、繁

を
以
て
録
せ
す
。

ー

日

本

詩

史

卷

之

一
終



隼

日
本

詩

史
卷

之

二

李
安

　
江

邨

綬

君

錫

著

弟

　
清
　

絢

君

錦

男

棕
秉
孔
均

同

校

292

考
昌諸

漢

土
舌

者

文

武

不
昌甚

相

岐
門列

國

卿

大

夫
、

入

理
昌庶

政
肉出

帥

謁三

里

秦

漢

以

還
、文

武

始

岐
、所

v謂

隨

陸

無
レ武
、絳

灌

無
γ文
、迄
昌唐

中

葉

叫千

斛

弓

…

丁

字
、更

相

詬

髫
、於
γ是

横
v槊

賦
y詩

、據
レ鞍

草
γ檄
、世

稱

V無
V幾
、況

我

東

圭
、環

矛

探
V海
、寶

劍

鎭
V邦
、其

建

γ極
也
、素

有
γ不
レ同
、是

以

韜

鈴

詠

言
、無
v見
昌古

選
肉後

來

戰

爭

之

世
、反

得
昌數

人
'云
。

武

藏

守

細

川

頼

之
、海

南

偶

作

云
、人

生

五

十

愧

　

　

　

　

日

本

詩

奐

卷

之

二

　

　

　

　

　

　

　
イ
コシ
へ

諸
を
漢
土
に
考

ふ
る
に
、古
者
は
文
武
甚
相
岐

れ

す
、列
國

の
卿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ
キ

大
夫
、入
り
て
は
、庶
政
を
理
し
、出
で

ゝ
は
三
軍
を
帥
ゆ
、秦
漢
よ

り
以
還
、文
武
始
め
て
岐
る
、謂
は
ゆ

る
隨
・陸
は
武
な
く
、絳
・灌
は

　

　

　

　

　

　

イ
タ

文
な
し
、唐

の
中
葉
に
迄
り
て
、千
斛

の
弓

一
丁
字
、更
に
相
詬
些
面

す
、是
に
於
て
槊
を
横
た
え
て
詩
を
賦

し
、鞍

に
據
り
て
檄

を

草

す
る
、世
幾
な
し
と
稱
す
、況
や
我
が
束
土
、瓊
矛
海

を
探
り
、寳
劒

邦
を
鎭
む
.趾
ハの
極
を
建
つ
る
や
、素

よ
り
同
じ
か
ら

ざ

る
右
り
、

是
を
以
て
韜
鈴

の
詠
晶蔵
古
選
に
見
る
な
し
}後
來
戰
爭

の
世
、反

つ
て
數
人
を
得
る
と
云
ふ
。

　　武
　　藏ノ　　守

　　細
　　川
　　頼
　　之
　　海
　　南
　　の

　　偶　　作

　　K
　　調

　　義　　天

　　生
　　五
　　 一1一一

　　功
　　無
　　 き
　　 を
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ロ

本

詩

話

叢

書

ヴ無
γ功
、花
木

霾

過

夏

巳

塞
、滿

室

蒼

蠅

掃

不
レ去
、獨

尋
盤禪

室
騨抱

昌清

風
嚇頼

之

行

事
、見

昌太

夲

記
"足

利

義

詮

・既

薨
、義

滿

嗣

立
、頼

之

執

政
、内

輔
昌幼

主
門外

御

二

猛

將

一上

下

倚

頼
、遠

近

偃

服
、功

豈

不
轟偉

然

一哉
、後

近
、臣

忌
昌其

剛

正
嚇讒
昌之

義

滿
門嚢

滿

漸

信

焉
、於
v是

辭
v職

退
昌隱

于

海

南
嚇此

詩

必

其

時

作

也
。

大

膳

大

夫

武

田

晴

信
、後

更
呂名

信

玄
n初

年

頗

參

V皹
好
ゾ詩
、其

將

某

諌

日
、主

將

參
V輝

梦

詩
、獪
昌足

利

僣

邏

俗
一交

弱

不
v足
v有

v爲

也
、是

時

足

利

學

稜

廢

.

而

爲
v寺
、僞

徒

多

事

昌詩

偈

輛故

云
」爾
…、信

玄

諸

作
、載

在
.甲

陽

軍

鑑

"今

不
昌復

録
↓信

玄

弟
、左

馬

頭

信

繁

、

甞

署
昌家

訓
(其

中

云
、「貪
昌他

一
杯

酒
一失

却

滿

船

魚

、」

斯

知

信

繁

亦

讀
v書

作
ド詩
、惜

世

無
v傳

、信

繁

孝

友
、

其

人

可
レ稱
、而

信

玄

忌
v之
、所
d以

國

祚

不
つ長

也

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

愧
づ
、花
木
春
過
ぎ
て
夏
巳
に
室
し

滿

室
の
蒼
蠅
掃

へ
ど

も
去

ら
す
、獨
禪
室
を
尋
ね
て
清
風
を
抱
す
、」頼
之

の
行
事
、太
甼
記
に

見
ゆ
、足
利
義
詮
既
に
薨
じ
、義
滿
嗣
立

す
、頼
之
執
政
す
、内
幼
主

を
輔
し
、外
猛
將
を
御
す
、上
下
倚
頼

し
、遠
近
偃
服
す
、功
豈
偉
然

な
ら
ざ
ら
ん
や
、後
近
臣
其
の
剛
正
を
忌
み
、之
を
義
滿

に
讒
す
、

義
滿
漸
信
す
、是
に
於
て
職
を
辭
し
海
南

に

退
隱
す
、此
の
詩
必

其
の
時
の
作
な
ら
ん
。
・

　

ノ

大
膳
大
夫
武
田
晴
信
、後
名
を
信
玄

と

更
む
、初
年
頗
禪
に
參
し

詩
を
好
む
、其

の
將
某
諌
め
て
日
、主
將
禪
に
參
し
詩
を
好

む

は
、

猫
足
利
僭
の
還
俗
す
る
が
ご
と
し
、丈
弱
爲
す
こ
と
有
る
に
足
ら

ぎ
る
な
り
と
、是
の
時
足
利
の
學
校
廢

し
て
寺
と

な

り
、僣
徒
多

　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ヵ
イ

く
詩
偈
を
事
と
す
、故
に
爾
云
ふ
、信
玄

の
諸
作
載

せ

て
甲
陽
軍

鑑
に
在
り
、今
復
録
せ
す
、信
玄
の
弟
、左
馬
の

頭
信
繁
、嘗
て
家
訓

を
著
す
、其

の
中
に
云
ふ
、h他
の

一
杯
の
酒
を

貪
り
、失
却
す
滿
船

の
熱
」と
、斯
に
知
る
信
繁
も
亦
書
を
讀
み
詩

を

作
る
、借
ら
ぐ
は

世
傳
ふ
る
こ
と
な
し
、信
繁
孝
友
共
人
稱

す

べ
し
、而
し
て
信
玄

之
を
忌
む
.國
祚
長
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
。

＼
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彈

正

大

弼

上

杉

輝

虎
、後

更
・名

謙

信
肉天

正

二

年
、

征
己能

登

州
嚇園
蜃遊

佐

彈

正

於

七

尾

城
嚇會

九

月

十

三

夜
、海

月

清

朗
、軍

中

置

酒

讌

會
、謙

信

因

賦
γ詩

云
、露

下

軍

營

秋

氣

清
藪

行

廻

雁

月

三

更
、越

山

拜

同

能

州

景
、遮

莫

家

郷

念
昌遠

征
蒋

士

解
v作
昌詩

及

和

歌
[者
、各

有
昌詠

言
嚇極
γ歡

而

罷
、余

謂

世

之

談

v兵
者
、必

稱
昌信

玄

謙

信
三

公

誠

敵

手

也
、但

信

玄

智

計

絶
v人
、其

御
ゾ軍

也
、紀

律

森

嚴
、所
レ謂

量
レ敵

而

後

進
、慮
レ勝

而

後

禽
、要
レ之

其

爲
γ人

也

精

細
、雖
昌由

v此
讀
レ書

善
τ詩

不
γ異

矣
、謙

信

噌

鳴

叱

咤
、性

如
昌烈

火
一而

讀
v書

作
v詩
、且

軍

中

作
一一此

雅

會

憎可
v謂
一眞

英

雄

眞

風

流
驃也
。

大

將

軍

足

利

縫

昭
、避
亂

江

州
舟

中

詩

云
、落

魄

江

湖

曙

結
γ愁
、孤

舟

一
夜

思

悠

悠
、天

蓊

亦

愴
昌吾

　
　
　
　
　

日
本

詩

史
卷

之

二

　

ノ

彈
正
大
弼
上
杉
輝
虎
、後
名
を
謙
信

と

更
む
、天
正
二
年
、能
登
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
マ
く

を
征
し
、迹
佐
彈
正
を
七
尾
城
に
圍
む
、
會

九
月
十
三
夜

海
月
清

朗
な
り
、軍
中
置
酒
讌
會
す
、謙
信
因
て
詩
を
賦
し

て
云
ふ
魂
露
下

り
て
軍
營
秋
氣
清
し
、數
行

の
過
雁
月
三
更
.越
山
井

同
す
能
州

　

サ
モ
ァ
ラ
バ
ア
レ

の
景
、遮

莫

家
郷
の
遠
征
を
忿
ふ
を
」と
、將
士
詩
及
び
和
歌
を
作

る
を
解
す
る
者
、各
詠
言
あ
り
、歡
を
極
め

て
罷
む
、余
謂
ふ
世
の

兵
を
談
す
る
も
の
、必
信
玄
謙
信
を
稱
す
、二
公

は

誠
に
敵
手
な

り
、但
信
玄
の
智
計
人
に
絶
す
、其
の
軍
を
御
す

る
や
、紀
律
森
嚴
、

謂
は
ゆ
る
敵
を
量
り
て
而
し
て
後
進
み
、勝
つ
こ
と
を
慮
り
て
而

し
て
後
會
す
、之
を
要
す
る
に
其
の
人
と
な

り

や
精
細
な
り
、此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ア
ヤ
シ

れ
に
由
り
て
書
を
讀
み
詩
を
善
く

す
と
雖
、
異

ま
す
、謙
信
唔
鳴

叱
陀
、性
・烈
火
の
如
く
、而
し
て
書
を
讀
み
詩
を

作
る
、且
軍
中
此

の
雅
會
を
作
す
、眞

の
英
雄
眞

の
風
流
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。

大
將
軍
足
利
義
昭
、亂
を
江
州
に
避
く
る
舟
中

の
詩
に
云
ふ
、「落

魄
江
湖
暗
に
愁
を
結
ぶ
、孤
舟

一
夜
思

ひ
悠
々
、天
翕
も
亦
吾
生

を
愴
む
や
否
や
、月
は
白
し
蘆
花
淺
水

の
秋
」と
、詩
は
誠
に
悽
蜿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
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霊

　
　
　
　
　

日
本

詩
話

叢
一書

・生
噂否
、月

自

蘆

花

淺

水

秋
、詩

誠

悽

婉
、公

初

爲
レ僭

爲
昌南

都

一
乘

院

主
嚇宜

共

能
v詩
、噫

足

利

氏

之

盛
、

位

亜
昌帝

王

富

有
一海

内
蒲

季

世

瑣

尾
、扁

舟

江

湖
、

去

住

無
賦地
、豈

不
v憫

乎

哉
。

少

將

豊

臣

勝

俊
、豊

臣

氏

時

受
昌封

若

狹
一後

退
昌隱

京

畿
い更
昌名

長

嘯
一以
昌和

歌
一稱
、所
ゼ著

・有
昌擧

白

集
嚇共

中

職
昌詩

數

宣

兵

部

大

輔
、細

川

藤

孝
、號
昌幽

齋
後

更
昌名

玄

旨
"爲
邑

今

肥

後

侯

祗
嚇世

知
弓其

武

略

及

善
轟和

歌
h而

春

齋

林

子

所
γ選

一
人

一
首
、載
昌幽

齋

鞍

馬

山

看
v花

絶

句
噛期

知

實

于
亀交

藝

.注
レ意

者
。

中

納

き
験
伊

逹

政

宗
、今

仙

臺

侯

旭
、世

稱
昌其

勇

武
「

蒲

一
入

】
、着

夂

載
唱共

詩
h余

因

謂
、頼

之

以

下

諸

入
、生
"長

子

干

弐

擾

冗

時
噛南

戰

北

爭
、綱

檄

旁

午
、

四

な
り

、公

初

め
僭

と

爲

り
、南
都

一

乘
院

の
主

と
爲

る
、宣

な

り
其

の
詩

を

能

く

す

る

や
、噫
、足

利

氏

の

盛

な

る
、位
・帝

王

に

亜
ぎ

.

富

・海

内
を

有

つ
、而

し

て
季

世
瑣

尾
、扁

舟

江
湖

、去

佳
地

な

し

、豈

イ
タ
マ
シ

憫

か
ら

す

や
。

少
將
豐
臣
勝
俊
、豐
臣
氏
の
時
に
封
を
若
狹

に
受
く
.後

京
畿
に

退
隱
し
て
、名
を
長
嘯
と
更
む
、和
歌
を
以

て
稱
せ
ら
る
、著
は
す

所
擧
白
集
あ
り
、共
　
に
詩
數
首
を
載

す
。

　
　
ノ

兵
部
大
輔
、細
川
藤
孝
、幽
齋
と
號
す
、
後
名
を
玄
旨
と

更
む
、今
の

肥
後
侯
の
組
た
り
、世
・其
の
武
賂
及
和
歌
を
善
く

す

る
を
知
る
、

而
し
て
春
齋
林
子
の
選

ず
る
所
の

一
人

一
首
に
、幽
齋
鞍
馬
山
に

花
を
看
る
の
絶
句
を
載
す
、則
知
る
實

に
交
藝
に
于
い
て
も
意
を

注
げ
る
者
な
る
を
。

中
納
言
伊
逹
政
宗
、今
の
仙
臺
侯
の
顧
、世
共
の
勇
武
を

稱
す
、而

し
て

】
人

】
首
に
夊
共
の
詩
を
載
す
、余
因

て
謂
ふ
」頼
之
以
下

の
諸
人
、干
戈
擾
冗
の
時
に
生
長
し
、南
戰
北
爭
、砌
檄
旁
午
、何
ぞ

曾
て
寧
B
あ
る
こ
と
を
得
ん
、知
ら
す
何
の
暇
あ
り

て
か
轡
を
讀
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何

曾

得
v有
昌寧

旦

不
γ知

何

暇
、讀
y書

學
レ詩

、此

尢

不

易
、元
和

清

李

以

來

、諸

藩

無

事
、何

爲

不
レ成
、而

或

優

游

恬

嬉

宴

安

度
v日
、不
昌菅

丈

學

不
ラ講

、武

備

亦

將
昌併

廢

一者

何

也
。

隱

者

之

詩

罕
γ傳
、蓋

非
v無
島隱

者
嚇無
轟隱

者

而

能
v詩

者
一也
、本

朝

遯

吏
、首

載

昌維

喬

親

王

親

王

文

徳

帝

長

子

以
昌藤

原

氏

故

顱不
〃得
贊立

爲
昌皇

太

子
h居
昌水

無

瀬

宮
門後

邏
昌居

於

京

北

小

野

山

中
靹吟
v詩

詠
昌和

歌
一

以

爲
昌娯

樂

赤

唯

遣

昌其

悒

悒

一爾

.其

詩

今

無
驫傳

岩
n

唯

聞
v琴

詩

、載

昌朗

詠

集

嚇而

非

莞

篇

一也
、

延

喜

中
、有
賢稱

呂嵯

峨

隱

君

子
一者
晶失
昌其

姓

名
嚇或

日
、

源
ソ姓

清
v名
、博

學

有
v文
、菅

右

相
、橘

參

議
、與

相

友

善
、遇
v有

"疑

事

嚇即

二

公

就

而

質

問
、其

人

可
v想

也
、

或

日
、弘

仁

帝

子
、或

日
、延

喜

帝

子
、併
儡其

詩

失

v傳
、

　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

二

み
詩
を
學
ば
ん
、此
れ
尤
易
か

ら
す
、元
和
清
亭
以
後
、諸
藩
無
事
、

何
を
爲
し
て
か
成
ら
ざ
ら
ん
、而
し
て
、或

は

優
游
恬
嬉
、宴
安
日

　
ウ
タ

を
度
り
、啻
に
文
學
を
講
ぜ
ざ
る
の
み

な

ら

す
、武
備
も
亦
將
に

併
せ
て
廢

れ
ん
と
す

る
者
は
祠
そ
や
。

隱
者
の
詩
傳
は
る
罕
れ
な
り
、蓋
隱
者
無
き

に

は
非
す
、隱
者
に

し
て
詩
を
能
く

す
る
者
な
き
な
り
、本
朝
遯

史

に
、首
に
維
喬
親

王
を
載
す
、親
王
は
交
徳
帝
の
長
子
、藤
原
氏
の
故

を

以
て
、立
ち

て
皇
太
子
と
爲
る
こ
と
を
得
す
、水
無
瀬
宮

に

居
り
、後
、京
北
小

野
山
中
に
遯
居
す
、計
を
吟
し
、和
歌
を
詠
し
、以
て
娯
樂
と
爲
す
、

亦
唯
共
の
悒

々
を
遣
る
の
み
、其
詩
今
傳

は

る
者
な
し
、唯
琴
を

聞
く
詩
、朗
詠
集
に
載
す
.而
れ
ど
も
完
篇
に
非
さ
る
な
り
。

延
喜
中
嵯
峨
の
隱
君
子
と
稱
す
る
者
あ

り
、其
姓
名

を

失
す
、或

ひ
と
日
、姓
を
源
に
し
て
名
を
清
に
す
、博
學
に
し
て
文

あ

り
、菅

右
相
、橘
參
議
、與
に
相
友
と
し
善
し
、疑
事
有
る

に
遇

へ
ば
、印
二

公
就
て
質
問
す
と
.其
の
人
想
ふ
べ
し
、或
ひ
と
日
、弘
仁
帝
の
子
、

或

ひ

と
日
、延
喜
帝

の
子
と
、其
詩
を
併
せ
傳
を
失
ふ
、惜

ひ
か

五



鸛
　

惜

夫
。

1

日

本

詩

話

叢

書

懐

風

藻
、載
昌民

黒

人

詩
曲稱

日
轟隱

士
嚇亦

失
昌共

氏

族
「

或

日

野

見

氏
、其

云
下泉

石

行

行

異
、風

煙

處

處

同
、

欲
v知
昌山

中

樂
嚇林

下

有
'清

風
い清

迥

冲
・
遶
、大

是

隱

者

本

色
。

遯

史

載
藤

原

萬

里
、高

光
、周

光
、爲

時
、橘

正

逋
、惟

良

春

道

等
n余

既

前

録
、且

右

數

人
、雖
v耽
昌思

姻

霞
嚇

而

纏

身

紳

紋

h或

有
v所
レ激
、而

遐

棄

爵

祿

一者
、非
昌翼

隱

者

也

、故

不
v收
引録

於

此

一云
。

余

考

舌

籍
啓

之

以
v詩

稱

者

絶

無
、以
v今

思
レ之
、似

v不
v叮
v解
、如
昌他

邦
一姑

置
v之
、今

京

城

中
、業

昌講

詭
一者
、

無

慮

數

十

人
、執
昌謁

共

門

一靡
レ匪
雛醫

家

子

弟
嚇除
レ之

無
昌復

生
,徒
鞠而

醫

生

爲
γ學
、亦

唯

不
v過
ア習
昌句

讀

學

v作
ヴ詩
、以

潤
弾飾

自

家

術

業
ハ故

雖
翼問

有
昼才

敏

子

弟

h

一一

ie

な
。懐
風
藻

に
.民
黒
人
が
詩
を
載
す
、稱
…し
て
隱
士
と
日
ふ
、亦
其

氏
族
を
失
す
、或
は
日
、野
見
氏
と
、其
の
「泉
石
行

々
異
に
、風
烟
處

々
同
じ
、山
中
の
樂
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、林
下
に
清
風

あ
り
」と

云
ふ
が
ご
と
き
、清
迥
冲
遠
、大
に
是
れ
隱
者
の
本
色
な
り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
ノ

遯

史

に
藤

原

の
萬

里

、高

光

、周

光
、爲

時
、橘

正
通
、惟

良

春

道
等

を

載

す
、余

既

に

前

に
録

す
.且

右

の
數

人
、思

を

烟
霞

に

耽

る

と
雖

而

し

て
身

乞
紳

絨

に
纏

ひ
、或

は
激

す

る
所

あ

り

て
、欝

祿

を

遐

.

棄

す

る

者

、眞

の
隱
者

に
非

ざ

る

な

り
、故

に

此

に
牧

録

せ
す

と

云

ふ
。

余
古
籍
を
考
ふ
る
に
、醫
の
詩
を
以
て
稱
せ
ら
る
ゝ
も
の
は
繦
て

な
し
、今
を
以
て
之
を
思

へ
ば
、解
す
べ
か
ら
ざ
る

に
似
た
り
、他

邦
の
如
き
は
姑
く
之
を
置
く
、今
京
城

の
中
、講
論

を

業
と
す
る

者
、無
慮
數
十
人
、謁
を
其
門
に
執
る
は
、醫
家
の
子
弟

に

匪
ざ
る

は
な
し
、之
れ
を
除
き
て
復
生
徒
な
し
、而
し

て

醫
生

の
學
を
爲

す
、亦
唯
句
讀
を
習
ひ
詩
を
作
る

こ

と

を
學
び
、以
て
自
家
の
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
も

業
を
潤
飾
す
る
に
糧
ぎ
す
、故
に
聞
才
敏
の

子
弟
あ

り

と
雖
。未



1
W♂

未

ソ至
昌小

成

h既

已

髴
縞髦

其

學

一蓋

儒

術

文

藝

不
レ可
.

立
v身

糊
7
口
、而

方

伎

往

往

興
レ家

殖
γ財

也
、是

以

近

時

爲
レ醫

者
、無
v不
v作
レ詩
、而

善
レ詩

者

至

罕

矣
、余

謂

古
・昔

爲
レ醫
、非
v如
。近

時

衆

且

濫
一也
、宜

其

不
覿
木
見
髄

也
、迄
昌足

利

氏

壁

獨

有
昌阪

士

佛
、伊

勢

紀

行

詩
"云
切

阪

士

佛
、名

慧

勇
、號
健

里

京

師

人
、數

世

官

醫
、給
朗

仕

足

利

相

公
萌

徳

中
、除
民

部

卿

法

印
肖世

稱
王

池

院

一是

也
、相

公

嘗

哉
v之

日
、卿

韻

名

九

佛
一父

名
昌

十

佛

嚇卿

宜
v名

干

岫
佛
邃

以

午

一
佛

呼
乏

後

修

"

+

一
一爲
γ士
、蓋

俳

優

遇

也
、士

佛

善
噂和

歌

及
、聯

歌
嚇

有

噂勢

州

紀

行
一以
昌國

字

一録
V之

、其

中

有
レ詩
、共

一
日
、

渡

口

無
v舟

憇
薗樹

陰
漁

村

煙

暗

日

沈

沈
、寒

潮

蹄

去

前

程

遠

、叉

有
彑松

濤

驚
"客

心
嚇優

柔

李

暢

麒

足
島

卿
　
誦
懿

臼

本

詩

史

卷

之

二

だ
小
成
に
至
ら
す
し
て
、読
己

に

其
學
を
髴
髦
に
す
.蓋
、儒
術
文

藝
は
、身
を
立
て
口
を
糊
す
べ
か
ら
す
し
て
、方
伎
は
往

々
家
を

興
し
財
を
殖
す
れ
ば
た
り
是
を
以
て
近
時

醫
を
爲

す
も

の
は
、詩

を
作
ら
ざ
る
は
な
し
、而
し
て
詩
を
善
く

す

る
者
は
、至
り
て
罕

な
り
、余
謂
ふ
に
古
昔
・醫
を
爲
す
ゐ近
時
の
衆

く
し

て
且
濫
な
る

が
如
き
に
は
非
ざ
る
な
り
、宜
な

り
其
檗
見
せ

ざ

る
こ
と
を
、足

利
氏
の
時
に
迄
て
、獨
阪
士
佛
が
伊
勢
紀
行
の
詩
あ
り
と
髯
ふ
。

阪
士
佛
、名
は
慧
勇
「健
叟
と
號
す
、京
師
の
入
な
り
。數
世
の
官
醫
、

足
利
相
公
に
給
仕
す
、明
徳
中
に
、民
部
卿
法
印

に
除
す
、世
に
上

池
院
と
稱
す
る
は
是
な
り
、相
公
嘗
て
之
れ
に
戯

れ

て

日
、卿
が

組
、
九
舞
宀
名
け
∵父
は
十
佛
と
名
く
、卿
宜

し
く
十

一
佛
と
名
く

べ
し
と

途

に
十

一
佛
を
以
て
之
れ

を

呼
ぶ
、後
十

一
を
修
め
士

と
爲
す
、蓋
俳
優
を
も
て
遇
せ
ら

る

ゝ
な

り
、士
佛
和
歌
及
ひ
聯

歌
を
善
く
す
、勢
州
紀
行
あ
り
、國
字
を
以
て
之
れ

を

録
す
、其
の

中
に
詩
あ
り
、其
の

一
に
日
、「渡
ロ
舟
な
く
樹
陰
に
憩

ふ
、漁
村
烟

暗
く
し
て
日
沈

々
、寒
潮
歸
り
去

り

て
前
程
遠
し
、叉
松
濤
の
客

心
を
驚
か
す
あ
り
」と
、優
柔
平
暢
、頗
誦
詠
す
る
に
足
る

七



ly8
馨

　
　
　
　
　
　
日

本

詩

話

叢

書

僑

詩

見

昌古

選
著

、釋

智

藏

爲
v始

.智

藏

奉
昌天

智

帝

勅

一赴

昌唐

國
蓋

高

宗

武

徳

年

間

矣
、其

詩

傳

者

數

首
、竝

無
v可
v釆

、劉

禹

錫

、有
事贍

昌日

本

偸

智

藏

一詩
h偶

同

名

耳
、與
レ此

不
v同
。

僭

辨

正
、姓

秦

氏
、亦

西

遊
。唐

國
一玄

宗

眷

遇

甚

篤
、

數

召

談

論

.時

對
昌園

碁

'云
、然

則

或

與

凹盛

唐

諸

子

軸

締

交
、被

昌其

潤

色

著

、而

今

閲
昌其

黄

絶

無
"隹

者
肉可

v謂
室

手

自

主

山

呻邏
。

僭

蓮

灘
、詩
副名

于

當

時
嚇無

題

詩

集

蔵
昌其

詩

數

十

賞

鄙

穿

殊

甚
。

僭

玄

惠
、不
レ詳
畠氏

族
嚇或

日
、其

初

業
レ儒
、中

爲
v僭
、後

復

還

俗
、以
ソ箸
.太

卒

郵

故
、世

稱
畠博

文
肉若
昌其

詩
嚇延

元

中

内

宴

應

制

一
首

之

外
、絶

不
v覩
昌他

篇

嚇其

除

古
,昔

中
,世

緇

流

詩

偈
、見

昌諸

選

騨譖

不
v尠
、若
昌筌

海

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

僣
の
詩
、古
選
に
見
ゆ

る
者
、釋
智
藏
を
始
と
爲
す
、智
蔵
、天
智
帝

の
勅
を
奉
じ
て
唐
國
に
赴
く
、蓋
高
宗

の
武
徳
年
間
な
り
、其
詩

傅
は
る
者
數
首
、竝
び
に
采
る
可

き

無
し
、劉
禹
錫
、日
本
の
僭
智

　
　
　
　
　
　

ミタ
マく

藏
に
購
る
詩
あ
り

偶

同
名
の
み
、此
れ
と
同
じ
か
ら
す
。

僣
辨
正
姪
秦
氏
、亦
西
唐
國
に
遊
ぶ
・玄
宗
眷
遇
驀

し
Ψ默

し

て
談
論
し
、時
に
圍
碁
に
蜀
す
と
云
ふ
、然
ら

ば

則
或
は
盛
麿

の

諸
子
と
締
交
し
、其
潤
色
を
被
む
る
者

な

ら

ん
、而
し
て
今
其
詩

を
閲
す
る
に
、絶

え
て
佳
な
る
者
な
し
、謂

ふ
べ

し
筌
手
に
し
て

玉
山
よ
り
遐
る
と
。

僣
蓮
禪
、當
時
に
詩
名
あ
り
、無
題
詩
集
、且
ハ詩
數
十
首
を

載
す
.鄙

野
殊
に
甚
し
。

僧
玄
惠
、氏
族
を
詳
に
せ
す
、或
は
日
、共
の

初
め
儒
を
業
と
す
、中

ご
ろ
曾
と
な
る
、後
復
還
俗
す
、太
挙
記
を
薯
す
を
以
て

の
故
に

世
に
博
文
と
稱
せ
ら

る
、其
の
詩

の
若

き
、延
元
中
内
宴
應
制

一

首

の
外
、絶
え
て
他
篇
…を

覯
す
、其
餘
古
昔

中
世
の
鯔
流
の
詩
偈
」

諸
選
に
見
ゆ
る
者
尠
か
ら
す
、察
海

の
若

き
最
傑
出
と
稱
す
、而



　
　

最

稱
昌傑

出
嚇面

率

讃

佛

喩

法

之

言
、非
鵠詩

家

本

色
嚇

　
　

故

不
昌收

録
叩

　
　

五
・山

麗

林

之

詩
、固

不
y易
炉論

也
、蓋

古

昔

交

學
、盛
昌

　

W

　
　
　
　

于

弘

仁

天

暦
嚇陵

夷

于

延

久

寛

治
一泯
昌沒

于

保

元

　
　

丞
-
治
崩於
v是

世

所
v謂

五

由

禪

林

之

交

學

代

興
、亦

　
　

氣

蓮

盛

褻

之

大

隈

也
、北

條

氏

覇
昂于

關

東
"也
、其

　
　

族

崇
祷

脚

學
{創
昌大

刹

於

鎌

負

今

建

長

寺

之

屬

　

〃

　

品

　
　

是

也
、流

風

所
v煽

延

覃
昌上

國
嚇京

師

五

山

相

尋

營

　

〃

　
　

購
、足

利

氏

盛

時
、竭
昌海

内

膏

血

窮
副極

土

木

之

工

　
　

宏

廓

輪

奐

之

羨
、所
ジ
不
昌必

込唄
其

得

徒
、大

牽

玉

牒

　
　

之

籍
、朱

門

之

冑
、錦

衣

玉

食
、入

則

重

禰
、出

則

高

　
　

輿
、聲

名

崇

重
、儀

衞

森

巌
、名

是

沙

門
、而

富

貴

過
昌

　
　

公

侠

禁

宴

公

會
優

昌游

花

旦

把
轟弄

翰

墨

一
篇

一

　
　

章
.紙

價

爲

貴
.於
〃是

凡

海

内

誘
レ詩

者
、唯

五

山

是

鰓　
　
　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

二

れ
ど
も
臻
ね
讃
佛
喩
法
「の
言
、詩
家

の
本
色

に
非
す
、故

に
牧
録

せ
す
。

五
幽
構
林
の
詩
、固
よ
り
論
じ
易
か
ら
ざ

る
な

り
、甍
古
昔
の
文

學
弘
仁
天
暦
に
盛
ん
に
し
て
、延
久
寛
治

に
陵
夷
し
、保
元
畢
治

に
泯
沒
す
、是
に
於
て
世
に
謂
は
ゆ
る
五
山
禪
林

の
文
學
代

つ
て

興
る
、亦
瓠
蓮
盛
嚢
の
大
限
な
り
、北
條
氏

の
關
東

忙
覇
た
る
や
、

其
族
禪
學
を
崇
㈲
し
、大
刹
を
鎌
倉

に

創
す
、今

の
建
長
寺
の
屬

　
　
　
　
　
　
ア
ァ　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
オ
ヨ

は
是
な
り
、流
風
煽
ぐ
所
、延
て
上
國

に

覃
び
京
師
五
山
相
尋
で

營
樽
す
、足
利
氏
の
盛
時
、海
内
の
膏
血
を
竭

く

し
、土
木
の
工
を

窮
極
す
、宏
廓
輪
奐

の
美
、必
し
も
論
ぜ
ざ

る
所
ぜ
ハの
僣
徒
、大
率

玉

牒
の
籍
、朱
門
の
胄
、錦
衣
玉
食
、入
て
は
則
重
梱
、出
て
ば
則
高

輿
、聲
名
崇
重
、儀
衞
森
嚴
、名
は
是
れ
沙
門

に
し
て
、富
貴
・公
侯
に

過
ぐ
.禁
宴
公
會
.花
月
に
優
游
し
、翰
墨
を
把
弄
す
、
一
篇

N
章
、紙

　
　
　

タ
ツ
ト

價
爲
め
に
貴
し
、是

に
於
て
凡
そ
海
内
詩
を
談

す

る
者
、唯
五
山

を
是
れ
仰
ぐ
、是
れ
其
の

一
時

に
顯
赫
し
、四
方
に
震
蕩

す

る

所

以
な
り
。



　
　
　
　
　
　
　

日
本

詩
話

叢
書

　
　

仰
、是

其

所
以

顯
副赫

乎

四
時
h震
劇盪

乎

四

方
占也
。

oα　
　

元

和

以

來
、文

蓮

日

隆

近

時

學

者

昂

昂

乎

蔑
引覗

　
　

前

古
肉丱

角

之

童
、徇

能

詆
副排

五

山

之

詩
肉.即

其

徒

　
　

亦

或

倒
v戈

内

攻
、要

非
驚

論
也

、余

謂

五

山

之

詩
、

　
　

佳

篇

不
v尠
、中

硅

稱
昌叢

林

傑

出
階者
、往

往

航
v海

西

　
　

遊
、自
二宋

季

世
一至
昌明

中

葉
門相

尋

不
レ絶
、參

學

之

暇
、

　
　

從
蓄

藝

苑
h師

承

各

異

體

裁

亦

岐
、其

詩

今

存

者

　
　

數

百

千

首
、夷
考

其

中
「不
レ能
V不
昌玉

石

相

準

也
、若

　
M

　
　
　
　

夫

辭

艱

意

滯
、渉

昌議

論
嚇雜
昌該

謔
"者
、與
雛藉
レ詩

以

読

　
　

v禪
演
v法

者
h皆

余

所
レ不
v釆

也
、其

他

夲

整

流

暢
、清

　
　

雅

績

工

者

亦

多
、則

不
γ可
昌檗

而

攅
7之
。

　
　

五

山

作

者
、其

名

可
γ徴
昌于

今
一者
、不
V下
昌百

人
n而

絶

　
　

海
・義

堂
、其

選

也
、次

則

太

自
・仲

芳
・惟

忠
・謙

岩
・惟

1
　

省
・鄲

隱
・西

胤
・玉

腕
・瑞

岩
・瑞

溪
・九

鼎
・九

淵
・東

沼
・

一
〇

元
和
以
來
、・文
運
日
に
隆
に
、近
時
學
者
昂

々
乎
と
し

て
前
古
を

蔑
視
す
、丱
角

の
童
も
、省
能
く
五
山
の
詩

を
詆
排
す
、帥
其
徒
も

亦
或
は
戈
を
倒
に
し

て
内
攻
す
、要
す
る
に
篤
論

に
非
ざ
る
な

り
、余
謂
ふ
五
山
の
詩
、佳
篇
尠
か

ら

す
、中
世
叢
林
の
傑
出
と
稱

す
る
者
、往

々
海

に
航
し
て
西
遊
す
、宋

の
季
世

よ

り

明
の
中
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

に
至
り
、相
尋
で
絶
え
す
、參
學
の
暇
、藝
苑
に
從
事
し
、師
承
各
異

　
　
　
　
　
リ
カ

に
、體
裁
も
亦
岐
る
、其
詩
今
存
す

る

者
數
百
千
首
、其
中
を
夷
考

す
る
に
、玉
石
相
混
ぜ
ざ
る
能
は
ざ

る
な
り
、若
し
夫

れ

辭
艱
に

ト
ソ
コ
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

意

滯

り
、議
論
に
渉
り
、詼
謔
を
雜
ふ
る
者
と
、詩
を
藉
り
て
以
て

禪
を
読
き
法
を
演
ぶ
る
者
と
、皆
余
の
釆
ら

ざ

る
所

な
り
、其
他

亭
整
流
暢
、清
雅
縷

工
の
者
も

亦
多
し
、則
檗
し

て
之
を
擯
く
べ

か
ら
す
。

五

山

の
作

者
、共

名

今

に
徴

す

べ
き

者

、百
人

に

下
ら

す
、
而
し

て

絶

海
、義

堂

は

其

の
選

な
り

、次

は

則

、太

白

、仲
芳

、惟
忠

、謙

岩
、惟

省

、郵

隱

、西

胤

、玉
碗

、瑞

岩

、瑞

溪

、九
鼎

、九

淵

、東

沼
、南

江
、
心
田
、

村

菴

の
徒

、枚
舉

に
堪

へ
す

。



7
　

南

江
・心

田
・村

菴

之

往
、不
v堪
昌枚

擧
叫

　
　

絶

海
・義

堂
、世

多

竝

稱
、以

爲
昌敵

手
嚇余

嘗

讀
昌蕉

堅

　
　

藁
一叉

讀
昌塞

華

集
哨審
昌二

禪

壁

壘
n論
昌學

殖
嚇則

義

堂

　
叭

　
　

似
ジ勝
絶

海
h如
轟詩

才
h則

義

堂

非
纛絶

海

敵
一也
、絶

海

　
　

詩
、非
召但

古

昔

中

世

無
.敵

手
"也
、雖
昌近

時

諸

名

家
h

　
い

恐

棄
v甲

霄

遁
、何

則

古

昔

朝

紳

詠

言
、非
v鑷
昌佳

句

　
～

　
叭
　
　

警

聯
n然

疵

病

雜

陳
、釡

篇

佳

者

甚

稀
、偶

有
。佳

作
嚇

　
斌

　
恠
　
　

亦

唯

我

邦

之

詩

耳
、較

昌之

於

華

入

之

詩
嚇殊

隔
逕

　
肌

　
へ

　
斌
　
　

蹊
哨雖

コ近

時

諸

名

家
h以
レ余

觀
v之
、亦

唯

我

邦

之

詩
、

　
航

　
　

徃

牲

難
v免
昌俗

習
嚇如
昌絶

海
嚇則

不
v然

也
,今

録
昌集

中

　
　

佳

句

若

干
嚇五

言
、流

水

寒

山

路
、深

雲

古

寺

鐘
、夜

　
　

宿

中

峰

寺
、朝

尋

三

柳

船
、青

山

回

首

處
、自

鳥

去

　
　

帆

前
、山

暮

秋

聲

早
、樓

虚

水

氣

深
、鳥

下

金

繩

雪
、

洫　
　

童

燒

石

室

香
、風

物

皇

畿

内
、江

山

霸

國

鯨
、千

峰

　
　
　
　
　
　
　

口

本
詩

史
卷

之

二

絶
海
、義
堂
、世
多
く
竝
稱
し
、以
て
敵
手
と
爲
す
、余
嘗
て
蕉
堅
藁

を
讀
み
、又
室
華
集
を
讀
み
、二
禪
の
壁

壘
を
蕃

に
す
、學
殖
を
論

す
れ
ば
、則
義
堂
は
絶
海
に
勝
る
に
似
た
り
、詩
才
の
如

き

は
、則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ぐ

義
堂
は
絶
海

の
敵
に
非
ざ
る

な
り
、絶
海

の
詩
、但
古
昔
中
世
敵

手
な
き
の
み
に
は
非
す
、近
時
の
諸
名
家

と

雖
、恐
く

は
甲
を
棄

　
　
ヨ
ル

て
ゝ
膂
逅
れ
ん
、何
と
な
れ
は
則
古
昔
朝
紳
の
詠
言
、佳
句
警
聯
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ぐ

き
に
は
非
す
、然
も
疵
病
雜
陳
、全
篇
佳
な
る
者
甚
稀

な

リ
、偶
佳

作
あ
る
も
、亦
唯
我
が
邦
の
時
の
み
、之

を
華
人
に
較
ぶ
れ

ば
、殊

に
逕
蹊
を
隔
つ
、近
時
の
諸
名
家
と
雖
、余
を
以

て

之
を
觀
れ
ば
、

亦
唯
我
が
邦
の
詩
に
し
て
、往
々
俗
習
を

冤

れ

難
し
、絶
海
の
如

き
は
、則
然
ら
ざ
る
な
り
、今
集
中
の
佳
句
若
干
を
録
す
、五
言
は

に
、「流
水
寒
山
の
路
、深

雲

古

寺

の
鐘
、」「夜
宿
す
申
峯

の
.寺
、朝

に
尋
ぬ
三
柳
の
船
、」「青
山
回
首
の
處
、白
鳥
去
帆

の

前
、」「山
暮
て

秋
弊
早
く
、樓
虚
し
て
水
氣
深
し
、」「鳥
は

下
る
金
繩
の
雪
、童
は
燒

く
石
室
の
香
、」「風
物
皇
畿
の
内
、江
山
霸

國

の
餘
、」、千
峰
宿
雨
を

牧
め
、萬
象
春
皹
を
弄

す
、」「漁
篝
近
渚

に
殘
し
、僣
磬
寒
蕪
に
徹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
=



　
　
　
　
　
　
　
　
q

本

詩

話

叢

書

嬲　
　

股
昌宿

雨
「萬

象

弄
昌春

暉
門漁

篝

殘
蓬

渚
一僭

磬

徹
菖寒

　
　

蕪
一寒

烟

人

未
v爨
、野

樹

鳥

相

呼
、寒

雨

黄

沙

暮
、凄

　
　

風

臼

草

秋
、孤

館

啼

猿

樹
、四

郊

戎

馬

塵
、七

言
.古

　
　

殿

重

尋

芳

草

合
、諸

陵

何

在

斷

雲

弧
、父

老

何

心

　
　

悲
蠶徃

軣

英

雄

有
v怨

滿
昌奉

湖
コ

徑

松

花

山

雨

後
、

　
　

數

聲

溪

鳥

石

堂

齣
、絶

域

林

泉

糞

杖

膜

大

江

屬

　
　

雨

起
昌魚

龍
h百

萬

已

收

燕

北

馬
、頻

繁

休
v督

海

南

　　
　
　

兵
、久

雨

南

山

荒
紫

豆
藩

秋

北

渚

落
昌紅

蓮
溪

獺

　
　
祭
レ魚

青

蒻

裡
、杉

難

引
v子

白

雲

中
、霜

後

年

年

收
昌

　…
　
　
芋

栗
葬

前

日

日

劉

參

苓
h聽
"經

龍

去

雲

蹄
v洞
、觀

　
　
　
ゼ瀑
僭

回

雪

滿
v瓶
、瑤

草

似
v雲

鋪

滿
μ地
、瑛

花

如
v雪

　
　
照
.幽

厘
h緑

蘿

聰

外

三

竿

肩
、黄

鳥

聲

中

一
覺

眠
、

　
　
忠

臣

昔

受

矚

鏤

劍
、諸

夥
.慰

看

姑

蔑

旗

等
、有
昌工

　
　
絶

嚢

有
昌秀

朗

者
嚇優

柔

靜

遠
、魏

奇

贍

麗
、廳
〃所
γ不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

す
、」「寒
烟
人
未
だ
爨
か
す
、野
樹
鳥
相
呼

ぶ
、」「寒
雨
黄
沙

の
暮
、凄

風
白
草

の
秋
、丶
孤
館
啼
猿
の
樹
、四
郊
戎
馬
の
塵
」と
、七
言
に
は
、「

古
殿
重
ね
て
尋
れ
ば
芳
草
合
す
、諸
陵
何
く
に
か
在
る
斷
雲
孤
な

り
、父
老
何
の
心
ぞ
往
事
を
悲
む
、英
雄
怨
あ
り
亭
湖

に
滿

つ
、」「
}

徑
の
松
花
山
雨

の
後
、數
聲

の
溪
鳥
石
堂

の
前
丶
絶
域
の
林
泉
杖

履
を
淹
し
、大
江
の
風
雨
魚
龍
を
起
す
、」「百
萬
巳
に

牧
む
燕
北
の

馬
、頻
繁
督
す
る
を
休
め
よ
海
南
の
兵
蛸
久
雨
南
山
紫
豆
荒
れ
、清

秋

北

渚
紅
蓮

落

つ
、」「溪
獺
魚
を
祭
る

青
蒻

の
裡
、杉
難
子
を
引

く
白
雲
の
中
、」「霜
後
年

々
芋
栗
を
牧
め
、春
前
日
々
參
苓
を
劉
る
」

「經
を
聽
く
龍
去
り
て
雲
・洞
に
歸
り
、瀑

を
觀
る
僣
回
り

て
雪
瓶

に
滿
つ
、」「瑤
草
雲
に
似

て
鋪

て
地
に
滿
ち
、瑛
花
雲
の
如
く

幽
圧

を
照
ら
す
、」「緑
蘿
臚
外
三
竿

の
日
、黄
鳥
聲
申

一
覺
の
眠
、」「忠
臣

甘
ん
じ
て
受
く
屬
鏤
の
劍
、諸
將
愁
ひ
て

看
る
姑
蔑
の
旗
」篳
、工

絶

の
者
あ
り
、秀
朗

の
者
あ

り
、優
柔
靜
遠
、瑰
奇
贍
麗
、有
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ

所
な
し
、義
堂
は
絶
海
に

靦
れ
ば
、骨
力
加
ふ
る
あ
り
て
、才
藻
及

ぱ
す
、且
禪
語
多
く
、叉
議
論
に
渉
る
、温
雅
流
麗

の
も

の
、集
中
幾

な
く
も
無
し
、絶
句

の
如
き
は
、則
佳
な

る
者
あ
り
、懐
舊

の
作
に
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、有
、義

堂

観
鵠絶

海
嚇骨
力

有
v加
、而

才

藻

不
v及
、且

多
昌

　

灘

語
肉叉

渉
昌議

論

嚇温

雅

流

麗

者
、集

申

無
v幾
、如
曽絶

　

句

h則

有

昌佳

者
嚇懐

盤

作

云
、紛

紛

世

事

亂

如
レ麻
、舊

」

へ
　

恨

新

愁

只

自

嗟
、春

夢

醒

來

入

不
v見
.暮

簷

雨

洒

　

紫

荊

花
、遞
昌人

歸
ワ京

日
、輦

下

招

提

西

叉

東
、因
轟君

　

歸

去
恵

重
-重
、孤

雲

海

國

三

年

夢
、落

月

長

安

幾

　

夜

鐘
。

　

二

僊

之

外
、太

自

春

水

日
、春

水

纔

深

數

尺

強
、烟

　

波

渺

渺

接
昌天

光
内落

花

漲

毳

江

南

雨
、
一
夜

閑

鴎

　

夢

也

香
、伸

芳

題
出范

蠡
白

、五

湖

烟

水

緑

涵
v天
、月

　　

照
昌蘆

花

一秋

滿
v船
,呉

越

興

亡

雙

髻

雪
、功

名

不
包敢

～　

至
昌鴎

邊
「南

江

迭
袷

遊
昌廬

山
一日
、廬

山

何

處

不
v勝

　

レ情
、蓮
肚

人

塞

芳

草

生
、君

去

能

聽
・虎

溪

水

潺

湲

　

術

有
昌晋

時

聲
n大

愚

題
昌水

竹

佳

處
鰰日
、野

水

侵
v門

　
　
　
　
　
　

臼
本

詩

史

卷
之

二

云
ふ
4
紛

々
た
る
世
事
亂
れ
て
麻

の
如
し
、舊
恨
新
愁
只
自
ら
窪

く
、兼
夢
醒
め
來
り
て
人
見
え
す
、暮
簷
雨
は
酒
く

紫
荊
花
、」入
の

京
に
歸
る
を
逸
る
に
日
^
輦
下

の

招
提
西
叉
東
、君
が
蹄
去
に
因

て
思
ぴ
重

々
、孤
雲
海
國
三
年
の
夢
、落
月
長
安
幾
夜
の
鐘
」と
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま　
ヰ　
や
　
み　
ヰじ　
サ　
　お
　
　
も　
　
ザ　
ヘ

一
一僣

の

外
、太
白

の
春

水

に
日

《
春

水
纔

に

深

き

こ

と
數

尺

強
、炳

波

渺

々
天

光

に
接

す

、落

花

漲

り

盡

す

江
南

の

雨

、
一
夜

閑

鴎

夢

　

マ
タ

も

也

香

し
、し仲

芳

の
范

蠡

に
題

し

て

日
↓
五
湖

の

烟

水
緑

夫

を

涵

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
キ

す
、月

は

蘆
花

を

照

し

て
秋

・船

に
滿

つ
、呉

越

の

興

亡

雙

髦

の
雪

功

名
敢

て

鸚

邊

に
至

ら
す

、し南

江

が
僣

の

廬

山

に
遊

ぶ
を
逶

る
、

に

曰
く
、物廬

山

何
れ

の
處

か
情

に
勝

へ
す

、蓮

祗

人

塞

く

し

て
芳

草

生

す

、君

ま

り

て
能

く

聽

け

虎

溪

の

水
、潺

湲

両

晉

時

の
聲

あ

ら

ん
、」大

愚

が
水

竹

佳

處

に
題

し

て

日
、「野

水

門

を

侵

し

て
脩

竹

　

　

　

　

　

　

　

マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
か
ダ

清

し
、
君

が

居
想

ふ

に
合

さ

に
佳
名

に
似

た

る

べ
し
、山

扉

孚

濕

ふ
斜

陽
…の
雨

、蓊

翠

時

に
衣

桁

に
來

り

て

啼

く
、」村
菴

か
雪

夜

客

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
三
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日
本

詩

話
叢
書

脩

竹

済
、君

居
想

合
μ似
一一佳

名
ハ山

扉

孚

濾

斜

陽

雨
、

翡

翠

時

來
表

桁
騨啼
、村

捲

雪

夜

留
v客

日
、茅

屋

休

レ辭
二

夕

稽
、君

家

歸

路

恐

相

迷
,囲

林

雪

自

黄

昏

後
、難
v認

梅

艸化
籬

融洛
西
、正

出
墾
禪
・泉
・苑

應

制

日
、上

林

風

物

草

蓮
y筌
。徇

有
鳶龍

池

記
舌

宮
h何

日

宸
-遊

留
昌玉

輦
嚇禪

泉

純

浸
昌五

雲

殉
屮僉

師
罰法

晩

唐
嚇深

造
`

巧

妙
輔

宗

山
・同

山
、竝

有
昌水

遽

楊

柳

詩
h宗

山

日
、漁

権

不

r似
官

橋

暮
、不
v繋
昌金

絨
一只

繋
v船
、同

山

日
、染

不
v成

v乾
烟

雨

裏
、牛

如
昌嚥
.緑
一牛

鵝

黄
、二
詩
、體

裁

頗

肯
、

竝

工
縟

矣
。

曹

學

佳
、明

詩

選
、載
昌日

本

僧

天

鮮

詩

+

一
首
・機

先

詩

五

首
三

僭

被
v賞
昌乎

中

土
葡

潭

晦

乎

我

邦
嚇

甚

可
霑嘆

惜
h天

鮮

憶
昌西

湖
一日
、杭

城

一
別

巳

多

年
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
四

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ト
サ
マ

を

留

む

る

に

日
(
茅

屋

辭

す

る

を
休

め

よ

一
夕

稽

る

を
、君

か
家

の
露

路

恐
く

は
相

迷

は

ん
、園
林

雪

白

し

黄

昏

の

後
、認

め

難

し

梅

花
籬

落

の
西

、」正

宗

が
神

泉

苑

の
應

制

に
日
、「上

林

の
風
物

草

・

室

に

逕

る
、術

龍

地

の
古

宮
を

記

す

る

有

り

、何

れ

の
日

か
宸

遊

　

　

　

　

　

　

モ
ツ
パ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ナ

玉
輦

を

留

め
、聯

泉

純

五
雲

の
紅

を

浸

さ
ん

」と
、僉

晩

唐

を
師

法

　

　

　

　

　

　

　

イ
タ

と

し
、深

く

巧

妙

に
造

る
。

宗
山
、同
山
、竝
に
水
邊
楊
柳
の
詩
あ
珍
、宗
山
は
日
、「漁
橋
は
似
す

・官
橋
の
暮
、金
絨
を
繋
が
す
只
船
を
繋
ぐ
、」同
山
は
日
、染
め
て
乾

く
を
成
さ
す
烟
雨
の
裏
、牛
は
鴨
緑
の
如
く
牛

は

鵝
黄
」と
、二
詩

體
裁
頗
省
た
り
、竝
に
工
縟
な
り
。

曹
舉
が
栓
明
詩
選
に
、日
本
の
僣
天
鮮

の

詩

十

}
首
、機
先
の
詩

五
首
を
載
す
、二
僣
中
土
に
賞
せ
ら
れ
て
、
而
し

て
我
が

邦
に
湮

晦
す
、甚
嘆
惜
す
べ
し
、天
祚
の
西
湖
を
憶

ふ

に
日
、「杭
皴

一
別
巳

に
多
年
、夢
裡
の
湖
山
徇
宛
然
、三
竺
の
樓

臺
畴
れ

て
畫
に
似
た



1

夢

裡

湖

山

荷

宛

然
、三

竺

樓

臺

晤

似
レ畫
、六

橋

楊

柳

晩

如
v煙
、青

雲

鶴

下

梅

邊

暮
、白

髪

僧

談

石

上

縁
、午

睡

醒

來

倍

惆

悵
、堪
v看

身

世

老

栴

胎倶
叉
、楡

城

聽
レ角

日
、十

年

遊

子

在
昌天

涯
=

夜

秋

風

ヌ

億

γ家
、恨
殺

黄

楡

城

上

角
、曉

來

吹

入

小

梅

花
、聲

格

清

亮
、唐

人

典

刑
、其

他

我

邦

詠

言
、爲
華

人

所
7稱

者

甚

衆
、春

齋

林

子

繍
人

一
首
、論

哉

詳

悉
、今

不
鵠

復

贅

朝

鮮

徐
、剛
,中

所
μ著

東

人

詩

話
、以
ア清

磬

月

高

知
昌

邃

寺
嚇長

林

雲

毳

辨
ポ
遙

山
畠爲
。日

本

鱈

梵

崘

詩
h余

未
ド考
昌梵

吟

何

人
舶

余

按
、古

普

宮

娥

閨

媛
.揮
冖形

管

於

國

字
「抽
藻

思

於

和

歌
h揚

勢

一
壁

描
美

千

載
一者
、比

比

有

焉
、如
`

聯
　

詩

章
一無
レ幾

、而

孝

謙

帝

爲
v始
、帝

以
昌坤

徳

一位
昌九

五
蝋

口

本

詩

史

卷

之

二

り
、六
橋
の
楊
柳
晩
に
烟
の
如
し
、青
雲
鶴
は
下

る
梅
邊
の
暮
、白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

髮
曾
は
談
す
石
上
の
縁
、午
睡
醒
め
來

り

て
倍
惆
悵
、看
る
に
堪

へ
ん
や
身
世
南
指
脱
に
老
る
を
、」叉
楡
城

に
角
を

聽
く
に
日
峨
十
年

遊
子
天
涯
に
在
り
、
一
夜
秋
風
叉
家
を

憶
オ
恨
殺

す

黄
楡
城
上

の
角
、曉
來
吹
い
て
入
る
小
梅
花
、」聲
格
清
亮
、唐
人
の
典
刑
な
り
、

其
他
我
が
邦

の
詠
言
、華
人
に
稱
せ
ら
る
ゝ
も

の
甚
衆
し
、殊
齋

林
子
の

一
入

一
首
、論
載
詳
悉
、今
復
贅

せ
、す
。

朝
鮮

の
徐
剛
中
の
著
す

所

の
柬
人
詩

話
に
、「清
磬
月
高
く
し
て

遠
寺
を
知
り
、長
林
雲
讒
き
て
蓬
山
を
辨

す

る
」を
以
て
、日
本
の

僭
梵
蛉
が
詩
と
爲
す
、余
未
だ
梵
蛉
の
何
人
な
る
か
を
考
へ
す
。

余
按
す
る
に
、古
昔
の
宮
娥
閨
媛
、彫
管
を
國
字

に

揮
ぴ
、藻
思
を

和
歌
に
抽
き
、芳
を

一
畔
に
揚
げ
、美
を
千
載
に
播
く

も

の
、比

々

と
し
て
有
り
、詩
章
の
如
き
は
幾
く

も

無

し
、而
し
て
孝
謙
帝
を

始
と
爲
す
、帝
坤
徳
を
以
て
九
五
に
位
す
、中
冓
の
言
、之

を
言

へ

一
五
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、

～
　
　
　
　
　

口

本

詩

話

叢

書

中

篝

之

言
、言
v之

長

也
、帝

酷

崇
噐釋

氏
一所
v簿

帝

詐
、

亦

唯

ハ譁

佛

偶

耳
、然

日
τ惠

日

照
昌千

界
n慈

雲

覆
中萬

盤

實

俊

語

也
、按
レ史

.先
v是

吉

備

公

爲
・聘

唐

使
邃

留

學

}于

唐

興

經
昌ご

十

年
嚇至
v是

歸

朝
、帝

師
v之
、學

v詩

學
v書

云

云
、然

則

宸

藻

登

止
一於

此
・耶
、今

無
・所

γ考
耳
。

大

件

氏
、不
V詳

昌其

人
自文

華

秀

麗

集
、載
昌其

駄

日

逑

懐

七

律

一
首
叫雖
v非

硅

作
嚇亦

不
昌甚

拙
舶

内

親

王

右
-智
-子
、弘

仁

帝

第

三

女
、幽

貞

之

質
、錦

繍

之

才
、古

今

擧
v儔

、年

十

七
、爲
一賀

茂

齋

院
蒂

嘗

幸

昌齋

院
嚇與
昌群

臣
嚇賦
驫春

日

由

莊

詩
n各

探
駄勒

韻

n公

主

亦

輿

焉

、公

主

得
昌塘

光

行

蒼
郡

賦

日
、寂

寂

幽
'

莊

深

樹

裏
、仙

輿

一
降

一
池

塘
、棲
レ林

孤

鳥

識

"訴

澤

嚇隱
y澗

寒

花

見
昌冒

光
n泉

聲

近

報

祖

雷

響
、山

色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

ぱ
長
き
な
り
舷

酪
.釋
氏
を
崇
ぶ
、傳

ふ
る
厨
の
帝
の
詩
も
、亦
唯

讃
佛

の
偈

の
み
、然
も
「惠
日
千
界
を
照
し
、慈
雲
萬
生
を

覆
ふ
」と

日

ふ
は
、實
ー7
俊
語
な
り
、皮
を
按
す
る
に
、是
よ
り
先

き

吉
備
公
、

聘
唐
使
と
爲
り
、逾
に
刧
田
ま
り
て
唐
國

に
學
ぶ
、二
十
年
を
經
て

是
に
至
り
て
歸
朝
す
、帝
之
を
師
と
し
、詩
を
學
び
書

を

學
ぶ
と

云
云
、然
ら
ば
則
宸
藻
豈
此
に
止

ら
ん

や
、今
考
ふ
る
所
な
き
の

み
。

大
拌
氏
、其
人
を
詳
に
せ
す
、交
華
秀
麗
集
に
、其
秋
日
述
懷
の
七

律

一
首
を
載
す
、佳
作
に
非
す
と
雖
、亦
甚
拙
な
ら
す
。

内
親
王
智
子
は
、弘
仁
帝
の
第
三
女
、幽
貞
の
質
、錦
繍
の
才
、古
今

儔
罕
な
り
、年
十
七
、賀
茂

の
齋
…院
と
爲

る
、帝
甞
て
齋
院
に
幸
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ノく

群
臣
と
春
日
山
莊
の
詩
を
斌
す
、
各

韻

を
探
勒
す
、公
主
も
亦
與

か
る
、公
主
塘
光
行
蒼
を
得
た
り
、帥
賦
し
て
日
、「寂

々
た

る
幽
莊

深
樹
の
裏
、仙
輿

一
た
び
降

る

一
池
塘
、林
に
棲

む

孤
鳥
春
澤
を

識
り
、澗
に
隱
る
ゝ
寒
花
貝
光
を
見
る
.泉
聲
近
く

報
す

初
雷
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ

饗
r、』
色
高
く
瞬
れ
て
暮
爾
有
る
、此
れ
從
り
更

に
知
る

恩
顧
の

厚
き
を
、生
涯
何
を
り
て
か
穹
蒼
に
答

へ
ん
」と
、又
嘗
て
巫
山
高
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高

晴

暮

雨

行
、從
v此

更

知

恩

顧

厚
、生

涯

何

似

答
昼

穹

萱

叉

嘗

賦
己巫

山

高
肉共

結

句

日
、別

賓

曉

猿

籔

寒

聲

古

木

聞
、殊

初

唐

遣

響
、其

餘

傳

者

數

首
、公

主

薨

年

四

十

一
、邇

令

薄

葬
、且

辭
昌護

葬

使
肖其

賢

明
、不
昌特

藻

繪

之

美
叫

惟

氏
・
驢
弘

仁

時
、宮

女
、經

國

集

載
昌擣
-奉

篇

一
貢

長

短

成
V章

、共

中

云
、芙

蓉

杵
、錦

石

砧
、出
レ自
垂

陰
、

與
囀鳳

狭

擣
臨齊

蘇

聟

楚

練

一等

數

語
、最

爲
,昌婉

約
h此

知

弘

・仁

右

交

敏

化

爲
v至

也

諸

皇

子

無
v不
v能
v詩
、

而

皇

力
、
宥
レ
姆
昌有

智

公

主

嚇外

廷

諸

臣
、才

華

紛

競

、

而

内

庭

叉

有
γ如
昌惟

氏
嚇使
昌千

歳

下
一嘆

稱

爪
7已
。

尼

和

氏
・不
v詳
亀氏

族
嚇或

日
、和

氣

清

痲

呂

姉

也
、經

國

集

載
昌古

風

一
篇
翼

中

云
、棲

隱

多

歸

趣
梶

來

重
Ω練

耶
嚇駕

言

尋
昌此

處
唄處

處

幾

經

過

等

語
、足
レ證
唱

　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

二

,

を
賦
す
、其
結
句
に
日
、「別
に
曉
猿
の
斷
な

る
有
り
、塞
聲
古
木
の

間
」と
、殊
に
初
唐
の
遺
響
あ
り
、其

の
餘
傳
は
る
者
數
首
、公
主
薨

す
る
年
四
十

一
、遺
令
し
て
薄
葬
せ
し
め
、且
護
葬
使

を

辭
す
、共

の
賢
明
な
る
特

に
藻
繪
の
美
の
み
な
ら
す
。

惟
氏
は
.蓋
弘
仁
の
時
の
宮
女
、經
國
集
に
濤
衣
篇

一
首
を
載
す
」

長
短
章
を
成
す
、共
中
に
云
ふ
、「芙
蓉

の
杵
、錦
石
の
砧
、華
陰
と
鳳

　
　
ヨ

林
と
自
り
出
っ
、齊
統
を
癖
き
、楚
練
を
搗
く
」等
の
數
語
、最
婉
約

と
爲
す
、此
に
知
る
弘
仁
右
文
の
敏
化
至
れ

り

と
爲
す
、諸
皇
子
,

詩
を
能
く
せ
ざ
る
は
無
し
、而
し
て
皇
女
に
は
有
智
公
主
の
如
き

あ
り
、外
廷
の
諸
臣
、才
華
紛
競
、而
し

て
内
庭
叉
惟
氏

の
如
き
あ

り
、千
歳
の
下
に
嘆
稱
し
て
已
ま
ざ
ら
し
む
。

尼
和
氏
は
、氏
族
を
詳

に
せ
す
、或
は
日
、和
氣
清
麻
呂

の
姉
な
り

と
、經
國
集

に
古
風

一
篇
を
載
す
、共
中

に
云
ふ
峨
棲
隱
歸
趣
多
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
へ

從
來
練
耶
を
重
ん
す
、駕
し
て
言
に
此

の
處

を

尋
ぬ
、處

々
幾
經

過
し等
の
語
あ
り
、心
地
清
淨
を
證
ず
る
に
足
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



日

本

詩

話

叢

書

㎜
　

心
,地

清

灘

1

十

市

釆

女
、和
昌江

侍

邸

七

言

四

句
、戳
翼

牛
轂

朗

詠

集

輔日
、寒

閨

獨

夜

無
昌夫

壻
へ不
v妨

蕭

郎

枉
昌馬

蹄

n

世

以
閑桑

濮
鄙

焉
、或

日
、和

歌

之

設
v敏

也
、亦

本
諸

性

情

之

正
嚇固

非
鶲誨
v淫

且
ぐ
也
.中

古

風
↓敏

陵

夷

、人

人

假
レ之

爲
昌花

鳥

使
肉紅

箋

往

復
、雫

是

芍

藥

膾

言
、

前

史

所
F録
、和

歌

選

集

所
γ載
、歴

歴

可
ド證
、有
鶚靦

面

目
嚇而

當

時

慣

以

爲

レ常
、采

女

特

以
v詩

代
雛和

歌

一耳
、

如

懲
昌其

淫

風

嚇宜
γ有
畠任
v咎

来
嚇何

必

尤
昌
一
女

子
嚇釆

女

之

後
、悠

悠

幾

百

年
、閨

閤

之

詩
、寥

乎

無
v聞
、元

和

交

明

之

後
、又

得
昌數

人

一、因
附
樹録

于

左
一云
。

曇

華

院

宮

默
-堂
、蓋

皇

女

歸
v釋

者

云
、八

居

題

咏
、

附
昌載

其

冬

日

書

懐
嚇日
、塞

林

蕭

索

帶
昌風

霜
n幽

竹

臆

前

已

夕

陽
、翫

v月

秋

宵

獪

恨
v猛
、尋
y花

春

日

萄

一
八

十
市
釆
女
の
、江
侍
郎
に
和
す
る
七
言
四
句
、共
牛
夕
截
し
て
朗
詠

集

に
載
せ
て
日
、「乘
閨
摘
夜
夫
堰

な

し
、妨
げ
す
蕭
郎
の
馬
蹄
を

柾
ぐ
る
を
」と
、世
、桑
濮

を
以
て
鄙
む
、或
ひ
と
日
、和
歌

の
教
を
設

　
　
　
　

コ
レ

く
る
も
、亦
諸
を
性
情

の
正
き
に
本
つ

く
、固
よ
り
淫

を
誨
ふ
る

具
に
非
ざ
る
な
り
、中
古
風
歡
陵
夷

し
、人

々
之
れ

を
假
り
て
花

鳥
の
使
と
爲
す
、紅
箋
往
復
、牛
は
是
れ
芍
藥

の
膾
言
、前
史
の
録

.す
る
所
、和
歌
選
集
の
、載
す

る
所
、歴

々
證
す
可
し
、観
た
る
面
目

あ
り
、而
し
て
當
時
慣
れ
て
以
て
常

と
爲
ず
隔采
女
は

特
に
詩
を

以
て
和
歌
に
代
ふ
る
の
み
、如
し
其
淫
風
を
懲
ら

さ

ば
、宜
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ト
ガ

咎

に
任
す
る
者
あ
る

べ
し
、何
ぞ
必
し

も

】
女
子
を
尤
め
ん
と
、

釆
女
の
後
、悠

々
幾
百
年
、閨
閤
の
詩
、寥
乎
と
し
て
聞
ゆ

る
無
し
、

元
和
文
明
の
後
、又
數
人
を
得
た
り
、因

て
左
に
附
録
す
と
云
ふ
。

　
　

ノ

曇
華
院
宮
默
堂
は
、蓋
皇
女
の
釋
に
齢
す

る
者

と

云
ふ
、八
居
題

咏
、其
冬
日
書
懷
を
附
截
す
、日
、「塞
林
蕭
索
風
霜
を
帶
ぶ
、幽
竹
臚

前
巳
に
夕
陽
、月
を
翫
ん
で
秋
霄
獪
短

き

を

恨
み
、花
を
尋
ね
て

春
日
術
長
き
を
思
ふ
、榮
枯
眼
を
過
ぐ
百

年

の
事
、憂
喜
心
を
傷



2

思
v長
、榮

枯

遇
レ眼

百

年

事
、憂

喜

傷
v心

一
夢

揚
、靜

翼

艫

香
一禪

坐

久
、細

煙

梟

梟

繞
昌孤

床
謹

趣

超

凡
、

不
題啻

脱
。紅

粉

之

習
嚇兼

遠
昌烟

火

之

氣
叩

京

師

女

子

名

留

者
、年

十

三
、遞
v人

詩

云
、蜀

魄

聲

聲

更

斷

腸
.離

筵

今

日

涙

威
γ石
、江

山

迢

遞

幾

千

里
、不
v若

愁

人

別

恨

長
、又
有
昌春

山

尋
v花

七

律
嚇亦

頗

成
v章
、二

詩

見
昌本

朝

千

家

詩
内不
v録
昌女

子

氏

族
嚇

今

不
ゾ可
v考
、千

家

詩
、元

碌

中
、京

師

書

林

編

輯
、距

γ今
巳

八

十

年
。

讃

州

丸

龜

士

人

井

上

氏

女
、名

逋
、從
昌東

都
逡

昌丸

龜

一道

中
、以
昌國

字
一紀
γ行
、名
昌歸
-家
-日
-記
∵其

中

載
昌詩

十

二

首
嚇天

龍

河

作

云
、天

龍

河

上

天

龍

遊
、龍

去

河

留

二

水

流
、二

水

中

分

爲
昌大

小
門小

斯

属

掲

大

嬲
　

斯

舟
。

日

本

詩

史

卷

之

二

ま
し
む

一
夢
場
、靜
に
爐
香
に
對
し

て
禪
坐
す

る

久
し
、細
烟
鳧

々
孤
床
を
繞
…る
」と
、理
趣
超
凡
、蕾
に
紅
粉
の
習

を

脱
す
る
の
み

な
ら
す
、兼
ね
て
烟
火
の
氣
に
遠
ざ
か
る
。

京
師
の
女
子
に
し
て
名
は
留
と

い

ふ
者
、年
十
三
、人
を

逶
る
詩

に
云
ふ
、「蜀
魄
聲

々
更
に
斷
腸
、離
筵
今
日
涙
・行
を
成
す
、江
山
迢

遞
幾
千
里
、若
か
す
愁
人
別
恨
の
長

き

に
」と
、叉
春
山
花
を
蕁
ぬ

る
七
律
あ
り
、亦
頗
章
を
成
す
、二
詩
本
朝
千
家
詩

に

見
ゆ
、女
子

の
氏
族
を
録
せ
す
、今
考
ふ
可
ら
す
、千
家
詩

は
、元
祿
中
、京
師
の

書
林
編
輯
す
、今
を
距

る
こ
と
巳
に
八
十
年
な
b
'。

譛
州
丸
龜

の
士
人
井
上
氏
の
女
、名
は
通
、東
都

よ

り
丸
龜
に
還

る
道
中
、國
字
を
以
て
行
を
紀
す
、歸
家
日
記
と
名

く
、其
申
に
詩

十
二
首
を
載
す
、天
龍
河
の
作

に
云
ふ
、「天
龍
河
上
天
龍
遊
ぶ
、龍

去
り
河
留
り
て
二
水
流
る
、二
水
中
分

し

て

大
小
と
爲
る
、小
は

斯
に
属
碣
し
大
は
斯
に
舟
す
』と
。

一
九
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日
本

詩

話
叢

書

筑

後

柳

川

立

花

氏

女
、題
"山

居

云
、應
昌是

武

陵

洞
嚇

溪

流

逞
昌落

花
香

然

聞

昌犬

吠
耐

路

向
昌仙

家
門江

樓

賞
v月

云
、江

天

鵬

月

照
呂登

樓
「十

里

金

波

浸
v濫

流
、

黄

鶴

仙

人

誰

得
v見
、玉

簫
…吹

落

桂

花

秋
、有
昌詩

集
嚇

名
贏中

山

詩

稿
刈

卩

伊

勢

山

田

祠

官

某

婦
、荒

木

田

氏
、好

、̀醴
賚

善
昌和

歌

連

歌
嚇近

學
v作
v詩
、問
.有
呂佳

篇
n婉

順

不
v失
昌閨

閤

本

色
嚇題
v畫

云
、楊

柳

膏

邊

澗

水

涜
、春

風

倚
v棹

木

蘭

舟
、人

家

隔

在
昌峯
・巒

裏
肉想

像

長

件
昌麋

鹿
驩遊
ハ又
、

浪

華

客

中

作

云
、江

淪

一
望

緑

蓮
v天
、日

出

姻

波

帆

影

懸
、歸

雁

幾

聲

春

夢

破
、故

園

淌

息

落

花

邊
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
〇

筑
後
柳
川
の
立
花
氏
の
女
、山
居
に
題
し
'て

云
ふ
、「應
に
是

肌
武

陵
洞
な
る
べ
し
、溪
流
落
花
を
逡
る
、杏
然
犬
の
吠
ゆ

る
を
聞
く
・

何
れ
の
路
か
仙
家
に
向
は
ん
」と
、江
樓

月
を
賞
す
る

に
聞

ふ
、「江

天
明
月
登
樓
を
照
す
、十
里
の
金
波
襤
を
浸

し

て
流
る
、黄
鶴
仙

人
誰
か
見
る
を
得
ん
、玉
簫
吹
き
落
と
す
桂
花
の
秋
」と
、詩
集
あ

り
申
山
詩
稿
と
名
く
。

伊
勢
山
田
の
祠
官
某
の
婦
、荒
木
田
氏
、讀
書

を
好
み
、和
歌
連
歌
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぐ

を
囀
く
す
、近
ご
ろ
詩
を
作
る
を
學
ぶ
、聞
佳
篇

あ

り
、婉
順
に
し

て
閨
閤
の
本
色
を
失
は
ず
、書
に
題
し

て

云
ふ
、「楊
柳
青
き
邊
に

澗
水
流
れ
、春
風
樟
に
倚
る
木
蘭
舟
、人
家
は
隔

て

爻
峯
巒
の
裏

に
在
り
、想
像
す
長
く
麋
鹿
に
俘
ふ
て
遊

ぶ
を
」と
、又
浪
華
客
中

の
作
に
云
ふ
、「江
湖

一
望
線
・天
に
連
る
、日
出
で
ゝ
烟
波
帆
痴
懸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や

る
、蹄
雁
幾
聲
か
春
夢
破
る
、故
園
の
淌
息
落
花
の
邊
」と
。

1

日
本

詩

史

卷

之

二
繆



r

日
本
詩

史
卷
之

三

ノ

　 iC

弟 安男

江

邨

綬

君

錫

著

清

　

　絢

君

錦

　
　
　
　
　
　
　
　
同

狡

　
　
　

棕
秉
孔
均

X11

古

日
、文

學

盛

嚢

有
レ關
呂乎

世

遘

汚

降
n信

哉
、徴
昌之

我

邦

一夫

誰

日
v不
v然
、紳

武

天

皇
う東

征

綏

昌其

士

女

嚇

帝

功

於
v是

爲
v盛
、然

時

屡
。草

昧

一遐

荒

獪

阻

主

化
「

應

祕

天

皇

登

極
、而

後

三

韓

稽

顴
、蝦

夷

獻
…v深
、巍

巍

桓

桓
、莫

昌以

爾
焉

、於
v是

我

邦

始

有
昌六

經

一云
、仁

徳

天

皇

爲
『皇

子
"時

、受
昌經

於

百

濟

博

士
h講
副明

唐

.

虞

之

治

隔即

位

後

、施
-爲

靡
v不
v由

焉
、是

以

海

内

夂

安
、衆

庶

仰
v之

如
昌日

旦

戴
γ之

如
昌父

母
嚇仁

慈

恭

儉

　

　

　

　

B

本

詩

史

卷

之

三

古
に
口
、文
學
の
盛
衰
、世
道
の
汚
隆
に
關

す

る

あ
り
と
、信
な
る

か
な
、之

乳
を
我
邦
に
徴
す
る
に
.夫
れ
誰
か
然
ら

す

と
日
は
ん
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ
も

棘
武
天
皇
、東
征
し
て
共
士
女
を
綏
ん
す
、帝
の
功
是
に
於

て
盛

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘダ
て

な
り
と
爲
す
、然
も
時
・草
昧
に
屬
し
、遐
荒
獪
王
化

を
阻
つ
、應
紳

天
皇
登
極
、而
し
て
後
三
韓
稽
顯
し
、蝦
夷
珠
を

獻
す
、巍

々
桓

々
、

　

　

　

　

　

コ
ぬ

以
て
徇
ふ
る
莫
し
、是
に
於
て
我
邦
始
め
て
六
經

あ

9

と
云
ふ
、

仁
徳
天
皇

の
皇
子
た
り
し
時
、経
を
百
濟

の
博
士

に
受
け
、唐
庭

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ
　
　
　コ
へ

の
治
を
講
明
す
、帥
位
の
後
、施
爲
由
ら

ざ

る
糜
し
、是
を
以
で
海

内
X
安
、衆
庶
之
れ
を
仰
く
こ
と
日
月
の

如
く
、之
れ

を

戴
く
こ

と
父
母
の
如
し
、仁
慈
恭
儉
の
化
、民
心
に
入
る

も

の
、至
り
て
深

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一



`112電

　
　
　
　
　

日

本

詩

話

叢

書

之

化
、入
鋤民

心

一者
、至

深

且

固
、歴
昌千

百

世
叫無
v有

昌攜

貳
納胡

厥

盛

哉
、自
v時

厥

後
、列

聖

相

承
、文

欷

臼

闡
、

餘

波

及
昌翰

墨

一者

、汪
出洋

子

弘

仁
・天

暦

問
「可
v謂
緊帝

業

與
昌文

學

一偕

盛
上也
、延

久

巳

降
、朝

綱

解

紐
、文

事

日

廢
、
一
壊
昌于

保

元
門再

壞
昌于

承

久
嚇麋
副爛

于

元

弘

建

武

之

後
嚇迄
竃乎

足

利

氏

失
昌其

鹿
嶋邦

國

分

裂
、戰

爭

無
v巳
、生

民

塗

炭
、到
γ此

而

極

藝

苑

事

業
、無
爲復

孑

遣

一矣
、既

而

天

厭
昌喪

亂
門織

田

氏
・豊

臣

氏

迭

興
、

中

州

稍

創
-夲
、然

竝

無
,學

無

,術
、馬

上

得
v之
、欲
"馬

上

治
ワ之

是

以
、天

人

不
レ與

、或

業

壊
昌埀

成
嚇或
.祚

止
昌

一
世
嚇要
レ之

撥

亂

反

正
、天

必

有
〃待
、而

奎

壁

發
畠彩

於

久

晤

之

後
嚇固

非

偶

然
軸也
、若

夫

紳

租

、聖

文

紳

武
、上

翊
副戴

帝

室
〒

煦
一育

億

兆
n干

戈
。攘

擾

中
、邏

訪
昌耆

老

'以

棄
副籥

治

填

廣

募
昌遺

聳

以

潤
副色

鴻

業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ

く
且
固
し
、千
百
世
を
歴
て
、攜
貳
あ
る
こ

と
無
し
、胡
ぞ
厥
れ
盛

　
　
　

コ
レ　
　
　
ソ
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

な
る
や
、時
よ
り
厥
後
、列
聖
相
承
け
、文
教
日
に

闡
け
、餘
波
翰
墨

に
及
ぶ
者
、弘
仁
天
暦
の
間
に
注
洋
す
帝
業
丈
學
と
偕

に
盛
な
り

と
謂
ふ
可
き
な
り
、延
久
よ
り
巳
降
、朝
綱
・紐
を
解
き
、文
事
日
に

廢
す
、
一
た
び
保
元
に
壞
れ
、再
び
承
久

に

壊
れ
、元
弘
建
武
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ヨ

に
麋
爛
す
、足
利
氏
其
鹿
の
失

ふ

に
迄
び
、邦
國
分
裂
し
、戰
嚼
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
も

む
無
し
、生
民
の
塗
炭
、此
に
到
り
て
極
ま
る
、藝
苑
の
事
業
、復
孑

遺
な
し
、既
に
し
て
天
・喪
亂
を
厭
ひ
、織
田
氏
、豐
焼
氏
迭
に
興
り
、

中
州
稍
削
甼
す
、然
も
竝
に
無
學
無
術
、馬

上
に
之
れ

を

得
て
、馬

上
に
之
れ
を
治
め
ん
と
欲
す
、是
を
以
て
天
人
與

せ
す
、或
は
業
・

埀
成
に
壞
れ
、或
は
祚
・
一
世
に
止
ま
る
、之

を

要
す
る
に
撥
亂
反

正
、天
、必
待

つ
ご
と
有
り
て
、奎
璧
・彩
を
久
暗
の
後
に
發
す
、固
よ

り
偶
然

に
非
ざ
る

な
り
、若
し
夫
れ
祚
組

は
聖
文
祕
武
、上
は
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ミ
ヤ
カ

室
を
翊
戴
し
、下
は
億
兆
を
煦
育
し
、干
戈
攘
擾
の
中
、
遯

に
耆
老

　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ク
ヤ
ク

を
訪
ふ
て
以
て
治
道

を
棄
籥
し
、廣
く
遺
書

を

募
り
て
、以
て
鴻

業
を
潤
色
す
、叉
幌
窩
先
生
に
命
じ
、經
史

の
義

を

講
析
せ
し
む
、

是
に
於
て
羅
山
先
生
、聘
に
東
都
に
應
す
、夫
れ
然

し

て
後
ち
猛



官2.3

又

命
昌惺

窩

先

生

講
耕

經

史

之

義

嚇於
レ是

羅

山

先

生
、應
目聘

東

都

夫

然

後

猛

將

勇

士
、稍

知
γ嚮

レ學
、而

邦

國

頻

宮

尋

興

、士

業

日

廣

.謹
γ今

百

六

十

年
、玉

燭

繼

v光
、金

甌

無
v虧
、風

化

之

美

、彜

倫

之

正
、亙

古

所
v無
、而

.近

時

文

華

之

鬱

無
v讓
昌漢

よ

今

論
訓列

其

一

二
{未
レ蓬
昌縷

擧
一云
。

幄

窩

名

肅

字

斂

夫
、姓

藤

原

氏
、其

出

處

言

行
、竝

見

昌本

朝

儒

宗

傳

嚇今

不
"復

贅

鰰焉
.初

爲
レ僭
、名
-椿

首
-

座
、是

時

五

山

詩

學

徇

盛

、其

中

有
"以
己才

鋒

嚇稱

者
い

而

遇
昌幌

窩
↓則

折
-北

不
v支
、以
v故

名

重

親
=
長
旧雖
昌歸

v儒

後
肉不
γ畜

昌妻

妾
n不
v御

昌酒

肉
嚇人

或

詰
ソ之
、則

日
、我

歸
レ儒

也

崇

旨其

遘

茸

、不
昌我

知

一者
、謂
v爲
5食

色
内吾

徳

不
v足
γ服
γ人
、不
v能
v不
v避
レ嫌

耳
、先
y是
、京

師

有
智唱

昌程

朱

読

齢者
ハ而

獪

未
v普
昌四

方
{惺

窩

一
出

麾
y之
、海

内

　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

三

　
　
　

ぐ

將
勇
士
稍
學
に
嚮
ふ
を
知
り
て
、而
し

て
邦
國
の
鎖
宮
尋
で
興
り

士
の
業
臼
に
廣
ま
る
、今
に
至
る
ま
で
百

六
-卑

.玉
燭
∵光
を
繼

ぎ
、金
甌
虧
く
る
無
し
、風
化
の
美
、彜
倫

の
正
、亙
古
無
き
所
、而
し

て
近
時
丈
華
の
鬱

π
る
、漢
土
に
譲

る

無
し
,今
其

=

』を
訴
列

す
、未
だ
縷
擧
す
る
に
遑
あ
ら
す
と
鼓
ふ
。

猩
窩
名
は
肅
、字
は
斂
夫
、姓

は
藤
原
氏
、其
出
處
言
行
、竝
に
本
朝

儒
宗
傳
に
見
ゆ
、今
復
贅
せ
す
、一初
め
僣
と
爲
り
、名
椿
首
座
な
り
、

是
の
時
五
山
の
詩
學
爾
盛
な
り
、共
中
才
鋒
を
以
て
稱
せ
ら
る
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
サ
サ

者
あ
り
、而
れ
ど
も
猩
窩
に
遇

へ
ば
、則
折
北
し

て
支

へ
す
、故
を

●
以
て
名
・釋
氏
に
重
し
、儒
に
歸
す
る
後
と
雖
、妻
妾
を

畜
へ
す
、酒

肉
を
御
せ
す
、人
或
は
之
れ
を
詰
れ
ば
、殉
日
、我
が
儒

に

歸
す
る

や
共
道
を
崇
ぶ
の
み
、我
を
知
ら

ざ

る
者
は
、食
色

の
爲
め
と
謂

は
ん
、吾
が
徳
、入
を
服
す
る
に
足
ら
す
、嫌
を
避
け
ざ

る
能
は
ざ

る
の
み
と
、是
れ
よ
り
先
き
、京
師
に
程
朱

の
設
を

唱
ふ
る
者
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
ギ

リ
、而
し
て
獪
未
だ
四
方
に
普

か
ら
す
、惺
窩

一
び
出
で
ゝ
之
れ

　
サ
シ
マ
チ

を

麾

け
ば
、海
内
靡
然
と
し
て
之
れ
を
宗
と

し
、弟
子
の
禮
を
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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日
本

詩

話
叢
芦

靡

然

宗
v之
、執
昌弟

子

禮
著

、無

慮

數

百

人
、而

羅

山
・

活

所
・堀

正

煮
・松

永

昌

三
・最

有
昌重

名
嚇幌

窩

巳

以
昌

斯

文
一自

任
、人

憚
昌其

端

嚴
嚇而

亦

能

風

雅
」不
v廢
昌文

字

之

業
嚇嘗

花

時

遊
昌大

原
一訪
豊

臣

長

嘯
嚇席

上

賦

云
、君

是

護
し花

花

護
γ君
、有
レ花

此

地

久

留
γ君
、入
v門

先

間

花

無
ド恙
、莫
v道

先
v花

更

後
v君
、
扁
時

遊

戲

之

言
、鱧

格

亡
v論

巳
」然

意

致

曲

折

足
γ證
昌温

藉
舶

活

駈

名

方

字

道

圓
、姓

那

波

氏
、後

更
昌姓

肪
,生

名

觚
「播

州

人
、年

十

八

遊
昌京

師
嚇始

謁
昌惶

窩
嚇幌

窩

覽
"

其

詠
昌杜

鵑
一詩
占歎

稱

焉
、由
v是

名

價

頓

.發
、邃

礎
"惺

窩
一聞
昌濂

洛

心

法
い即

得
昌其

旨

歸
肉元

和

元

年
、大

駕

駐
v京
、召
謝見

名

儒
n活

所

雖
昌年

少
嚇亦

在
昌共

列
n後

筮
d

仕

肥

後
h肥

後

國

除
、更

事
昌紀

藩
嚇叉

以
昌方

正
免端

嚴
嚇

繼
昌惺

窩
肉爲
昌京

師

諸

儒

冠

冕
翼

弟

亭

號
昌入

室
一者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

る
者
、無
慮
數
百
人
、而
し
て
羅
山
、活
所
、堀

駐
意
、松
永

昌
三
、最

重
名
あ
り
、幌
窩
巳
に
斯
の
丈
を
以
て
自

ら
任
す
、人
其
端
嚴
を
憚

る
、而
し
て
亦
能
風
雅
に
し
て
、文
字
の
業

を

廢
せ
す
、嘗
て
花
時

大
原
に
遊
び
、豐
臣
長
嘯
を
訪
ふ
、席
上
賦
し

て
云
ふ
、「慰
は
是
れ

花
を
護
し
花
は
君
を
護
す
、花
有
り
て
此

の
地
久
く
君
を
留
む
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
ヘザ

門
に
入
り
て
先
づ
問
ふ
花
恙
無
き
や
と
、道
ふ
莫
れ
花
を
先
に
し

て
更
に
君
を
後
に
す
」と
、
一
時
遊
戯
の
言
、鶻
格
論
す

る

亡
き
の

み
、然
も
意
致
曲
折
、温

籍
を
證
す
る
に
足
る
。

活
所
名
は
方
、字
は
道
圓
、姓
は
那
波
氏
、後
姓
を

砧
生
・名
を
觚
と

更
む
、播
州
の
人
な
り
、年
十
八
、京
師
に
遊
び
、始
め
て
怪
窩
に
謁

す
、幌
窩
其
杜
鵑
を
詠
す
る
詩
を
覽
て
、歎
稱
す
、是
れ

に
由
り
て

名
價
頓
に
發
す
、途
に
惺
窩
に
從
ひ
て
、濂
洛

の

心
法
を
聞
き
、帥

其
旨
歸
を
得
た
り
、元
和
元
年
、大
駕
京

に
駐
り
、名
儒
を

召
見
す
、

活
所
年
少
と
雖
、亦
其
列
に
在
り
、後
肥
後

に

筮
仕
す
、肥
後
國
除

し
、更
に
紀
藩
に
事
ふ
、叉
方
正
端
嚴
を
以
て
、猩
窩
に
繼
で
、京
師

諸
儒
の
冠
昂
…と
爲
る
、其
弟
子
に
し
て
入
室
と
號
す
る
者
最
多
し

而
し
て
我
が
先
大
父
首
た

り
、正
保
戊
子
京
師

に

卒
す
、活
所
遺



ー

　

最

多
、而

我

先

大

父

爲
レ首
、正

保

戊

子

卒
昌于

京

師
↓

　
　

有
"活

所

遺

稿

十

卷
{詩

凡

五

百

首
、其

中

有
昌雅

馴

　
・

者
「遊
昌東

求

堂
一云
、寂

寞

將

軍

廟
、無

邊

草

木

肥
、苔

　
　

深

過

客

少
、松

眇

古

人

非
、流

水

幾

時

蠱
、行

雲

何

　
　

處

歸
、長

嗟

山

路

暮
、幽

鳥

傍
v吾

飛
、長

子

木

菴

克

　
　

紹
昌其

業
嚇爲
=

時

儒

宗
刈

　
　

木

菴

名

守

之
、字

元

成
、嗣
レ職

爲
"紀

藩

丈

學
嚇後

以
昌

　
　

老

病
一政

仕
、在
伊家

敏

授
、自
昌惺

窩
一至
昌木

菴
麦

學

相

　
　

承
、木

菴

最

以
ポ毅

直
一稱
、而

其

詩

多
昌圓

暢

者
門遊
昌金

　
　

閣

寺
一云
、相

國

遺

踪

在
、荒

蹊

松

竹

幽
、青

山

千
、古

　
　

色
、金

閣

幾

人

遊
、山

影

浮
蝸寒

水
門林

聲

報
轟素

秋
"遙

　
　

憐

應

永

日
.臨

眺

令
昌吾

愁
n叉
、禪

林

寺

看
ド花

云
、過

　
　

v眼
山

花

片

片

飛
、如
レ雲

如
v雪

映
邑斜

暉
翼

憑

百

尺

脳　
　

樓

臺

上
噛自

使
詈
遊
人

忘
昌暮

歸
n遺

稿

若

干
卷

、名
昌老

　
　
　
　
　
　
　

日
本

詩

史
卷

之

三

稿
十
卷
あ
り
、詩
凡
そ
五
百
首
、其
中
雅
馴
な

る
者
あ
夢
、東
求
堂

に
遊
ぶ
に
云
ふ
3
寂
寞
た
り
將
軍

の
廟
、無
邊
草
木
肥
ゆ
、苔
柴
く

し
て
過
客
少
れ
に
、松
臥
し
て
古
人
非
な
り
、流
水
幾
時
か
蠱
き
ふ

ん
、行
雲
何
れ
D
處
に
か
歸
る
、
長
嘩
す
山
路
の
暮
、
幽
鳥
吾
れ
の

に
傍

て
無
ぶ
」と
、長
子
木
菴
、克
く
其
業

を
紹
ぎ
、
一
時
の
儒
宗
た

り
。

木
菴
名
億
守
之
、字
は
元
成
、職
を
嗣
で
紀
藩

の
文
學
と
爲
る
、後

老
病
を
以
て
致
仕
し
、家
に
在
り

て
教

授
す
、惺
窩
よ

り

木
菴
に

至
り
、文
學
相
承
く
、木
菴
最
毅
直
を
以
て
稱
せ

ら

る
、而
し
て
其

詩
圓
暢
な
る
者
多
し
、金
閣
寺
に
遊
ぶ

に
云
ふ
、「相
國
遺
踪
在
り
、

荒
蹊
松
竹
幽
な
り
、青
山
千
古
の
色
、金
閣
幾
入
か

遊

ぶ
、山
影
寒

水
に
浮
ぴ
、林
聲
素
秋
を
報
す
、遙

に
憐

む
應
永
の
日
、臨
眺
菩

を

し
て
愁

へ
令
む
」と
、又
禪
林
寺
に
花
を
看
る

に
云
ふ
、「腱
を
樋
ぐ

る
山
花
片

々
飛
ぶ
、雲

の
如
く

雪
の
如

く

斜
暉
に
鋏
す
、其
に
憑

る
百
尺
樓
臺

の
上
、自
ら
遊
人
を
し
て
暮
歸
を
忘

れ

使
む
」と
、遺

稿
若
干
卷
、老
圃
堂
集

と
名
く
、我
義
阻
全
菴
先
生
、同
學
の
故
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
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日

本
詩

話
叢

書

圃

堂

集
莪

義

租

全

港

先

生
、以
昌同

學

故
嚇唱

和

殊

多
、至
v今

余

家

藏
笛木

菴

詩

數

紙
h筆

力

遒

勁
、宇

字

飛

動
、木

菴

嘲
子

名

元

眞
、俗

稱

架

女
、多

病

不
γ業
、

先
昌木

菴
一死
、有
昌二

孫
h余

髫
,年

從
昌先

考
髄過
昌其

家
嚇是

時

木

菴
「配

某

氏

獪

無
レ恙
、令
ヨニ

孫

出

見
昌先

考
百

、

吾

家

業
畠詩

書
嚇世
.有

聽
…
名
肉吾

兒

不

幸

短

折
、今

以
昌

二

孫
需累
コ先

生
h於
v是

二

孫

受
昌業

先

考
靹亡
v何

祀

母

氏

卒
、二

孫

後

邃

竝

爲
v醫
、那

波

氏

世
、隹

播

州
蒙

資

鉅

萬
、迄
竃活

所

事
昌紀

藩
歳

祿

五

百

石
、家

道

盆
.

饒
、是

以

極
財力

典
v書
、至
昌數

萬

卷
h余

友

師

曾
、與
驫活

所
一別

家

而

同

宗
、才

名

夙

著
、至
レ今

緊

苦

讀
v書
、其

志

.不
y小
、所
v謂

廢
昌於

彼
一而

與
昌於

此
一者

歟
。

堀

敬

夫

名

正

意
、號
昌杏

菴
h幌

窩

門

人
.初

仕
昌張
藩
嚇

　
　
　
　
　
　

の

安

藝

侯

素

聞
昌其

名
肉厚
γ禮

請
昌之

張

藩
凸
張

藩

命

應
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

以
て
、唱
和
殊
に
多
し
、今
に
至
り
て
余

が

家
木
菴

の
詩
數
紙
を

藏
す
、筆
力
遒
勁
、宇
々
飛
動
す
、木
菴

「
子
名
は
元
眞
、俗
稱
釆
女
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
キ
タ

多
病

に
し
て
業
せ
す
、木
菴
に
先

ち
て
死
す
、二
孫
あ

り
、余
髫
年

　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ

先
考
に
從
ひ
て
其
家
を
過
ぎ
る
、是
の
時
木
菴
の
配
某
氏
獪
恙
な

し
、二
孫
を
し
て
出
て
先
考
に
見
え

し

め

て
日
、吾
が
家
詩
書
を

　
　
　

ぐ

業
と
し
、世
顯
名
あ
り
、吾
兒
不
幸
に
し

て
短
折
す
、今
二
孫
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

イ
ク
メ
タ

て
先
生
を
累
は
す
と
、是
に
於
て
二
孫
業
を
先
考
に

受
く
、
何

も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
な

な
く
組
母
氏
卒
す
、二
孫
後
途
に
竝
に

醫

と

爲
る
、那
波
氏
は
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

イ
タ

播
州
に
佳
し
、家
資
鉅
萬
、活
所
が
紀
藩

に
事
ふ

る
に
迄
り
、歳
祿

五
百
石
、家
道
釜
饒
な
り
、是
を
以
て
力
を
極
め
て
書

を

典
し
、數

萬
卷
に
至
る
、余
が
友
師
曾
は
活
所
と
別
家

に
し

て
同
宗
な
り
.

才
名
夙
に
著
は
る
、今
に
至

り

て
緊
苦
垂
日を
讀
む
、共
志
小
な
ら

　
　
　
　

カ
シ
コ　
　
　
　
　
　
コ
も

す
、謂
は
ゆ
る
彼
に
廢
し
て
此
に
興
る
者
か
。

堀
敬
夫
名
は
正
意
、杏
菴
と
號
す
・惺
窩

の
門
人

な

り
、初
め
張
藩

に
仕
ふ
、安
藝
侯
素
と
よ
り
其
名
を
聞
き
、禮
を
厚
く

し

て
之
れ

を
張
藩
に
請
ふ
、張
藩
命
じ
て
、典
聘
に
應
ぜ

し

む
、是
に
於
て
更
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其

聘
肺於
v是

更

仕
昌安

藝

侯
叫子

孫

嗣
v職
、世
、爲
昌藝

州

文

學
崩其

詩

見
"扶

桑

千

家

詩
、曁

扶

桑

名

勝
詩

集
舶」

松

永

昌

三

名

遐

年
、幌

窩

門

人
、聲

名

籍
副甚

於

一

時
'矣
、承

保

中
、勅

以
昌布

衣
一召

講
昌春

秋

經
嚇因

名
其

居
一日
昌春

秋

館
門館

在
昌西

洞

院
n是

時

板

倉

侯

爲
昌京

尹
嚇好
v學
、素

重
呂昌

幅三
聞
昌春

秋

館

狹

小
嚇爲

卜
昌宅

地

於

堀

川
嚇名

日
昌講

習

堂
百
日
三

二

子
、長

昌

易
、次

永

三
、昌

三

卒
、昌

易

居
昌春

秋

館
哨嗣

絶
.永

三

居
昌講

習

堂
嚇子

孫

能

守
轟其

緒

業
一云
、昌

三

著

述
、余

不
昌多

覩
嚇

名

勝

詩

集
、載
鱈市

原

山

題

詠

八

首

井

小

序
殉

三

宅

亡

羊

號
"寄

齋
嚇活

所

同

時

人
、或

日
、亦

惶

窩

弟

子
、講

説

爲
v業
、其

子

子
,燕

名

道

乙
、始

仕
昌備

前
嚇

名

勝

詩

集
、載
巳三

宅

可

三

備

前

八

景

詩
嚇疑

是

其

人

若

子

孫

也
。

　
　
　
　
　

日

本

詩
史
卷

之

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な

に
安
藝
侯
に
仕
ム
、子
孫
・職
を
嗣
ぎ
、世
藝
州
の
交
學
と
爲
る
、共

詩
扶
桑
千
家
詩
、曁
ぴ
扶
桑
名
勝
詩
集
に
見
ゆ
。

松
永
昌
三
名
は
遐
年
、惺
窩
の
門
人
な

り
、聲
名

一
時

に
籍
甚
な

り
、承
保
申
、勅
し
て
布
衣
を
以
て
召
し

て
春
秋
經
を
講
ぜ
し
む
、

因
て
其
居
を
名
づ
け
て
、
春
秋
館
と
日
ふ
、館
は
西

の

洞
院
に
在

り
、是

の
時
板
倉
侯
・京
尹
と
爲
り
、擧
を
好

む
、素

と
よ
り
昌
三
を

重
ん
す
、
春
秋
館
の
狹
小
な
る
を
聞
き
、爲
に
宅
地

を

堀
川
に
ト

す
、名
づ
け
て
講
習
堂
と
日
ふ
、昌
三
・二
子
あ
り
、長
は
昌
易
、次
は

永
三
、昌
三
卒
す
、昌
易
、春
秋
館

に
居
る
、嗣
絶
す
、永
三
講
習
堂
に

居
る
、子
孫
能
く
共
緒
業
を
守
る
と
云

ふ
、昌
三

の
著
述
、余
多
く

覩
す
、名
勝
詩
集
に
市
原
山
の
題
咏
八
首
竝
に
小
序
を
載
す
。

三
宅
亡
羊
は
、寄
齋
と
號
す
、活
所
と
同
時
の
人
、或
は

日
、亦
怪
窩

の
弟
子
と
、講
読
を
業
と
爲
す
、其
子
子
燕
名

は
道
乙
、始
め
備
前

に
仕
ふ
と
、名
勝
詩
集
に
三
宅
可
三
の

備
前
八
景

の
詩
を
載
す

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
其
人
若
く
は
子
孫
な
ら
ん

七
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日

本

詩
話
叢

書

慳

窩

門

人
、有
昌菅

原

玄

同

字

得

菴

宥

昌鵜

飼

信

之

字

子

直
晒羅

山

門

人
、有

昌人

見

友

元
・永

田

道

慶

h活

所

門

人

奧

田

舒

雲
、昌

三

門

人

野

問

三

竹

等
、當

「

時

竝

有
昌聲

無
圦
爾

時

詩

論

未
v透
、雅

音

罕
v振
、今

閲
昌

諸

人

逡

稿
噛雖
墜各
.有
昌低

昂

嚇大
-較

魯

衞

之

政
。

山

崎

闇

齋
、專

講

"性

理
崩如
昌詩

章

嚇非
昌其

本

色

靹要
v之

其

所

昌以

不

朽

叫在
レ彼

而

不
γ在

v此

也
、名

賢

詩

集
、載
昌

闇

齋

詩

、百

首

嚇可
v謂
昌儉

父

不
ツ知
昌好

惡
一也
、中

村

暢

齋

・藤

弁

蘭

齋

・来

川
、操

軒
・亦

有
v詩

、見
昌千

家

詩
叩

寛

丈

中

稱
昼詩

豪

"者
、無
レ過

昌於

石

川

丈

山
・僧

元

政
肉

丈

山

出

處

在
"世

之

口

碑

嚇巳

武

且

丈
、隱

操

亦

卓

然
、年

九

十

卒
、可
γ謂
轟偉

人
鯆也
、至
γ今
、京

師

東

北
、
一

乘

寺

、口巴
、有
昌詩
-仙
∴掌

鹽

其

遺

留

琴

硯

等

・依

=然

山剛

存
嚇當

,時

嘯
副詠

其

申
嚇誓

不
肋入
昌城

市
嚇諸

名

士

毎
鵬經

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
八

渥
窩
の
門
人
に
、菅
原
玄
同
字
は
得
菴

あ
り
、鵜
飼
信
之
字
は
子

直
あ
り
、羅
山
の
門
人
に
、人
見
友
元
、永

田
道
慶
あ
り
、活
所
の
門

人
、奥
田
舒
雲
、昌
三
の
門
人
野
闇
三

竹
等
、當
時
竝
に
聲
譽
あ
り
、

　
　
　

　
　

ト
ホ

ソ

ノ
ト
キ

爾
時
、詩
論
未
だ
透
ら
す
、雅
音
振
ふ

こ

と
罕
な
り
、今
諸
人
の
遺

稿
を
闘
す
る
に
、各
低
昂
あ
パ
ソ
と
雖
、大
較
魯
衞

の
政
な
り
。

山
崎
闇
齋
は
、專
、性
理
を
講
す
、詩
章
の
如
き
は
、其
本
色
に
非
ず
、

之
れ
を
要
す
る
に
其
不
朽
な
る
所
以
は
、彼
れ
に
在

り

て
此

に

在
ら
ざ
る
な
り
、名
賢
詩
集
に
闇
齋
の

詩
百
首

を
載
す
、愴
父
好

悪
を
知
ら
す
と
副
ふ
べ
き

な

り
、中
村
暢
齋
、藤
井
蘭
齋
、米
川
操

軒
、亦
詩
あ
り
、千
家
詩
に
見
ゆ
。

寛
文
中
詩
豪
と
稱
す
る
者
は
、石
川
丈
山
、僧
元
政
に

過
ぐ

る
は

無
し
、丈
山
の
出
處
世
の
口
碑
に
在
り
、巳
に
武

に

且
文
、隱
操
も

亦
卓
然
、年
九
十
に
し
て
卒
す
、偉
人
と
謂

ふ
可
き
な
り
、今
に
至

ま
で
、京
師
の
東
北
、
=
乘
寺
邑

に
詩
仙
堂
曁
ぴ
其
遺
留
の
琴
硯

等
依
然
と
し
て
術
存
す

る

有
り
、當
時
共
中

に
嘯
咏
し
.誓
つ
て

城
市
に
入
ち
す
、諸
名
士
經
逋
す

る

毎
に
、談
論
唱
邪
、以
て
娯
樂
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炉

過
嚇談

論

唱

和
.以

爲
昌娯

樂
門所
ド著

有
昌覆

醤

集
嚇韓

人

權

伏

者

爲
ガ
之

序
稱

日
昌日
東

李

杜
嚇余

覽
轟共

集

句

多
拙

累

往

往

不
v免
昌俗

贅

権

代

盗

美
、不
レ俟
爵辯

論
h

然

當

時

諸

儒

詠

言
、率

出
轟于

性

理

之

緒

盤

乏
昌温

柔

旨
嚇而

丈

山

獨

夢
副寐

山

林
h襟

懷

瀟

洒
、如
下聰

問

殘

月

影
、枕

上

遠

鐘

聲
、風

柳

起
昌鶯

懶
嚇山

花

留
鳥

蹄
肉牛
門壁

殘

燈

影
、孤

牀

落

葉

聲

等
畠意

象

間

雅
、殊

可
誠

詠
叩

僭

元

政
、修
副持

法

華
冖戒

律

堅

固
、而

雅

尚

風

雅
、所

著

有
昌艸

山

文

集
h甞

結
昌芳

於

京

南

深

草

里
n香

火

到
v今

不
v斷
、共

詩
一雖
昌韻

格

不
'高
、意

義

李

實
、元

政

本

江

州

士

族
、郷

有
昌老

母
嚇後

迎
養

菴

側
嚇孝

敬

純

至
、客

中

.絶

句

日
、逐
v月

乘
y風

出
昌竹

扉
嚇故

山

有
財母

涙

浩
レ衣
、松

間

一
路

明

如
y晝
、遙

識

倚
γ門

望
驫我

歸
嚇

　
　
　
　
　
臼

本
詩

吏

卷

之

三

と
爲
す
、著
す
所
覆
醤
篥
あ
り
、韓
人
權
拭
と

い
ふ
者
、之
れ
が
序

を
爲
り
、稱
し
て
日
東
の
李
杜
と
日
ふ
、余
其
集
を

覽
る
に
、句
、拙

累
多
く
、往

々
俗
習
を
勇
れ
す
、權
拭

が
盗
美
、辯
論
を

俟
た
す
、然

　
　
　
　
　
　
　

オ
ホ
ム
ヂ

も
當
時
諸
儒
の
詠
言
、
率

性
理
の
緒
餘

に
出
で
、温
柔
の
旨
に
乏

し
、而
し
て
丈
山
獨
山
林
に
夢
寐
し
、襟
懷
瀟
酒
な
り
、「臚
間
殘
月

の
影
、枕
上
遠
鐘
の
聲
、」「風
柳
鶯
懶
を
起
-k
山
花
馬
蹄

を

留
む
、』

孚
壁
殘
燈
の
影
、孤
牀
落
葉

の
聲
」等
の
如
ぎ
、意
匠
聞
雅
、殊
に
諷
、

詠
す
可
し
。

僣
禿

政
は
、法
華
を
修
持
す
、戒
律
堅
固
、而
し
て
雅
徇
風
雅
、著
す

所
、艸
山
文
集
あ
り
、嘗
て
茅
を
京
南
の
深
草
里

に
結
ぶ
、霄
火
今

に
到
ま
で
斷
え
す
、共
詩
、融
格
高
か
ら
す

と
雖
、意
義
甼
實
な
り
、

元
政
本
と
江
州
の
士
族
、郷
に
老
母
あ
り
、後
菴
側

に
迎
養
す
、孝

敬
純
至
な
り
、客
中
の
絶
旬
に
日
、「月
を

逐
ひ
風
に
乘
じ

て
竹
扉

を
出
づ
、故
山
母
あ
り
涙
・衣
を
沾
す
、松
間

の

一
路
明
に
し

て
晝

の
如
し
.遙

に
識
る
門

に
倚
り
て
我
か
歸

る

を
望
む
を
」と
、其
實

を
記
す
る
な
り
、是
よ

り
先
き
、明
人
練
元
賛
.亂
を
迸
け

て
投
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
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日

本

詩

話

叢

書

記
"其

實

一也

、先
v是
、助

入

陳

-元
-贇
、避
v亂

投

化
、後

以
昌

山

人

一應
昌張

藩

聘
蒔

時

來
副遊

京

師
薈

訓晤

元

政

芯

機

契

合
、締
昌方

外

盟
h有
昌元

元

唱

和

集
嚇元

政

詩

中

有
v云
、人

無
3世

事

一交

常

淡
、客

慣
昌方

言
噸譚

毎

諧

、亦

記

昌共

實

喃也
.或

日
、元

政

得
。袁

中

郎

集
一悦
V之
、以

爲

昌

帳

祕
門余

謂

中

郎

詩
、覦
司蓮

臼

香

皿

欲
v矯

毛

子

套

熟
肉勤

去
隙

腐
而

共

弊

失
昌諸

率

易

淺

俗
嚇元

政

贈
"

元

贇
臼

、公

本

大

唐

賓
、七

十

六

老

人
、吾

少
v公

卅

六
、才

調

況

非
レ倫
、不
"知

何

夙
-世
、合

如
昌車

雙

輪
触等
、

正

是

公
-安

委

流
、或

読

恐

然
。

明

人

避
γ亂

投

化

者
、元

贇

之

外

有
昌朱

之

瑜
嚇叉

有
臨

林

榮
・何

倩
・顧

卿
・儒

獨

立

輩
嚇元

贇

字

義

都
、號
昌既

白

山

人
嚇崇

頑

進

士

下

第

者

云
、朱

之

瑜

宇

楚

瑛
、

號
5舜

水
蓍

爲
.魯

王

賓

客
h明

亡
、附
矗商

舶
齟來
萇

畸
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇

す
、後
ち
山
人
を
以
て
張
藩

の
聘

に
應

す
、時
・κ
京
師
に
來
遊
し
・

元
政
に
會
晤
す
、心
機
契
合
、方
外
の
盟

を

締
ぶ
、元
元
唱
和
集
あ

り
、元
政
詩
中
に
云
ふ
あ
り
、「人
は
世
事

無
く

し

て
交
り
常
に
淡

く
、客
は
方
言
に
慣
れ
て
譚
毎

に
諧
ふ
」
と
、亦
共
實

を

記
す
る
な

り
、或
ひ
と
日
、元
政
、袁
中
郎
の
集
を
得

て
之
を

悦
び
、以
て
帳
祕

と
爲
す
と
、余
謂
ふ
中
郎
の
詩
は
、白
香
山

を

祗
述
し
、七
子
の
套

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
レ

熟
を
矯
め
ん
と
欲
し
勤
て
陳
腐
を
去
り
、而
し
て
其
弊
や
諸
を
率

易
淺
俗

に

失
す
、元
政
、元
賛
に
贈
る

に

曰
く
.「公
は
本
、大
唐
の

賓
、七
十
六
の
老
人
、吾
れ
公
よ
り
少
き
こ
と

卅
六
、才
調
況
ん
や

倫

に
非
す
、知
ら
す
何
の
夙
世
ぞ
、合
し

て
車
の
雙
輪

の
如
し
」等
、

正
に
是
れ
公
安
の
委
流
、或
ひ
と
の
読
恐
く
は
然
ら
ん
。

明
人
亂
を
避
け
て
投
化
す
る
者
、元
賛

の
外
に
、朱
之
瑜

あ

り
、又

林
榮
、何
債
、顧
卿
、僭
獨
立
の
輩
あ
り
、元
贇
字
は
義
都
、凱
白
山
人

と
號
す
、崇
祺

の
進
士
下
第
す
る
者
と
云
ふ
、朱
之
瑜
字

は

楚
瑛
、

舜
水
と
號
す
、嘗
て
魯
王
の
賓
客
と
爲

る
、明
亡
び
、商
舶
に
附
し
、

長
崎
に
來
る
、人
、文
儒
た
る
を
知
る
な

し
、窮
困
備
さ

に
至
る
、獨
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～

無
.人

知
7爲
"文

儒
鞠窮

困

備

至
、獨

有
菖筑

後

安

藤

省

菴
嚇執
レ謁

爲
ゼ弟

子
嚇省

菴

世
、事
昌柳

川

侯
肺歳

祿

二

百

石
、於
v是

分
昌其

孚
"供
昌舜

水
嚇以

助
昌薪

水
嚇常

藩

聞
昌之

瑜

名
嚇聘

石
、賜
昌祿

五

百

頁

眷

遇

甚

篤
、年

八

十

餘

而

終
、私

謚

日
昌文

恭
嚇林
・何
・顧

三

人
・不
比詳
昌苴
ハ
顛

末
嚇

大

高

季

明

芝

山

稿

中

稱
昌三

人

明

儒
一推

奬

特

至
、

意

三

人

止
昌于

長

墮

而

不
v入
v京

歟
、或

後

再

西

歸

者

歟
、又

芝

山

稿

中
、論
昌元

贇
・子

瑜

之

事
嚇與
昌他

詭
一

異

矣
、其

言

日
、陳

杭

州

販

夫
、朱

南

京

漆

工
、竝

非
昌

知
γ學

考
荼

未
v知
邑其

孰

.是
'也
、若
v詩

則

元

贇

爲
v勝
、

元

贇

詩

問
.有
昌佳

春
h其

氣

韻

蕭

索

者
、亦

唯

邦

亡

家

破
、孤

身

航
v海
、理

固

然

矣
、何
・林
・顧

三

人

詩
、見
昌

芝

山

吟

稿
、曁

名

勝

詩

集

者
、鄙

俚

最

甚
、僧

獨

立
、

名
昌善

書
嚇詩

亡
v論

耳
、之

瑜

詩

余

未
v見

焉
、或

日
、之

　
　
　
　

日

本
詩

史

卷
之

三

O

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぐ

　

筑
後

の
安
藤
省
菴
あ
り
.謁
を
執
り
て
弟

子

と
爲
る
、省
菴
世
柳

　

川
侯
に
事

ふ
、歳
祿
二
百
石
、是

に
於
て
其
車
を

分
ち
舜
水
に
供

　

し
、以
て
薪
水
を
助
く
、常
藩
、之
瑜

の
名
を
聞
き
、聘
召
し
、祿
五
百

　

石
を
賜
ひ
、眷
遇
甚
篤
し
、年
八
十
餘
に
し

て
終
る
、私

に
謚
し
て

　

丈
恭
と
日
ふ
、林
、何
、顧
の
三
人
は
、其
顛

末
を
詳
に
せ
ず
、大
高
季

　

.
明
の
芝
山
稿
中
に
三
人
を

明
儒

と
稱
し
、推
奬
特
に
至
る
、意
ふ

　

に
三
人
長
崎
に
止
り
て
京
に
入
ら
ざ
る
か
或

は
後
再
び
西
歸
す

　

る
者
か
、叉
芝
山
稿
中
に
、元
贇
、子
瑜
の
事
を

論
く
、他
論
と
異
な

　

り
、典
の
調
に
日
、陳
は
杭
州
の
販
夫
、朱

は
南
京
の
漆
工
、竝
に
學

　

を
知
る
者
に
非
す
と
、余
未
だ
其
孰
れ
か
是
な
る
を
知
ら
ざ
る
な

　

り
、詩
の
若
き
は
則
元
贇
を
勝
る

と
爲
す
、元
贇
の
詩
、間
佳
な
る

　

者
あ
り
、其
氣
韻
蕭
索
な
る
者
は
、亦
唯
邦

亡

び
家
破
れ
、孤
身
海

　

に
航
す
、理
固
よ
り
然
ら
ん
、何
、林
、顧
の
三
入
の
詩
、芝
山
吟
稿
曁

　

び
名
勝
詩
集
に
見
ゆ
る
者
、鄙
俚
最
甚
し
、僣
獨
立
釜
口書

に
名
あ

　

り
、詩
は
論
す
る
亡
き
の
み
,之
瑜
の
詩
余
未
だ
見
す
、或
は
日
、之

　

瑜
文
集
三
十
卷
あ
り
と
。

二
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日

本

詩

話

蓬

書

瑜

文

集

三

十

卷
。

省

菴

之

於
昌之

瑜
h好
v學

勇
レ義

、求

諸

古

入
h不
v可
鵬多

.

得
一省

菴

名

守

約
、少

時

遊
レ京
、從
副學

昌

一三
名

勘善

屬
》

文
、詩

亦

多

傳
、問
、有
昌佳

句
司

高

季

明
、本

姓

大

高

坂

氏
、自

修

爲
v高
、字

清

助
、號
昌

芝

山
嚇土

佐

州

人
、其

履

歴

詳
"于

男

義

明

所
v撰

高

氏

家

譜
嚇少

時

遊
引學

兩

都

之

問
嚇博

覽

而

有
覃大

志
h

最

研
昌理

義
嚇叉

好
昌著

述
h有
v所
v作
、則

必

致
昌之

長

崎
叭

講
邑正

於

林
・何
・顧

三

人
嚇三

入

極
h

褒

賞
、其

答
昌季

明

一書

日
、我

輩

來

昌貴

國
自硯
昌數

家

交

章
齷

昌各
.有

ワ所
　

.

レ長
、然

或

未
v諳
幅u章

法

句

法
一唯

足

下

所
v作
、盡

合
昌規

矩

門叉

日
、足

下

文

章
、意

深

語

簡
、韓

柳

歐

蘇

無
レ過
、

又
・日
、足

下

詩
、格

調

条

高
、亘
v貴
昌貴

國

紙
h孟

浪

諛

言
、固

不
y足
y論

、而

季

明

信
レ之
、妄

臼

夸

眦
、逾

欠
a精

一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

コ
レ

省
菴

の
之
瑜

に
於
け
る
、學
を
好
み

義

に

勇
む
、諸
を
古
人
に
求

む
る
に
、多
く
得
可
か
ら
す
.省
菴
名
は
守
約
、少
時
京
に
遊
び
、昌

三
に
從
學
す
、善
く
丈
を
屬
す

る

に

名
あ
り
、詩
も
亦
多
く
傳
は

る
、殉
佳
句
あ
り
。

高
季
明
は
、本
姓
は
大
高
坂
氏
、自
修
し
て
高
と
爲
す
、字
は
清
助
、

芝
山
と
號
す
、土
佐
州
の
人
な
り
、蕊
ハ履
歴
は
、男
義
明

が

撰
す
る

所
の
高
氏
家
譜
に
詳
な
り
、少
時
兩
都
の
聞

に
遊
學
す
、博
覽
に

し
て
大
志
あ
り
、最
理
義
を
研
す
、又
著
述

を

好
む
.作
る
所
あ
れ

ば
、則
必
之
れ
を
長
埼
に
致
し
、正
を
林
.何
、顧

の
三
人
に
請
ふ
、三

入
ロ
を
極
め
て
褒
賞
す
、其
季
明
し
答

ふ

る
書
に
日
、我
輩
貴
國

に
來
11
・、數
家
の
丈
章
を
覗
る
、各
長
す
る
所
あ

り

と
雖
、然
も
或

は
未
だ
章
法
句
法
を
譜
ん

ぜ

す
、唯
足
下
の
作
る
所
、盡
く
規
矩

に
合
ふ
と
、叉
日
足
下
の
丈
章
、意
深

く
語
簡
に
、韓
柳
歐
蘇
も
過

ぐ
る
こ
と
な
し
、夊
日
、足
下
の
詩
、格
調
皴
ね
高

し
、宜
く
貴
國
の

　
　
　
　
　
　
　

マ
ソ
ヲ
ソ

紙
を
貴
く
す
べ
し
と
、孟
浪
の
諛
言
、固
よ

り

論
す
る
に
足
ら
す
n

而
し
て
季
明
之
れ
を
信
じ
、妄

り

に

自
ら
亭
眦
し
、途
に
精
細
の

工
夫
を
欠
く
、芝
山
會
稿
+
二
卷
、篇
章
多

か
ら

す

と
爲
さ
す
、而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ナ
ハ

し
て
採
る
可
き
も

の
幾
く
も
な
し
、余
配
だ
季
明
が
慷
慨
氣
節
あ

丶



-
　

細

工

夫
叫芝

山

會

稿

十

二

卷
、篇

章

不
レ爲
v不
v多
.而

　
　

可
v探

者

無
v幾
、余

酷

愛
鬣季

明

慷

慨

有
.氣

節
「因

深

　
　

惜
v爲
昌三

人

所
7誤

也
。

　
四

　
　

延

寶

中
、吉

田

元

俊
、纂
昌扶

桑

名

勝

詩

集
n元

和

以

　
　

來

作

者

不
v下
昌百

入
嚇浬

渭

混

淆
、共

中

雖
v有
昌短

長
嚇

　
　

篥

而

論
v之
、無
卞足
昌探

録
一者
ハ牛
.岩

仙

桂
・熊

谷

立

閑
・

　
　

山

本

洞

雲
、咏

題

殊

多

余

未
レ詳
鵠其

人

唯
.有
昌餘
-元
-

　
　

徴

西

岡

八

咏
門軆

裁

頗

整
、元

澄

名

澄
、號
昌東

悲
唱
有
諡

　
　

竹

雨

齊

詩

集

　
　

宇

都

宮

由

的
、名

三

近
、號
昌遁

菴
n周

防

人
、昌

三

門

　
　

入
、講
副學

於

京

師
哨有
遯

菴

詩

集

弟

子

恕

方

者

輯

　
　

録
、其

序

云
、先

生

著

述

罹
V災
、今

所
V存

特

晩

年

作

　
　

去

云
、余

閲
昌其

集
門詩

獪

千

餘

首
、七

絶

最

多
、至
昌七

鸛　
　

百

首
嚇其

中

云
、海

色

茫

茫

山

色

長
、孤

舟

風

雨

轉

　
　
　
　
　
　
　

日

本
詩

史
卷

之

三

る
を
愛
す
、因
て
深
く
三
人
に
誤
ら
る
る
を
惜
む
な
り
。

延
實
中
、吉
田
元
俊
、扶
桑
名
勝
詩
集
を
纂
す
、元
和
以
來
の
作
者
、

百
入
に
下
ら
す
、涯
渭
混
淆
す
、其
中
短
長
あ

り

と
雖
、檗

し
て
之

れ
を
論
す
れ
ば
、探
録
す
る
に
足

る

者
な
し
、雫
岩
仙
桂
、熊
谷
立

閑
、山
本
洞
雲
、脉
題
殊
に
多
し
、余
未
た
共
人
を

詳
に
ぜ
す
、唯
餘

元
徴
の
西
岡
の
八

詠

あ
り
、體
裁
頗
整
ふ
、元
澄
名
は
澄
、東
菴
と

號
す
、竹
雨
齋
詩
集
あ
り
。

宇
都
宮
由
的
、名
は
三
近
、逅
菴
と
號
す
。周
防

の
入
、昌
三
の
門
人
、

京
師
に
講
學
す
、遯
菴
詩
集
あ
り
、弟
子
恕
方
と

い
ふ
者
輯
録
す
、

其
序
に
云
ふ
、先
生
の
著
述
災
に
罹
る
、今
存
す

る

所
は
、特
に
晩

年
の
作
と
云
云
、余
其
集
を
閲
す

る

に
、詩
獪
千
餘
首
、七
絶
最
多

し
、七
百
首

に
至
る
、共
中
に
云
ふ
、「海
色
茫

々
山
色
長
し
、孤
舟
風

雨
轉
、凄
凉
、天
涯

一
夜
愁
人
の
夢
、牛
は
京
城
に
在
り
牛
は
故
郷
」

と
、悽
愴
婉
約
、佳
作
と
稱
す
可
し
、共
他
は
則
蕪
陋
淺
俗
、笑
ふ
可

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

一
三
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日
本

詩

話
叢
書

凄

凉
、天
涯

一
夜

愁

人

夢
、孚

在
昌京

城
一孚

故

郷
、悽

槍

婉

約
、可
v稱
"佳

作
翼

他

則

蕪

陋

淺

俗
、可
v笑

者

不
γ鮮
、十

捌
邑其

九
嚇則

可
昌不

朽

隔矣
、叉

五

言
、好

花

三

月

錦
、啼

鳥

幾

絃

琴
、千

竿

遮
昌畏

旦

一
榻

納
昌微

凉
『

亦

佳

松

原

一
清
、字

孫

七
、號

昌鶴

峰
叫安

藝

人
、仕

本

藩
嚇職

爲

呂行

入
嚇幼

好

讀
v書

、九

歳

作
γ詩
、長

而

盆
.勤
、詩

集

二

卷
、名
昌出

思

稿
n語

多
驫智

瞋

不
v喜
昌踏

襲
h其

宿
昌西

條

驛

云
、西

風

驅
F暑

逶
島新

凉
『不
v厭

前

程

雲

水

長

、

行

李

更

無
昌官

事

累
嚇悉

收
昌秋

色
酔滿
昌詩

嚢

嚇意

度

悠

遠
、足
γ可
呂誦

咏
蝿

貝

原

盆

軒
、名

篤

信
、宇

子

誠
、筑

前

人
、後

隱
副居

京

師
q元

和

以

來
、稱
饒

昌著

述

鴕者
、東
瀘

・徂
徠

之

外

、蓋

無
零如
轟盆

軒
一者
納其

所

γ撰
、不
γ爲
亀名

高
動

盆
轟後

人
門乃

一
四

き
者

.鮮

か

ら

す

、十

に
其

九

を

刪

ら

ば
、則

不
朽

な

る

可

し
、又

五

言

に
、「好

花

三

月

の
錦

・啼

鳥
幾

絃

の
琴
』、「千
竿

畏

日
を

遮

り
、
一

榻

微

凉

を

納

る
」
と
、亦

佳

な
り

。

松
原

扁
清
、寧
は
孫
七
.鶴
峯
と
號
す
、安
藝

の
人
、本
藩
に
仕
ふ
、職

行
人
た
り
、幼
に
し
て
好
ん
で
書
を

讀

む
、九
歳
に
し
て

詩
を
作

る
、長
じ
て
釜
勤

む
、詩
集

二

卷
.出
思
稿
と
名
く
、語
、胸
臆
多
し
、

踏
襲
を
喜
ば
す
、其
西
條
驛
に
宿
す
る

に

云
ふ
、「西
風
暑
を
驅
り

て
新
凉
を
途
る
、厭
は
す
前
程
雲
水

の

長

き
を
、行
李
更
に
官
事

の
累
無
く
、悉
く
秋
色
を
牧
め
て
詩
嚢

に
滿
つ
』と
、意
度
悠
遠
、誦

咏
す
可
き
に
足
れ
り
。

貝
原
釜
軒
、名
は
篤
信
、字
は
子
誠
、筑
前

の
人
、後
、京
師

に
隱
居

す
、元
和
以
衆
、著
述
饒
し
と
稱

す

る

者
.東
涯
、徂
徠
の
外
、蓋
。釜

　
　
ジ

軒
に
如
く
者
な
し
、其
撰
す
る
所
、名
高

の
爲
め
に

せ
す
、勤
め
て

後
人
に
盆
す
、乃
家
轍
、郷
訓
、樹
藝
製
造
に
至
る
ま
で
、疊
々
懇

々
・



125

至
昌家

範
・郷

訓
・樹

藝
・製

造

h甍

甍

懇

懇

余

少

年

時
、

不
v解
v事
、意

輕
昌其

學

術
h今

而

思
v之
、殊

爲

昌懺

悔
n其

詩

亦

朴

實

矣
、盆

軒

之

姪

損

軒
、名

.好

古
、思

禽

如
昌

亂

舅

氏
嚇著

述

數

種
、詩

亦

頗

占

地

藩

嚇又

有
H頁

原

存

齋
門余

未
V許
昌其

人
n千

家

詩
、載
昌其

三

月

毳

作

齬云
、

今

隼

花

事

今

宵

盡
、嚢

老

難
v期

來

歳

春
、風

光

別

レ我
我

何

恨
、留

蘆
ハ
後

人
"千

萬

春
、可
v謂
昌知

道

之

言
司」

村

上

冬

嶺

名

友

倥

、字

漫

甫
、活

駈

門

人
、興

奈

先

大

父
門同

學

相

友

善
、余

少

年

時
、聞
ヨ先

考

數
、稱
昌其

人
蓋

好
・學

天

性
、其

推
副奬

先

逹
揄

副揚

後

撃

不
卞啻

如
中自

其

口
口出
"
一
以

爲
昌巳

任
「當

時

諸

儒
、會
副讀

二

十

剛
癖
薈

月

數

次
、又

結
昌詩

噌監

竝

輪
二會

実

必

有
昌

濔

食
嚇臨
v期
、魯

主

或

有

謡他

故
潔
'
嶺

必

代

爲
ジ
主
、以

v故
祉

會

綿

綿

二

十

有

餘

年
、後

進

所
v作
、時

有
昌佳

　
　
　
　
　

日

尸　
　

吏

余
少
年
の
時
、事
を
解
せ
す
、意
に
其
學
術
を

輕
ん
す
、今
に
し
て

幽之
れ
を
思

へ
は
、殊
に
懺
悔
を
爲
す
櫨
ハ詩
も
亦
朴
實

な

つ
、釜
軒

の
姪
損
軒
、名
は
好
古
、志
術
勇
氏
に
如
同
す
.著
述
嫐
種
、詩
も
亦

頗
地
歩
を
占
む
、叉
、貝
原
存
齋
あ
り
、余
未
だ
其
人
を
詳
に

せ
す
、

千
家
詩
に
、其
三
月
蠡
の
作
を
載
す
、云
ふ
、「今
年
の
花
事
今
霄
に

審
く
、衰
老
期
し
難
し
來
歳
の
春
」風
光

我
れ
に
別

る
我
れ

何
ぞ

恨
ま
ん
、後
人
に
留
與
す
千
萬
春
、」と
知
道
の
言
と
謂
ふ
可
し
。

6

汐

村
上
冬
嶺
、名
は
友
栓
、字
は
漫
甫
.活
所

の
門
人
、余
が
先
大
父
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ぐ

阿
學
に
し
て
相
友
と
し
善
し
、余
少
年

の
時
、先
考
の
數
其
人
を

稱
す
る
を
聞
く
、蓋
、好
學
天
性
、其
先
逑
を

推
奬
し
、後
學
を
揄
揚

す
る
、留
に
共
口
よ
り
出
だ
す
が
如
き
の
み

な

ら

す
.
一
に
以
て

己
が
任
と
爲
す
、曽
時
の
諸
儒
、二
十

一
史
を

會
讀
す
、會
.月
に
數

次
、叉
詩
祗
を
結
ぶ
、竝
に
會
主
を
輪
す
、必
酒
食
あ

り
、期
に
臨

ん

で
、愈
主
或
は
他
故
あ
れ
ば
、冬
嶺
必
代
り
て
主

と

爲
る
、故
を
以

て
瓧
命
綿
々
た
る
こ
と
二

十

有
餘
年
、後
進

の
作
る
所
、時
に
佳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
凪
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本

詩

話
叢

書

句
嚇則

鑿
v節

嘆

稱
、吟

誦

數

回
、
一
時

藝

苑

頼
v之

吐

v氣
、其
自

運

亦

矯
劃矯

乎

一
時
轍矣
、今

讀
昌冬

嶺

詩
{精

深

工

整
、超
"出

前

輩
肺元

和

以

後
、七

言

律
、到
γ此

始

得
鴟其

體
h梅

花

云
、名

園

桃

李

競
昌嬋

娟
n獨

自

清

塞

倚
昌竹

邊
h東

閣

題
v詩

人

動
v興
、西

湖

載
v酒

鶴

迎
F船
、

點
v苔

欲
v效

霏

霏

雪
、傍
v柳

偏

含

淡

淡

煙
、何

處

金

笳

明

月

下
、曉

風

咽

斷

更

棲

然
、欷

夜

宴
"伏

見

某

樓

一云
、秋

ス
昌冰

郷

鳴
昌荻

葦
h壯

遞

不
レ用

賦
昌悲

哉
嚇豐

城

劒

氣

衝
v星

起
、北

海

樽

酒

乘
払月

開
、萬
.頃

鴎

沙

呑
昌楚

澤
「千

帆

賈

=舶

泝
"蓬

莢
n此

翕

矍

鑠

人

爭

説
、

物

色

行

看

到

釣

毫
門叉

小

集

席

上

作

云
、青

樽

歳

晩

思

難
レ禁
、共

見

頭

麟

霜

色

深
、忱

慨

堪

收

燈

下

涙
、低

垂

姑

任

世

間

心
、愁

邊

一
笑

些

雙

壁
n老

後

分

陰

重
昌寸

金
{薄

官

身

問

亦

天

幸
、清

時

莫
7作

獨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六

句
あ
れ
ば
、則
節
を
撃
ち

て
嘆
稱
し
、吟
誦
數
回
、
一
時
藝
苑
之
れ

に
頼
り
て
氣
を
吐
く
、其
自
運
も
亦

一
時
に
矯
々
た

り
、今
冬
嶺

の
詩
を
讚
む
に
、精
深
工
撃
、前
輩
に
超
出
す
、元
和
以
後
、七
言
律
、

此
に
到
り
て
始
め
て
共
體
を
得
た
り
、梅
花

に

云
ふ
弗
名
園
の
桃

李
嬋
娟
を
競
ふ
、獨
自
清
塞
竹
邊

に
倚

る
、東
閣
詩
を

題
し
て
人

興
を
動
か
し
、西
湖
酒
を
載
せ
て
鷭
・船
を
迎
ふ
、苔
に
黜

し

て
效

は
ん
と
欲
す
霏
々
の
雪
、柳
に
傍
ふ
て
偏
に
含

む
淡

々
の
烟
、何

れ
の
處
の
金
笳
ぞ
明
月
の
下
、曉
風
咽
斷

し

て
更
に
悽
然
」と
、秋

夜
伏
見
の
某
樓

に
宴
す
る
に
云
ふ
、「秋
は
水
郷

に
入
り

て
荻
葦

鳴
る
、壯
遊
用
ひ
す
悲
哉
を
賦
す

る
を
、豐
城

の
劒
氣
星
を
衝
い

て
起
り
、北
海
の
樽
酒
月
に
乘
じ

て
開

く
、萬
頃

の
鴎
沙
楚
澤
を

呑
み
、千
帆
の
賈
舶
蓬
莱
に
泝
る
、此
の
瓜詔
隻
…鑠
人
爭

ひ
読
く
、物

色
行
く
看
ん
釣
臺
に
到
る
を
」と
、叉
小
集
席
上
の
作
に

云
ふ
↓
青

樽
歳
は
晩
て
思
禁

へ
難
し
、共
に
見
る

頭
顱
霜
色

の
深
き
を
、忱

慨
牧
む
る
に
堪

へ
た
り
燈
下
の

涙
、低

埀
姑
く
任

す

世
間
の
心
"

愁
漫
の

一
笑
雙
壁
に
比
し
老
後
の
分
陰
寸
金
よ
り
も
重
し
、薄
官

身
問
な
る
も
亦
天
幸
酒清
時
作
す
莫
れ
獨
醒

の
吟
」と
、夂
田
家
絶



曾
　

醒

吟
、叉
、田

家

絶

句

云
、羈

思

官

情

兩

不
v知
、春
・耕

　
　

夏
-耨

髻

成
v絲
、門

前

垂

柳

長

拂
v地
、不
7爲
昌別

離
折
舮

　

'

一
枝
=

　
　

伊

藤

仁

齋
、首

斥
程

朱
薊

.
一
家

學
嚇其

説

是

非
、余

　
　

有
昌別

論
嚇東

涯

盍

簪

録

日
、先

人

歉
一授

生

徒
〇四
十

　
　

餘

年
、諸

州

之

人
、無
昌國

不
ワ至
、唯

飛

騨
・佐

渡
・壹

岐

　
　

三

州

人

不
γ及
v門
、執
v謁

之

士

以
v千

數
、要
レ之

亦

豪

　
　

傑

之

士

也
、檗
昌其

爲
ザ人
、宜

不
V屑
鵡聲

律
一也
、而

詩

間
、

　
　

有
涛
=昌旨

趣
一者
箇殊

可
呂嘉

稱
叩

　
　

束

涯

仁

齋

長

子
、名

長

胤
、宇

原

藏
、其

如
昌經

義

丈

　
　

章
{姑

舍
v是
、詩

亦

一
時

鉅

匠
、近

人

動

輒

日
、東

涯

　
　

詩
、冗

而

無
v法
、牽

而

無
y格
、噫
、談

何

容

易
、束

涯

篇

　
　

章

最

饒
、余

閲
輔丑
ハ
集
唄有
滴

麗

者
嚇有
昼素

朴

者
h有
昌精

謝
　

嚴

工

整

者
嚇有
"李

易

淺

近

者
嚇體

段

難
ぎ齊
、余

雖
昌生

　
　
　
　
　
　
　

日
本

詩

史
卷
之

三

句
に
云
ふ
(
覊
思
官
情
兩
ら
知
ら
す
、春
耕
夏
褥
髦
絲
と

成
る
、門

前
の
埀
柳
長
し
て
地
を
拂
ふ
、別
離

の
爲

に

旧
枝
を
折
ら
す
」と
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
リ
ゾ

伊

藤

仁

齋

は
、主

と
し

て
程

朱

を

斥

け

、
一
家

の
學

を
創

す
、其

詮

の
是

非

は
、余

別
論

あ
り

、東

涯

の
盍
簪

録

に

日
、
先
人

生
徒

を
歡

授

す

る

四

十

餘

年

、諸

州

の
人
、國

と

し

て

至
ら

ざ

る

は

な

し
、唯

飛

騨

、佐

渡

、壹
岐

の

三

州
人

門

に
及

ば
す

、謁

を

執

る

の

士

千
を

以

て

數

ふ
と

、之

を

要

す

る
に

亦
豪

傑

の

士

な
り

、共

人

と
爲

抄

　

　

　

　

ポ
ト
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

を
檗

す

る

に
、宜

ど
聲

律

を

屑

と

せ

ざ

ら

ん
、而

し

て
詩

聞
旨

趣

あ

る

者

あ

り
、殊

に
嘉

稱

す

べ

し
。

東
涯
は
仁
齋

の
長
子
.名
は
長
胤
、字

は

原
藏
、共
經
義
丈
章
の
如

き
は
、姑
く
是
れ
を
舍
く
、詩
も
亦

}
時
の
鉅
匠

な

り
、近
人
動
す

れ
は
輒
ち
日
、東
涯
の
詩
、冗
に
し
て
法
な
く
、率
に
し
て

格
な

し

と
、噫
、談
何
ぞ
容
易
な
る
、東
涯
、筒
章
最
饒

し
、余
共
集
を
閲
す
る

に
、潤
麗
な
る
者
あ
り
、素
朴
な
る
者
あ
り
、精
嚴
工
整
な

る

者
あ

り
、甼
易
淺
近
な
る
者
あ
り
、艙
段
齊
く

し

難
し
、余
生
れ
て
時
に

後
る
と
雖
、獪
東
涯
を
識
る

に

及
ぶ
、其
人
濫
厚
謙
抑
、ロ
訥

々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七



　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
詩

話
叢

書

蜘

　

後
ツ時
、獪

及
v識
二東

涯
h其

人
、混

厚

謙

抑
、口

訥

訥
、鍛
昌

　
　

于

不
v能
v誘

者
n與
智今

時

學

者

自

託
寵

門
h嘱

傲

糞

　
　

v名
、懶
惰

失
v禮

者
い不
v同

也
、人

有
v乞
v詩
、則

無
レ論
昌貴

　
　

賎

長

少
h黽

勉

應
v之
、大

名

之

下
、乞

者

日

衆
、所
v謂

　
　

卷

軸

之

積
、如
瓢束

筍
一者
、是

以

其

所
レ作
、有
v壓
】鍛

錬
嚇

　
　

有
レ出
輔}率

意
粟

竟

無
v害
v爲
矢

家
藁

涯

兄

弟

五

人
、

　
　
'共

奉
∴
即

今

蘭
…
嵎

是
抽
。

　
　

北

村

可

昌
、字

伊

罕
、號

駕

所
嚇江

州

人
、仁

齋

門

人
、

　
　

在

京

師
一敏
昌授

生

徒
h負
v笈

者

四

方

雲

集
、朝

紳

爲
昌

　
　

之

弟

子
一者

亦

衆
、元

様

中
、t

皇

聞
「註
ハ
篤

學

老

而

　
　

不
"倦
、特

宣

賜
昌古

硯
「享

保

三

年

卒
、壽

七

十

二
、碑

　
擢

　
　

銘

及

書
、竝

成
闔…貴

介

手
n名

賢

詩

集
、載
昌其

詩

四

十

　
　

餘

首
h和

州

道

中

作

云
、飛

雪

寒

風

天

漠

漠
、長

途

1
　

短

暑
.意

恩

恩
、問

雲

本

是

無

情

物
、底

事

營

營

西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

し
て
、言
ふ
能
は
ざ
る
者
に
似
た
り
、今
時
の
學
者
の
自

ら
龍
門

に
託
し
、倨
傲
名
を
養

ぴ
、懶
惰
禮
を
失
ふ
者
と

厨
し
か

ら

ざ
る

な
り
、人
、詩
を
乞
ふ
あ
れ
ば
、則
貴
賤
長
少
を
論
す

る
な
く
、黽
勉

之
れ
に
應
す
、大
名
の
下
、乞
ふ
者
日
に

衆
し
、謂
は

ゆ
る
卷
軸
の

積
む
こ
と
、束
筍
の
如
き
者
な
り
、是
を
以

て
其
作
る
所
、鍛
錬
を

歴
る
あ

り
、率
意
に
出

つ
る

あ
り
、畢
竟
大
家
た
る
を
害
す
る
な

し
、東
涯
兄
弟
五
人
、其
季
は
邸
今
の
蘭
嵎
是
れ
な
り
。

北
村
可
昌
、字
は
儚
雫
、篤
所
と
號
す
、江
州
の
人
、仁
齋
の
門
人
.京

師
に
在
り
て
、生
徒
に
教
授
す
、笈
を
負

ふ
者
四
方
よ
り

雲
集
す
、

朝
紳
之
れ

か

弟
壬

と
爲
る

者

も

亦
衆
し
、元
祿
中
、上
皇
其
篤

學
老
い
て
倦
ま
ざ
る
を
聞
き
、特
に
宣
し

て
古
硯

を

賜
ふ
、享
保

三
年
卒
す
、壽
七
十
二
、碑
銘
及
び
書
、竝

に
貴
介

の
手
に
成
る
、名

賢
詩
集
に
、其
詩
四
十
餘
首
を
載
す
、和
州
道
中
の
作
に
云
ふ
、「飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ナ
ニ

雪
寒
風
天
漠
漠
、長
途
短
馨
意
患

々
、聞
雲
本
是
れ

無
情
の
物
、底

ゴ
ト事

ぞ
營
々
西
復
東
」と
、余
近
ご
ろ
煕
朝
文
苑
を
閲
す

る

に
、可
昌



t
　

復

束
、余

近

閲
噌曲
埜
朝
-交
-苑
ハ有
罵可

昌

誕
昌賜

硯
」表
h共

　
　
　
大

意

深

欽
臥慶

爲
昌其

傳

家

之

寶
鱒云
、然

町

昌

一
男

㌦

董

不
豊

癈
療
可
・霪

後
不
・知
殤

硯
流
・

　

～
落
何
奚

…
小
川
成
華

伯
葬

立
誓

欝

人
援
束
涯

　
盍
蠶

晁

人
斃

生
蓁

以
v千
數
が

崖

　

从

　

　
章

。北

村

可

昌

、相

從

最

久
、衆

推

爲
昌上

足
h叉

日
、小

　

(

　
　

川

古

亨

京

師

人
、壯

歳

不
ヒ事
鴣家

釐

h晩

年

・卜
藤
后

北

纛
講

鑾

囃
一騨
鄰

　
　

詩

見
昌名

賢

詩

集

及

千

家

詩
輔

　
　

松

下

見

櫟
、字

子

節
、京

師

人
、受
}　學

先

大

父
∵鴻

志

嬲
　

博

綜
、尤

好
昌著

蓮
n余

家

識
昌其

詩

若

干
嚇氣

骨

沈

雄
、

　
　
　
　
　
　
　

日

本

詩

史
卷
之

三

の
賜
硯
を
謝
す
る
表
あ
り
、其
大
意
深
く
其
傅
家

の
寶
た
る
を
欽

慶
す

と
云
ふ
、然
も
可
昌

蝸
男

一
女
、男
不
省
に
し

て
且
癈
疾
あ

り
、可
昌
沒
す
る
後
、賜
硯
何
の
處
に
流
落
す
る
を
知
ら
す
。

小
珊
成
章
、字
は
伯
達
、立
所
と
號
す
、仁
齋
の
門
人
、按
す
る
に
、東

,

涯
の
蓋
簪
録
に
臼
く
、先
人
、生
徒
を
敏
授
す

る
殆
ん

ど

千
を
以

て
數
ふ
、小
川
成
章
、北
村
可
昌
、相
從
ふ
こ

と
最
久
し
、衆
推
し
て

上
足
と
爲
す
と
、又
日
、小
川
吉
亨
は
京
師

の
人
、壯
蕨
家
産
を
事

と
せ
す
、晩
年
居
を
北
野
に
ト
し
、稼
躍
し

て
樂

と
爲
す
、閑
暇
に

は
乎
自
ら
異
書
を
謄
寫
す
、二
子
あ
り
、域
章
成
材

と

日
ふ
、共
に

=
先
人
に
從
ひ
て
學
を
受
く
、成
章
長

じ

て
學
行

あ
り
、後
常
藩
に

一
仕
ふ
と
云
云
、此
れ
に
據
れ

ば
、則
成
章
も
亦

一
時
の
翹
楚
、其
詩

一
は
名
賢
詩
集
及
び
千
家
詩
に
見
ゆ
。

　
松
下
見
櫟
字
は
子
節
、京
師
の
人
、學
を
先
大
父

に
受
く
、篤
志
、博

綜
、尤
著
蓮
を
好
む
、余
が
家
葱
ハ詩
若
干
を

藏
す

氣
骨
沈
雄
、
一
時

に
翹

々
た
り
、書
法
も
亦
蒼
勁

に

し

て
潤
美
、此
ハ謄
を
咏
す
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
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■圓
本

詩

話

叢

書

翹
川翹

一
時
哦書

法

亦

蒼

勁

而

潤

美
、其

咏
v鷹

云
、齊

野

玄

霜

楚

澤

冰
、十

分

猛

氣

正

騰

騰
、目

中

今

巳

無
昌凡

鳥
嚇天

外

常

思

制
"大

鵬
ハ利

爪

幾

經

紅

血

戰
、
。

奇

毛

深

入

白

雲

層
、誰

言

一
飽

・即
颶

去
、左

指

右

呼

憐
爾

能
n叉

題
秀

野

亭
"五

律

十

五

首
、甚

有
昌曲

致

語

繁

不
v録
。

緒

方

維

交
、字

宗

哲
、亦

受
昌業

先

大

父
h學

成

仕
昌土

佐

侯
「男

某

不
v業
、家

途

繦

矣
、煕

朝

交

苑
、載
昌共

詩
嚇

而

詩

非
v所
v長

也
。

叉

日
、千

家

詩

載
昌緒

方

元

眞

詩
嚇余

不
v詳
畠共

人
h疑

是

宗

哲

族

也
、其

有

馬

道

中

作

云
、木

綿

花

發

稻

青

青
、處

處

水

田

寵

骨

鳴
、百

里

長

堤

日

將
v午
、籃

輿

且

傍
昌樹

陰
一行
。

大

町

敦

素
、名

質
、稱
昌正

淳
嚇京

師

人
、受
昌學

先

大

父
h

二
〇

云
ふ
「齊
駐
の
玄
霜
楚
澤
の
冰
、十
分
の
猛
氣
正

に
騰

々
、目
中
今

巳
に
凡
烏
な
し
、天
外
常
に
思

ふ
大
鵬
を
制
せ
ん
と
、利
爪
幾
か

經
た
り
紅
血
戰
斗奇
毛
深
く
入

る
白
雲
暦
、譫
か
言

ふ

一
飽
即
颶

り
去
る
と
、左
指
右
呼
爾
が
能
を
憐
む
」と
、叉
秀
野
亭

に
題
す
る

五
律
十
五
首
、甚
曲
致
あ
り
、語
繁
な
れ
ば
録
せ
す
。

緒
方
維
文
、字
は
宗
哲
、亦
業
を
先
大
父
に
受
く
、學
成
り

て
土
佐

侯
に
仕
ふ
、男
某
業
と
せ
す
、家
途

に
絶
せ
り
、煕
朝
・文
苑
に
其
詩

を
載
す
、而
し
て
詩
は
長
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。

叉
日
、千
家
詩
に
、緒
方
元
眞
が
詩
を
載
す
、余
其
人
を
詳
に
せ
す
、

疑
ら
く
は
是
れ
宗
哲
の
族
な
ら

ん
、其
有
馬
道
中

の
作
に
云
ふ
、

「木
棉
花
發
き
て
稻
青

々
、處

々
の

水
田
龍
骨
鳴
る
、百
里
の
長
堤

日
將
に
午
な
ら
ん
と
す
、籃
輿
且
く
樹
陰

に
傍

ふ
て
行
く
」と
。

大
町
敦
素
、名
は
質
、正
淳
と
稱
す
、京
師
の
人
、學
を

先
大
父
に
受



ー
　

詩

見
司煕

朝

文

苑
門當

時

梁

蛻
-巖

和
蹴徐
-文
-長

詠

雪
鴨

　
　

七

言

八

十

韻
、尖

新

而

精

巧
、膾
昌炙

遠

近
嚇敦

素

有
昌

W
和

作
薇

翼

軆
余

少
年

竺

再
覩
・之
4

不
・復

轟

撫
難

　
　

門
}雲

溪

居

止
、接
昌近

正

佐
n乃

以
v詩

授
v人
、生

徒

以

　
　

爲
レ便
、於
v是

雲

溪

詩

名
、徳
昌播

四

方
赤

京

師

學

風

黜
　

一
變

之

機

會

也
、雲

溪

沒
、門

人

竹

溪
岩

、鈔
「其

遺

　
　
　
　
　
　
　

日
本

詩

史
卷

之

三

ぐ
、詩
は
煕
朝
文
苑

に
見
ゆ
、當
時
梁
蛻
巖
、徐
文
長

の
詠

雪
に
和

す
る
七
言
八
十
韻
、尖
新
に
し
て
精
巧
、遠
近

に
膾
炙
す
、敦
素
和

作
あ
り
、其
體
に
傚
ふ
、余
少
年
の
時
、
一
再
之
れ

々
覩

る
、今
復
記

せ
す
悟

む
可
し
。

笠
原
雲
溪
、名
は
龍
鱗
、玄
蕃
と
稱
す
、京
師

の
人
、詩
名

一
時
に
顯

著
す
、今
に
到
り
て
邃
陬
僻
境
の
士
、術
嘖

々
と

し

て
稱
す
、蓋
惺

窩
先
生
京
師
に
講
學
せ
し
よ
り
茲
に
百
有
餘
年
、其
間
詩
賦
文
章

を
以
て
稱
す
る
者
あ
り
と
雖
、風
俗
未
だ
漓
な

ら

す
、學
必
經
史

に
本
づ
き
、翰
墨
を
以
て
緒
餘

と

爲
す
、而
し

て
雲
溪
獨
詩
を
以

て
行
ふ
、是
の
時
仁
齋
の
門
人
、中
島
正
佐
と

い

ふ
者
、專
講
論
を

業
と
す
、而
し
て
講
す
る
所
は
四
書

に

出
で
す
、絡
始
循
環
、
一
日

數
席
、諸
州
の
生
徒
」其
門
に
輻
湊
す
、雲
溪
の
居
止
、正
佐
に
接
近

ダ
、乃
詩
を
以
て
人
に
授
く
、生
徒
以
て
便

と

爲
す
、是
に
於
て
雲

溪
の
詩
名
、四
方
に
傳
播
す
、亦
京
師
墨
風

}
變

の
機
會
な
り
、雲

溪
沒
し
、門
人
竹
溪
と
い
ふ
者
、其
遺
稿
を

鈔
し
、梓
し
て
之
を
行

ふ
、桐
葉
編
と
名
く
、其
詩
撫
…媚
自
ら
喜

ぶ
に

足
る
.而
し
て
氣
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一=



　
　
　
　
　
　
　

日

本

詩

話
叢
書

　
　

稿
嚇梓

而

行
v之
、名
識桐

葉

編
n其

詩

撫

媚

星
魯

喜
肖而

嬲　
　

氣

骨

繊

弱

如
昌律

詩
嚇全

篇

佳

岩

無
v幾
、絶

句

則

問
,

　
　

有
二堪
レ録

潔
h五

言
、雷

驅
昌殘

雲

一去
、雨

隨

笛返

照

般

、逐

　

一
レ凉

多

少

客

、立

毳

柳

塘

頭
、七

言

、自

屋

寒

深

古

敝

　

(

　
　

裘

、朔

風

徹
v曉

未
昌蠢

休
門家

童

預

識

雲

將
v至
、行

汲

　
　

前

溪

一
曲

流
、叉

日
、雲

溪

詩

、瑕

類

最

多
、梅

花

七

　

.
律
、有

'"疎

影

上
翫
腮

月

亦

香

句

「足
v稱
り昌佳

句
叫而

對

太

　

(

　
　

不
v協

、又
、失

鶴

七

律
、當

時

喧

傳

以

爲
昌絶

唱
h其

頷

　
　

聯

日
、松

集

影

動

獪

疑
レ在
、惹

帳

眠

驚

誤

欲
v呼
、誠

　
　

佳

矣
、頸

聯

殊

不
"協

焉
、雲

溪

叉

有
昌絶

句

百

、褸

蘭

　

ぢ

　

へ
介

子

劒

、南

越

終

軍

纓

、清

慨

慶
昌何

事
n壯

心

誤

昌此

　

〔蝋
焦

人

傳

雲

溪

卓

犖
、繋

好
訣

須

共

或

然

也
、右

柳

　
　
葉

編

卷

末
、附
昌載

竹

溪

詩
「數

+

首
蕨

亦

竹

溪

作
、,

　
　
而

無
v序
、以
昌朝

紳

和

歌

一
首
一代
レ之
、竹

溪

余

未
レ詳
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一幅
二

欝

、律
詩
の
如
言

、全
編
佳
な
る
鵜
綴
ぺ
な
じ
紙

句
鑷

黻

録
す
る
に
堪

へ
た
る
者
あ
り
、五
言

に
、「雷
は
殘
雲

を

驅
り
で
去

の
、雨
ぱ
返
照
に
随
び

て
牧
ま
る
、凉
を
逐

ふ

多
少
の
客
、立
ち
盡

す
柳
塘
の
頭
」と
、七
言
に
、「白
屋
寒
ぱ
深
し
古
敝
裘
、朔
風
曉
に
徹

し
て
未
だ
全
く
休
ま
す
、家
童
預
め
識

る
雪
の
將
さ
に
至
ら
ん
と

す
る
を
、行
て
汲
む
前
溪

一
曲
の
流
」と
、叉
日
、雲
溪
の
詩
、蝦
類
最

多
し
、梅
花
の
七
律
に
^
疎
影
腮
に
上
り
て
月
も

亦
霄
し
Lの
句
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

り
、佳
40
と
稱
す
る
に
足
る
、而
し

て

謹
太
だ
協
は
す
、又
失
鶴
の

七
律
両當
時
喧
傳
t
て
、以
て
絶
唱
と
爲

す
、其
頷
聯
に
日
A
松
集
影

動
き
て
獪
在
る
か
と
疑
ひ
、慧
帳
眠
驚
き
て
設
り
て
呼
ば
ん
と
欲

す
、と
、誠
に
佳
な
り
、頸
騰
殊

に
恊
は
す
、雲
溪

叉
絶
句
あ
り
、日

「樓
蘭
介
子
が
劍
、南
越
終
軍
の
纓
、清
世
何
事
を
域

さ
ん
、壯
心
此

の
生
を
誤
る
」と
、人
は
傳
ふ
、雲
溪
卓
犖
、覈
て
武
術
を
好
む
と
、其

れ
或
は
然
ら
ん
、右
桐
葉
編

の
卷
末
に
、竹
溪

の
詩
數
十
首
を
附

戳
す
、跋
略
亦
竹
漢

の
作
、而
し
て
序
煮
し
、覇
紳

の
和
歌

桶
首
を

鹽以
て
之
れ

に
代
ふ
、竹
溪
は
余
未
だ
其
人

を

詳
忙
せ
す
、先
師

の

遺
稿
を
以
て
翫
弄

の
具
と
爲
し
、且
己
が
名
を
售
る
の
を
奇
貨
と



r
　

其

入
嚇以

轟先

師

遺

稿
一爲
鷂翫

弄

具
h且

爲

瞥售

昌己

名

一奇

　

　

貨
輕

薄

亦

甚
。

　

　

.柳

…川

順

剛
、字

用

中
、號

躡震

澤

靹又

號

戯害

溪

ハ京

師

人
、

　

W　
千

家

靉

・元

呈

律

一
貢

其

虫

纛

伸

於
・我

　

鋤

　
　

知
昌難

肋
肉邱

壑

何

心

負
昌鷭

冠
冖頗

錚

錚

矣
。

　

へ

　

四

　
　

柳

川

槍

洲
、名

三

省
、字

魯

甫
、本

姓

向

井

氏
、出

繼
昌

　

〃

　

岬

　

≠

順

剛

後
哨冒
昌姓

柳

川
嚇從
昌木

下

順

菴

騨學
。學

成

不
v仕
、

　

π

　

〃

　
　

授
γ徒

講
v學
、或

日
、元

和

以

來
、從
昌事

翰

墨
一者
、雖
師

　

却

　
　

承

去

取

不
L

、大

抵

於
v唐

覦
昌杜

少

陵
・韓

昌

黎
嚇于

　
　

v宋
宗
昌蘇

黄
・二
陳
・陸

務

觀

笠

至
'雲

溪
n始

右
"唐

左

、

　
　

v宋
、而
獪

未
v及
輔勅

盛

中

晩

之

目
門槍

洲

出

而

後

始

　
　

以
邑盛

唐
一爲
昌正

鵠
h余

灘

是

之

時
、物

徂

徐

唱
畠古

文

　
　

辭
…於

關

束
嚇稱
副揚

明

李

于

鱗
・王

元

美
嚇輕

俊

子

弟

23
　

靡

然

爭

從
、然

京

師

末
v有
下爲
昌其

説
著

戯而

今

誦
轟搶

　

　
　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之
・三

す
、輕
薄
も
亦
甚
し
"

柳
川
順
剛
、字
は
用
中
、震
澤
と
號
す
、叉
畧
溪
と
號
す
、京
師
の
人
、

千
家
詩

に
元
日
の
七
律

一
首
を
載
す
、北
ハ申

に

云
ふ
馬
乾
坤
我
れ

に
於

て
難
肋
を
知
る
、邱
壑
何
の
心

ぞ
鷭
冠

に
負
く
」と
頗
錚
々

た
り
。

柳
川
滄
洲
、名
は
三
省
、字
は
魯
甫
、本
姓

は
向
井
氏
、出
て
順
剛
の

後
を
繼
ぎ
、姓
柳
川
を
冒
す
、木
下
順
菴

に
從
ひ

て

學
ぶ
、學
成
り
.

て
仕

へ
す
、徒
に
授
け
學
を
講
タ
、或
は

日
、元
和
以
來
、翰
墨
に
從

事
す
る
者
、師
承
去
取

一
な

ら
す
と
雖
、大
抵
唐
に
於
て
は
杜
少

陵
、韓
昌
黎
を
祗
と
し
、宋
に
于
て

は
蘇
黄
、二
陳
、陸
務
觀
等
を
宗

と
す
、雲
溪

に
至
り
て
、始
め
て
唐
を

右
と
し
、宋
を
左
と
し
、而
し

て
獪
未
だ
初
唐
申
晩
の
目

に
及
ぱ
す
、澹
洲
出
で

ゝ
後
、始
め
て

盛
・唐
を
以
て
正
鵠
と
爲
す
、余
謂
ふ
、是

の
時
、物
徂
徠
古
交
辭
を

關
束
に
唱

へ
、明
の
李
于
鱗
、王
元
美
を

稱
揚

す
、輕
俊
の
子
弟
糜

然
と
し
て
争
ひ
從
ふ
、然
も
京
師
に
は
未
だ
其
詮
を
爲
す
者
有
ら

す
、而
し
て
今
滄
洲

の
詩
を
誦
す
る
に
駸
々
乎
と
し
て
明
入
の
聲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



2.,.1
　 　 　 　 　 　 κ　 　 　 　 一　 　 　 ,.,　 sJJ.／`'州　 }'一　∫s一

　
　
　
　
　

日
本
詩

話

叢
書

洲

詩
n駸

駸

乎

明

入

聲

口
、蓋

氣

運

所
》鼓
、作

者

亦

莫
V知
昌其

然
"而

然

也
、槍

洲

逶
囂人

之
昌美

濃
{日
、西

風

萬

里

動
昌關

河
嚇搖

落

何

堪

邃
昌玉

珂
n遲

暮

誰

憐

卒

子

賦
、清

時

獪

唱

伯

鸞

歌
、路

連
昌山

嶽
萩

雲

合
、天

入
昌江

湖
'族

雁

多
、聞
v道

濃

陽

秋

水

濶
、莫
下將
昌簑

=筆

老
爵
煙

波
晶叉
、咏
昌曉

鶯
騨七

絶

日
、香

霧

冥

冥

夜

色

深
、

黄

鶯

膚

處

月

初

沈
、無
v端

喚

起

梅

花

夢
、能

使
茸赤

心

滿
昌上

林
h叉

五

絶

關

山

月

日
、青

海

孤

雲

審
、天

山

片

月

寒
、高

褸

人

不
v寐
、牛

夜

望

長̀

安
一槍

洲

敏

授

有
v方
、其

門

入

多

成
v材
、其

最

顯

者
、石

川

伯

卿
・

土

柳

公

逋
・及

長

野

方

義
.渡

邊

士

乾
・大

橋

叔

輔

之

徒
、滄

洲

卒

後
、皆

能

守
脇舊

學

文

會

無
γ渝
、伯

卿
・

方

義

巳

沒
、公

逋
・士

乾
・叔

輔

今

無
v恙

云
。

石

川

伯

卿
、名

正

恆
、號
昌麟

洲
嚇京

師

人
、槍

洲

門

人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

ロ
な
り
、蓋
氣
蓮
の
鼓
す
る
所
、作
者

も

亦
其
然
る
を
知
る
莫
く

し
て
而
し
て
然
る
な
り
、滄
洲
、人
の
美
濃

に
之
く

を
逸
る
に
日
、

西
風
萬
里
關
河

に
動
く
、搖
落
何
ぞ
堪

へ
.
ん
玉
珂
を
逡
る
に
、遲

暮
誰
か
憐
む
準
子
の
賦
、清
時
獪
唱

ふ
伯
鸞
が
歌
、路
・山
嶽
に
連

り
て
愁
雲
合
し
、天
・江
湖
に
入
り

て

族
雁
多
し
、道
ふ
を
聞
く
濃

陽
秋
水
濶
し
と
、簑
笠
を
將
て
烟
波

に
老

ゆ

る
莫
れ
」と
、夂
曉
鴬

を
咏
す
る
七
絶
に
曰
く
↓
香
霧
冥

々
夜
色
深
し
、黄
鶯
啼
く
處
月

初
め
て
沈
む
、端
な
く
喚
ぴ
起
す
梅
花

の
夢
、能
く

春
心
を
し
て

上
林
に
滿
た
使
む
」と
、又
五
絶

の
關
山
月
に
日
魂青
海
孤
雲
盡
き
、

天
山
片
月
塞
し
、高
樓
人
寢

ね
す
、牛
夜
長
安

を

望
む
」と
、滄
洲
、

敏
授
方
あ
り
、其
門
入
多
く
材
を

成
す
、其
最
顯
る

ゝ
者
は
、石
川

伯
卿
、上
柳
公
捕
「及

び
長
野
方
義
、渡
邊
士
乾
、大
橋
叔
輔
の
徒
な

り
、愴
洲
卒
し
て
後
、皆
能
く
舊
學
を
守
り
、丈
會
渝
は

る

こ
と
無

し
、伯
卿
、方
義
巳
に
沒
し
、公
通
、士
乾
、叔
輔
今
恙
な
し
と
云
ふ
。

石
川
伯
卿
、各
は
正
恆
、麟
洲

と
號
す
、京
師
の
人
、槍
洲
の
門
人
、學



　
　

學

成

仕
風小

倉

侯
噛爲
レ人

謹

恪
、而

藻

思

亦

蔚

然

矣
、

　
　

嘗

著
昌辯

道

解

蔽
嚇駁
昌徂

徠

論
嚇嗣

子

今

嗣
v職
、爲
昌小

　
　

倉

文

學
司

　
　

長

野

方

義
、字

之

宜
、往

余

於
昌友

人

壁

上
嚇睹
昌其

詩

　
　

數

首
{今

偶
副記

一
覚

秋

閨

怨

云
、搖

落

寒

碪

秋

晩

　
　

催
、黄

花

戊

客

幾

時

回
、傷

心

最

是

南

購

雁
、萬

里

　
　

飛

從
儡君

處
一來
。

　
　

松

岡

玄

逹
、名

成

章
、號

恕

菴
曳

稱

怡

顏

齋
嚇京

師

　
　

人
、博

學

張

記
、無
"不
昌該

通
棊

研
確

本

草

家

學
語

　
　

國

生

徒
、上
昌其

席
一者
、毎

以
レ百

數
、少

時

頗

謝
出操

觚
n

　
　

後

以
昌講

學
嚇逾

廢
昌吟

哦
嚇故

所
v傅

詩

篇

至

罕
、余

家

　
　

藏
昌其

少

作

數

紙
嚇亦

自

李

實
。

　
　

堀

景

山
、名

正

超
、字

君

燕
、南

湖

之

從

弟
、與
昌南

湖
儡

聯
　

同

爲
昌杏

菴

玄

孫
嚇蓋

杏

巷

之

後
、分

爲
昌二

家
触竝

爲
昌

　
　
　
　
　
　
　

口
本

詩

更
卷
之

三

成
り
て
小
倉
侯
に
仕
ふ
、人
と
爲
り

謹
恪
、而
し

て
藻
思
も
亦
蔚

然
た
り
、嘗
て
辯
道
解
蔽
を
著
し
、徂
徠

の
論

を

駁
す
、嗣
子
今
職

を
嗣
で
、小
倉
の
文
學
と
爲
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
キ

長
野
方
義
、字
は
之
宜
、往
に
余
、友
人
の
壁
上
に
於
て
、其
詩
數
首

　
　
　
　

ぐ

を
睹
る
、今
偶

一
首
を
記
す
、秋
閨
怨
に
云

ふ
^
搖
落
塞
碪
秋
晩
に

催
す
、黄
花

の
戍
客
幾
時
に
か
回
ら
ん
、傷
心
最
是

れ

南
歸
の
雁
、

萬
里
飛
で
君
の
處
よ
り
來
る
」と
。

松
岡
玄
逹
、名
は
成
章
、恕
菴
と
號
す
、叉
怡
顔
齋
と

稱
す
、京
師
の

人
、博
學
張
記
、該
通
せ
ざ
る
無
し
、最
、本
草
家
の
學
を
研
確
す
、諸

國
の
生
徒
、其
席
に
上
る
者
、毎
に
百
を
以

て
數
ふ
、少
時
頗
操
觚

を
事
と
す
、後
講
學
を
以
て
、途
に
吟
哦

を

廢
す
、故
に
傳
ふ
る
所

の
詩
篇
至
り
て
罕
な
り
、余
が
家
共
少
作
數
紙

を

藏
す
、亦
自
ら

平
實
な
り

堀
景
山
、名
は
正
超
、字
は
君
燕
、南
湖
の
從
弟
、南
湖
と
同
く
杏
菴

の
玄
孫
た
り
、蓋
、杏
菴
の
後
、分
れ
て
二
家

と
爲
る
、竝
に
藝
藩
の

丈
學
た
り
、景
山
篤
學
精
通
、而
し
て
和
厚
人

を
近
づ

く
、循

々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
諡
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ロ
本

詩

話
钁

書

藝

藩

交

學
嚇景

山
、篤

學

精

逋
、而

和

厚

近
レ人
、循

循

漿

擢

後

學
門是

以

從

遊

之

士

多

嚮
昌彬

雅
翼

詩
、結

構

整

齊
、亦
.
軸
時

作

家
、某

年

卒
昌于

京

師
{藝

侯

親

製
5碑

丈
嚇賜
己之

嗣

子
一云
。

堀

南

湖
、名

正

修
、字

身

之
、別

號

習

齋
、其

學
、廣

搜

博

綵
、張

記

絶
v人
、最

精

易̀

理
嚇嘗

演
昌蘇

氏

易

設
↓著
昌

書

數

萬

言
嚇與
昌景

山
一同

爲
儡藝

藩

文

學
唱而

其

在
コ京

師
憎時
准

三

宮

豫
-樂

藤

公
、數
,召

對
昌清

問
肖禮

遇

甚

優

其

卒

也
、藤

公

賜
昌親

製

碑

銘

南

湖

夙

梦

吟

哦
嚇

暇

日

多

遊
昌五

山

諸

刹
h與
昌僭

徒
和

唱

酬
、當
昌是

之

時
嚇海

内

方

宗
昌唐

及

明

詩
叫而

南

湖

獨

禮
v宋
、最

爾
昌

子

瞻
h故

譽
v之

岩

日
、
一
時

無

二
、毀
v之

者

日
、一詩

無

v所
v解
、要
v之
南

湖

才

識

出

群
、如
v日
L

逕

年

年

蘚
、

四

時

日

日

花
、梅

侮
昌枝

枝
一好
、雪

歉
昌樹

樹

妍
…曲

渚

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
二
六

し
て
後
學
を
奬
掖
す
、是
を
以
て
從
遊

の

士
多
く

彬
雅
に
嚮
ふ
、

其
詩
結
構
　整
齊
、亦

一
時
一の
作
家
な
り
、某
年
京
師
に
卒
す
、藝
侯

親
ら
碑
文
を
製
し
、之
れ
を
嗣
子
に
賜
ふ
と
云
ふ
。

堀
南
湖
、名

は
正
修
、字
は
身
之
、別
號
は
脅
齋
、其
學
廣
捜
博
採
、強

記
人
に
絶
す
、最
易
理
に
精
し
、嘗
て
蘇
氏

の
易
論
を
演
し
、書
數

萬
言
を
著
す
、景
山
と
同
く
藝
藩

の
交
學

た
り
、而
し
て
其
京
師

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ぐ

に
在
る
時
、准
三
宮
豫
樂
藤
公
、數
召
し

て
清
問

に
對
す
、禮
遇
甚

優
な
り
、且
ハ卒
す
る
や
、藤
公
親
製
の
碑
銘

を

賜
ふ
、南
湖
夙
に
吟

哦
を
好
み
、暇
日
多
く

は
五
山
の
諸
刹

に
遊
び
、儕
徒
と
相
唱
酬

す
、是
の
時
に
當
り
て
、海
内
方
に
唐
及

ひ
明
の
詩
を
宗
と
す
、而

し
て
南
湖
獨
宋
を
祕
之
し
、最
子
瞻
を
徇
ぶ
、故
に
之
、れ

を
譽
む

る
者
は
日
、
一
時
無
二
と
、之
れ
を
毀
る
者
は
日
、詩
は
解
す

る
所

な
し
と
、之
れ
を
要
す
る
に
南
湖
才
識
出
群

な
り
、「
一
逕
年

々
蘚
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ゴ
ト

四
時
日

々
の
花
、し「梅
は
枝

々
毎
に
好
く
、滋
ほ
樹

々
を
し

て
妍
な

　

シ

ら
歡
む
、」.曲
渚
舟
・草
に
横
は
り
、深
山
鐘
・花
を
度
る
」と
日
ふ
が
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㎜
舟

横
γ唐
、深

出

鐘

度
甲v花
、羅
レ非

天

雅

中

正

之

音

一乎
、

天

甦

奇

逸
、自

有

妙

喉

且

古

日
、寧

爲

難

旦

莫
v爲
昌

牛

後
↓如
詭
ハ
言

嚇則

南

湖

亦

藝

苑
。夜

郎

王

矣

哉
、長

子

名

某

、長
昌於

余

一數

歳
、少

時

有
昌才

子

稱
n巳

沒
.今

嗣
レ職

岩
、爲

晶南

湖

之

孫
～

億

百

拙
、卓

錫

泉

溪
自爲

譜贇

藏

寺

房

士
疆

ゲ詩

善
"書
、

與

昌南

湖
」盟

盟

法

契
、往

來

唱

和
、余

嘗

論

昌元

和

以

後

釋

門

之

詩
嚇以

宵

拙

一對
鶴萬

莠
嚇人

無
昌信

者
嚇蓋

其

無

昌信

者
嚇以
昌詩

體

玄

黄

相

到

一也
、如
昌其

資

才
嚇二

儒

斤

兩

大

抵

相

稱
、無
レ有
噂輕

霸
ハ但
、其

志

徇

相

反
、軌

轍

異
緊

耳
、蓋

萬

捲

欲
v莫
敵

"灘

吉

蒔
、百

鵬

欲
v莫

昌

以
v詩

害
γ禝
、故

萬

菴

詩

詩

必
鵠詩

人

之

語
冒

拙

詩

詩

必
昌迸

人

之

語

宥
疋
以

萬

菴

詩

ぬ・回
、参
雄

鹿
、西

拙

詩

深

艱

枯

勁
、竝

昆

翫
-相

有
∴
黒
、非
昌其

本

相

旭

、有

　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

三

如
き
、大
雅
中
正
の
晋
に
非
す
と
雖
、天
造
奇
逸
、自
ら

妙
處
あ
り
、

且
古
に
日
ふ
、寧
難

ロ
と
爲

る
も
、牛
後
と
爲
る
莫
れ
と
、共
の
言

の
如
く
ん
ば
、則
南
湖
も
亦
藝
苑
の
夜
郎

王
な

る
か
な
、長
子
名

は
某
、余
よ
り
長

す
る
こ
と
數
蔑
、少
賻
、才
子
↓
稱
あ
り
、巳
に
沒

す
、今
職
を
嗣
ぐ
者
に
、南
湖
の
孫
た
り
.。

僣
百
拙
、泉
溪
に
卓
錫
し
、笠
藏
寺
の
開
士

た

り
、詩
を
能
く
し
書

を
善
く
す
、南
湖
と
詩
盟
法
契
、往
來
唱
和
す
、余
嘗

て
元
和
以
後

の
釋
門
の
詩
を
論
じ
、百
拙
を
以
て
萬
菴

に
對
す
、人
信
す

る
者

な
し
、蓋
其
信
す
る
者
な

き
は
、詩
體
玄
黄
祁
剿
る

ゝ
を
以
て
な

り
、其
資
才

の
如
き
は
、二
价

の
斤
爾
大
抵
相
稱
ふ
、輕
重
あ
る
こ

　
　
　
　
ぐ

と
な
し
、但
其
志
徇
湘
反
し
軌
轍
途
を

異

に
す

る
の
み
、蓋
萬
菴

は
禪
を
以
て
詩
を
害
ず
る
莫
ら
ん
と
欲
し
、百
拙
は
詩
を
以
て
禪

を
騫
す
る
莫
ら

ん

と
欲
す
、故

に
萬
莠

は

詩

々
詩
人
の
語
を
必

し
、百
拙
は
詩

々
道
人
の
語
を
必

す
、是
を
以

て
萬
葢
の
詩
は
高

華
雄
屋
、百
拙
の
毒
は
深
艱
粘
勁
、竝

に

是
れ
飯
相
有
意
、共
本
絹

に
非
る
汝

り
、時
あ
ウ

て
共
無
意
に
禺

つ

る
者
は
、萬
奄
未
だ
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
　
　
話

叢
書

　
　

ヒ時
出
識于

其

無

意
燭者
、萬

菴

未
竃必

無
帥遣

人

之

語
n百

嬲　
　

拙

問
.有
驫詩

人

之

語
n百

拙

嘗

作
呂春

雨

書

懷

七

絶

　
　

七

首
肉其

一
日
、梅

花

落

毳

李

花

開
、禊

享

將
レ來

細

　

〃

　

へ

　
　

雨

來
、孚

幅

疎

簾

人

寂

莫
、前

村

野

水

洗
昌蒼

苔
門叉
、

　

ヂ

　

へ

　
　

湖

上

採

蓮

歌

日
、西

湖

十

里

玻

璃

緑
、隔

γ岸

仄

聞

　

岬

　

∬

　
　

探

蓮

曲
、惹

帶

茜

裾

風

自

香
、荷

花

如
v銅

人

如
〃玉
、

　

〃

　

ψ

　
　

荷

柄

斷

時

須
レ斷
レ膓
、藕

絲

繊

繊

知
レ難
v續
、盡

橈
歸

　
　

去

歌

聲

遙
、夕

陽

波

上

湖

山

縟
。

　
　

　
　

僧

西

巖
、住
副持

南

禪

天

授

菴
h博

覽

宏

識
、灘

餘

好

　
　

レ詩
.其
名

電
昌于

叢

林
嚇亦

能

興
昌
U
時

文

士
一往

來

唱

　
　

酬
、温

粹

近
v人
、而

僭

規

亦

肅
、世

人

欽
昌其

學

徳
叩

　
　

享

保

中
、坊

間

所
v刻

八

居

題

詠

集

中
、有
昌伊

藤

肪

　
　

之
.服

部

寛

齋
・梅

園

正

眠
・五

井

純

頽
・今

西

春

芳

ー
　

和

作
嚇紡

之

字

順

卿
、號
昌華

野
嚇稱
"齋

宮
嚇寛

齋

稱
昌藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

し
も
道
人
の
語
な
く
ん
ぱ

あ
ら
す
、百
拙
聞
詩
人

の
語
あ
り
、百

拙
嘗
て
春
雨
書
懐
の
七
絶
七
首

を

作
る
、共

一
に
日
(
梅
花
落
ち

鑑
し
て
李
花
開
く
、禊
事
將
に
來
ら

ん
と

し

て
細
雨
來
る
、牛
幅

の
疎
簾
人
寂
莫
、前
村
の
野
水
蒼
苔

を

洗
ふ
しと
、叉
湖
山
探
蓮

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ここドリ
　
　
　
　
　
　
　ヒ　
ホ
ノ
カ

歌
に
日
、「西
湖
十
里
玻
璃
緑
、岸
を
隔
て

ゝ
仄
に
聞
く
採
蓮
の
曲
、

葱
帶
茜
禰
風
自
ら
香

ぼ
し
、荷
花
錦
の

如
く
人
・玉
の
如
し
、荷
柄

斷
ゆ
る
時
須
く
腸
を
斷
ろ

べ
し
、藕
絲
繊

々
續
ぎ
難
き
を
知
る
畫

橈
露
り
去
り
て
歌
聲
遙
に
、夕
陽
波
上
湖
山
縟
な
り
」と
。

僭
西
巖
、南
禪
の
天
授
菴
に
往
持
す
、博
覽
家
識
、禪
餘
詩
を

好
む
、

共
名
、叢
林
に
重
し
、亦
能
く

一
時
の
文
士

と

往
來
唱
酬
す
、濃
粹

人
に
近
づ
く
、而
し
て
僣
規
も
亦
肅
な
り
、世
人
共
學
徳
を
釟
す
。

享
保
中
、坊
闘
灘
す
る
所

の
八
居
題
詠
集
中
に
、伊
藤
茄
之
、服
部

寛
齋
、梅
園
正
現
、五
井
純
禎
、今
酉
春
芳

の
和
作
あ

り
、肪
之
字
は

順
卿
壗辛
野
と
號
L
、齋
宮
と
稱
す
、寛
齋
は
藤
九
郎
と
稱
す
、共
名

字
を
失
す
、正
珊
字
は
某
、交
石
と
號
す
、純
頑
字

は
惠
辿
、蘭
洲

と



驚
　

九

郎
叫失
昌其

名

字
嚇正

眠

字

某
、號
昌文

石
叫純

頑

字

惠

　
　

辿
,號
昌蘭

洲
唄巻

芳

字

陽

甫
、號
昌白

野
門稱
唱正

立
一叉

有
昌

　
　

橘

洲

先

生
・桃

溪

先

生
h余

不
"詳
昌其

人
嚇共

詩

雖
レ不

　

W・

　
　

"能
v無
轟少
妍

娠
嚇要

亦

嫦

姐

耳
。

　
　

入

江

条

逋
、字

子

徹
、號
昌若

水
嚇攝

州

富

田

邑

人
、釀

　
　

酒

爲
v業
、家

累
昌千

金
n爲
F人

不

覊
、少

時

好

遊
昌狹

邪
h

　
　

資

産

蕩

毳
、於
v是

憤

激

讀
ジ書

學
v詩
、後

著
轟山

人

服
嚇

　
　

携
昌詩

嚢
n遊
路放

諸

州
嚇到

處

聞
v有
昌聞

人
嚇則

必

以
レ詩

　
　

爲
v贄
、造

詣

會

晤
、是

以

江

山

人

詩

名
、顯
昌著

四

方
{

　
　

最

後

結

廬̀

京

師

西

山
朔稱
礫

谷

山

人
嚇日

與
昌天

龍

　
　

寺

俗

徒
n往

來

唱

和
、其

詩

輯

爲
昌二

卷
茗

"西

山

樵

　
　

唱
h序

者

四

人
、徂

徠
・服

子

邏
・富

春

叟
・韓

人

申

維

　
　

翰
、竝

論
昌共

詩
騨爲
昌晩

唐
内以
「余

觀
v之

共

詩

頗

肯
昌宋

嬲　
　

陸

放

翕
ハ但

剪

裁

欠
v工
、容

易

下
v筆
、故

動

失

諸̀

麁

　
　
　
　
　
　
　

日

本
詩

史
卷

之

三

號
す
、春
芳
字
は
陽
甫
、白
野
と
號
し
、正
立
と
稱
す
、又
橘
洲
先
生

桃
溪
先
生
あ
り
、余
其
人
を
詳
に
せ
す
、其
詩
少

し

く
妍
娃
な
き

能
は
す
と
雖
、要
す
る
に
亦
嫦
姆
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ソ
ダ

入
江
兼
通
、字
は
子
徹
、若
水
と
號
す
、攝

州
富
田
邑

の
人
、釀
酒
を

業
と
爲
す
、家
に
千
金
を
累
ぬ
、人
と
爲

り

不
覊
、少
時
好
み
て
狹

邪
に
遊
び
、資
産
蕩
鑑
す
、是
に
於
て
憤
激

し

て
書
を
讀
み
詩
を

學
ぶ
、後
、山
人
の
服
を
著
け
、詩
嚢
を
携

へ
、諸
州
に
遊
放
す
、到
る

處
聞
人
あ
る
を
聞
か
ば
、期
必
詩
を
以
て
贄

と

爲
し
、造
詣
會
晤

す
、是
を
以
て
江
山
人
の
詩
名
四
方

に

顯
著
す
、最
後
に
廬
を
京

師

の
西
山
に
結
び
、櫟
谷
山
人
と
稱
す
、日

に
天
龍
寺

の
僣
徒
と
、

往
來
唱
和
す
、共
詩
輯
し
て
二
卷

と
爲

す
、西
山
樵
唱
と
名
く
、序

す
る
者
四
人
、徂
徠
、服
子
邏
、富
春
叟
、韓
人
申
維
翰
、竝
に
其
詩
を

論
じ
て
晩
唐
と
爲
す
、余
を
以
て
之

れ

を

觀
る
に
、其
詩
頗
宋
の

　
　
　
　
　
　
　

や

陸
放
翕
に
省
た
り
、但
剪
裁
工
を
欠
き
酒容
易

に
筆

を

下
す
、故
に

動
も
す
れ
ば
諸
を
麁
率
に
失
す
、惜
む
可

き

の

み
、然
れ
ど
も
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
九
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日

本

詩

話

叢

書

率
一可
v惜

巳
、然

詩

詩

自

"肺

腑
一出

、句

句

流

動
、較

下諸

近

時

諸

入
、籍

脅

盛

唐

肖勦
副竊

嘉

靖

七

子

糟

粕

晒餌

観

陳

腐

煮

反

有
μ可
レ觀
、五

言

.題

昌水

竹

園

一日
、働

居

宜

鶤懶

性
一水

竹

=件
昌閑

吟

嚇洗

レ硯

釣

魚

払
、題
v詩

棲

鳳

林
、清

流

聲

漱
v玉
、堋

月

影

篩
v金
、脆
、見

七

賢

侶
、過
v

橋

臼

訪

尋
,叉
、春

H

訪
齡詩

仙

堂
「日
、草

堂

依
鞍
獄
麓
ハ

静化
竹

n疋
瓢
瓜
烟
嚇梁

引
昌雌
叉
維
瓦
蕪
…n壁

描
團乱
ハ
山ハ
仙
嚇書

殘

多
一蝕

字
『琴

古

自

無

絃
、欲
v弔
瓢徴

鴬

菓
嚇捫
v蘿

陟
昌翠

鱗

七

言
、西

山

卜
'居

日
、城

四

十

里

避

塵

縁
↓卜

築

溪

邊

茅

數

椽
、門

外

詮

曾

栽
二翠

麹

竹

附

本

自

引
楙

清

泉

嚇群

峯

競

秀

蓮

嗣崖

寺
肉
一
水

中

分

入
〔野

田
嚇日

日

行

吟

詩

是

業
、烟

霞

痼

疾

未
崟

痊
刈

瀬

尾

維

賢
、字

俊

夫
、號
昌用

拙

齋
嚇京

師

書

林
、少

時

從
昌仁

齋

學
、後

與
怠若

水

一歡
、邂

以
v詩

稱
、其

詩

追
5歩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

置
Q

々
肺

腑
…よ

ρ

出

て
、句

々
流

動

す
、諮

を

近

時

の

諸

人
・
口
を

盛
唐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク
ヲ

に
籍

り
"嘉

靖

七

子

の

糟

粕

を

勦

竊

し
、餅

飩

陳
腐

な

る

者

に
較

ぶ
れ

ば
、反

て
觀

る
可

き

有

り
、汽

言

に

は
、水
竹

園

に
題

し

て

日
、

「幽

居
懶

性

に
宜

し

、水

竹

閑

吟

に
件

ふ
、硯

を

洗

ふ

釣

魚

の
瀬
、詩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ
ル　
　
　
　
ぐ

を

題

す

棲

鳳

の
林

、清

流

聲

・玉

に
漱

ぎ

、明

月
影

・金

を
篩

ふ
、唯

見

る

七
賢

の
侶

、橋

を
遇

ぎ

て

臼

に
訪

尋

す

る

を
」と
、叉

春

日
詩

仙

堂

を

訪

ふ

に

日
、蕈

堂

嶽

麓

に
依

り
、花

竹

風

烟

足

る
、梁

に

は
雙

々

の
燕

を

引

き
、壁

に

は
六

々
の

佃

を

描

く
、書

殘

し

て
蝕

字

多

く
、琴

古

り

て
自

ら

無
絃

、徴

君

の
墓

を

弔

は

ん

と

欲

し
、蘿

を
捫

し

て
翠
巓

に
陟

る
」と
、七

言

に
は
、西

山

に

居

を
ト

す

る

に

日
、「城

西

十

里

塵
縁

を

遜

く
、卜

築
一溪
漫

茅

數
m嫁
、門

外

誰

か

曾

て

翠
柳

を

栽

う
、竹

間

本

自

ら

清
泉

を

引
く

、群
峯

競

ひ

秀

で

ゝ
崖

寺

に

連

な

り
、
一
水

中

分

し

て
野

田

に
入

る
、
日

々
行

吟

詩

は

是

れ

業

、

姻

霞

の
痼

疾

未

だ
全

く

痊

え
す
」と

。

瀬
尾
維
賢
、字
は
俊
夫
、用
拙
齋
と
號
す
、京
師
の
書
林

な
り
、少
時

仁
齋
に
從
ぴ
て
學
ぶ
、後
若
水
と
歡
す
、途

に
詩

を

以

て
稱
せ
ら

る
、其
の
詩
若
水
を
追
歩
し
、而
し
て
更

に
淺
率
な
り
、江
山
人
を



1
　
若

水
嚇而

更

…淺

率

矣
、訪
昌江

山

人

云
、
醐
路

斷

橋

外
、

　
　

孤

村

杏

靄

中
、柳

垂

前

夜

雨
,花

落

暮

春

風
.白

屋

　
　

經
γ年

漏
、菁

山

與
v昔

同
、淨

生

須
痛

飮
門淺

水

月

朦

　
側

　
　

朧
、先
v是

林

嚢

端
、字

九

成

者
.頗

事
翰

墨
肉其

詩

見
"

　
　

千

家

詩
、及

入

居

題

咏

附

録
門亦

京

師

書

林
、稱
昌文

　
　

會

堂

者
。

　
　

鳥

山

碩

夫
、名

輔

賢
、號
芝

軒
嚇亦

攝

人
、或

云
伏

見

　
　

人
、余

少

年

時
、已

聞
昌江

若

水

詩

名
{以

爲
昌攝

之

亘

　
　

擘
嚇未
レ知
v有

碩̀

央
瓶

、迄
レ爲
δ邸

職
嚇以
昌吏

事
一數
.往
來

　
　

浪

華
=

日

訪
昌葛

子

琴
嚇見
ヨ架

上

有
昌芝

軒

吟

稿
h廼

　
　

知
昌碩

夫

之

遺

稿
嚇携

歸
6逆

族
唄讀
v之

一
宵
、始

歎
昌其

　
　

作

家
嚇其

才

大

攀

與
昌若

水
一頡

頏
、細

論
v之
、歩

驟

不

　
　

v及
昌若
水
嚇而

韻

度

勝
レ之
、咀

嚼

覺
v有
昌餘

味
肖上

巳

七

鋤　
　

絶

云
、不
7向
"江

邊

曜泛
恥朋

觴
垣雨

中

閉
レ戸

興

偏

長
、松

　
　
　
　
　
　
　

日

本

　
史

卷

之

三

訪
ふ
に
云
ふ
ご

路
斷
橋
の
外
、孤
村
杏
靄

の
中
、柳
は
垂
る
前
夜

の
雨
、花
は
落
つ
暮
春
の
風
、白
屋
年
を
經

て
漏
り
、青
山
昔
と
同

じ
、淨
生
須
ら
く
痛
飮
す

べ
し
、淺
水
月
矇
朧
」と
、是
よ
り
先
き
林

義
端
、字
は
九
成
と
い
ふ
潟
、頗
翰
墨
を

事
と
す
、赴
ハ詩
千
家
詩

及

び
八
居
題
咏
の
附
録
に
見
ゆ
、亦
京
師

の

書
林
、文
會
堂
と

稱
す

る
者
な
り
。

鳥
山
碩
夫
、名
は
輔
賢
、芝
軒
と
號
す
、亦
攝
人
或

は
云
ふ
、伏
見
の

人
と
、余
少
年
の
時
、已
に
江
若
水
の
詩
名

を

聞
き
、以
て
攝
の
亘

擘
と
爲
す
、未
だ
碩
夫
あ
る
を
知
ら
す
、邸
職
と
爲
る

に
迄
り
、吏

事
を
以
て
數
浪
華
に
往
來

す
、
一
日
葛
子
琴

を

訪
ふ
、架
上
に
芝

　
　
　
　
　
　
　

スナ
ハ
チ

軒
吟
稿

あ
る
を
見
る
、
廼

碩
夫
の
遺
稿
な
る
を
知
り
、携

へ
て
…逆

族
に
歸
り
、之
れ
を
讀
む
こ
と

】
齊
、始

め

て
隷
作
家
な
る
冷
歎

　
　
　
オ
ホ
ム
ギ

す
、其
才
大
率
若
水
と
頡
頏
す
、細
に
之
れ
を
論
す

れ

ば
、歩
驟
若

水
に
及
ば
す
、而
し
て
韻
慶
之

れ

に

勝
名
、咀
嚼

し
て
餘
味
あ
る

を
覺
ゆ
、上
巳
の
七
絶

に
云
ふ
、「江
邊
に
向

っ

て
朋
觴
を
泛
べ
す
・

雨
中
戸
を
閉
ぢ
て
興
偏
に
長
し
、松
煤
細

に
研

る

桃
花
の
露
、臨

し
得
た
り
蘭
亭
の
字
幾
行
」と
、叉
歸
田
の
詩
に

云
ふ
、『農
耕
を
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一一二



　

'

　

　
　

　
　
　

　

日

本

詩

話

叢

書

　

　

煤

細

研

桃

花

露
、臨

得

蘭

導

字

幾

行
、叉

歸

田

詩

洳　

　

云
、諳
昌得

農

耕

一鬢

著
レ華
、桑

田

數

畝

帥

生

涯
、荷

v鋤

　

　

未

v減

初

年

力
、擬
下向
昌東

苗

一更

藝

痲
。

諏
　
　

鳥

山

輔

門
、字

某
、碩

夫

子

也
、名

賢

詩

集
、載
"少

蒔

　
　

作

數

首
一淀

河

舟

中

云
、舟

行

三

五

里
、帆

影

受
v風

　
　

斜
、緑

涯

鴨

頭

浪
、臼

分

燕

尾

沙
、山

光

籠
昌野

色
嚇蓼

　
　

葉

雜
昌蘆

花
嚇落

日

孤

城

外
、炊

煙

和
畠暮

霞
肉體

裁

明

　
　

媚
、可
v稱
昌合

作
肉如

論
昌其

才

局
h似
"勝
轟乃

翁
h特

怪

爾

　
　

後

寥

乎

無
v聞
、苗

而

不
レ秀

歟
、饂

積

而

不
"出

歟
.今

　
　

浪

華

有
昌鳥

山

雛

岳

者
h蓋

別

家

云
。

　
　

大

井

守

靜
、字

篤

甫
、號
蟻

亭
赤

攝

人
、家

世
.業
レ賈
、

　
ψ

篤

甫

少

志
レ學
、博
昌綜

群

籍
ハ最

好
"藏

書
粕凡

奇

書

珍

　
　

篇
、必

捐
昌重

貲
一典
ド之
、殆

致
"數

千

卷
後

來
"京

師
一講

-
　

説
、所
y著

有
出蟻

亭

撫

言
h詩

集

手

所
臨選

定
嚇名
"覆

篥

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
三
二

ん
じ
得
て
鬢
、華
を
著
く
、桑
田
數
畝
部

ち
生
涯
、鋤
を
荷
ふ

て
未

だ
減
ぜ
す
初
年
の
カ
、東
諮
に
向
つ
て
更

に
麻
を
藝
ゑ
ん
と
擬
す

と
。

鳥
山
輔
門
、字
は
某
、碩
夫
の
子
な
り
、名
賢
詩
集
に
少
時

の
作
數

首
を
載
す
、淀
河
舟
中
に
云
ふ

舟̂
行
三
五
塁
、帆
影
風
を
受
け
て

斜
な
り
、線
は
漲
る
鴨
頭

の
浪
、白
は
分

る
燕
尾
の
沙
、山
光
野
色

を
籠
め
、蓼
葉
蘆
花

に
羅
る
、落
日
孤
城

の
外
、炊
烟
暮
霞

に
和
す

」

と
、體
裁
明
媚
、合
作
と
稱
す
可
し
、如
し
共

の
才
局
を

論
ぜ
ぱ
、乃

翕
に
勝
る
に
似
た
り
、特
に
怪
む
、爾
後
寥
と

し

て
聞
ゆ
る
な
き

を
、苗
に
し
て
秀
で
ざ
る
か
、韜
犢

に
し
て
出
さ

ビ

る
か
、今
浪
華

に
鳥
山
雛
岳
と

い
ふ
者
あ
り
、蓋
別
家
と
云
ふ
。

大
井
守
靜
、字
は
篤
甫
.蟻
亭
と
號
す
、亦
攝
人
な

り
、家
世
賈
を
業

と
す
、篤
甫
少
に
し
て
學
に
志
し
、辮
籍

に

博
綜
す
、最
藏
告
を
好

む
、凡
奇
書
珍
篇
、必
重
貲
を
捐
て
ゝ
之
れ
を
典
す
、殆
ん

ど
數
千

卷
に
致
る
、後
、京
師
に
來
b
・て
講
説
す
、著
す

所
蟻
亭
撫
言
あ
り
、

詩
集
は
手
つ
か
ら
邏
定
す
る
所
、覆
案
編

と

名

つ
く
、時
風
を
襲



}
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m

編
嚇不
レ襲
昌時

風
h自

爲
昌
一
家
(迭
v春

絶

句

云
、煙

林

布

ヴ緑

葛

原

東

、遲

日

芳

菲

不
v負
ド公
、春

去

春

聯

呼

不

v返
、烏

紗

巾

上

落

花

風
、蕭

散

有
v趣
、但
、集

中

數
.用
邑

奇

字

僻

語
門如
昌柳

巷

晝

彈

渾
-不
-似
、杏

村

夕

酌

醉

-

如
-泥

嚇叉

有
鷲以
昌護
-花
-時
一對
舮共
-惜
-春
h殊

遠

風

雅
n蓋

渾

不

似
、樂

器

名
、醉

如

泥
、杯

名
、護

花

時
・共

惜

春
、

竝

禽

名
。

富

春

叟
、或

日
6桐

江

山

人
嚇享

保

中
、住
昌攝

之

池

田

邑
嚇爾

時

海

内

方

嚮
物

氏

之

學
而

徂

徠

及

門

人

褒
副穩

春

叟
崩詩

筒

往

復
、歳

時

不
レ斷
、是

以

富

山

人

詩

名
、震
昌乎

京

攝

之

間
嚇邑

中

子

弟
、争

從
昌春

叟
一遊
、

好

事

之

徒
、毎
昌歳

首
(輯
ば春

叟

及

肚

中

詩
嚇爲
昌小

册

子
肖名
轟呉

江

水

韻
h刊
.行

四

方
{邑

人
檜

垣

宗

澤

者
、

嘗

受
5學

義

兄

青

郊

先

生
嚇以
y故

年

年

寄

示
、其

詩

　
　
　
　
　

日

本
詩

史

卷
之

三

は
す
、自

ら

一
家
を
爲
す
、春
を
遘
る
絶

句
に

云
ふ
、、烟
林
緑
を
布

く
葛
原

の
東
、遲
日
芳
菲
公
に
負
か
す
、春
去

り

て

春
祕
呼
べ
ど

も
返

へ
ら
す
、烏
沙
巾
上
落
花
の
風
」と
、蕭
散
に
し
て
趣
あ
り
、但

集
中
數
奇
字
僻

語
を
用
ふ
、「柳
巷
晝
彈

す

渾
不
似
、杏
村
夕
に
酌

む
醉
如
泥
」の
如
き
、叉
護
花
時
を
以
て
共
惜
春

に
樹
す
る
あ
り
、

殊
に
風
雅
に
遠
か
る
、蓋
、渾
不
似
は
樂
器
の
名
、醇
如
泥

は

杯
の

名
、護
花
時
、共
惜
春
は
竝
に
禽
名
な
り
。

富
春
叟
或

は
、桐
江
山
人
と
日
ふ
、享
保
中
、攝
の
池
田
邑
に
佳
す
、

爾
時
海
内
方
に
物
氏
の
學
に
嚮
ふ
、而
し
て
徂
徠

及

び

門
入
、春

叟

を
褒
稱
し
、詩
筒
往
復
、威
時
斷

え
す
、是
を
以
て
富
山
人
の
詩

名
、京
攝
の
閥
に
震
ふ
、邑
中
の
子
弟
、争
て
祿
叟
に
從
ひ
て
遊
ぶ
、

好
事
の
徒
、歳
首
毎
に
、春
叟
及
び
祗
中

の
詩
を
輯
め
、小
忸
子
と

爲
し
、臭
江
水
韻
と
名
け
、四
方
に
刊
行
す
、邑
人
檜
垣
宗
澤

と
い

ふ
者
、嘗
て
學
を
義
兄
青
郊
先
生
に
受
く
、故
を
以

て
年

々
寄
示

す
、其
詩
陳
去
非
を
學
ぶ
者
に
似
た
り
、或
は
日
、春
叟

は

奥
州
の

人
、嘗
て
儒
業
を
以
て
、柳
澤
侯
に
仕
ふ
、徂
徠
集
中

に
田
省
吾
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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日

本

詩

史

卷

三

似
"學

昌陳

去

非

著

n或

日
、春

叟

奧

州

人
、嘗

以

昌儒

業

一

仕
昌柳

澤

侯
h徂

徠

集

中

稱
昌田

省

吾

嚇者
。

森

億
、字

昌

齢
、弱

齡

翊
昌翔

藝

苑
唱大

篇

亘

什
、信
v手

揮

成
、世

人

往

往

以
昌才

子

一稱
v之
、是

時

京

師

有
三郭

西

翕

者
以

呂相

術
一稱
、昌

齡

善

病
、乃

從

"西

翕

和

、翕

日
、君

實

奇

才
、惜

乎

無
v壽
、昌

齡

自
レ是

縱
v意

遊

蕩
、

操

觚

亦

廢
、不
昌數

年

一果

死
、余

謂

昌

齡

檢

束

修
v業

尚

或

保
v無
v他
、帥

不

幸

短

折
、名

聲

猛
.馨
、余

今

録

v之
、以
戒
轟少

年

才

者
駒云
。

安

田

超
、字

文

逹
、本

姓

鳥

井

小

路
、醫

安

田

立

睦

、

撫

而

爲
"子
、年

甫

十

歳
、受
昌學

義

兄

青

郊

先

生
肖才

敏

研
レ學
、爲
v入
白

皙
、眉

目

如
v畫
、以
y詩

挑
昌諸

文

土
h

詞

鋒

穎

甚
、後

以
"奔

走̀

于

刀

圭

一故
ハ學

業

塗

廢
、才

亦

落

矣

稱

す

る
者

な

り

と
。

三
四

森
億
、字
は
昌
齢
、弱
齢

に
し
て
、藝
苑
に
翩
翔
す
、大
篇
互
什
、手
に

マ
カ信

せ
て
揮
成
す
、世
人
往

々
才
子
を
以
て

之
れ

を

稱
す
、是
の
時

京
師
に
郭
西
翁
と
い
ふ
者
あ

り
、相
術
を
以

て
稱
せ
ら
る
、昌
齡

善
く
病
む
、乃
西
翁
に
從
ひ
て
相
す
、翕
日
、君
實

に
奇
才
、惜
ら
く

は
壽
な
き
こ
と
を
、昌
齡
是
れ
よ
り
意

を

縱
に

し
て
遊
蕩
し
、操

觚
も
亦
廢
す
、數
年
な
ら
す
果
し

て
死

せ
り
、余
謂

ふ
昌
齡
檢
束

し
て
業
を
修
む
れ
ば
、惣
く
は
或
は
他

な

き

を
保
せ
ん
、帥
ち
不

幸
に
し
て
短
折

す

る
も
、名
聲
盆
馨
は
し
か

ら
ん
、小
、今
之
れ
を

録
し
て
、以
て
少
年
の
才
あ
る
者
を
戒
む
と
云
ふ
。

安
田
超
、字
は
文
達
、本
姓
は
鳥
井

小
路
、醫
安
田
立
睦
、撫
し
て
子

と
爲
す
、年
甫
め
て
十
歳
、學
を
義
兄
青
郊
先
生

に
受
く
、才
敏
學

を
研
す
、入
と
爲
り
白
皙
眉
目
書
く

が
如
し
、詩
を

以

て
諸
文
士

に
挑
む
、詞
鋒
鏡
甚
な
り
、後
ち
刀
圭
に
奔

走

す

る
故
を
以
て
、學

業
途
に
廢
す
、才
も
亦
落
つ
。
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僭

惠

實

、號
昌雪

鼎
嚇叉

號

"玉

幹
嚇住

圓

徳

寺
嚇寺

在
萱

風

坊
嚇隷
昌于

本

願

支

與
レ余

相
-識

最

熟
、雪

鼎
、天

資

清

雅
、好
v學

能
v詩

、粟

學

繪

事
n多

畜
昌古

今

載

籍
友

愛

昌古

叢

・古
-法
-帖
・及

丈

房

古

銅

器
叫竭
レ資

典
v之
、叉

性

好
昌由

水
嚇聞
v有
昌流

峙

之

奇
哨雖
昌險

遠

騨靡
レ弗
v造

焉
、

嘗

以
昌本
-願

-寺
-主

命

一如
昌土

佐

州
晒檢

嵩狡

寺

務
嚇迄
v瞬

齎

一
木

箱

嚇甚

軍
、封

絨

亦

密

、入

疑

以

爲
昌寶

貨
後

開
v箱

鋼

海

濱

沙

石

耳
、又

嘗

赴
昌美

濃
靉

幽養

老

瀑

布
h傍

多
昌紫

膏

石
旧意

謂

作
v硯
、則

佳
、駄
昌數

片

一而

歸
、

頗

費
昌錢

鰯

一既

而

石

質

過
レ堅

不
v適

昌硯

材
嚇乃

置
昌之

庭

際
嚇愛

翫

竟
レ日
、共

雅

徇

大

牽

此

類

也
、惜

壽

不

レ得
畠五
土

詩

亦

清

雅

類
昌其

人

噂云
。

宇

士

新
、名

鼎
、京

都

入
、家

世
、爲
昌子

錢

家
嚇以
昌貰

貸

嵐

寵

於

衆

諸

侯
h士

新

耿

介
、不
γ喜
嚇M商

賈

業

嚇與
昌弟

士

　
　
　
　
　

口

本

詩

史

卷

之

三

僭
惠
實
、霊
鼎
と
號
す
、叉
玉
幹
と
號
す
、圓
徳
寺
に
住
す
、寺
は
宣

風
坊
に
在
り
、本
願
寺
に
隷
す
、余
と
相
識
る
、最
熟
す
、雪
鼎
、天
資

清
雅
、學
を
好
み
、詩
を
能
く
す
、象
て
繪
事
を

學
ぶ
、多
く
古
今
の

載
籍
を
畜
ふ
、叉
古
書
、古
法
帖
及
び
丈
房

の
古
銅
器

を

愛
し
、資

を
竭
し
て
之
れ
を
典
す
、叉
性
山
水

を

好
み
、流
峙
の
寄

あ
る
を

　
　
　
　
　
　
　
イ
が
　　
　
　
　
　
ナ

聞
か
ぱ
、險
遠
と
雖
、造
ら
ざ
る
靡
し
、嘗

て
本
願
寺
主

の
命
を

以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ヨ

て
、土
佐
州
に
如
き
、寺
務
を
檢
校
す
、歸

に
蓬
ん

で

一
木
箱
を
齎

す
、甚
重
し
、封
絨
も
亦
密
な
り
、人
疑
ひ
て
以

て
寳
貨
と
爲
す
、後

箱
を
開
け
ば
、則
海
濱
の
沙
石
の
み
、又
崢旨
て
美
濃

に

赴
き
、養
老

瀑
布
に
遊
ぶ
、傍
に
紫

青
石
多
し
、意
謂

ふ
、硯
と
作
せ

ぱ
則
佳
し

と
、數
片
を
駄
し
て
歸
り
、頗
錢
蝦
を
費
や
す
、既
に
し

て
石
質
堅

き
に
過
ぎ
、硯
材
に
適
せ
す
、乃
之
れ
を
庭
際
に
置

き
愛
翫
日
を

竟
ふ
、其
雅
徇
大
率
此
の
類
な

り
、惜
ら
く
は
壽
五
十
を
得
す
、詩

も
亦
清
雅
、曲
ハ人
に
鄰
す
と
云
ふ
。

宇
士
新
、名
は
鼎
、京
師
の
人
、家
世
子
錢
家
た
り
、貰
貸
を
以
て
衆

諸
侯
に
籠
せ
ら
る
、士
断
耿
介
、商
賈
の
業

を
喜
ぱ
す
、弟
子
朗
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
症



　
　

　
　
　
　
　
　
日

本

詩

話

叢

書

　
　

朗
門辟
v族

別

處
、不
レ畜
鷁妻

妾
納日

夜

閉
v戸

勤

學
、先
v是

螂　
　

物

徂

徠
、唱
昌古

文

辭

於

東

都
内士

新

読
昌共

読
↓而

多

　
　

病

不
v能
"東

遊

乃

遣
晶弟

士

朗
從

學

焉
、京

師

講
コ徂

　
　

徠

之

學
一自
壬

新
始

、後

來

意

見

漸

異
、事

事

反
昌戈

　
　

徂

徠
嚇士

新

署

作

頗

饒
、共

丈

集

名
"明

霞

遺

稿
{共

　

　

　
　

詩
、紀

律

精

詳
、
一
字

不
昌苟

下
嚇逾

能

以
レ此

建
昌旗

鼓

　

〃

　
厚

　
～

於

一
方
嚇蓋

亦

詞

壇

雄
、加
レ之

緊

苦

力

學
、志

節

凛

　
〃
　
　

凛
、聞
其

風
"者
、庶

可
昌小

興

起
嚇惜

乎

資

性

褊

窄
、規

　
へ

　
　

模

甚

隘
、其

詩

亦

得
昌之

苦

思

力

索
唄是

以

規

度

合
、

　
　

而

變

化

不
v足
、聲

調

匂
、而

紳

氣

離
、弟

士

朗
、名

鑒
、

　
　

爲
ジ人

和

厚
、爲
ゴ衆

所

愛

菓
ハ
先
二士

新
一而

沒
、詩

集

行
昌

　
　

於

世
嚇靉

園

録

稿
、載
卞逾
苳北

子

彜

侍
呂醫

膳

所
詩

頗

　
　

合

作

矣
。

1
　
陶

山

量
、字

廷

美
、稱
昌徇

善
嚇土

佐

州

人
、東

涯

門

人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
六

　
　
シ
リ
ゾ

族
を
辟
け
て
別
處
す
、要
妾
を
畜

へ
す
、日
夜
戸
を

閉
ぢ
て
勤
學

す
、是
れ
よ
り
先
き
、物
徂
徠
、古
文
辭
を
東
都
に

唱
ふ
、士
薪
其
読

を
論
ぶ
、而
れ
ど
も
多
病
に
し
て
東
遊

す

る
能
は
す
、乃
弟
・子
朗

を
遣
し
て
從
學
せ
し
む
、京
師
徂
徠
の
學
を

講
す

る
は
、士
新
よ

り
始
ま
る
、後
來
意
見
漸
く
異
り
、事

々
徂
徠
に
反
戈
す
、士
新
、著

作
顧
饒
し
、其
文
集
明
霞
遺
稿
と
名

つ

く
、其
詩
紀
律
精
詳
、
一
字

苟
も
下
さ
す
、途
に
能
く
此
れ
を
以
て
旗

皷

を

一
方
に
建
つ
、蓋

亦
詞
壇
の
雄
な
り
、之
れ
に
加
ふ
る

に
、緊
苦
力
學
、志
節
凛

々
、赴
ハ

風
を
聞
く
者
、庶
く
は
小
く
興
起
す
可
し
、惜
ら

く

は
資
性
褊
窄
、

規
模
甚
隘
し
、共
詩
も
亦
之
れ
を
苦
思

力

索
に
得

を
以
て
、規
度

合
し
て
變
化
足
ら
す
、聲
調
句
し
て
棘
氣
離
る
、弟
・子
朗
、名
は
鑒
、

人
と
爲
り
紅
厚
、衆
に
愛
慕
せ
ら
る
、士
薪

に
先
ち
て
沒
す
、詩

集

世
に
行
は
る
、譲
園
録
稿
に
、北
子
彝
が
膳
所

に

侍

醫
た
る
を
逡

る
詩
を
載
す
、頗
合
作
な
り
。

陶
山
冕
、字
は
廷
美
、徇
善
と
稱
す
、土
佐
州

の
人
、東
涯
の
門
人
、其

學
稗
官
小
説
を
,簑
該
す
、叉
夏
脅
に
通
す
、醫
と
爲

り
儒
と
爲
る
、
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……

其

學

兼
昌該

稗

官

小

読
嚇又

逋
昌夏

混
具
爲
v醫

爲
ゾ儒
、竝

以
翻不

遇
一終
、遺

文

亦

散

亡
、詩

素

非
昌本

色
司

岡

千

里
、名

白

駒
、播

磨

人
、初

在
昌攝

之

西

宮

邑
嚇以

v醫
爲
v業
、
一
旦

投
呂刀

圭

而

來
昌于

京

師
酬專
、以
v儒

行
、

是

時

京

師

已

タ

悗
昌傳

奇

小

諱

煮

千

里

兼

唱
昌其

詭
肉都

下

羣

然

傳
v之
、其

名

躁
昌于

一
時
(千

里

於
v是

不
昌復

作
ツ詩
、人

或

乞
レ詩
、則

辭

以
昌不

能
嚇於
v是

入

人

謂

千

里

文

而

不
v詩
、其

實

非

也
、余

覽
卞千

里

在
昌播

攝

蒔

作
沿亦

自

常

行
、所
昌以

云
ワ爾

者

有
v論

也
、千

里

急
昌于

名
嚇叉

好
v勝
v人
、是

時

東

都

有
昌服

子

邏
一赤

石

有
昌梁

景

鸞
肉南
紀

有

祗

伯

塁

詩

名

聞
冖于

海

内
「千

里

自

量

難
"與
昌此

數

チ

竝

驅
μ而

世

方

勤
畠復

古
業
n

左

國

史

漢
、人

人

誦
v之
、託
昌其

訓

詁
門亦

足
昌不

朽
一故

廢
v詩
、專

意

作
昌諸

饑
嚇以

網
羅

其

名
n既

而

恐
下後

人

　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

三

竝
に
不
遇
を
以
て
絡
る
、遺
文
も

亦
散

亡
す
、詩
は
素

と

よ
り
本

色
に
非
ず
。

岡
千
里
、名
は
白
駒
、播
磨

の
人
、初
め
攝

の
西
宮
邑
に

在
り
、醫
を

以
て
業
と
爲
す
、
嘱
旦
刀
圭
を
投
じ
て
、而
し
て
京
師
に
來
り
、專

儒
を
以
て
行
ふ
、是
の
時
京
師
巳
に
傳
奇
小
読

を

悦
ぶ
者
あ
り
、

千
里
象
て
其
論
を
唱

ふ
、都
下
耄
然
と

し

て
之
れ
を
傳

ふ
、其
名

一
時
に
躁
し
、千
里
是
に
於
て
復
詩

を

作
ら
す
、人
或
は
詩
を
乞

へ
ば
則
辭
す
る
に
不
能
を
以
て
す
、是

に
於

て
人

々
謂
ふ
、千
里

は
文
に
し
て
詩
な
ら
す
と
、其
實
は
非

な
ウ
、余
千
里

め

播
攝
に

在
り
し
時
の
作
を
覽
る
に
、亦
自

ら
當
行

な
り
、爾
か
云
ふ
所
以

の
者
は
論
あ
る
な
り
、千
里
名
に
急

に
、又
人
に
勝

つ
を
好
む
、是

の
時
東
都
に
服
子
遷
あ
り
、赤
石
に
梁
景
鸞

あ

り
、南
紀

に
祗
伯

玉
あ
り
、詩
名
海
内
に
聞
ゆ
、千
里
自
ら
量

る

に
、此
の
數
子
と
竝

び
驅
せ
難
し
、而
し
て
世
方
に
復
古

の
業
を
勤
む
、左
國
史
漢
、入

人
之
れ
を
誦
す
、其
訓
詁

に
託
す
る
も
、亦
不
朽

に
足
る
、故
に
詩

を
廢
し
、專
意
諸
鐫
を
作
り
、以
て
其
名

を

網
羅
す
、既
に
し
て
後

入
文
士
を
以
て
己
を
觀
る
を
恐
る
、則
詩
書
論
孟
を
傳
註
し
て
以

て
共
名
を
崇
く
す
、然
も
已
に
名
に
急

に
、叉
人

に
勝
つ
を
好
む
、

故
に
其
論
説
す
る
所
、引
證
精
な
ら
す
、且
臆
見
を
以
て
疑

義

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
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日

本

詩

話

叢

書

以
昌文

士
觀

ド
己
、則

傳

呂註

詩

書

論

孟
嚇以

崇

昌其

名
嚇然

已

急

轟於

名
嚇又

好
レ勝
v人
、故

其

所
昌論

読
『引

證

不
v精
、

且

以
昼臆

見

一勇
昌斷

疑

義
嚇或

勦

二襲

他

入

説
h以

爲
昌其

著

作
晒雖
v取
昌快

於

一
時
n難
v免
昌識

者

指

摘
h余

爲
昌千

里

一深

惜
v之

云
。

篠

士

明
、名

亮
、後

更

昌姓

武
、名

欽

鯀
、字

聖

謨
嚇稱
昌梅

龍

道

人
咀輿

v余

相

識

最

舊
、初

執
昌謁

東

涯
反

從
昌遊

士

新
嚇後

以

昌王

門

賓

客
n給

昌仕

于

妙

法

院
h爲
v入

俊

爽

而

有
昌氣

節
嚇博

覽

強

志
、叉

能

談

論

、瀰
レ日

徹
レ夜

不
v倦

、性

多

病
、數
.至
昌危

篤
肉然

表

嘗

廢
ワ業
、明

和

丙

戍

年

途

卒
、其

詩

荷
昌縱

横
h累

篇

疊

章
、破

祠
滿
v紙

要

其

才

長
昌于

校

閲
嚇而

著

述

非
昌當

行
旭

。

樋

口

卜

齋
、與
v余

親

厚
、仕
昌今

河

越

侯
h爲
昌京

邸

留

守
嚇方

正

廉

謹
、近

時

罕
v儔
…、明

和

乙

酉

年

病

卒
、其

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
三
八

勇
斷
し
、或
は
他
人
の
詮

を

勦
韆
し
、以
て
井
の
著
作
と
爲
す
、快

を

}
時
に
取
る
と
雖
、識
者
の
指
摘
を

冤

れ

難
し
、余
千
里
の
爲

め
に
深
く
之
れ
冷
惜
む
と
去
ふ
。

篠
士
明
、名
は
亮
、後
、姓
を
武
、名
を
欽
絲
、字
を

聖
謨

と

更
む
、梅

龍
道
人
と
稱
す
、余

と
相
識

る
最
舊
し
、初
謁
を
東
涯
に
執
る
、又

士
新
に
從
遊
す
、後
王
門
の
賓
客

を

以

て
、妙
法
院
に
給
仕
す
、人

と
爲
り
俊
爽
に
し
て
氣
節

あ

り
、穂
覽

強
志
、又
能
く
談
論
す
、日

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

せ

を
瀰
り
夜
を
徹
し
て
倦
ま
す
、性
多
病
、數
危
篤

に
至
る
、然
も
未

だ
嘗
て
業
を
廢
ぜ
す
、明
和
丙
戌
の
年
途

に
卒
す
、其
詩
縱
横
を

尚
ぶ
、累
篇
疊
章
、醜
珂
、紙
に
滿
つ
、要
す
る
に
其
才
校
閲
に
長
す
・

而
し
て
著
述
は
當
行

に
非
ざ
る
な
り
。

樋
口
卜
齋
、余
と
親
厚
な
り
、今
の
河
越
侯

に

仕
へ
、京
師
の
留
守

と
爲
る
、方
正
廉
謹
、近
昨
儔
罕
な
り
、明
和
乙
酉

の
年
病
ん
で
卒

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　
ぐ

す
、共

邸
職

に
在
る
三
十
五
年
、人
に
對
し
て
唯
未
だ
學
ば
す
と
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在

昌邸

職

一三

十

五

年

.對

v人

唯

.
日

v未

γ學

、雖

γ有

昌著

作

門

未
一、嘗

脉
7人
、嘗

題

昌楊

太

翼

一日
、當

時

君

寵

超
昌三

千
嚇

驚

破

霓

裳

花

落

天
、縹

渺

仙

山

何

處

是
、人

間

室

自

見
昌金

鈿
冖殊

有
昌婉

致
h卜

齋

少

時

學
昌詩

鈴

木

堯

弼
蕘

弼

孚

俊

良
、嘗

仕
栞

藩
後

辭
祿

放
昌浪

京

轟

卜

齋

爲
V余

誦
昌其

詩

若

干

首
肉頗

有
昌巧

思
n而

世

絶

不
v知
、由
v是

思
v之
、遺

珠

棄

璧

、何

啻
、千

百

哉
。

僭

翠

巖
、住
昌三

秀

院
院

在
昌天

龍

寺

中

西

南

之

隅
嚇

嵐

山

近

俯

昌軒

窟

h最

爲
出勝

境

一翠

巖

以

伊詩

以
v書
、其

餘

雅

倫
四
韻

事
、都

下

膏

粱

子

弟
、嘖

嘖

稱
ジ
之
、余

嘗

　

一
過

"其

房
嚇翆

巖

出
昌生

李

詩

稿

一示
V余
、小

楷

端

正
、

㏄　

籤

帙

華

整
、明

和

戊

子

某

月

日
、厨

下

遐
v火
、房

舍

悉

燬
、爾

時

倉

皇

、庫

藏

不
y閉
、圖

書

諸

器

玩
、都

歸

轟

嬲
　

刧

萩
{翆

巖

亦

尋

歸

寂
、由
γ是

觀
レ之
、詩

文

存

亡
、亦

日

本

詩

更

卷

之

三

日
ふ
、著
作
あ
り
と
雖
、未
だ
嘗

て
入
に
眛

さ
す
、嘗

て
楊
太
眞
に

題
し
て
『
「當
時
君
寵
三
千
に
超
え
、驚

破
す
霓
裳
花
落
の
天
、縹

緲
仙
山
何
れ
の
處
か
是
な
る
、人
間
筌
く
自
ら

金
鈿
を

見
る
」と
へ

殊
に
婉
致
あ
り
、卜
齋
少
時
詩
を

鈴
木
堯
弼

に
學
ぶ
、尭
弼
字
は

俊
良
、嘗
て
某
藩
に
仕
ふ
、後
祿
を
辭
し

京
畿

に
放
浪
す
、卜
齋
余

か
爲

に
其
詩
若
干
首
を
誦
す
、頗
巧
思
あ
り
、而
し

て
世
絶
え

て

知
ら
す
、是
に
由
て
之
れ
を
思

ふ

に
、遺
珠
棄
璧
、何
ぞ
啻
千
百
の

み
な
ら
ん
や
。

　

檎
翆
巖
、三
秀
院
に
佳
す
、院
は
天
龍
寺
中
の
西
南

の
隅
に
控
り
、

　

嵐
山
近
く
軒
憲
に
俯
し
、最
勝
境

と
爲
す
、翠
巖
詩
を

以
て
し
書

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

の

　

を
以
て
し
、其
餘
雅
術
韻
事
、都
下
膏
粱
子
弟
、嘖
々
之
を
稱
す
、余

　

嘗

一
た
び
其
房
に
過
ぎ
る
、翆
巖
生
甼

の
詩
稿

を

出
だ
し
、余
に

　

示
さ
る
、小
楷
端
正
、籤
帙
華
整
な

り
、明
和
戊
子
某
月
日
、厨
下
火

　

を
遺
し
、房
舍
悉
く
燬
く
、爾
時
倉
皇
、庫
藏
閉
ぢ
す
、圖
書
諸
器
玩
.

　

都

て
刧
次
に
歸
す
、翠
巖
も
亦
尋

で
歸
寂
す
、県
れ

に
由
り
て
之

・

れ
を
觀
れ
ば
、詩
丈
の
存
亡
亦
自
ら
數

あ

り
、必
し
も
深
く
長
吉

　

が
故
入
を
罪
せ
ざ
る
な
り
。

三
九
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日

本

詩

話
叢

書

自

有
レ數
、不
軍必

深

罪
昌長

吉

故

入
一也
。

服

伯

和
、名

天

遊
、號
嘯

翕
門又

稱
蘇

門

居

士
唄京

師

人
、家

業

織

糞

伯

和

以
昌多

病
一故
、不
ゾ服
晶共

業
苡

昌講

読
一授
v徒
、其

爲
『學

也
、專

務
昌博

洽
n兼

窺
昌佛

典
n性

好
昌

論

駁
嚇撰

著

頗

多
、年

垂
晶牛

百
内以
雌疾

之

故
{褊

急

日

甚
、逾

以
麁

沒

焉
、門

人

永

俊

李
、攜
二其

遺

稿

就
v余

請
檢

校
翼

詩

雖
v欠

精

細

工

表

氣

格

竝

合
、五

言
、

登
昌愛

宕

山
"云
、夲

安

西

北

鎭
、石

磴

幾

千

盤
、峰

挿
昌

層

霄

起
、雨

分
昌衆

壑
一看
、鶴

歸

華

表

古
,僧

住

臼

雲

寒
、時

有
昌仙

輓

度
肉依

稀

聽
昌玉

鑾
嚇七

言
、宿
昂山

寺
一云
、

微

吟

曳
レ杖

此

相

尋
、纔

到
昌上

方
一落

照

深
、倚
v襤

寒

雲

歸
"洞

旦

遶
レ階

暗

水

咽
昌苔

陰
面

房

寧

有
昌人

間

夢
門溪

月

偏

聞

物

外

心
、只

爲
琶瓧

串

容
嵩酒

客
嚇淵

明

一
夜

在
嵩束

蛬

四
〇

服
伯
和
、名
は
天
遊
、嘯
翕
と
號
す
、叉
蘇
門
居
士
と
稱
す
、京
師

の

人
家
織
造

を

業
と
し
、伯
和
多
病
を
以

て

の
故
に
其
業
に
服
せ

す
、講
論
を
以
て
徒
に
授
く
、此
ハ農
を

爲
す
や
、取
博
洽
を
務
む
、兼

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ナ
ソ
く

て
拂
典
を
窺
ふ
、性
論
駁
を
好
む
、撰
著
頗
多
し
、年
孚
百
に
垂

と

し
て
、病
の
故
を
以
て
、褊
急
日
に
甚
し
、途
に
此
れ
を

以
て
沒
す

門
人
永
俊
弔
其
遣
稿
を
儁

へ
、余
に
就

て
檢
校

を

請

ふ
、其
詩
精

細
の
工
夫
を
欠
く
と
雖
、氣
格
竝

に
合
す
、五
言
、愛
宕
山
に
登
る

に
云
ふ
、「甼
安
西
北
の
鎭
、石
磴
幾
千
盤
、峰
は
暦
霄
を
挿
で
起
り
隻

雨
は
衆
壑
を
分
つ
て
看
る
、鶴
歸
り

て

華
表
古
り
、僣
佳
で

白
雲

寒
し
、時
に
仙
絣

の
度
る
あ
り
、依
稀
と
し
て
玉
鑾
を

聽
ぐ
」と
、七

言
、山
寺
に
宿
す
る
に
云
ふ
^
微
吟
杖
を
曳
て
此
に
相
蕁
ぬ
、纔
に

上
方
に
到
れ
ば
落
照
深
し
、檻
に
倚

れ

ば

寒
雲
洞
ロ
に
歸
り
、階

を
遶
る
暗
水
苔
陰
に
咽
ぶ
、山
房
寧
ぞ
人
間

の
夢
有

ら
ん
、溪
月

　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

偏
に
間
な
り
物
外
の
心
、只
計
　中
に
酒
客
を
容

る

ゝ
が
爲
に
、淵

明

一
夜
東
林
に
在
り
」と
。

口
本
詩
史
卷
之
三
絡



ー

日
本
詩

史
卷

之

四

W

男 弟 安

江

邨

綬

君

錫

著

清

　
　
絢

君
.錦

　
　
　
　
　
　
　
　

同

校

　
　
　

綜
秉
孔
均

御

251

　 　 　 　 　 　 四　 　 　 　 　 ／`-a　 　 　 -　 　 4'!κ　 〃一

關

束

古

稱
。用
v武

之

地
嚇猛

將

勇

士
、史

不
v絶
v書

而

文

雅

之

士
、不
昌少

概

見
嚇迄
=子

祕

祕

勞
轟建

東

都
嚇置
二

弘

交

院
嚇設
昌學

士

職
h夊

敏

與
昌武

徳
隰竝

隆
、絡

成
昌人

交

淵

藪
嚇羅

山

林

先

生
、際
昌會

風

雲
冒

唱
昌欺

交

於

東

土

芝

蘭

奕

葉
、長

爲
昌海

内

儒

宗
門無
v俟

魯

邱

生
噂

也
。

木

下

錦

里
、名

貞

幹
、字

直

夫
、叉

稱
昌順

菴
門京

師

人
、

昌

三

門

人
、學

成

出

仕
昌加

賀

侯
嚇爲

其̀

文

學

憲

廟

　

　

　

　

日

本

詩

吏

卷

之

.四

關

東

、古

、武

を

用

ふ

る

の

地

と

稱

す

、猛

將

勇

士

、史

、書

を

絶

た

す

、而

し

て

丈

雅

の

士

、
少

し

も

概

見

せ

す

、紳

祺
、東

都

を

營

建

す

　

イ
タ

る

三

乙
り

、法

文

完

を

置

き

、婁

士

D

哉

を

喪

く

、文

敦

、武

悪

と

泣

ロリ　ゐ

ミコ
　
　
　
のタ
コ
　　
ノじ　　
　
　
ヱ
こ
　
　
　エ
い　
の　
く

　

　
　
　ロまに
　
　
　
　　
　ヘピ
ヨ
　
　コ　
ノみ　
　
　
　ア
の

び

に

隆

ん

に

、終

に

人

文

の
淵

藪

と

咸

る

、羅

山

林

先

生

、風

雲

に

際

魯

し

、首

と

し

て

斯

交

を

東

土

に

唱

ふ

、芝

蘭

奕

葉

、長

く

海

内

の

儒

宗

と

爲

る

、曹

邱

生

を

俟

つ

こ

と

な

し

。

木
下
錦
早
、名
は
貞
幹
、字
は
直
夫
、夊
順
菴
と
稱
す
、京
師
の
入
、昌

三
の
門
人
、學
成
り
て
、出
で
ゝ
加
賀
侯

に
仕

へ
、其
文
學
と
爲
る

鰲
廟
其
名
を
聞
き
、徴
し
て
侍
講
と
爲

す
、是
に
於

て
從
學
の
士

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
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日

本

詩

話
叢

虐

聞
昌共

名
薇

爲

侍̀

護

於
レ鳬

從

學

之

士

日

盛
、才

俊

多

醍
巽

門
萃

、私

誰
靖

恭
茗

賢

詩

集
、載

蜻

恭

詩

三

十

餘

首
嚇其

中

題
昌楠

子

墓
一云
、
一
心

存
昌北

闕
嚇三

世

護
昌南

朝
嚇又

詠
昌百

日

紅
喃云
、老

樹

千

年

緑
、名

花

百

日
紅
、
二
聯

可
v謂
轟巧

警
一也
、嗣

子

寅

亮
、名

汝

弼
、

號
昌菊

潭
嚇寅

亮

子
、寅

遘
、寅

考

詩
、竝

見
昌煕

朝

交
苑
か

室

搶

浪
、名

直

清
、字

師

溜
、
一
字

汝

玉
、別

號

鳩

災
、

　
　
　

¢

東

都

人
、幼

而

穎

悟
、西

學
篇京

師
n師
事

木

靖

恭
嚇衆

推

爲
昌木

門

高

弟
{初

仕
"賀

藩
冖文

廟

時
、徴

擢

爲
昌東

都

學

職
嚇嘗

著
昌大

學

新

疏
・譱

人

録
・駿

臺

雜

話

等

書
奠

'非
提

副起

經

義
{維
ゆ持

名

敏
著

上也
、余

嘗

謂
、經

儒

不
レ習
昌文

藝
h文

士

或

遺
昌經

業
嚇能

繋
三

者
n唯
.東

涯
・槍

浪

二

儒

而

已
、其

訓

詁

異

同

不
昌必

込翩
旭

、搶

浪

詩
、五

言

古

體
、學
レ陶

而

未
v得
昌其

自

然
「七

言

古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

日
に
盛
ん
に
、才
俊
多
く
其
門

に
出
づ
、卒
し
て
、私
に
靖
恭
と
諡

す
、名
賢
詩
集
に
、靖
恭
の
詩
三
十
餘
首

を

載
す
、其
中
楠
子
の
墓

に
題
し
て
云
ふ
、「
一
心
北
闕
に
存
し
、三
世
南
朝
を
護
す
」と
、叉
百

日
紅
を
詠
じ
て
云
ふ
、「老
樹
千
年
線
に
、名
花
百
日
紅
な
り
」と
、二

聯
巧
警
と
謂
ふ
可
き
な
り
、嗣
子
寅
亮
、名
は
汝
弼
、菊
潭
と
號
す
・

寅
亮
の
子
、寅
道
、寅
考
の
詩
、竝
に
煕
朝
文
苑
に
見
ゆ
。

室
滄
浪
、名
は
直
清
、字
は
師
禮
、
一
の
字

は
汝
玉
、別
號
は
鳩
輿
、東

都

の
人
な
り
、幼
に
し
て
穎
悟
、西
、京
師

に
學
び
、木
靖
恭

に
師
事

す
、衆
推
し
て
木
門
の
高
弟
と
爲
す
、初
め
賀
藩

に

仕
ふ
、丈
廟
の

時
、徴
擢
せ
ら
れ
て
、東
都
の
學
識
と
爲

る
、嘗
て
大
學
薪
疏
、義
人

録
、駿
臺
雜
話
等
の
書
を
著
す
、經
義

を

提
起
し
、名
教
を
維
持
す

る
に
非
ざ
る
者
莫
し
、余
嘗
て
謂
ふ
、紅
儒

は
文
藝
に
脅
は
す
、文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

士
は
或
は
經
業
を
遺
す
、能
く
二
者
を
豢
ぬ

る

は
、唯
乗
涯
、滄
浪

の
二
儒
の
み
、其
訓
詁
の
異
同
は
必
し
も
論
ぜ

ざ

る
な
り
、槍
浪

の
詩
、五
言
吉
體
、陶
を
墨
ん
で
而
し
て
未

だ

其
自
然
を
得
す
、七

言
古
風
、五
言
近
體
、少
陵
を
師
法
と
し
、徇
垣
牆
を

隔
つ
、七
言
近
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……
風
、五

言

近

體
、師
昌法

少

陵
一徇

隔
昌垣

牆
肉七

言

近

體
、

租
昼襲

盛

唐

諸

家
一而

往

往

串
嵩明

人

逕

蹊
(若

夫

五

言

排

律
、學

力

與
自才

氣
和

駕
、豪

健

騰

距
、最

爲
昌當

行
内今

摘
昌七

言

雄

援

者

數

聯
嚇臨

中

豪

傑

推
主

籤

江

左

風

流

起
出謝

安
嚇天

上

雙

懸

新

日

月
、人

間

相

看

舊

衣

冠
、天

蓮
"槍

海
一長

雲

絶
、月

満
昌大

江
　瀕

氣

淨
、輦

下

衣

冠

奪
昌五

品
百

邊

花

蕚

共
螽

春
門蘭

省

春

傳

紅

葉

賦
、鳳

池

波

動

紫

霞

袍
、薦
ゾ賦

何

人

蓬
"

狗

監
h求
v才

幾

處

出
昌龍

媒
叫

新

井

自

石
、名

君

美
、字

在

中
、東

都

入
、亦

木

門

高

弟

也
、文

廟

潛

邸

時
L眷

注

已

渥
、繼

統

之

後
、逾

以

遷

喬
、賜
邑爵

五

晶
内號
筑

後

守
h自

石
、才

粂
鱒經

濟
助數
.

參
昌大

議
嚇其

著

撰
、往

往

國

家

典

刑

云
、若

夫

詩

章
、

則

有
2自

石

詩

草
・自

石

餘

稿
唄余

按
、自

石
、天

受

敏

　
　
　
　
　

日
本

詩

史
卷

之

四

體
・盛
唐
讙
家
を
組
襲
し
、而
し
て
往

々
明
入

の
逕
蹊
に
出
づ
、若

し
夫
れ
五
言
排
律
は
.學
力
、才
氣
と

相
駕
し
、豪
健
騰
踐
最
當
行

と
爲
す
、今
七
言
の
雄
拔
な
る
者
駛
聯

を
摘
す
、「關
申
の
豪
傑
王

猛
を
推
し
、江
左
の
風
流
謝
安
を
起
す
、」「天
上
雙
び
懸
る
漸
日
月
、

入
陶
相
看
る
舊
衣
冠
」「天
、濾
海
に
連
な
り

て
長
雲
絶
え
、月
、大
江

に
滿
ち
て
瀬
氣
淨
ぶ
q
輦
下
の
衣
冠
五
品
を

尊
び
、日
邊

の
花
蕚

三
春
を
共
に
す
」「蘭
省
春
は
傳
ふ
紅
葉

の
賦
、鳳
池
波
に
動
く
紫

霞

の
袍
、」「賦
を
薦
め
て
何
入
か
狗
監

に
逢
ふ
、才
を
求
め

て
幾
處

か
龍
媒
を
出
だ
す
」と
。

新

井

白

石
、名

は
君

美
、字

は
在

中
、東
都

の

人
、亦

木

門

の
高
弟

な

り
、丈

廟

潛

邸

の
時
、眷

注

已

に
渥

し
、繼

統

の

後
、途

に
以

て
邏

喬

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ご

す

、爵

五

晶

を

賜

ひ
、筑

後

守

と

號

す
、白

石
、才

經

濟

を

兼

ぬ
、數

大

議

に
參

す
、其

著

撰

、往

々
國

家

の
典

刑

な

り

と

云

ふ
、若

し
夫

れ

、

詩

章

は
、則

白

石

詩

草

、白

石

餘

稿

あ

り
、余

按

す

る

に
、白

石
、天

受

敏

妙
、藝

苑

に
獨

歩

す
、謂

は
ゆ

る

錦

心
繍
…腸
、喉

唾

も

珠
・を

域

し
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
三



　

　
　
　
　
　
　

日

本

詩

話

叢

書

　

　

妙
、獨
靴歩

藝

苑
一贋
v謂

錦

心

繍

腸
、咳

唾

成

v珠
、囈

語

蹴　
　

諧
v韻

崇
、索
馳
訟
異

邦

古

詩

人

中
嚇未
v可
昌多

得
一者
、而

　
　

今

人

貴
v耳

賤
v目
、不
ヨ甚

信
昌余

言
肉雨

芳

洲

所
v著

橘

　
一

　
　

聰

茶

話

日
、韓

人

索
礑白

石

詩

草
一者
、陸

續

不
v已
、可

　
　
v見
異

邦

人

獪

且

玉
γ之
、白

石

嘗

和
昌清

入

魏

惟

度

　
ノ

　
　
　
　

八

居

七

律

八

貢

以
昌溪

西

難

齊

啼
一爲
v韻

者
、論
昌槍

　
岬
　
　
浪
噛嗣
レ響
、途

傳
播

京

師
自京

師

文

士
、傚

而

和

者

數

　
　
十

人
、坊

間

梓

而

行

焉
、自

石

覽
v之
、前

作

有
7興
昌諸

　
　
人

和

詩
一相

類

者
鍋因

再

作
昌八

首
嚇語

無
島牽

強
粕押

韻

　
押

　
　
盆
、穩
、又

冬

日

過
昌某

家
肖主

入

請
v詩
、白

石

求
v題
、主

　
　
人

書
蓉

奇

二

字
宗

γ之
、自

石

解
昌其

意
嚇輒

作
昌七

律

　
　

U
首
h蓋

容

奇

者

雪

之

訓

讀
、主

人

書
レ之
、以

試
6白

　
　
石
嚇自

石

巳

解
其

意
嚇故

句

句

徴
}莪

邦

雪
n
一
座

服
娼

　
　
奘

敏

警
嚇詩

云
、曾

下
昌瑳

鉾
一初

試
γ雪
、紛

紛

五

節

舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

語
も
韻
譱

ふ

讙
を
異
邦
の
古
詩
人
の
中

に
索
む
る
も

未
だ
多
く
得
可
か
ら
ざ
る
者
な
り
、而
し

て
今
人
耳
を
貴
び
目
を

賤
み
、甚
余
が
言
を
信
ぜ
す
、雨
芳
洲
の
著
す

所

の
橘
聰
茶
話
に

日
、韓
人
、白
石
詩
草
を
索
む
る
者
、陸
續
と
し

て
已
ま
す

と
.見
る

可
し
異
邦

の
人
獪
且
之
れ
を
玉
と
す
る
を
、白
石
嘗
て
清
人
魏
惟

慶
の
八
居
の
七
律
八
首
を
和
す
、溪
西
難
齊
啼
を
以
て
韻
と
爲
す

者
、滄
浪
に
請
ふ
て
響
を
嗣
が
し
む
、途
に
京
師
に

傳
播
す
、京
師

の
丈
士
、傚

ふ
て
和
す
る
者
數
十
人
、坊
間
梓

し

て
行
ふ
、白
石
之

れ
を
覽
る
に
、離
作
、諸
人
の
和
詩
と
相
類

す

る
者
あ
り
、因
て
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す

び
八
首
を

作
る
、語
牽
強
な
く
.押
韻
釜
穩
な
り
、又
冬
日
某
家
に

過
ぎ
る
、主
人
詩
を
請
ふ
、白
石
題
を
求
む
、主
人
容
奇
の

二
字
を

書
し
て
之
れ
に
示
す

白
石
其
意
を
解
し
、輒
七
律

嚇
首

を
作
る

蓋
、容
奇
は
雪
の
訓
讀
、主
人
之
れ
を
書
し
て
.以
て
白
石
を
試
む

白
石
巳
に
其
意
を
解
す
、故
に
句
々
我
邦

の
雪

を

徴
す
、
一
座
共

敏
警
に
服
す
、詩
に
云
ふ

曾̂
て
瓊
鉾
を
下
し
て
初
め
て
雪
を
試

む
、紛
々
た
る
五
節
舞
容
閑
な
り
、
一
痕
の
明
月
茅
渟
の
里
、幾

片

の
落
花
滋
賀
の
山
、劒
を
提
げ
て
膳
臣
虎

跡
を
尋
ね
、簾

を

捲

き



ー
　

容

閑
、
一
痕

明

月

茅

渟

里
、幾

片

落

花

滋

賀

山

提

　
　

v劍
膳

臣

尋
"虎

跡
n捲
v簾

清

氏

對
繙龍

顔
嚇盆

梅

剪

鑑

　
　

能

留
v客
、濟

得

隆

冬

無
v隈

艱
、此

一
時

遊

戲
、雖
v不

　
W

　

)

　
　

v足
γ論
昌釡
豹
唄亦

可
"窺
昌共

天

受

之

一
斑
{或

問
レ余

日
、

　
　

子

極

稱
亀白

石
n詩

至
昌白

石
蔑

昌以

加
一乎
、日

非

也
、如
昌

　
　

天

受
誠

蔑
"以

加
矣

、若

夫

揣

摩

鍛

錬
、爾

有
昌可
論

　
　

岩
嚇要
v之

天

受

之

富
、吐
レ言

成
v章
、往

往

不
v遑
昌思

繹
肉

　
…
　
　

是

以

疵

瑕

亦

復

不
y鮮
、白

石

逾
劉人

之
"長

安
一絶

句

　
【

　
　

云
、紅

亭

緑

酒

盡

橋

西
、柳

色

青

青

迭
昌馬

蹄
肉君

到
昼

　
　

長

壅

花

自

老
、春

山

一
路

杜

鵑

嚇
、四

句

中
、二

句

　
　

崟

用
昌唐

詩
嚇夫

剽

竊

詩

律

所
γ戒
、而

錬
v丹

成
v金

獪

　
　

　
　

可
v言

也
、以
昌鉛

刀

帥代
嚇鎮

錣

驚

之

何

謂
、草

色

青

青

　
　

迭
昌馬

蹄
n本

臨

岐

妙

語
、草

色

逾

馬̀

蹄
嚇言
臺春

草

承
昌

　
　

馬

蹟

以
v柳

代
v草

、蹄

字

無
昌着

落
嚇殊

爲
γ減
v價
、此

其

蹣　
　
　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

四

て
清
氏
龍
顏
に
對
す
、盆
梅
剪
り
盡
し

て
能
く
客
を

留

む
、濟

ひ

得
た
り
隆
冬
限
り
な
き
の
艱
を
」と
、此
れ

一
時
の
遊
戯
、全

豹

を

論
す
る
に
足
ら
す
と
雖
、亦
其
天
受

の

一
斑
を
窺

ふ

可
し
、或

人

余
に
問
ふ
て
日
、子
極
め
て
白
石

を
稱

す
、詩
、白
石
に

至
り
て
以

　
　
　
　
ナ

て
加

ふ
る
蔑
き
か
、日
非
な
り
.天
受
の
如
き
は
誠

に
以
て
加

ふ

　
　
ナ

る
蔑
し
、若
夫
れ
揣
摩
鍛
錬
は
、爾
論
す
可
き
者
あ
り
、之
れ
を

要

す

る

に
天
受
の
富
、言
を
吐
け
ば
章
を
成
し
.往

々
思

繹
に
遑
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ユ

ら
す
、是
を
以
て
疵
瑕
亦
復
鮮
か
ら
す
、白
石
人
の
長

安
に
之

く

を

逸

る
絶
句
に
云
ふ
、「紅
亭

の
緑
酒
畫
橋
の
西
、柳
色
青
々
馬
蹄

を
途

る
、君
長
安
に
到
ら
ば
花
自
ら
老
い
ん
春
山

一
路
杜
鵑
啼
か

ん
」と
、四
句
の
中
、二
旬
全
く
唐
詩
を
用
ゆ
、夫
れ
剽
竊
は
詩
律
の

戒
む
る
所
、而
か
も
丹
を
錬
り
て
金
と
成

さ
ば
獪
言
ふ
可
き
な
り

鉛
刀

を

以
て
鎮
鉚

に
代
ふ
麟

之
れ
何
と
か
謂
は
ん
↓
草
色
青
々

馬
蹄
を
逡
る
」は
、本
と
臨
岐
の
妙
語
、草

色
馬
蹄
を
逡
る

と
は
、春

草
馬
蹄
を

承
く
る
を
言
ふ
.柳
を
以
て
草
に
代
ふ
れ
ば
、蹄

の
字

着
落
な
し
、殊
に
價
を
減
す
と
爲
す
、此
れ
共

一
の
み
、餘

は

準
知

す
可
し
。

五
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日
本
詩

話
叢

書

一
耳
、餘

可
昌準

知
舶

祗

園

伯

玉
、名

正

卿
、後

更
昌名

瑜
琥

禺南

海
嚇仕
紀

藩
門

任
驫職

文

學
門伯

玉

髫

年
、受
昌業

木

門
嚇有
昌夙

慧

之

総
以

一
日

宴

集
、人

或

唱

日
、鳶

飛

魚

躍

活

溌

濃
、令
昌坐

客

爲
"對

伯

玉

以
童

子
往

二席

末
應

v聲

日
、光

風

霽

月

常

惺

惺
、衆

嘆
昌其

穎

敏
n元

祿

壬

申
、伯

玉

年

十

.

七
、會
昌春

分

日
嚇自

試
昌其

才
脳自
v午

至
v子
、賦
昌得

五

言

律

詩

一
百

首
n人

或

疑
艦其

宿

構
n是

歳

秋

分

大

會
昌

賓

客
一午

漏

初

下
、進

請
昌諸

賓
嚇昏

命
艦詩

題
嚇對

坐

談

笑
、信
レ筆

揮

霍
、夜

未
レ申
、百

首

完

成
、通
昌計

前

後
肉凡

二

百

首
、藻

繪

爛

漫
、而

無
昌
一
句

雷

同
者
喝滿

座

驚

愕

歎

服

焉
、於
v是

其

名

播
昌揚

遠

邇
「伯

玉

初

花
餓木
.

門
翼

菘

禎

卿

伺

甲

子
、衆

稱
昌木

門

二

妙
覆

來

伯

玉

名

價

盆
、重
、世

匹
乏

梁

蛻

岩
n余

按
、停

雲

槃
、載
昌

亠
B¥

祗
園
伯
玉
、名
は
正
卿
、後
に
名
を
瑜
と
更
む
、南
海
と

號
す
、紀
藩

に
仕

へ
、職
に
文
學
に
任
す
、伯
玉
髫
年
、業
を
木
門

に
受
け
、夙
慧

の
稱
あ
り
、
「
日
宴
集
に
、人
或
は
唱

へ
て
日
、「鳶
飛
魚
躍
活
撥

々
」

と
、坐
客
を
し
て
對
を
爲
さ
し
む
、伯

玉
童
子
を
以

て
席

末
に
在

り
、聲
に
應
じ

て
日
、亮

風
霽
月
常
惺

々
」と
、衆
其
穎

敏

を
嘆
す
、

元
祿
壬
申
、伯
玉
年
十
七
.春
分
の
日

に
會
す
、自
ら
其
才
を
試
む
、

午
よ
り
子
に
至
り
、五
言
律
詩

蝸
百
首
を
賦

し

得
た

り
、人
或
は

共
宿
構
を
疑
ふ
、是
歳
秋
分
大
に
賓

客
を
會
し
、午

漏

初
め
て
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

る
や
、進
ん
で
諸
賓
に
請
ひ
、各
詩
題
を
命
ぜ
し
め
、封
坐
談
笑
、筆

に
信
せ
て
揮
霍
す
、夜
未
だ
牛
な

ら
す
、百
首
完
成
す
、蔚
後
を
通

計
し
て
凡
そ
二
百
首
、藻
繪
爛
漫
、而
し

て

一
句

の
雷
同
す
る
者

な
し
、滿
座
驚
愕
歎
服
す
、是

に
於

て
其
名
遽
邇
に
播
揚
す
、伯
玉

初
め
木
門
に
在
り
、松
槙
卿
と
同
甲
子
な

り
、衆
、木
門
の
二
妙
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど

穩

マ
、後
來
伯
玉
の
名
價
釜
重
し
、世
之
れ
を
梁
蟯
岩

に

匹
す
、余

按
す
る
に
停
雲
集
に
伯
玉
の
詩
三

十
首

を
職
す
、詞
釆
富
麗
、蓋

少
時
の
作
、晩
歳
漸
く
鉛

華
を
刷

り
、而
し
て
榊
氣
融
和
す
、殊
に
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伯

玉

詩

三

十

首
詞

釆

富

麗
、蓋

少

時

作
、晩

歳

漸

刷

一鉛

華
叫而

紳

氣

融

和
、殊

可
v傳

者
、而

伯

玉

墓

木

巳
.拱
、遺

稿

未
v出
、余

未
v審
何

故
ハ近

時

學

風

輕

薄
、

僅

學
v作
v詩
、則

巳

災
ド梓
、所
γ謂

黄

鐘

毀

棄
、琵

釜

雷

鳴
、亦

憤

憤

爾

伯

玉

嗣

子
師

援
、余

嘗

一
再

應

酬
、

詩

也

書

也
、竝

似
乃

翕
刈

雨

森

芳

洲
、名

東
、字

伯

陽

京

師

人
、其

幼

時

習
昌句

讀

,之

師
、爲
昌靖

恭

門

人
以

v故

芳

洲

年

十

七

八
、邃

東

執
昌謁

靖

恭
晒靖

恭

甚

稱
昌其

才
一是

時

對

馬

侯
、將

γ聘
=

書

記
一聞
巳木

門

多
己才

髦
就

而

求

焉
、靖

恭

因

薦
"芳

洲
嚇逾

爲
昌對

馬

學

職
嚇余

按
、徂

徠

嘗

唱
昌復

古

傲
昌睨

一
時

人

士
嚇特

於
昌芳

洲
n稱

揚

嘖

嘖
、殆

不
v可

レ解
、何
則

芳

洲

読
y經
、崇
昌信

程

朱
嚇至
v老

無
v變
、而

徂

徠

勤

排
鷁程

朱
嚇芳

洲
、文

宗
昌韓

歐
n徂

徠

必

日
昌東

漢

　
　
　
　
　
日
本

詩
史

卷

之

四

ふ
可
き
者
な
り
.而
し
て
伯
玉
の
墓
木
已

に
拱
し
て
.遺
稿
未
だ

出
で
ず
、余
未
だ
何
の
故
な
る
を

審
に
せ
す
.近
時
舉
風
軽
薄
、謹

に
詩

を
作
る

を
學
べ
ば
、則
已
に
梓

を

災
す
、謂
は
ゆ
る
黄
鐘
毀

棄
せ
ら
れ
、瓦
釜
雷
鳴
す
る
も
の
、亦
潰

々
た
る
の
み
、伯
玉

の
嗣

子
師
援
、余
嘗
て

剛
再
應
酬
す
、詩
や
書
や
竝
に
乃
翕
に
似
た
り
。

雨
森
芳
洲
、名
は
東
、字
は
伯
陽

京
師

の

人
、共
幼
時
句
讀
を
習
ふ

の
師
は
、靖
恭

の
門
人
た
り
、故
を
以
て
芳
洲
年
十

七

八
、途
に
東

し
て
謁
を
靖
恭

に
執
る
、靖
恭
甚
其
才

を

稱
す
、是
の
時
對
馬
侯
、

將
さ
に

一
書
記
を
聘
せ
ん
と
す
、木
門
に

才
髦
多

き

を
聞
き
、就

い
て
求
む
、靖
恭
因
て
芳
洲
を
薦
む

途
に
對
馬

の
學
職
と
爲
る
、

余
按
す
る
に
徂
徠
嘗

て
復
古
を
唱

へ
、
一
時
の
人
士
を
傲
睨
す
、

特
に
芳
洲
に
於
て
は
稱
揚
嘖
々
、殆

ど

解
す
べ
か
ら
ず
、何
と
な

れ
ば
則
芳
洲
の
經

を
読
く
、程
朱
を
崇

信
し
、老
に
至
り
て
變
す

る
な
し
、而
し
て
徂
徠
は
勤

て
程
朱

を

排
す
、芳
洲
は
、文
は
韓
歐

を
宗
と
し
、徂
徠
は
必
東
漢
以
上

と

日
ふ
、芳
洲
明
詩
を
好
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

七
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日

本

詩

話

叢

書

以

上
幽芳

洲

不
v好
昌明

詩

叫橘

臆

茶

話

日
、吾

案

上

所

v置
詩

集
、以
昌陶

淵

明

輔爲

γ首
、・李

杜

爲
出第

二
嚇韓

白

東

坡

爲
v三
、與
昌徂

徠

論

ツ詩
、誠

冰

淡

矣
、余

久

疑
F之
、近

得
畠其

読
嚇巳

有

昌別

論

門橘

聰

茶

話

叉

日
、京

師

風

俗
、

各

土

地

紳
、祠

祭

之

日
、遠

親

故

舊
、互

相

延

講
、吾

少

年

時

揚

言

日
、殊

覺

昌其

煩

一也
、柳

槍

洲

在
γ坐
、正

.色

日
、
畦
年

一
次
、團

欒

叙

レ濶

、人

情

於
膨是

乎

萃

矣
、

何

謂
v煩

乎
、吾

爲
v之

面

頻

、余

謂

槍

洲

誠

長

者

之

言

、而

芳

洲

稱
レ之
、且

自

戒

昌失

言
納亦

長

者

矣

哉
、近

時

學

風

輕

薄
、藝

苑

絶

無

此̀

等

人
肖可
レ歎

耳
、芳

洲

長
鵡于

丈
軸而

不
v長

于̀

詩
一晩

年

常

對
v人

日
、吾

無
昌詩

才
晒生

平

所
レ作
、無

慮

數

百

千

首
、而

可
v脉
レ人

者
、不

y過
藪

十

首

伽也
、長

子

乾
、蚤

沒

、孫

蓮
、以
謹

嚴
鰤稱
、亦

巳

沒
、次

子

賛

治
、出

繼

唱松

浦

兵

其

子
、小

字

文

李
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

橘
腆
…茶
話
に
日
、吾
が
案
上
に
置
く

所

の

詩
集
、陶
淵
明
を
以
て

首
と
爲
し
、李
杜
を
第
二
と
爲
し
、韓
自
東

坡
を
三

と
爲
す
と
、徂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ロ

徠
が
詩
を
論
す
る
と
、誠
に
冰
炭
な
り
、余

久
く
之

を

疑

ふ
、近
ろ

其
読
を
得
た
り
、已
に
別
論
あ
る

な
り
、橘
臚
茶
話
に
又
日
、京
師

の
風
俗
、各
土
地
榊
、祠
祭
の
日
、遠
親
故
奮
、互
に
相
延
請

ず
、吾
少

年
の
時
、揚
言
し
て
日
、殊
に
其
煩
を

覺
ゆ

と
.柳
滄
洲
坐
に
在
り

色
を
正
し
て
日
、
一
年

一
次
、陶
樂
濶

を

叙
す
、人
情
是
に
於
て
か

萃
ま
る
、何
ん
ぞ
煩
と
謂
は
ん
や
と
、吾
之
れ

が
爲
に
面
顔

す
、余

謂
ふ
澹
洲
は
誠
に
長
者
の
言
な

り
、而
し

て
芳
洲
之
れ
を
稱
し
、

且
つ
自
ら
失
言
を
戒
む
、亦
長
者
な

る
か

な
、近
時
學
風
輕
薄
、藝

苑
絶
え
て
此
等
の
人
な
し
、歎
す
可
き

の

み
、芳
洲
文
に
長
じ
て
、

詩

に
長
ぜ
す
、晩
年
常
に
人
に
對
し
て
日
、吾

れ
詩
才
な
し
、生
千

作
る
所
、無
慮
數
百
千
首
、而
し
て
人

に
脉

す
可

き
者
は
、數
+
首

に
過
ぎ
ざ
る
な
り
、長
子
乾
、蚤
く
沒
す
、孫
連
、謹
嚴
を

以
て
稱
せ

ら
る
、亦
已
に
沒
す
、次
子
賛
治
、出
で
ゝ
松
浦
氏
を
繼
ぐ
、其
子
小

字
は
丈
甼
、弱
齡
に
し
て
京
撮

に
來
遊
す
、數
余
が
家
に
過
ぎ
る
、

殊
に
才
穎
を
見
る
、今
亦
學
職
と
爲
る
と
云
ふ
。



L
　

弱

齢

來
尉遮

京

攝
藪

,過
昌余

家

殊

見
昌才

題

今

亦

爲
脇

　
　

學

職
一云
。

　
　

松

浦

頑

卿
、名

儀
、號
昌霞

沼
唄停

雲

集

日
、頽

卿

播

州

　

……

　
　

人
、年

甫

十

三
、對

馬

侯

見

以

爲
昌奇

才
一請
昌靖

恭
一授

　
　

γ業
、學
成

爲
昌對

州

書

記
肉橘

臆

茶

話

日
、頑

卿

十

四

　
　

歳

時

置
昌詩

草

於

案

上
嚇南

草

壽
、取

而

覽
v之
、吟

誦

　
　

不
v巳
、既

而

聞
其

自

作
天

驚

日
、吾

謂
v抄
昌寫

唐

詩
ハ

　
　

封

馬

侯

聞
v之
、乃

使
ヨ其

受
昌業

木

門
嚇併
呂考

二

書
一殊

　
　

有
γ可
y疑
、十

三

四

童

子
、何

以

自
昌播

州
一踰
v海

遠

抵
昌

　
　

對

州
嚇被
昌侯

之

眷

墾

或

從
昌父

兄
ハ在
蹴東

都
嚇出
轟人

朱

　
　

邸
階者
、然

而

草

壽

長

崎

人
、則

亦

胡

以

就

其̀

案

上
鴨

　
　

覽
"詩

草
嚇此

必

有
昌其

設
嚇要
v之

夙

慧

可
v知

也
、惜

乎

　
　

停

雲

集

載
昌其

詩
胸僅

四

首
、餘

絶

無
v覩
、頽

卿

.沒

而

鵬　
　

無
》子
、以
5芳

洲

次

子
爲

y嗣

云
。

　
　

　

　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

四

松
浦
碵
卿
、名
は
儀
、霞
沼
と
號
す
、停
雲
集

に

日
、頑
卿
は
播
州
の

人
、年
甫
め
て
十
三
、對
馬
侯
見
て
以

て

奇
才
と
爲
し
、靖
恭
に
講

ひ
業
を
授
け
し
む
、學
域
り
て
.對
州
の
書
記

と

爲
る
、橘
熄
茶
話

に
日
、頑
卿
十
四
歳
の
時
、詩
草
を
案
上
に

置
く
、南
草
壽
、取
り
て

之
れ
を
覽
て
、吟
誦
巳
ま
す
、既
に
し
て
其

の
自
作
な
る
を
闘
き
、

大
に
驚
き

て
日
、吾
れ
唐
詩
を
抄
寫
す

と

謂
ふ
と
、封
馬
侯
之
れ

を
聞
き
、乃
共
れ
を
し
て
業
を
木
門
に
受
け

し

む
と
、二
書
を
併

せ
考
ふ
る
に
、殊
に
疑

ふ

可
ぎ
あ
り
、十
一!
四
の
童
子
、何
を
以
て

播
州
よ
り
海
を
踰

へ
て
遠
く
對
馬
に
抵
り
侯
の
眷
稱
を
被
む
る
、

或
は
父
兄
に
從
ひ
、東
都
に
在
リ
、朱
邸

に

出
入
す
る
者
か
、然
り

而

ー
て
草
壽
は
長
崎

の
人
な
れ
ば
、則
亦
胡
ん
ぞ
以
て
共
案
上
に

就

い
て
詩
草
を
覽
ん
、此
れ
必
其
詮
あ
ら

ん
、之
れ

を

要
す
る
に

夙
慧
は
知
る
可
き
な
り
、惜
ひ
か
な
停
雲
集
に
共
詩
を
餓
す
る
僅

に
四
首
.餘
は
絶
え
て
覩
る
な
し
、顧
卿
沒
し

て

子
な
し
、芳
洲
の

次
子
を
以
て
嗣
と
爲
す
と
云
ふ
。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
九
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日

本
詩

話
叢

書

留

健

甫
、名

順

泰
、對

州

人
、本

姓

阿

比

留

氏
、後

更
昌

姓

西

皿

爲
昌本

藩

學

職
嚇亦

木

門

弟

乎
、勤

苦

讀
v書
、

才

思

敏

贍
、元

祿

戊

辰
、年

二

十

九
、病

將
v死
、悉

焚
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謂

詩

稿
一日
、吾

輩

詩

文
、何

用

遺

爲
、靖

恭

哀

惜
、爲

製
弘

碑

銘
一云
、其

詩

如
既竹

外

無
v家

群

鳥

下
、松

陰

有
v寺

一

一
僭

還
h殊

佳
、橘

腮

茶

話

日
、鍔

州

李

田

茂
、在
昌朝

」

鍵

有
γ詩

日
、江

風

迭
昌人

語
嚇隔
v岸

有
昌歸

舟
晒金

泰

敬

～

者
、絡

身

吟

賞
、卆

田

茂
、他

無
v所
v考
、因

附
昌載

于

此
ず

南

部

思

聰
、名

景

衡
、號
"南

山
萇

崎

人
、本

姓

小

野

「

氏
、少

孤
、爲
躍南

部

草

壽

所
昌子

畜
茵

買

其

姓
蕈

壽

不
レ詳
昌名

笑

草

壽

蓋

其

稱

號
、後

來
昌京

師
講

読
、自

稱
昌陸

沈

先

生
{天

和

中
、爲
昌富

山

侯

文

學
嚇元

祿

戊

辰

年

卒
、思

聰

嗣

職
、思

聰

初

在
萇

崎
學

昌詩

於

閲

人

黄

公

溥
、杭

人

謝

叔

且
嚇後

從
昌義

袈

在
昌越

中
肖邇

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

一
〇

留
健
甫
、名
は
順
泰
.對
州
の
人
、本
姓
は
阿
比
留
氏
、後
、姓
を
西
山

と
更
む
、本
藩

の
學
職
と
爲
る
、亦
木
門
の
弟
子
、勤
苦
し

て
書
を

讀
む
.才
思
敏
謄
、元
祿
戊
辰
、年
二
十
九
、病
ん
で
將
さ

に
死
せ
ん

と
す
、悉
く
詩
稿
を
焚
て
日
、吾
輩
の
詩
文
、何
ぞ
用

て
遺
す
を
爲

ん
と
、靖
恭
哀
惜
し
、爲
に
碑
銘
を
製
す

と

云
ふ
、其
詩
「竹
外
家
無

く
群
鳥
下
り
、松
陰
寺
有
り

一
僭
遐
る
」が
如
き
、殊
に
佳
な
り
、橘

臚
茶
話
に
日
、對
州
の
甼
田
茂
、朝
鮮
に
在
り
て
、詩
あ
り
日
弓
江
風

人
語
を
途
る
、岸
を
隔
て
ゝ
歸
舟
あ
り
」と
、金
泰
敬
と

い
ふ
者
、絡

身
吟
賞
す
と
、雫
田
茂
は
、他
に
考
ふ
る
所

な

し
、因
て
此
に
附
載

す
。

南
部
思
聰
、名
は
景
衡
、南
山
と
號
す
、長
崎

の
人
、本
姓
は
小
野
氏
.

少
に
し
て
孤
な
り
、南
部
草
壽
に
子
と
し

て
畜

は
る
.因
て
共
姓

を
冐
す
、草
壽
、名
宇
を
詳
に
せ
す
、草
壽
と
は
蓋
其
稱
號
な

ら
ん
、

後
、京
師
に
來
り
講
論
す
、自
ら
陸
沈
先
生

と
稱
す
、天
和
中
、富
山

侯
の
文
學
と
爲
る
、元
祿
戊
辰

の
年
卒
す
、思
聰
職
を
嗣
ぐ
、思
聰

初
め
長
崎
に
在
り
て
、詩
を
閔
人
黄

公
「溥
、杭
人
謝
叔
且
に
學
ぶ
、

後
、義
父
に
從
ぴ
て
、越
中
に
在
り
、途
に
東
都

に
遊
學
し
、業
を
木
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～
遊
"學

東

都
嚇受
昌業

木

畏

停

雲

集

日
、子

聰

爲
v人

温

恭

篤

謹
、精
踏通

經

逆
嚇文

才

富

贍
、身

既

多

病
、自

選
昌

詩

丈

若

干

首
唱名

日
"喚

起

漫

草
嚇正

徳

壬

辰
、卒
昌于

越

中
哨年

五

十

五
、又

橘

愡

茶

話

日
、韓

入

臭

南

老
、

嘗

覽
"子

聰

懐
昌環

翠

園

詩
、雁

歸

塞

北

長

爲
v客
、梅

發

江

南

暗

憶
γ人

句
む極
"口
稱

賛

云

云
、按
、環

翠

園

在
昌越

之

富

山
嚇即

子

聰

所

居
、子

聰

寮

東

都

懐
レ之
、

作
δ七

律

十

首
嚇共

中

佳

句

實

多
、臆

容
西

嶺
幽多

看

レ雪
、圃
學
昌東

陵
層孚

種
v瓜
、生
前

不
v負

十

千

酒
、死

後

何

須

入

百

桑
、細

雨

紅

桃

應
レ委
y徑
、輕

烟

緑

竹

定

遒
v牆
、嚇
γ花

鳥

近
昌書

聰
駟語
、煮
v茗

泉

環
昌竹

塢
一理

欲
v

見
"春

山
幽常

洗
v竹
、因
v憐
稜

雨
赤

栽
レ蕉
、思

聰
三

子
、

長

郎

國

華
。

南

部

國

華
、名

景

春
(稱
穂

藏
幽思

熄

長

子
、聰

慧

絹

　
　
　
　
　

日

本
詩
、史

卷

之

四

門
に
受
く
、停
雲
集
に
日
、子
聰
.入
と
爲
り
、温
恭
篤
謹
、經
史
に
構

通
し
、天
才
富
謄
、身
既
に
多
病
、自
ら
詩
文
若
干
首

を
選
び
、名
け

て
喚
起
漫
草
と
日
ふ
、正
徳
壬
辰
、越
中
に

卒
す
、狂
、凱
ほ
、頭
、叉
橘

腮
茶
話
に
日
、韓
人
呉
南
老
、嘗
て

子
聰
の
環
翠
園

を

懐
ふ
詩
に

「雁
歸
り
て
塞
北
長
く
客
と

爲
り
、梅
發
き

て
江
南
暗
に
人
を
憶

ふ
」の
句
を
覽
て
、口
を
極
め
て
稱
…賛
す

と

云
云
、按
す
る
に
、環
…翆

園
は
越
の
冨
山
に
在
り
、帥
子
聰

が
所
居
、子
臚
東
都

に
在
り
て

之
れ
を
懷
ひ
、七
律
十
首
を
作
る
.共
.中
佳
句
實

に
多
し
、「穂
は
西

嶺
を
容
れ
て
多

く

雪
を
看
、圃
は
東
陵
を
學
ん

で
牛
は
瓜
を
種

う
、㌔
生
前
負
か
す
十
千
の
酒
、死
後
何
ぞ
須

ひ
ん
八
百
の
桑
、」「細

雨
紅
桃
應
に
徑
に
委
す
る
な
る
べ
し
、轢
炳
緑
竹
定
め
て
旛
を
過

ぎ
ん
、」「花
を
卿
む
鳥
は
書
聰
に

近
き
て
語
り
、茗
を
煮
る
泉
は
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ス
カ

塢
を
鐶
り
て
過
ぐ
.』
春
出
を
見
ん
と
歓
し
て

常
に
竹
を
洗
し
、夜

雨
を
憐
む
に
因
て

亦
蕉
を
裁
ゆ
」と
、思
聰
三

子
あ
り
、長
は
即
ち

國
華
な
り
。

w

南
部
國
華
名
は
景
養
權
藏
と
稱
実
思
聰
の

曇
づ;
聰慧

絶

倫年
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日

本

詩

話

叢

書

儉

、年

甫

十

三
、從
v父

赴
聲東

都
↓遊
昌東

叡

山
ハ作
昌五

言

古

風

一

百

韻
嚇爲
"世

所
7稱

、年

十

八

喪
v父
、哀

毀

過

v禮
、奉
v栂
至

孝
、友

昌愛

二

弟

肉行
v己

以
v道
、共

爲
ゼ學
、博

逋

昌經

史

叉

慨

然

有

昌大

志
嚇亡
レ何

喪
齲母

氏
蝋次

弟

亦

亡
、國

華

不
v堪
昌悲

戚
ハ塗

以
出享

保

丁

酉

四

月

二

十

一
日
病

卒

、年

僅

一
一
十

三
、季

弟

亦

夭
、南

氏

絶
v祀

、

停

雲

集

載

賢國

華

除

夜

呈

昌白

石
一俳

律

一
百

韻
ハ氣

象

軒

昂
、珠

磯

理

環
、叉

妙

見

山

寄

題

七

律

八

首
、

亦

復

雋

拔
、使
5
其

天

假
v之

以
昌年

紀
h興
昌蛻

岩

・南

海

一

馳
ゆ逐

于

藝

苑
幽未
炉知
麁

死
"誰

手
脳也
、天

之

忌
レ才

、其

將

謂
v何

、且

徳

者

未
昌必

有

㌻才
、而

才

子

往

往

無
v行
、

國

華

有
呂絶

世

才
嚇而

孝

悌

恭

謹
、可
γ謂
昌全

人
嚇二

弟

雖
昌童

髦

嚇亦

巳

稱
昌難

弟

n乃
-翕

叉

篤

恭
、箸

稱

不
昌蕾

著

撰
嚇何

以

死

喪

相

尋
、邃

至
γ絶
"祀
、古

日
、天

與

扈善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二

甫
め
て
十
三
、父
に
從
ぴ
て
來
都

に
赴
き
、東
叡
山
に
遊
ぶ
、五
言

古
風

一
百
韻
を
作
る
、世
の
稱
す

る
所
と

な

る
、年
十
八
父
を
喪

ひ
、哀
殿
禮
に
過
ぐ
、母
に
奉
す
る
至
孝
、二
弟
を

友
愛
し
、己
を
行

ふ
に
道
を
以
て
す
、其
學
た
る
、簿
く
經
史

に
通
す
、叉
慨
然
大
志

　

イ
ク
メ
グ

あ
り
、
何

も
亡
く
し
て
母
氏
を
喪
ふ
、次
弟
も
亦
亡
す
、國
華
悲
感

に
堪

へ
す
、途
に
享
保
丁
酉
四
月
二
十

「
日

を

以
て
病
ん
で
卒

す
、年
僅
に
二
十
三
、季
弟
亦
夭
す
、南
氏
祀
を
絶
つ
、停
雲
集
に
、國

華
が
除
夜
、白
石
に
呈
す
る
排
律

一
百
韻

を

載
す
、氣
象
軒
昂
、珠

磯
理
環
た
り
、叉
妙
見
山
に
寄
題

の

七
律

八
首
、亦
復
雋
拔
な
り
、

其
れ
を
し
て
天
之
れ
に
假
す
に
年
紀
を

以

て

し
、蛻
岩
.南
海
と

藝
苑
に
馳
逐
せ
し
め
ば
、未
だ
鹿
の
灘
の
手
に
死
す
る
を
知
ら
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
タ

る
な
り
、天
の
才
を
忌
む
.共
れ
將
何
と

か

謂
は
ん
、且
徳
あ
る
者

は
未
だ
必
し
も
才
あ
ら
す
、而
し
て
才
子
往

々
に
行

ひ
な
し
、國

華
絶
世
の
才
あ
り
、而
し
て
孝
悌
恭
謹
、全
人

と

謂
ふ
可
し
、二
弟

童
髦
と
雖
、亦
巳
に
弟
た
り

難
し

と
稱
す
、乃
翕
文
篤
恭
、著
稱
蕾

に
著
撰
の
み
な
ら
す
、何
を
以
て

死
喪
相
尋
ぎ
、途
に
祀

を

絶

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ミ

に
至
る
や
、古
に
日
、天
、善
人
に
與
す
と
、臆
。
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人

噫
。

原

希

翊
・田

信

威

二

人
、竝

靖

恭

門

人
、靖

恭

薦
昌諸

紀

藩
肉希

翊
、本

姓

下

山
、有
膨故

冒
昌外

父

姓

榊

原

氏
粕

名

玄

輔
、號
昌篁

洲
嚇在

紀̀

藩
「著
昌大

明

律

譯

解
「信

威
、

名

文
、其

先

朝

鮮

人
、壬

辰

亂
、年

徇

幼
、我

邦

兵

士
、

岡

田

某

者

得
v之
、途

冒
旌

岡

里

信

威

則

其

孫

云
、

停

雲

集
、載
昌二

人

詩

數

首
幻

山

順

之
.岳

仲

逋
・田

子

彜
・石

貫
、卿

亦

竝

靖

恭

門

人
、其

才

藻

大

抵

相

若
、共

郷

貫

履

歴
、詳

見
昌停

雲

集
嚇其

稱
昌順

之
一日
、年

二

十

餘
、始

學
於

木

門
嚇刻

苦

讀
γ書
、行

義

甚

修
、家

貧

拜
v日

而

食
、晏

如

也
、然

則

其

人

最

可
v稱
、九

月

十

三

夜

封
v月

排

律
、亦

自

不

v俗
。

深

見

子

新
、名

玄

岱
、號
昌天

潴
冖長

崎

人
、以
魑交

學

善

　
　
　
　
　

日
本

詩
史

卷

之

四

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
コ
レ

原
希
翊
、田
信
威
の
二
入
は
、竝
に
靖
恭

の
門
人
な
り
、靖
恭
諸
を

紀
藩
に
薦
む
、希
翊
本
姓
は

下
山
、故
あ
り
て
外
父

の
姓
榊
原
氏

を
冒
す
、名
は
玄
輔
、篁
洲
と
號
す
、紀
藩
に
在
り
て
、大
明
律
譯
解

を
著
す
、信
威
、名
は
丈
、共
の
先
は
朝
鮮
の
人
な
0
、壬
辰
の
亂
、年

徇
幼
な
り
、我
邦
の
兵
士
、岡
田
某
と
い
ふ
者
、之
れ

を
得
た
り
、途

に
姓
岡
田
を
冒
す
、信
威
は
則
其
孫

と

云
ふ
、停
雲
集
に
、二
入
の

詩
數
首
を
載
す
。

山

順

之
、岳

仲

通
、田

子

彜
.石
貫

卿

亦
竝

に
靖

恭

の

門

人

な

り
、共

　

　

　

　

シ

『

寨

弋

弐

月
時

く

、土
、
郎
裟

愛

悉

よ
・羊

こ
事

嚢

萇

こ

包

♪
・キ

頁

一!
毫

つ
ま

オ

=
／
、
ゴ
ノ
多
}

汚

靂

〃

二一両
趣
季

ξ

重

亭

」

ぴ
.
」
ノ川

之

を

稱

す

る

に

日
、年

二

十
餘

、始

め

て
木

門

に

學

ぶ
、刻

苦

書

を

讀

み
、行

義

甚

修

る
、家

貧

に
し

て
日

を
井

せ

て

食

す
、晏

如

な

り

と
、然

ら

は
則

其
入

最

稱

す

可

し
、九

月

十

三

夜
、月

に

對

す

る

排

律

、亦

自

ら

俗

な
ら

す
。

深
見
子
新
、名
は
玄
岱
、天
濁
と
號
す
、長
崎

の
人
、文
學
轟
書

を
以

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

一
三



　
　
　
　
　
　
　

日
本

詩

話
叢

書

　
　

書
稗

、初

以
昌醫

術
套

昌精

於

薩

國
麦

廟

初
、聞
其

有

鮒　
　

文
一録

用
、其

詳

見
昌停

雲

集
肖余

謂

天

潴

以
鱒女

學
一榮

　
　

逹
、今

閲
昌其

詩
↓無
昌甚
・
佳

者
嚇何

也
、天

游

二

子
、松

年
.

　
……

　
　

霾

齡
、竝

有
"材

學
冖云
。

　
　

三

宝

用

晦

名

績

明
、號

觀

潤

京

師

人
、以
昌文

章
蘭

、

　
　

常

藩

聘

置
昌其

更

局
嚇文

廟

時
、取

補
.東

都

學

職
嚇停

　
　

雲

集

所
レ載
、寄
昌京

師

人
一詩

中

聯

日
、三

更

燈

火

波

　
　

心
市
、十

里

絃

歌

岸

上

樓
、杜

父

魚

肥

杯

可
v擧
、牛

　
　

王

廟

古

葉

將
v秋

以
繍其

排

偶

易
7入
"世

耳
肉膾
炙

一

　
　

時
一余

謂

三

四

爲
昌攝

之

安

治

川

作
n則

佳

矣
、鴨

水

　
　

涓

涓
、曾

不
v容
v刀
、波

心

二

字
、殊

爲
レ無
レ謂
、第

六

句
、

　
　

徒

事
昌對

偶
嚇粘
v景

不
レ切
、牛

廟

六

月
、羅

穀

相

摩
、香

　
　

風

撲
v鼻
、何

曾

有
昌此

凄

凉
嚇觀

瀾
、叉

有
τ咏
郡倭

刀
詩

畠

　
　

亦

見
薗停

雲

集
齦我

邦

人

咏
昼我

邦

刀
{題

日
レ咏
v刀

可

ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ハ

て
稱
せ
る
、初
め
醫
術
を
以
て
、精
を
薩

國
に
食
む
、文
廟
の
初
め
、

其
有
文
を
聞
ぎ
録
用
せ
ら
る
、其
詳
は

停
雲
集
に
見
ゆ
、余
謂
ふ
、

天
騎
文
學
を
以
て

榮
達
す
、今
其
詩
を
閲
す

る

に
、甚
佳
な
る
者

な
き
は
、何
ぞ
や
、天
潴
の
二
子
、松
年
、龜
齡
、竝
に
材
學
あ
り
と
曇

ふ
。

三
宅
用
晦
、名
は
緝
明
、觀
潤
と
號
す
、京
師
の
入
、丈
章

を
以
て
聞

ゆ
、常
藩
聘
し
て
、共
史
局
に
置
く
、文
廟

の
時
、取
り

て
東
都
の
學

職
に
補
せ
ら
る
、停
雲
集
に
載

す

る

所

の
、京
師
の
八
に
寄
す
る

詩
中
の
聯
に
日
、「三
更
の
燈
火
波
心

の

市
、十
里
の
絃
歌
岸
上
の

棲
、杜
父
魚
肥
え
て
杯
擧
く
可
し
、牛
王
廟
古
り

て
葉
將
さ
に
秋

な
ら
ん
と
す
」と
、其
排
偶
世
耳
に
入
妙
易
き

を
以
て
、
一
時
に
膾

炙
す
.余
謂
ふ
、三
四
、攝
の
安
治
川
の
作
と
爲
さ
ば
、則
佳
な
り
、鴨

　
　
　
　
　
フ
お

水
涓

々
曾
て
刀
を
容
れ
す
、波
心
の
二
宇
、殊
に
謂
ひ

な

し
と
爲

す
、第
六
句
徒
に
對
偶
を
事
と
し
、景

に
粘
す
る

こ
と
切
な
ら
す
、

牛
廟
六
月
、羅

轂
相
摩
し
、香
風
鼻
を
撲

っ
、何
ぞ
曾
て
此
の
凄
凉

あ
ら
ん
、觀
瀾
、夊
倭
刀
を

咏
す
る
詩
あ
り
、亦
停
雲
集
に
見
ゆ
、我

邦

の
入
に
し
て
我

邦
の
刀
を
咏

す
、題

し

て
刀
を
咏
す
と

日
ふ

　
　
　
　
ナ
ソ

て
可
な
り
、証
ぞ
倭
と
日
ふ
を
用
ひ

ん
、宋
明
此
等
の
詩
多
し
、傚

ふ
て
之
れ
を
作
ら
は
、則
臼
本
刀
を
咏
す
る
に
擬

す

と
日
ふ
は
、



ユ　
　

也
、誼

用
レ日
v倭
、宋

明

多
"此

等

詩
叫傚

而

作
v之
、則

日

　
　

γ擬
v咏
昼日
本

刀
嚇獪

可

也
、觀

瀾

有
昌重

名
嚇而

有
昌此

破

　
　

綻
嚇何

也
、或

日
、觀

瀾

亦

木

門

之

人
。

　
"

　
　

服

部

寛

齋
、前

卷

巳

録
昌其

人
哨今

閲
昌停

雲

集
h寛

齋

　
　

名

保

庸
、字

紹

卿
、東

都

人
、強

記

力

學
、且

以
昌孝

寥

　
　

聞
、文

廟

在
v藩

之

日
、徴

爲
幡一侍

讀

'云

云
、停

雲

集
、載
島

　
　

其

詩

三

貢

頗

清

暢

矣
、寛

齋

弟

維

恭
、名

愿
號

昌橘

　
　

蟄

同
昌伯

氏
騨録

用
、停

雲

集
、載
昌九

月

十

三

夜

作
青

　
　

尾

匂
・稱
、可
v録
。

　
　

土

肥

允

仲
、名

元

成
、號
昌霞

洲
h東

都

人
、生

而

聰

悟
、

　
　

及
亀其

能

言
寝

v書

帥

成
v誦
、六

歳

作
v詩
、文

廟

濳

邸

　
　

之

日
、召

見
、試

講
昌論

語

中

庸
嚇論

辯

甚

明
、且

命

書
昌

　
　

其

所
y賦

詩
嚇書

法

亦

可
v觀
、于
レ時

元

碌

癸

未

秋

八

蹣　
　

月
、允

仲

年

十

一
云
、停

雲

集

記
昌允

仲

事
一姻
v鼓
、所

　
　
　
　
　
　
　

日
本

詩

史
卷

之

四

獪
可
な
り
」觀
瀾
、重
名
あ
り
て
、而
し
て
此
の
破
綻
あ
る
は
、何
ぞ

や
、或
は
日
、觀
瀾
も
亦
木
門
の
人
な
り
。

服
部
寛
齋
、前
卷
已
に
其
人
を
録
す
、今
停
雲
集
を
閲
す

る
に
、寛

齋
名
は
保
庸
.字
は
紹
卿
.東
都
の
人
、張
記

力
學
、且
孝
友
を
以
て

聞
ゆ
、丈
廟
、藩

に
在
る
の
日
、徴
む
て
侍
讀
と
爲
す
云
云
、停
雲
集

に
、其
詩
三
首
を
載
す
頗

清
暢
な
り
.寛
齋
の
弟
維
恭
、名
は
愿
。橘

洲
と
號
す
、伯
氏
と
同
じ

く

録
用
せ
ら
る
、停
雲
集
に

九
月
十
三

夜

の
作
を
載
す
、首
尾
句
稱
、録
す
可
し
。

土
肥
允
仲
、名
は
元
成
、霞
洲
と
號
す
、東
都
の
人
、生
れ
て
聰
悟
、其

能
く
言
ふ
に
及
び
、書
を
授
く
れ

ぱ
印
誦

を

成
す
、六
歳
に
し
て

詩
を
作
る
、文
廟
潛
邸
の
日
、召
見
し
、試
み
に

論
語
中
庸
を
講
ぜ

し
む
、論
辯
甚
明
な
り
、且
命
じ

て
其
賦
す

る
所
の
詩
を
書
せ
し

む
、書
法
も
亦
觀
る
可
し
、時
に
元
祿
癸
未
秋

八

月
、允
仲
年
十

一

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
カ
ク

と
云
ふ
、停
雲
集
に
、允
仲
の
事
を
記
す
る
茲
の
如
し
、謂
は
ゆ
る
、

棘
童
も
霤
な
ら
ざ
る
な
り
、余
停
雲
集

に
載
す

る
所
を
覽

る

に
、

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

一
五



assユ

～
　
　
　
　
　

日
本

詩

話
叢

書

謂
禪

童

不
F啻

也
、余

覽
昌停

雲

集

所
ツ載
、詩

亦

當

行
、

其

中

贈

京̀

師

故

入
騨小

絶

日
、
一
別

昔

書

斷
、相

思

秦

地

秋
、欲
智將
邑雙

涙
.寄
"墨

水

不
譜西

流
h最

存
昌古

意
刈

眞

子

明
・都

孟

明
、二

人

始

末
、併
昌其

詩
門見
昌停

雲

集
肉

子

明

名

璋
、殊

有
昌才

思

一云
、所
γ載

詩

一
首
、頗

佳
。

田

伯

鄰
、姓

盆

田
、名

助
、號
鶴

婁

東

都

賈

入
、世
、業
昌

費

藥
嚇伯

鄰

少

志
學

、師
昌事

白

石
邃

以
v詩

聞
、又

以

v喜
財客
、其
名

釜
.著
、余

閲
昌其

詩
嚇無
"甚

佳

者
↓要

縁
諸

名

士
一不

朽

耳
、梁

景

鸞
、有
鱠

昌鶴

婁

書
・及

鶴

樓

集

跋
納服

子

邏
、有

鶴

褸

傳
嚇今

併

考
v之
、其

人

則

實

可

γ鯨
者
、京

攝

雅

多
昌大

賈
h而

無
ヨ
一
人

可
昌比

擬
h近

時

攝

有
昌木

世

肅
h或

日
、可
v當
轟鶴

褸
「余

悉
昌世

肅

爲
ツ人
、

不
v同
鶴

樓
嚇鶴

樓

以
ソ豪
、世

肅

以
v雅
鶴

樓

用
レ率
、世

粛

勤
"博
、鶴

樓

一
飮

數

斗
、世

粛

勹

飮

不
ヴ鋤
、鶴

樓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

詩
も
亦
當
行
な
り
.其

中
京
師
の
故
人

に
贈
る
小
絶
に

日
、「
一
別

脅
書
斷
え
、相
思
ふ
秦
地
の
秋
、雙
涙
を
將

て
寄
せ

ん
と
欲
す
る

も
、墨
水
西
流
せ
す
」と
、最
古
意
を
存
す
。

眞
子
明
、都
孟
明
、二
人
の
始
末
、其
詩
を
併
せ
て
、停
雲
集
に
見
ゆ
、

子
明
名
は
璋
、殊
に
才
思
あ
ゆ
と
云
ふ
、載
す
る
所

の

詩

一
首
.頗

佳
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

田
伯
鄰
、姓
は
釜
田
、名
は
助
、鶴
樓
と
號
す
、東
都

の
賈
人
な
り
、世

賣
藥
を
業
と
す
、伯
鄰
少
に
し
て
學

に

志
し
、白
石
に
師
事
す
、途

に
詩
を
以
て
聞
ゆ
、又
客
を
喜
ぶ

を

以

て
、其
名
釜
著
る
、余
其
詩

を
閲
す
る
に
、甚
佳
な
る
者
な
し
、要
す
る

に
諸
名
士
に
縁
り
て

不
朽
な
る
の
み
、梁
景
鸞
、鶴
樓
に
膾

る

書
、及
び
鶴
樓
集
の
跋
あ

り
、服
子
遷

に
、鶴
樓
の
傳
あ
り
、今
併
せ
て
之
れ
を

考
ふ
る
に
、註
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ト

人
は
則
實
に
傳
ふ
可
き
者
な

り
、京
攝
雅
よ

り

大
賈
多
し
、而
し

て

一
人
の
比
擬
す
可
き
な
し
、近
時
攝

に
木
世
肅
あ
り
、或
は
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ヅ
ク

鶴
樓
に
當
る
可
し
と
、余
世
肅
の
入

と

な

り
を
悉
す
、鶴
樓
に
同

じ
か
ら
す
、鶴
樓
は
豪
を
以
て
し
、世
肅

は
雅

を

以
て
す
、鶴
樓
は

率
を
用
ぴ
、世
肅
は
博
を
勤
む
、鶴
樓

は

一
飮
數
斗
、世
肅
は
句
飮

勸
め
す
、鶴
樓
は
唯
好
み
て
詩
を
作
る
、世
肅

は

稍
多
岐
な
り
、鶴

樓
は
客
を
喜
ぶ
、客
無
け
れ
ば
樂

ま

す
隔最
文
學

の
士
を
重
ん
す
、



ユ267

ゾ

唯

好

作
v詩
、世

粛

稍

多

岐

矣
、鶴

樸

喜
v客
、無
γ客

不

v樂
、最
重
昌丈

學

之

士
嚇客

必

得
邑文

士
嚇不
v得

則

雜

賓

俗

客
、隨
γ至

而

歡
、世

肅

亦

寛
尸
客
、無
v客

亦

樂
、非
レ不

γ重
呂文
學

之

士
門而

兼

喜
昌諸

好

事

之

徒
舶

僭

法

霖
、號

蘭

谷
嚇本

小

野

氏
、東

都

賈

入
、性

恬
昌世

利
雇

.詩

之

耽
、有
v兒

徇

幼
、出
萋

獨

處
、後

逾

爲
v僧
、

停

雲

集
、多

轂
昌共

詩
嚇結

構

精

密
、佳

篇

不
v尠
、
一
聯

隻

句
、殊

多
晶響

亮
嚇今

録
其

數

聯
肉舟

申

夢

破

湖

天

自
、馬

上

望

迷

驛

樹

青
、
一
水

人

遙

梅

耐
v折
、三

更

夢

斷

月

相

親
、鶯

鳳

長

想

高

入

嘯
、鸚

鵡

徒

憐

處

士

狂
、花

裡

書

聰

三

月

雨
、松

間

禪

榻

五

更

風
、只

今

天

下

劍

無
γ氣
、依
v舊

世

間

錢

有
v祕
。

僑

若

霖
、字

桃

溪
、相

州

人
、數
.往
來

京

麌

東

涯

盍

簪

録

日
、霖

善
v詩
棄

能
昌書

畫
ハ海

内

文

儒

之

家
、參

　

　

　

　

日

本

詩

史

卷

之

四

客
必
文
士
を
得
ん
と
す
、得
ざ
れ
ば
則
雜
賓
俗
客
も
至
る
に
隨
つ

て
歡
す
、世
肅
も
亦
客
を
喜
ぶ
、客
無
け
れ
ど
も
亦
樂

し

む
、文
學

の
士
を
重
ん
ぜ
ざ
る
に
非
す
、而
れ
ど
も
秉
て
諸
好
事
の
徒
を
喜

ぶ
。

像
法
霖
、蘭
谷
と
號
す
、本
と
小
野
氏
、東
都
の
賈
人
な
り
、性
、世
利

に
恬
な
り
、唯
詩
に
之
耽
る
、兒
あ
り
徇
幼

な

る
に
.妻
を
出
し
て

獨
處
し
、後
途
に
僭
と
爲
る
、停
雲
集
に

多

く
其
詩
を
載
す
、結
構

精
密
.佳
篇
尠
か
ら
す
、
一
聯
隻
40
、殊
に

響
亮
多
し
、今
其
數
聯
を

録
す
、「舟
中
夢
破
れ

て
湖
天
白
く
、馬
上
望
迷
ふ

て
驛
樹
青
し
、」

一.水
八
遙
に
し
て
梅
折
る
に
耐

へ
ん
.三
更
夢
斷
え

て
月
相
親

し
む
、」

「鸞
鳳
長
く
想
ふ
高
人
の
嘯
、鸚
鵡
徒
に
憐
む
處
士
の
狂
、」

花
裡
の
書
愡
三
月
の
雨
、松
間
の
彈
榻

五
更
の
風
、」「ロバ
今
天
下
劍

に
氣
な
し
、舊
に
依
り
て
世
間
錢
に
紳

あ
り
しと
。

僭
若
霖
、字
は
桃
溪
、相
州
の
入
、數
京
攝

に
往
來
す
、東
涯
の
盍
簪

録
に
日
、霖
、詩
を
善
く
し
.兼
て
書
畫
を
能
く
す
、海
内
文
儒
の
家
、

參
謁
殆
ん
ど
遍
し
と
云
云
、今
其
詩

を

覽

る
に
、實
に
法
霖
の
下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
七
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H

本

詩

話

叢

書

謁

殆

遍

云

云
、今

覽
.其

詩
嚇實

出
"於

法

霖

之

下
茹

鴛

題
呂某

池

亭
詩

h後

聯

日
、釣

罷

孤

舟

蘋

渚

繋
、魚

稀

隻

鷺

蓼

汀

眠
、前

句

巳

係
昌魚

裏

亦

唯

一
意
、餘

可
昌

以

推

矣
。

梁

景

鸞
、名

邦

美
、號
昌蛻

岩
ツ總

州

入
、少

遊
昌學

東

都
「

天

才

巧

妙
、前

無
轟古

人
嚇後

無
昌繼

者
n少

時

負
v才
、不

v閑
轟小
節
唄故

筮

仕

數
、跌
、膿
,遇
昌困

阨
蒙

徒

四

壁
、而

意

氣

不
邑少

撓
嚇嘗

以
v不
v能
v買
γ書

爲
v題
、其

末

句

日
、

惠

車

鄲

架

滿
昌天

地
嚇誰

信

室

擧

獪

突
v園
、不
v知

者

以

爲
"妄

且

傲
肉而

其

咏

雪

詩

序

中

亦

日
、余

頻

年

窮

甚
、書

籠

中
、除
昌四

子
一外
、有

詩

韻

一
册
・徐

文

長

集

孚

部
嚇夫

塞

拳

突
y圍
、果

非
昌虚

語
鞘也
、余

謂

爾

時

東

都

雖
昌人

才

如
官林
、除
昌自

石
・南

海
一外
、諸

子

長

鎗

大

戟
、恐

難
γ敵
昌景

鸞

筌

豢

景

鸞

後

仕
菖加

納

候

加

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

一
八

に
出
づ
、某
池
亭
に
題
す
る
詩
の
如
き
、後
聯
に

日
、「釣
り
罷
ん
で

孤
舟
蘋
渚

に
繋
ぎ
、魚
稀
に
し

て
隻
鷺
蓼
汀
に
眠
る
」
ご
、前
句
巳

に
魚
の
事
だ
係
れ
ば
、亦
唯

}
意
な
り
。餘
は
以
て
推
す
可
し
。

梁

景

鸞
、名

は
邦

美

.蛾

岩

と
號

す
、總

州

の
入
、
少

に
し

て
、凍

都

に

遊

學

し
、大
才

巧

妙
、前

に
古

入

な
く
、後

に
繼

ぐ

者

な

し
、少

時

才

　

　

　

　

　

ナ
ラ
バ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
を

　

タ
ノ

を

負

み
、小
節

に
閑

は
す

、故

に

筮

仕
數

跌

す

、麌

困

阨

に
遇

ふ
、家

タ

マ
徒
四
壁
の
み
、而
し
て
意
氣
少

し

も
撓

ま
す
、嘗
て
書
を
買
ふ
能

は
ざ
る
を
以
て
題
と
爲
す
、共
末
句

に

日
、{惠
軍
鄰
架
天
地
に
滿

つ
、誰
か
信
ぜ
ん
室
拳
獪
圍
を
突
く
」と
、知
ら

ざ
る
者
は
、以
て
妄

且
傲
と
爲
す
、而
し
て
共
咏
雪
の
詩
の
序
中

に
も

亦
日
、余
頻
年

窮
甚
し
、書
麓
中
、四
子
を
除
く
外
、詩
韻

一
册
、徐
文
長
の
集
牛
部

あ
り
と
、夫
の
室
拳
圍
を
突
く
は
、果
し
て
虚
語

に
非
ざ
る
な
り
、

余
謂
ふ
爾
時
東
都
人
才
林
の
如

し

と

雖
、白
石
南
海
を
除
く
外
、

諸
子
の
長
鎗
大
戟
、恐
く
は
景
鸞
の
筌

拳
に
敵

し
難
か

ら
ん
、景

鸞
後
加
納
侯
に
仕
ふ
、加
納
侯
と
は
、今

の
松
本
侯
印
是
れ
な
り
、



ユ
　

納

侯
、今

松

本

侯

即

是

也

亡
v何

亦

辭

去
、最

後

爲

昌

　
　

　
赤

石

儒

學

嚇赤

石

有

海̀

嶽

之

勝
肉加
レ之

鄰
昌於

攝

嚇近
昌

　

^

於

京

師
↓其

業

漸

以

廣

被
、逾

有

一終

焉

意
嚇於
v是
湖

　
　

　
海

之

氣

日

銷
、温

潤

之

徳

月

進
、余

弱

齡

在
鵠赤

石
朔

　
　

　
始

謁
昌其

人
"既

已

幡

幡

然

矣
、而

薫

然

和

煦
、亳

不

　
　

　
鯵修
昌纏
幅

晒且

天

性

愛
ド才
、循

循

誘

奬
「
不
ア以
昌所

長

"加
上

。　

　

ゾ人
、長

子
、小

字
.萬

虎
、才

氣

似

皀乎

乃

翁
以

v疾

廢

焉
、

　
　

　
痴
へ
子

狙

転
■
詞

哉

鉱白
、嚢

安
、魔

η百
誹

躔

聯婁
、變
、覊
』
君

　
　

　
一ツ'　
覃一　　認ヒt　　乏
　　『旺
び耳
　　=～　　・ζ丿　オ
」　聾
・,ドノ、
一さ軆　五hq　匠謬巴　》罰
!}　
ノ
'しノ

　
　

爲
ガ宋

元
↓爲

初

璽

爲

9。毛

子
叫爲

耀徐

文

長
曲爲
昌袁

中

郎
一

　
　

爲

昌鍾

譚
ハ膾
昌余

弟

一詩
、有
卞我

初

御
v風

翔
、晩

而

履
轟李

　
　

　
地
乏

句
h而

亦

唯

畢

竟

爲
轟
一
蛻

翕

之

詩

一云
、余

謂

　
　

　
凡

作

者

患
、在
τ才

者

不
v勤
昌敲

推
冖勤

者

未
中必

有
占才

　
　

　
也
、蛻

岩

有

昌天

縱

才

葡

極
V力

鍛

錬
、何

以

知
昌其

然

鱒

　
　

　
也
、蛻

岩

輿

昌余

兄

鎚

交

稱

昌忘

年
贈

答

殊

多
、是

皆

　
　
　
　
　
　
　
　
口

本
詩

更
卷

之

四

イ
グ
メ
ク

何

も
亡
く
亦
辭
し
去
る
、最
後
に
赤
石

の
儒
學
と
爲
る
、赤
石
は

海
嶽

の
勝
あ
り
、之
れ
に
加
ふ
る
に
攝

に
鄰
り
、京
師
に
近
し
、其

業
漸
く
以
て
廣
被
す
,遂
に
終
焉
の

意
あ
り
、是
に
於

て

湖
海
の

氣
日
に
銷
し
、滞
潤
の
徳
月
に
進
む
、余
弱
齡
赤
石

に
在
り
、始
め

て
其
人
に
謁
す
、既
に
已
に
幡

々
然

た

り
、葡
し
て
薫
然
和
胞
、毫

も
邊
幅
を
修
め
す
、且
天
性
才

を

愛
し
、循

々
誘
奬
、所
長
を
以
て

人
に
加

へ
ず
、長
子
小
字
は
萬
虎
、才
氣
、乃
翁
に
似
た

り
、疾
を
以

て
廢
す
、次
子
は
邸
今
職
を
嗣
ぐ
者
、今
按
す

る

に
蛻
岩
詩
體
屡

變
す
、唐
と
爲
り
宋
元
と
爲
砂
、初
明
と
爲
り
、七
子
と
爲
り
、徐
交

長
と
爲
り
、袁
中
郎
と
爲
り
、鐘
譚
と
爲

る
、余
が
弟

に
賜
ゑ

誇
に
・

　
　

　
　

　
　

　
　
ヒ
カ
ケ
　
　
　
　
ジ

「
我
れ
始
め
風

に
御
し
て

翔
る
、晩
に
而
て
亭
地
を
履
む
」の
句
あ

　
　

　
　

　
　
せ

り
、而
れ
ど
も
亦
唯
畢
・竟

一
蛻
翁
の
詩

た
り

と
云
ふ
、余
謂
ふ
に
、

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
カ
ウ
な
イ

凡
そ
作
者

の
患
は
、才
あ
る
者

は

敲
推
を

勤
め
す
、勤
む
る
者
は

未
だ
必
し
も
才
あ
ら
ざ
る
に
在

る
な

り
、蛻
器
天
縦
の
才
あ
り
、

而
し
て
力
を
極
め
て
鍛
錬
す
、何
を
以

て
共

然
る
を
知
る
、蛻
岩

余
が
兄
弟
と
交
り
、忘
年
と
稱
す
、瓶
答
殊

に

多
し
、是

れ
皆
蛻
岩

　
　

ゲ
ヅ

が
赤
石
税
駕
の
後
な
り
、其
年
紀
を
考

ふ
る
に
蓋
六
十
以
後
な
り

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

一
九



27ぴユ

　
　
　
　

甘

本

詩
話

叢

書

蟯

岩

赤

石

税

駕

之

後
、考
昌其

年

紀
n蓋

六

十

以

後

矣
、厥

後

蛻

岩

集

出
、就

而

閲
v之
、則

往

往

改
昌二

三

字
納而

改

者

更

有
昌理

致
n乃

知

八

十

老

翕
、孜

孜

兀

兀
、濳
昌思

宇

句
門宜

其

能

造
昌詣

精

微
嚇今

讀
昌其

集
肉譬

獪
.上
昌崑

崙

之

邱
嚇歩

歩

是

玉
、ス
昌栴

檀

之

林
嚇枝

枝

是

香
ム詩

至
昌於

此
n宜
v無
昌遺

論
り而

獪

有
v未
レ毳
v善

者

何

也
、蛻

岩

用
v才

大

過

耳
、張

茂

先
譜

昌陸

土

衡

日
、

人

常

恨
昌才

少
嚇而

子

更

患
昌其

多
哨余

於
昌蛻

翕
一復

云
。」

桂

山

彩

岩
、名

義

樹

字

君

華
、東

都

秘

書

監

云
、余

在
昌赤

石
簗

景

鸞
、數
.稱
昌彩

岩

詩

律

精

工
茵

知
昌其

作

家
門後

來

信

州

湖

玄

岱
、亦

盛

稱
昌彩

岩
嚇乃

盆
.知
昌

其

作

家
嚇於
γ是

歴

閲
昌諸

選
嚇玉

壺

詩

稿
、載
昌八

島

懷

古

七

律

二

首
肖崑

玉

集

載
"擬
昌金

陵

懐

古
瞞七

律

一

首
畠煕

朝

文

苑
、載

贈̀
レ人

七

絶

二

首
嚇逋
蹴諸

選

所
"載
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇

ソ

ノ
厥
後
蛻
岩
集
出
づ
、就
て
之
れ
を
閲

す

れ

ば
、則
往

々
二
三
字
を

改
む
、而
し
て
改
む
る
者
更
に
理
致
あ
り
、乃
知
る
八

十

の
老
翕
、

孜

々
兀

々
、思
を
字
句
に
潛
む
、宜
な

り
共
能

く

精
美
に
造
詣
す

る
こ
と
、今
其
集
を
讀
む
に
、譬

ぱ

獪
崑
崙
の
邱
に
上
り
、歩

々
是

れ
玉
栴
檀
の
林
に
入
り
枝

々
是
れ
香
な

る
が
ご
と
し
、詩
も
此
に

至
り
て
、宜
し
く
遺
論
な
か
る
べ
し
、而
し

て
獪
未
だ
善
を
盡
さ

ざ
る
あ
る
は
、何
ぞ
や
、蛻
岩
才
を
用
ふ

る

太
だ
過
ぐ
る
の
み
、張

茂
先
、陸
士
衝
に
謂
て
口
、入
常
に
才
の
少
き

を

恨
む
、而
し
て
子

は
更
に
其
多
き
を
患
ふ
と
、余
蛻
翕
に
於
て
復
云
ふ
。

桂
山
彩
岩
、名
は
義
樹
、字
は
君
華
、東
都

の
秘
書
監
と

云
ふ
、余
赤

石
に
在
り
、梁
景
鸞
、數
彩
岩
の
詩
律
精

工

を
稱
す
、因
て
其
作
家

な
る
を
知
れ

り
、後
來
信
州

の
湖
玄
岱

も
、亦
盛
ん
に
彩
岩
を
稱

す
、乃
釜
其
作
家
な
る
を
知
る
、是
に
於
て
歴

く

諸
選

を
閲
す
る

に
、玉
壷
詩
稿
に
、八
島
懐
古
七
律
二
首
を
載

す
、崑
玉
集
に
、金
陵

懷
古
に
擬
す
る
七
律

一
首

を
載
す
、煕
朝
文

苑
に
、人
に
贈
る
七

絶
二
首
を
載
す
、諸
選

の
載
す
る
所

を

通
じ
て
、僅

に
五
首
、共
他

は
見
る
な
し
、京
攝
の
年
少
、往
々
桂
秘
監

の
何
れ

の

人

な
る
を
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僅

五

首
、其

他

無
γ見
.京

攝

年

少
、往

往

不
v知
冠桂

秘

監

爲
昌何

人
嚇蓋

數

十

年

來
、東

都

藝

文
、播
昌傳

于

京

攝
著

、特

譏

園

諸

子
、其

他

雖
鸞

鳳

吐
ツ音
、寥

乎

無

レ聞
、亦
可
v見
昌
一
時

風

氣

之

偏
嚇而

彩

岩

重

厚

不
v近

v名
者
、亦

可
v徴

耳
.

物

徂

徠
、以
昌傑

出

才
一駕
昌宏

博

學
{不
v能
v守
昌舊

業
噂邃

以
昌復

古
}創
畠立

門

戸
嚇其

初

一
二

輕

俊
、從

而

鼓
昌吹

之
嚇終

能

海

内

翕

然

風

靡

雲

集
、我

邦

藝

交
、爲
v之

一
新
、而

才

俊

亦

多

出
昌其

門
董

v今

講

説

之

徒
、藉
昌

口

徂

徠
門坐
昌皐

些

而

驕
昼生

徒
一者
、比

比

不
v尠
、若

夫

經

義

丈

章
、余

有
昌別

論
肉徂

徠

嘗

著
唐

後

詩

絶

句

解
嚇海

内

由
v是

宗
鼬嘉

靖

七

子
嚇喜
v之

者
、以
昌徂

徠
一爲
"

藝

苑

之

功

人

非
レ之

者
、或

以

爲
萇

昌輕

薄
唄要

未
己之

深

考
剛耳
、余

謂
、明

詩

之

行
昌于

近

時
嚇氣

蓮

使
γ之

也
、

　
　
　
　
　

日

本

詩
史

卷
之

四

知
ら
す
、蓋
數
十
年
來
、東
都
の
藝
文
、京
攝
に
播
傳

す
る
者
は
、特

に
譲
園
諸
子
、其
他
蠻
…鳳
一膏
を
吐
く
と
雖
、寥
乎
と
し
て
聞
ゆ
る
無

し
、亦

一
時
風
氣

の
偏
を
見
る
可
し
、而

し

て
彩
岩
、重
厚
名
に
近

づ
か
ざ
る
者
な
る
も
、亦
徴
す
可
き
の
み
。

物
徂
徠
.傑
出
の
才
を
以
て
、宏
博
の
學

に
駕
す
、舊
業
を
守
る
能

は
す
、途
に
復
古
を
以
て
、門
戸
を
創
立
す
、其
初
め

一
二

の
輕
俊
、

從
ひ
て
之
れ
を
鼓
吹
す
、終
に
能
く
海
内
翕
然
と
し
て
風
糜
雲
集

す
、我
邦
の
藝
文
.之
れ
が
爲
に

一
薪
す
、而
し

て
才
俊
も
亦
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ

世
ハ門
に
出
づ
、今
に
至
り
て
講
読
の
徒
、
ロ
を
徂
徠

に
藉
…り
、皐
比

に
坐
し
て
、而
し
て
生
徒
に
驕
る

者
比

々
尠
か

ら
す
、若
夫
れ
經

義
丈
章
は
、余
別
論
あ
り
、徂
徠
嘗
て
唐
後
詩
・絶
句
解
を
著
す
、海

内
是
に
由
て
嘉
靖
七
子
を
宗
と
す
、之
れ

を

喜
ぶ
者
は
、徂
徠
を

以
て
藝
苑
の
功
人
と
爲
し
、之
れ
を
非

る
者

は
.或
は
以
て
輕
薄

を
長
す
と
爲
す
、要
す
る
に
未
だ
之
れ
を
深
く
考

へ
ざ

る

の
み
、

余
謂
ふ
に
、明
詩
の
近
時
に
行
は

る
ゝ
、氣
運
之
れ

を

せ
し
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一=

些
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胃

本
詩

話
叢

書

請

詳

論
γ之
、夫

詩

漢

土

聲

音

也
、我
、邦

人
、不
F學
v詩

則

己
、苟

學
レ之

也
、不
v能
v不
v承

順

漢

土
也

、而

詩

軆

毎

隨
乳
氣
坩逮
レ號
阿
漂
悩、所
γ珊硝
一二
百

腔扁
、世俣
釉
既
山ハ
朝
、唐

宋
　
ρ

元

明
、自
レ今

觀
v之
、秩

然

相

別
、而

當

時

作

者
、則

不

レ知

其̀
然
一而

然

者
、氣

蓮

使
レ之

者
、非

耶
、我

邦

輿
出漢

土
嚇相

距

萬

里
、劃

以
昌大

海
嚇是

以

氣

蓮

毎

袤

于̀

彼
噂

而

後

盛
昌于

此
一者
、亦

勢

所
V不
V苑
、其

後
昌于

彼
嚇大

抵

二

百

年
、胡

知
蝕
ハ
然
嚇懐

風
・凌

雲

二

集

所
"收

五

言

四

韻
、世

以

爲
昂律

詩
騨非

也
.其

詩

謝

偶

雖
v備
、聲

律

未
譖

、是

古

詩

漸

變

爲
迸

體
薺

梁

陳

隋

漸

多

共

作
嚇我

邦

承
昌其

氣

蓮
騨者
、稽
昌其

年

代
嚇文
武

天

皇
、大

寶

元

年
、爲
轟唐

中

宗
、嗣

聖

十

四

年
嚇上

疑
簗

武

帝
、

天

監

元

年
嚇凡

二

百

年
、弘

仁
・天

長
、髣
髴

初

唐
嚇天

暦
。應

和
、崇
屑荷

元

負

竝

罷
轟勉

乎

百

年

之

後
釜

仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ニ

な
り
、請
ふ
詳
か
に
之
れ
を
論
ぜ

ん
、夫

れ
詩

は

漢
土
の
聲
音
な

り
、我
邦
の
人
、詩
を
學
ば
ざ
れ
ば
則
已

む
、苟
之
れ
を
學
ば

ゞ
、漢

土
に
承
順
せ
ざ
る
能
は
ざ
る
な
り
、而
し
て
詩
體
は
毎

に
氣
運
に

隨

い
て
遞
遽
す
、謂
は
ゆ
る
三
百
篇
、漢
魏
六
朝
、唐
宋
元
明
、今
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

り
之
れ
を
觀
れ
ば
秩
然
と
相
別
る
、而
も
當
時

の
作
者
は
、則
其

然
る
を
知
ら
す
し

て
然
る
者
は
、氣
運
之

れ

を
せ
し
む
る
者
か
.

非
か
、我
邦
、漢
土
と
相
距
る
萬
里
、劃
す
る
に
大
海
を

以
て
す
、是

を
以
て
氣
運
彼
に
衰

へ
て
、而
し
て
後
に
此

に
盛
な

る
者
は
、亦

勢
の
冤
れ
ざ
る
所
、其
彼
に
後
る
玉
、大
抵

二
百
年
、胡
ん
ぞ
壮
ハ然

る
を
知
る
、懷
風
、凌
雲
の
二
集
の
牧
む
る
所

の
五
言
四
韻
、世
以

て
律
詩
と
爲
す
は
非

な

り
、其
詩
、對
偶
備
は
る
と
雖
、聲
律
未
だ

諧
は
す
、是
れ
古
詩
の
漸
く
…變
じ
て
近
體
と
爲
る

な

り
、齊
梁
陳

隋
、漸
く
其
作
多
し
、我
邦
其
氣
運
を
承

く

る
者
、赴
ハ年
代
を
稽
ふ

る
に
、天
武
天
皇
、大
寳
元
年
は
、唐
の
中
宗

の
爾
聖
十

四
年
た
り
.

上
.梁
の
武
帝

の
天
監
元
年
を
距
る
、凡
そ
二
百
年
、弘
仁

天
長
は
、

初
唐
に
髣
髴
し
、天
暦
、應
和
は
、元
白
を

崇
徇
す
、竝
に
百
年
の
後

に
黽
勉
す
、五
山
詩
學
の
盛
な
る
は
、明

の
中
世

に

常
る
、彼
に
在
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墫

詩

學

之

盛
、當
昌明

中

世
哨在
ノ彼

則

李
・何
・王
・李
、唱

昌復

古

於

前

後

「在
v此

則

南

宋

北

元
、專
昌傳

播

於

一
時
{

其

距
匿宋

元

之

際
ハ
亦

二

百

年

矣
、我

元

祿
、距
昌明

嘉

靖

赤

復

二

百

年
、則

七

子

詩

、當
ド行
昌於

我

邦
"氣

蓮

巳

特
、故

有
卞先
昌于

徂

徠

一巳

稱
昌揚

七

子

鰤者
n活

所

備

忘

録

日
、李

槍

溟
、著
昌唐

詩

選

甚

契
昌余

意
↓學
り詩

者
、

舍
レ之

何

適
、叉

日
、謝

茂

秦

洞

庭

湖
、徐

子

與
・臭

明

卿

・岳

陽

褸

作
、氣

象

雄

壯
、與
昌絶

景

一相

敵
、殆

可
v追
邑

歩

少

陵
・浩

然

二

氏

「永

田

善

齋

膾

餘

雜

録
、亦

論
昌

及

七

子
曲而

爾

時

氣

蓮

未
v熟

、故

唱

レ之
、而

無

昌和

者
(

迄
噌租

徠

時
翼

機

已

熟
、自

石

・漁

浪
・蛻

砦

・南

海
、大

抵

與

昌徂

徠

伺

時
、竝

非
賀

譏̀

園

之

餘

勇

者
ハ而

其

詩

雖
v日
v宗

v唐

、亦

唯
、明

詩

聲

格
、故

云

氣

運

使
v之

也
、緜
v是

論
v之
、則

其

或

繼
v今

者
、雖

數

百

年

一可
v知

　

　
　
　
　
　
　

詩

史

卷

之
.

り
て
は
、則
李
・何
・王
・李
、復
古
を
前
後
に
唱

へ
、此
に
在

り

て
は
、

則
南
宋
北
元
、傳
播
を

一
時
に
專
に
す
、其
宋
元

の
際
を
距
る
亦

二
百
年
な
り
、我
が
元
祿
は
明

の
嘉
靖
を

距
る
、亦
復
二
百
年
な

れ
ば
、則
七
子
の
詩
、當
さ
に
我
邦
に
行
は
る

べ

き
、氣
運
巳
に
符

す
、故
に
徂
徠
に
先
ち
て
.巳
に
七
子
を
稱
揚
す

る
者
あ
り
、活
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

カ
ナ

の
備
忘
録

に
日
、李
滄
溟
、唐
詩
選
を

著
す
、甚
余
が
意
に
契

ふ
、詩

を
學

ぶ
者
。之
れ
を
舍
て
ゝ
何
く
に
適
か

ん

と
、叉
日
、謝
茂
秦
の

洞
庭
湖
、徐
子
與
、呉
明
卿
の
岳
陽
樓
の

作
、氣
象
雄
壯
、絶
景
と
相

敵
す
、殆
ん
ど
少
陵
、浩
然
の
二
氏
に
追
歩

す

可
し
と
、永
田
善
齋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

ソ
ノト
ギ

の
膾
餘
雜
録

に
も
.亦
七
子
に
論
及
す
、而
れ
ど

も
爾

時

氣
運
未

だ
熟
せ
す
、故
に
之
れ
を
唱

へ
て
、而
し
て

和
す
る
者
無
し
、徂
徠

の
時
に
迄

り
、其
機
巳

に
熟
す
、白
石
、滄
浪
、蛻
岩
、南
海
、大
抵
徂

徠
と
同
時
、竝

に
護
園
の
餘
勇
を
買
ふ

者

に

非
す
、而
し
て
其
詩

唐
を
宗
と
す
と
雖
、亦
唯
明
詩
の
聲
格

な

り
、故
に
云
ふ
、氣
遐
之

れ
を
せ
し
む
る
な
り
、是
れ
に
鷂
て
之
れ
を

論
す

れ

ば
、則
其
或

は
今
に
繼
ぐ
者
、數
百
年
と
雖
、知
る

可
き

な
り
.或
ひ
と
余
に
謂

つ
て
日
、子
の
既
往
を
　
す

る

は
似
た
り
、其
今
に
繼
ぐ
者
は
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
三
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日

本

詩

話

叢

書

也
、或

謂
v余

日
、子

之

論

昌既

往
一似

矣
、其

繼
y今

者

何

如
、
日
、余

聞

明

詩

四

…變
、李

何

一
變
、王

李

二

變
、二

袁

三

變

、鍾

譚

四

變

、逾
.變

而

逾
.卑

卑

焉
、最

後

有
昌

陳

臥

子

出
嚇著
昌明

詩

選
肖吹

昌王

李

餘

燼
「而

氣

運

既

替
、不
v能
昌復

振
n清

人

議

論

不
v
一
、櫟

下

書

影
、訶
昌斥

王

李
{爲

昌小

兒

語
肉歸

愚

別

裁
、紹
"述

臥

子
自少

別
驫機

勲

叉

有
ヨ專

宗
昌晩

唐

麗

昌參

趨

異
ツ途
、以
γ余

觀
v之
、清

人

篇

詠
、大

抵
日諸

家

相

似
、其

績

整

雅

柔
、頗

似
昌于

元

季

明

初

作

家
嚇較
昌諸

近

時

所
γ謂

明

詩

者
嚇無
"剽

竊

雷

同

之

病
幽而

其

氣

格

則

稍
、淡

弱

矣
、當

今

京

攝

才

髦

所

レ作
、往

往

出
昌于

此

途
嚇亦

氣

蓮

所

v鼓
、不
レ

得
γ不
v然
、雨

遐

州

遠

境
、至
v今

獪

尸
出覦

七

子

署

、氣

邏

推

移
、有
昌本

末

唄有
昌遲

速
酬獪
E我

邦

之

於
昌漢

土
一也
、

或

日
、嚮

微

昌徂

徠

一則

明

詩

之

行
、可
レ以
γ漸

也
、徂

徠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

二
四

如
ん
、日
、余
聞
く
明
詩
四
變
す
と
、李
何
に

】
變
し
、王
李
に
二
變

し
.二
袁
に
三
變
し
、鍾
譚
に
四
變
し
、逾
變
じ

て
逾
卑
々
な
り
、最

後
に
陳
臥
子
の
出
つ
る
あ

り
て
、明
詩
選

を

著
し
、王
李
の
餘
燼

を
吹
く
、而
も
氣
運
既
に
替
れ
、復
振
ふ
能
は
す
、清
人
議
論

一
な

ら
す
、櫟
下
の
書
影
に
、王
李
を
詞
斥
し

て
、小
兒
の
語
と
爲
す
、麟

愚
の
別
裁
は
、臥
子
を
紹
逑
し
て
、少
し
く
機
軸

を

別

に
す
、叉
專

晩
唐
を
宗
と
す
る
あ
り
、參
趨
途
を
異

に
す
と
雖
、余
を
以
て
之
れ

を
觀
れ
ば
、清
人
の
篇
詠
、大
抵
諸
家
相
似
た
り
、其
縵
整
雅
柔
、頗

元
季
明
初
の
作
家
に
似
た
り
、諸
を
近
時
の
謂
は
ゆ
る
明
詩

な
る

　

ク
ヲ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

者

に
較
れ
ば
.剽
竊
雷
同
の
病
な

く
、而
し

て
共
氣
格
は
則
稍
淡

弱
な
り
、當
今
京
攝
才
髦

の
作
る
所
往

々
此
の
途
に
出
づ
.亦
氣

邏

の
鼓
す
る
所
、然
ら
ざ
る
を
得
す
、而
し

て
遐
州
遠
境
、今
に
至

り
て
猫
七
子
に
尸
靦
す
る

者
は
、氣
運

の
推
移
、本
末
あ
り
、遲
速

あ
る
、獪
我
邦
の
漢
土
に
於
け
る
が
ご

と

し
、或

ひ
と
日
、嚮

に
徂

徠
鞠
れ
ば
、則
明
詩
の
行
は
る
」
漸
を
以
て
す
可
き
な
り
、徂
徠
才

大
に
氣
豪
に
、言
過
激
多
し
、故

に
其
行

は

る
ゝ
驟
に
し
て
、其
弊

も
亦
速
な
り
と
、余
按
す

る
に
、徂
徠
の
詩
、二
體
あ
り
、幼
年

の
作



資
　

才

大

氣

豪
、言

多

過

激
晒故

其

行

也

驟
、而

其

弊

亦

　
　

速
、余

按
、徂

徠

詩

有
三

體
n初

年

作
、痩

勁

雄

深
、後

　
　

來

影
昌響

李

王
剛勤

作

喬

華

之

言
嚇要
v之

詩

非
昌其

所
.

　
　

長

也
。

　
　

徂

徠

門

下
、稱
v多
.才

俊
肖其

顯

者
、春

臺
・南

郭

之

外
、

冨

數
+
入
可
謂
盤
黛

細
考
ヒ
嬰

実

有
一

マ

鏨

大
名
之
下
易
砦

耳
況
赫
攀

霏

　

　

他

邦

比
嚇或

攀
γ龍

附
y鳳
、数

託

瑟
不
臠
唄或

曳
レ裾

授
y簡
、

　

　

長

沾

昌侯

鯖

肉假
轟虎

威

一者
、附
.驥

尾

一者
、青

雲

非
レ難
v致

　

　

也
、加
v之

邦

國

士

人
、各
.從
昌其

君
幅往

來
、結

交

同

盟
、

　

　

遍
昌滿

諸

藩

一褒
v同

伐

v異

鼓

盪

扇

揚
、靡

遐

僻

不
.屈
、

　

　

是

其

所
雪以

顯
昌赫

一
時
'也
、退

察
昌其

私
嚇則

羊

質

而

　

　

虎

交
、名

過
"其

實

鹽者

亦

不
v鮮
、簸

γ之

淘
y之
、後

世

自

瞞
　

有

昌公

論

貴耳
。

　

　

　

　

　

　

日

本

詩

史

卷

之

四

は
、痩
勁
雄
深
、後
來
李
王
に
影
響
し
、勤

め
て
高
華
の
言
を
作
す
、

之
れ
を
要
す
る
に
詩
は
其
長
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。

徂
徠
門
下
才
俊
多
し
と
稱
す
、其
顯
る

ゝ
者
、春
臺
、南
郭

の
外
、獪

數
十
人
、盛
な
り
と
謂
ふ
可
き
な
り
、然
も
紬
に

之
れ

を

考
ふ
れ

ぼ
、則
其
中
大
に
軒
輊
あ
り
、蓋
大
名

の

下
、名
を
成
し
易
き
の
み
、

況
ん
や
赫

々
た

る
東
都
、他

邦
の
比

に
非
す
、或
は
龍
に
攀
ぢ
鳳

　

　

タ
ヂ
マ
チ

に
附
き
、歛

禁
臠
に
託
し
.或
は
裾
を
曳
き
簡
を
授
け
、長
く
侯
鯖

に
沾
し
、虎
威
を
假
る
者
、驥
尾

に
附
く
者
、青
雲
致
し
難
き
に
非

ざ
る
な
り
、之
れ
に
加
ふ
る
に
邦
國

の

士
人
、各
其
君
に
從
ぴ
て

往
來
し
、結
交
同
盟
、諸
藩
に
遍
濔
す
、同
を
褒

め
異
を
伐
ち
、鼓
盪

搨
揚
、遐
僻
と
し
て
届
ら
ざ
る
は
廃
し
、是

れ
其

一
時

に
顯
赫
す

る
所
以
な
り
、遏
て
其
私
を
察
す
れ
ば
、則
羊
質
に

し

て
虎
文
、名

其
實
に
過
ぐ
る
者
も
亦
鮮
か
ら
す
、之
れ
を
簸

し

之
れ
を
淘
し
、

後
世
自
ら
公
論
あ
ら
ん
の
み
.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
五
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日
本

詩
話

叢

書

藤

東

壁
、名

煥

鬪
、先
昌于

諸

子
載

藹

徂

徠
h所
y著

有

"

束

野

遺

稿
門其

詩

在
旨讃

園

諸

子

中
n雖
華

藻

不
7競
、

而

渾

朴

可
γ稱
。

縣

衣

公
、名

孝

孺
、號
昌周

南
納周

防

人
、師
事

徂

彼
晒初

次

公

父

良

齋
、爲
萇

藩

文

學
嚇次

公

嗣
其

職
萇

門

浄

宮

日
昌明

倫

館
h次

公

司
昌其

館

事
(至
V今

長

門

多
昌

才

學

之
.
士
唱云
、余

謂

近

時

文

士

得
財行
v志
、莫
v若
昌次

公
曲其

著

作
、有
鵠周

南

文

集
叩

太

宰

徳

夫
、名

純
、號
昌春

鏖
嚇信

州

人
、初

同
畿東

壁
嚇從
昌

學

中

野

鵝

謙
n掬

謙

名

繼

善
、字

完

翕
、長

綺

人
、嘗

仕
關

宿

侯
一云
、後

東

壁

從
畠遊

徂

徠
n數
、書

招
昌徳

夫
門

逾

歸
昌于

物

門
h其

學

業

行

事
、詳

見
噌手

服

子

邁

所

v撰
墓

碑
、松

君

修

所
ゾ録

行

状
嚇唯
.斯

褊

心
、往

往

爲
昌

人
訶

斥
門而

以
v余

論
『之
、期

春

臺

雖
昌褊
窄
『自

信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

滕
東
壁
。名
は
煥
鬮
、諸
子
に
先
だ
ち
て
謁
を
徂
徠

に
執
る
.著
す

所
東
野
遺
稿
あ
り
、其
詩
護
園
諸
子
の
中

に
在
り
て
、華
藻
競
は

す
と
雖
、而
も
渾
朴
稱
す
べ
し
.

縣
次
公
、名
は
孝
孺
、周
南
と
號
す
、周
防

の
人
、徂
徠
に
師
事
す
、初

め
次
公
の
父
良
齋
、長
藩
の
丈
墨
た
り
、次
公
其
職

を
嗣
ぐ
、長
門

の
洋
宮
を
明
倫
館
と
口
ふ
、次
公

其
館
事

を

司
る
、今
に
至
り
て

長
門
才
學
の
士
多
し
と
云
ふ
、余
謂
ふ
に
近
時
の
文
士
志
を
行
ふ

を
得
る
は
、次
公
に
若
く
莫
し
、共
著
作
.周
南
交
集
あ
り
。

太

宰

徳

夫

、名

は

紳

、春

臺

と

號

す

、信

州

の

人

、初

め

東

壁

と

同

じ

く

、申

野

蝿

謙

に

從

學

す

、据

謙

馬名

は

纏

善

、字

は

完

翁

、長

崎

の

　

　

　

　

　

ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　ぐ

入

,
皆

て

關

宿

侯

に

仕

ふ

と

云

ふ

、後

、東

壁

、徂

徠

に

從

遊

し

、數

書

に

て

徳

夫

を

招

く

、途

に

物

門

に

歸

す

、其

星

業

行

事

、詳

に

服

子

邁

の

撰

す

る

所

の
墓

碑

、松

君

修

の

録

す

る

所

の

行

歌

に

見

ゆ

、

ぐ
唯
斯
の
褊
心
、往

々
人
に
訶
斥
せ
ら
る
、而
し

て
余
を
以

て

之
れ

を
論
す
れ
ば
、則
春
臺
褊
窄
な

り
と
雖
、自
ら
信
す

る

こ
と
甚
確

な
り
、是
を
以
て
議
論
透
徹
し
て
、痛
快

の

語
多
し
、自
ら
入
に
過
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確
、是

以

議

論

透

徹
、多

痛

快

語
百

有
γ過
γ入

者
、其

人

以
"名

敏
穐

任
、而

詩

亦

可
γ觀
、嘗

著
昌文

論

詩

論
門

余

初

讀
v之
、殊

歎
昌其

持

論

}牛

正
一後

讀
轟春

臺

文

集
嚇

與
昌二
論
一牴

牾

者

之

有
、所
γ謂

當
レ局

者

惑

歟
、不
レ然

則

初

年

作

耳
、纂
昌輯

其

集
一者
、不
v刪

何

也
、其

詳

余

有
昌別
論
蝿

服

子

邏
、名

元

喬
、號
南

郭
門所
v著

南

郭

文
集
、自
轟初

編
'至
西

編
内竝

行
於

世
蓋

徂

徠

沒

後
、物

門

之

學
、

分

而

爲
γ
二
、經

義

推
昌春

臺
嚇詩

交

推
"南

郭
「余

按
、我

邦

詩
、元

和

以

前
、唯
、有
多僭

絶

海
{元

和

以

後
、漸

有
昌

其

ム

而

臼

石
・蟯

岩
・阿

海
、共

選

也
、今

以
昌南

郭
鮫

"

夫

三

子
南

郭

天

授

不
v及
轟自

石
肉工

警

不
v及
"蛻

岩
嚇

富

麗

不
v及
昌南

海
n而

竟

難
レ翁

三
一
子

之

下
"者
、何

哉
、

操

觚

卑

少

悟
昌入

此

關
嚇始

可
典

言
7詩

耳
、蓋

自

石

　
　
　
　
　

臼

本

詩

史

卷

之

四

く
る
あ
る
者
、其
人
名
教
を

以

て
自
ら
任
す
、而
詩

も
亦
觀
る
可

し
、嘗
て
文
論
詩
論
を
署
す
、余
初
め
之
れ

を
讀
み
て
、殊
に
共
持

論

の
半
正
を
歎
す
、後
春
臺
文

集

を

讀
む
に
、二
論
と
牴
牾
す
る

者
之
れ
あ
り
、謂
は
ゆ
る
局
に
當
る
者
は
惑
ふ

も

の

か
、然
ら
ざ

れ
ば
、則
初
年
の
作
の
み
、其
集
を
纂
輯

す

る
者
刪
ら
ざ
る
は
、何

ぞ
や
、其
詳
な
る
こ
と
は
余
別
論
あ
り
。

服
子
邏
、名
は
元
喬
、南
郭
と
號
す
、著
す

所
、南
郭
丈
集
、初
編
よ
り

四
編
に
至
る
、竝
に
世
に
行
は
る
、蓋
徂
徠
沒
し

て
後
、物
門
の
學
、

分
れ
て
二
き
爲
る
、經
義
は
春
臺
を
推
し
、詩
文
は
南
郭

を

推
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

余
按
す
る
に
、我
邦
の
詩
、元
和
以
前

は
、唯
僭
絶
海
あ
り
、元
和
以

後

は
、漸
く
其
人
あ

り
、而
し

て
白
石
・蜆
岩
・南
海
は
、其
選
な
り
、

今
南
郭
を
以
て
夫
の
三
子
に
較
ぶ

る

に
、南
郭
は

天
授
、白
石
に

及
ぱ
す
、工
警
、蛻
.岩
に
及
ぱ
す
、富
麗
、南
海
に
及
ぱ
す
、而
し
て
章

に
三
子
の
下
た
り
鄭
き
者
は
何
ぞ

や
、操

觚

の
年
少
、此
の
關
に

悟
入
せ
ば
、始
め
て
輿
に
詩
を
言
ふ
可
き

の
み
、蓋
、白
石
は
天
授

超
凡
、辭
藻
絶
塵
、誠

に
及
ぶ
可
か
ら
す
、若
し
共
全
集

に

就
き
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七
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日
本

詩

話
叢

書

天

授

超

凡
、辭

藻

絶

塵
、誠

不
v可
v及
、若

就
昌其

全

集
一

論
γ之
、清

雅

秀

婉
、絢

彩

盗
v目
、而

悲

壯

沈

鬱
、渾

雄

蒼

老

者
、集

中

無
γ幾
、南

海

唯

是

一
味

綺

麗
、後

勤

超

脱
、卻

屑
昌屑

乎

繊

巧
冑矣
、蛻

岩

天

縱

之

才
、奇

正

互

用
、變

幻

百

繊
、紳

工

鬼

警
、孤
一高

獨
巨立

于

古

今

之

貝

惜

乎

用
v才

太

過
、如
昌前

論

者
蓋

用
レ才

太

過
、

有
v傷
昌風
雅
塵
戸
之
、士

庶

陪
昌侯

家

讌

席
嚇有
v時

笑

謔

歌

唱
、亦

無
v害

也
、太

過

則

有
ド類
昌俳

麌

南

郭

能

守
昌

地

歩
嚇不
v求
昌勝

於

一
句

一
章
嚇而

崟
昌功

於

一
卷
二

集
嚇今

閲
"其

集
初

編

蝦
-類

頗

多
、二
編

十

存
昌二

三
嚇

三

編

四

編

最

粹

然

矣
、乃

知

此

老

勢

裁
、老

盆
、精

到
、因

認

作

者

無
v才

則

巳
、有
昌小

才
「而

欲
v大
昌用

之
嚇

醜

態

畢

露
、最

可
v戒

也
、大

才

大

胴
、誠

爲
昌快

絶
而

僅

欲
昌快

絶
h易
v侵
昌三

尺
唱十

分

之

才
、毎

用
瓢
ハ
七

分
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

れ
を
論
ぜ
は
、清
雅
秀
婉
、絢
彩
目

に
盗
[る
、而
し
て
悲
壯
沈
鬱
渾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ぐ

雄
蒼
老
な
る
者
は
、集
申
幾
も
な
し
、南
海

は

唯
是
れ

隔
味
綺
麗
、

後
勤
め
て
超
脱
し
、卻
て
纎
巧
に
屑
々
た
り
、蛻
岩
は
天
縱
の
才
,

奇
正
互
に
用
ひ
、變
幻
百
出
、祕
工
鬼
警
、古
今

の

間
に
孤
高
獨
立

す
、惜
ら
く
は
才
を
用
ふ
る
こ
と
太
過
、前

に
論
す
る
者

の
如
し
、

蓋
、才
を
用
ふ
る
太
過

な
れ
ば
、風
雅
を
傷

る
あ

り
、之
れ
を
譬
ふ

る
に
、士
庶
、侯
家
の
讌
席
に
陪
し
、時
あ
り

て
笑
謔
歌
唱
す
る
も
.

亦
害
な
き
な
り
、太
だ
過
ぐ
れ
ば
、則
俳
優

に
類
す

る

あ
り
、南
郭

能
く
地
歩
を
守
る
、勝
を

一
句

一
章

に

求

め
ず
、而
し
て
功

を
一

卷

一
集
に
全
う
す
、今
其
集
を

閲
す

る
に
、初
編
は
瑕
類
頗

多
し

二
編
は
十
に
二
三
を
存
す
、三
編
四
編
は
最

も

粹
然
た
り
、乃

知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

る
此
老
の
剪
裁
、老

い
て
釜
精
到
な
る
を
、因
て
謂

ふ
、
作

者

才

な
け
れ
ば
、則
巳
む
、小
才
あ
り
て
而
し
て
之

れ

を

大
用
せ
ん
と
'

欲
す
れ
ば
、醜
態
畢
く
露
る
、最
戒
む
可
き

な
り
、大
才
大
用
、誠
に

快
絶
と
爲
す
、而
し
て
僅
に
快
絶
を
欲

す

れ

ば
、三
尺
を
侵
し
易

し
、十
分
の
才
.毎
に
六
七
分
を
用
ふ
る
は
、正
に
是

れ

詩
家
極
至

の
工
夫
、南
郭
能
く
此
義
を
解
す
.百
尺
竿

頭
、歩
を

進
む

を
肯
ぜ
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正

是

詩

家

極

至

工

夫
、南

郭

能

解

託

義
百

尺

竿

頭

不
γ肯
v進
v歩
、反

是

難
γ至

地

位
、南

郭

次

子
、名

恭
、

字

愿

卿
、幼

稱
昌才

穎
q年

僅

十

九

而

沒
、有
昌遺

稿
↓名
昌

鍾

情

集
嚇其

中

聞

酬莊

子

謙

登

芙

蓉
苡

寄

詩

中

聯

日
、不
昌啻

登

臨

堪
サ小
v魯
、更

匁

呼

吸

近

逼
レ天
、人

間

長

仰

三

峯

雪

、海

上

回

看

九

點

煙
、可
v謂
ヨ翩

翩

有
昌

逸

氣
女

逾
v客

絶

句

日
、秋

風

颯

颯

雨

紛

紛
、匹

馬

孤

舟

兩

岸

分
、萬

里

江

山

如
昌黛

色

「相

望

能

不
v歎

昌

離

群
{亦

佳
、南

郭

晩

年
、撫
昌西

仲

英

一爲
v子
、亦

已

沒

矣

、其

著

作
、余

未
γ覽
v
Z
。

夲

子

和
、名

玄

中
、號

金̀

華
触嘗

有
v詩

膾
昌服

子

邁

一日
、

自

髮

如
γ絲

混

昌弟

兄
門中

原

二

子

奈
昌虚

名
ギ

和

之

不
昌自

量
肉誠

亡
レ論

耳
、世

人

亦

多

與

昌子

邏

一竝

稱

、可

γ謂
昌子
和

之

幸
h子

和

詩
、有
昌太

佳

者
h有
昌太

不
v佳

者
嚇

　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

四

す
、反
り
て
是
れ
至
り
難
き
地
位

な
り
、南
郭
の
次
子
、名
は
恭
、字

は
愿
卿
、幼

に
し
て
才
穎
と
稱
す
、年
僅

に
十
九
に

し

て
沒
す
、遺

稿
あ
り
、鍾
情
集
と
名
く
、其
中
に
莊
子
謙

の
芙
蓉
に

登
る
を
聞

て
以
て
寄
す
る
詩
の
中
聯
に

日
.コ蕾
に
登
臨
魯

を

小
と
す
る
に

堪
ゆ
る
の
み
に
あ
ら
す
、更
に
知
る
呼
吸
の
近
く
天
に
逼

る
を
、

入
問
長
く
仰
ぐ
三
峯
の
雪
、海
上
回
ら
し
看
る
九
點
の
烟
」と
、翩

翩
逸
氣
あ
り
と
謂
ふ
可
し
、又
客
を
逸
る
絶
句
に
日
、「秋
風
颯

々

雨
紛

々
、匹
馬
孤
舟
兩
岸

に
分
る
、萬
里
江
山
黛
色

の
如
し
、相
望

ん
で
能
ぐ
離
群
を
歎
ぜ
ざ
ら
ん
や
」と
、亦
佳

な

り
、南
郭
晩
年
に

西
仲
英
を
撫
し
て
子
と
爲
す
、亦

巳
に
沒
す
、其
著
作
、余
未
だ
之

れ
を
覽
す
。

雫

子

和
.名

は
玄

中
、金

華

と
號

す
、嘗

て
詩

あ

り
、服

子
邁

に
贈

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ィ
カ

て

日
、「白

髣

絲

の
如

く
弟

兄

を

混
す

、中

原

の
二

子
盧

名

を

奈

ん
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

と
、子

和

の
自

ら

量

ら

ざ

る

は
誠

に
論

亡

き

の

み
、贋

人
も

亦

多

く

子
遷

と
竝

稱

す

、子

和

の
幸

と
謂

ふ
可

し
、子

和

の

詩

、太

だ
佳

な

る
者

あ

り

、太

茫
佳

な

ら

ざ

る

者

あ
り
、太

だ

佳

な

る

も

の

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
九
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日

本

詩
.話
,叢

書

太

佳

者
、鱧

格

雄

華

、金

石

鏗

…鏘
、太

不
v佳

者

、淺

陋

支

離
、剽

竊

陳

腐
、如
v出

昌ご

手
嚇亦

唯

負
レ才

不
v能
昌精

思

茸

。

高

子

式
、名

維

馨
、號
昌蘭

亭

{年

十

七

喪

v明
、專

昌志

詩

詞
嚇生

卆

所
v作

殆

萬

首
、貴

介

公

子
、爭

延

講

レ詩

、名

聲

藉

甚

于

一
時
h共

詩

剪

裁

整

密

、音

韻

清

暢
、雖

v不
v及
轟自
石
・蛻

岩

・南

郭

等

大

家

・名

家
h在
昌小

家

數
h

.
則

可
v稱
王

首

一者
。

島

釦

江
、名

鳳

卿

、字

歸

徳

、東

都

秘

書

監
、越

雲

夢
、

名

正

珪
、字

君

瑞
、竝

名

重
昌于

物

門
「
譏

園

銀

稿
、載
昌

其

詩

門錦

江
・呉

宮

詞
・遊

獵

歌
、竝

合

調

矣
。

菅

麟

嶼
、本

姓

山

田
、名

弘

嗣
、字

大

佐

、幼

有

昌紳

童

之

稱
嚇年

十

三
、徳

廟

召

兌
、尋

爲
昌博

士
肉童

時

遊
昌京

師

蔘

昌謁

諸

儒

爾

時

余

爾

幼
、侍
昌先

入

膝

下

二

昌見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
O

體
格
雄
華
、金
石
鏗
鏘
、太
だ
佳
な
ち
ざ
る
も

の
は
、淺
陋
支
離
、剽

竊
陳
腐
、二
手
に
出
る
が
如
し
、亦
喉
才

を
負
み

精
思
す

る
能
は
　
.

ざ
る
の
み
。

高
子
式
、名
は
維
馨
、蘭
亭
と
號
す
、年
十
七
、明
を
喪
ひ
、志
を
詩
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ

に
專
に
す
、生
李
作
る
所
殆
ん

ど

萬
首
、貴
介
公
子
、爭
ひ
延
て
詩

を
講
ぜ
し
む
.名
聲

一
時

に
藉
甚
な

り
、其
詩
剪
裁
整
密
、晋
韻
清

暢
、白
石
・蛻

岩
・南
郭
等
の
大
家
名
家
に
及
ぱ
す
と
雖
、小
家
數

に

在
て
は
、則
上
首
と
稱
す
可
き
者
な
り
。

島

錦

江

「名

は
鳳

卿

.字

は
歸

徳

、東

都

の
祕

書

監

な

り
、越

雲
夢

、名

は

正
珪

、字

は
君

瑞

、竝

に
名

.物

門

に
重

し
、護

園

録
稿

に
、其

詩

を

載

す

、錦

江

、臭

宮

詞
.遊
…獵

歌
、竝

に
合

調
な

り
。

菅
麟
嶼
、本
姓
は
山
田
、名
は
弘
嗣
、字
は
大
佐
、幼
に
し

て
紳
童
の

稱
あ
り
、年
十
三
、徳
廟
召
見
ず
、尋
で
博
士
と
爲
る
、童
時
に
京
師

に
遊
び
、諸
儒
に
參
謁
す
、爾
時
余
術
幼
な
り
、先
人
の
膝

下

に
侍

し
て
、之

を

一
見
す
今
甚
記
せ
す
、録
稿

に
其
詩
二
首
を
載
す
。
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之
嚇今

不
昌甚

記
ツ録

稿

載
昌其

詩

二

首
司

石

叔

潭
、名

之

清
、東

都

侍

衞

臣

云
、亦

物

門

之
人
.L

土

伯

曄
、名

昌

英
、守

秀

緯
、名

煥

明
、二

人

亦

有
董

名
嚇竝

業
v醫
、伯

曄

仕
轟小

倉

侯
門秀

緯

仕

大̀

垣

侯
嚇録

稿

所
v載

秀

緯
・臆

對
昌芙

蓉

含
詆雪

色
嚇濫

賞
滄

海

抱
吊

潮

盤
門萬

家

楡

柳

傳
噛薪

火
嚇千

里

鶯

花

背
昌舊

稈
嚇太

佳
、呉
-宮
-怨

小

絶

亦

佳
。

芙

蓉

萬

菴
・魯

寮

大

潮
、二

僭

殊

與
昌物

門

諸

子
齢相

歡
、詩

名

高
昌于

一
世
肖我

邦

釋

門

詩
,元

和

以

前
、推
昌

絶

海
・義

堂
肉元

和

以

後
、推
昌萬

菴
・大

潮
n余

讀
昌江

陵

集
嚇又

讀
昌松
浦

集
嚇二

僭

工

力
、大

抵

相

當
、而

如
昌才

華
嚇則

萬

菴

似
v進
"
一
籌
司

源

京

國
、名

義

治
、號
華

岳
嚇物

門

諸

子
、數
.稱
昌其

入
{

謂

當
昌作

家
嚇而

諸

選

所
V載
、余

未
V覩
昌其

佳

者
嚇若
昌夫

　
　
　
　
　

日

本
詩

史

卷
之

四

石
叔
潭
、名
は
之
清
。東
都
侍
衞
の
臣
と

云
ふ
、亦
物
門
の
人
な
り
.

土
伯
曄
、名
は
昌
英
、字
秀
緯
、名
は
煥
明
、二
人
も
亦
重
名
あ
り
、竝

に
醫
を
業
と
す
.伯
嘩
は
小
倉
侯
に
仕

へ
、秀
緯

は
大
垣
侯

に
仕

ふ
、録
稿

に
載
す
る
所

の
秀
緯

の
「臚

は
芙
蓉

に
對
し
て
雪
色
を

含
み
.檻
は
滄
海
に
常
り
て
潮
僅
を
抱
く
、萬
家
の
楡
柳
新
火
を

傳

へ
、千
里
の
鶯
花
舊
程
に
背
く
」と
、大

だ
佳
な

り
、呉
宮
怨
の
小

絶
も
亦
佳
な
り
。

芙
蓉
萬
菴
、魯
寮
大
潮
、二
僣
殊
に
物
門

の
諸
子

と
相
歡
ず
、詩
名

一
世
に
高
し
、我
邦
釋
門
の
詩
、元
和
以
前
は
、絶
海
・義
堂
を
推
し
、

元
和
以
後

は
、萬
菴
,大
潮
を
推
す
、余
江
陵
集
を

讀
み
、叉
松
浦
集

を
讀
む
、二
僣
の
工
力
、大
抵
相
常
る
、而
し
て
才
華

の
如
き
は
、則

萬
菴

一
籌
を
進
む
る
に
似
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

源
京
國
、名
は
義
治
、華
岳
と
號
す
、物
門

の
諸
子
、數
其
人
を
稱
す
、

謂
ふ
當

に
作
家
な
る
べ
し
、而
し
て
諸
選
載

す

る
所
、余
未
だ
共

佳
な
る
者
を
覩
す
、夫
の
板
美
仲

の
若

き
は
、名
價
高
か
ら
す
、而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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日

本

詩

話

叢

書

板

美

仲
嚇名

價

不
v高
、而

録

稿

所
v選
、臥

閣

青

由

遠

、

彈

琴

自

日

長
、山

封
呂柴

門

一靜
、海

蓮
昌曠

野
一李
n故

園

「

春

欲
y盡
、絶

域

草

初

肥
、殘

夜

簿

昌弓

斗
納頻

年

臥
昌鐵

衣
颪

裁

同
昌卓

魯
嚇治

行

擬
昌聾

董

叉

湖

海

論
レ交

添
昌

涕

涙

蓬

蒿

臥
"病

易

蹉

難

卻

是

諧

合
。

莊

子

謙
、姓

村

田
、名

允

盆
、豊

後

臼

杵

人
、仕
"本

藩

噌

祗
昌役

東

都

一受
昌業

南

郭
冖負
レ才

好
レ奇
、嘗

、罨
昌富

嶽
嚇作
昌

芙

蓉

記
嚇凡

民

庶

上
v嶽

者
、必

齋

戎

喫
v素

、而

後

敢

上
、且

相

戒

不
v許
v語
昌山

中

事

跡
亨

謙

作
v記
、始

漏
昌

造

化

之

秘
嚇亡
v何

子

謙

暴

卒

、俗

輩

以

爲
v得
。罪

嶽

塾

余

殊

愛

"子

謙

秋

懷

二

聯

日
、青

山

入
γ夢

松

蘿

月
、秋

雨

關
v心

水

竹

居

、却

恨

西

都

題
v柱

過
、且

思

南

畝

帶
v經

鋤
、深

婉

情

至
、恨

不
v見

他

篇

而

石

ツ∵
游
、姓

石

島

、初

名

正

猗
、字

仲

隷

、後

更
昌名

藝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

し
て
録
稿
に
選
す
ろ
所
の
、「外
閣
青
山
遠
く
、彈
琴
白
日
長
し
、」

山
は
柴
門
に
對
し
て
靜
、海
は
曠
野
に
連
な
り
て
平
な
り
」、『故
園

春
鑑
き
ん
と
欲
す
、絶
域
草
初
め
て
肥

え
た
り
、丶
殘
夜
弓
斗
を
傳

ふ
、頻
年
鐵
衣
に
臥
す
、」「風
裁
卓
魯
に
同

じ

く
、治
行
襲
黄

に
擬

す
」と
、叉
「湖
海
交
を
論
じ
て
涕
涙
を
添
ふ
、蓬
蒿
病

に
臥
し
て
蹉

髭
な
り
易
し
」と
、卻
て
是
れ
諧
含
す
。

莊
子
識
、姓
は
村
田
、名
は
允
釜
、豐
後
臼
杵
の
人
、本
藩

に
仕

へ
、東

都
に
祗
役
す
、業
を
南
郭
に
受
く
、才
を
負
み
寄

を
好
む
、嘗
て
富

岳
に
登
り
、芙
蓉
記
を
作
る
、凡
民
庶
嶽

に
上

る
者
.必
齋
戒
素
を

喫
し
.而
し
て
後
敢
て
上
る
、且
相
戒

め

て
山
中
の
事
跡
を
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

イ
ク
メ
ク

を
許
さ
す
、子
謙
記
を
作
り
て
、始
め
て
造
化
の
祕
を
漏
ら
す
、
何

　
　
　
　
　
　

　ス
カ

毒

亡

く

し
て
子
謙
暴
に
卒
す
、俗
輩
以

て
罪
を
嶽
紳

に
得
る
と

爲
す
、余
殊
に
子
謙
の
秋
懐
二
聯
を

愛
す
.日
、「青
山
夢
に
入
る
松

蘿
の
月
、秋
雨
心
に
關
す
水
竹
の
居
、卻

て
恨

む

西
都
柱
に
題
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス

て
過
ぐ
、且
思
ふ
南
畝
經
を
帶
び
て
鋤

か

ん
こ
と
を
」と
、深
婉
情

至
、恨
む
ら
く
は
他
篇
を
見
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

石
子
游
、姓
は
石
島
、初
の
名
は
正
猗
、字

な
伸
緑
、後
、名
を
藝
.字



1

字

子

游
嚇自

稱

筑̀

波

山

入
嚇尾

張
入
、邁

佳
昌東

都
嚇亦

南

郭

門

人
、放

蕩

好
γ酒
、不
v能
v爲
レ家
、而

以
昌詩

才

雄

豪
納稱
昌于

一
時
ハ嘗

遊
昌京

師
{作
v詩

日
、敝

裘

仗
v劍

入
鶴

西

京
一自

比

能

文

陸

士

衡
、誰

見
昌篇

章

一焚
鷁筆

硯
嚇豈

將
昌詩

賦
一譲
昌簪
二
纓
n
一
時

羊

酪

無
昌人

間
嚇千

里

蓴

羮

動
"客

椿
出
洛

下

書

生

誇
昌博

物
嚇寥

寥

未
v聞

茂

先

名
、

其

狂

誕

、大

牽

類

"此
、玉

壷

詩

稿
、銀
縞子

游

詩

}殊

多
、

　
往

往

紳

氣

軒

蓊
、筆

端

活

動
、若

濟

以
昌矯

細
門則

可

…
γ爲

詞
壇

旌

門
悟

乎

其

八

輕

躁

下
v筆

亦

復

疎

率

!〉一 ／}v}～ へ

耳

。

譏

園

録

稿

所
び載

五

絶
、松

子

錦

暮

斎
、臘

雪

二

三

尺
、門

前

不
レ可
v掃

、纔

被

"暮

風

吹
h江

上

需

青

草
、又

古

別

騨
、邃

v君

黄

河

淵
、黄

河

幾

千

里
、我

思

長

畠於

嬲
　

河
嚇思
γ人

終

不
v巳
、七

繦
、李

子

彬

登
唱長

興

山
一云
、長

日

本

詩

史

卷

之

四

を
子
游
と
更
む
、自
ら
筑
波
山
人
と
稱
す
、尾
張

の
人
な
り
、邏
り

て
東
都
に
住
す
、亦
南
郭
の
門
人
、放
蕩
に

し

て
酒
を
好
み
、家
を

爲
す
能
は
す
、而
し
て
詩
才
雄
豪
を
以
て
、
圃
時
に
稱
せ

ら

る
、嘗

て
京
師
に
遊
び
詩
を
作
り

て
日
、「敝
裘
劍
に
仗

り

て
西
京
に
入

る
、自
ら
比
す
能
文

の
陸
士
衡
、誰
か
篇
章

を

見
て
筆
硯
を
焚
く
、

豈
詩
賦
を
將
て
簪
纓

に
譲
ら
ん
、
一
時
羊
酪
人

の
問
ふ
無
く
、千

里
の
蕁
羮
客
情
を
動
か

す
、洛
下

の

書
生
博
物
に
誇
る
、寥
々
未

だ
聞
か
ず
茂
先
の
名
」と
、其
狂
誕
大
率
此
れ

に

類
す
、玉
壺
詩
稿

に
、子
遊
の
詩
を
録
す
殊
に

多
し
、往

々
祕
氣
軒
翕
、筆
端
活
動
す
.

若
し
濟
ふ
に
精
細
を
以
て
せ

ば
、則
詞
壇

の
旌
門
た

る

可
し
、惜

い
か
な
其
入
輕
躁
、筆
を
下
す
こ
と
亦
復
疎
箪
な
る
の
み
。

譏
園
録
稿
載
す
る
所
の
五
絶
、松
子
錦
の
春
意
に
臘
雪
二
三
尺
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

コト
ぐ
ク

前
掃
ふ
可
か
ら
す
、纔

に
春
風
に
吹
か
る
、江
上
蠱

青
草
」と
、叉
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ト
リ

別
離
に
、「君
を
逸
る
黄
河
の
渭
、黄
河
幾
千
里
、我
思
河
よ
り
も
長

し
、人
を
思
ふ
て
絡

に
已
ま
す
」と
、七
絶

に

は
、亭
子
彬
の
長
興
山

に
登
る
に
云
ふ
、「長
興
の
山
色
清
秋
に

秀
づ
、日
は
摩
尼
賓
塔
を

三
三
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日
本

詩
話

叢

書

興

山

色

秀
昌清

秋
冒

抱
摩

尼

寶

塔
濘

、湘

水

如
レ環

蹄
昌大

海
n連
v天

帆

影

不
昌曾

流
嚇信

了

玄
、春

日

遊
昌墨

水
一云
、風

花

處

處

迭
"江

春
納古

渡

蕭

條

芳

草

新
、爲
・

是

王

孫

昔

遊

地
n縱

無
昌白

鳥
一亦

愁
v人
、江

子

園
、秋

宮

怨

云
、瑛

樹

西

風

白

鴈

過

夜

寒

如
γ水

渺
昌天

河
納

自

將
齲執

扇
一憐
昌秋

色
門不
v問

昭

陽

月

影

多
、竝

是

警

繦
、自

可
昌不

朽
円其

餘

作

者
、當
昌重

考

補
7遺
、因

不
其

録

云
。

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

§
四

抱
き
て
淨
ぶ
、湘
水
環
の
如
く

大
海

に
歸
す
、天
に
連
な
る
帆
影

曾
て
流
れ
す
」と
、僣
了
玄
の
春
日
墨
水
に
遊
ぶ
に
鼓
ふ
、「風
花
處

々
江
春
を
逡
る
、古
渡
蕭
條
芳
草
薪
な
り
、是
れ
王
孫
昔
遊
の
地
な

る
が
爲
に
、縦
ひ
白
鳥
な
き
も
亦
人
を
憖

へ
し
む
」と
、江
子
園
、秋

宮
怨
に
云
ふ
、「瑛
樹
の
西
風
自
雁

過

ぐ
、夜
塞
水
の
如
く
天
河
渺

　

　

　

　

　
　

モ
ヅ

た
り
、自
ら
紋
易
を
將
て
秋
色

を
憐
む
、問
は
す

昭
陽
月
影
の
多

き
を
」と
、竝
に
是
れ
警
絶
、自
ら
不
朽
な

る
可
し
、其
餘
作
者
當
に

重
考
し
て
逶
を
補
ふ
べ
し
、因
て
具
録

せ
す
と
云
ふ
。

1

日
本

詩

史

卷

之

四

繆



1

日
本

詩

史
卷

之

五

285

コ

～
　

品

藻

之

難

也
、衒

賣

者
、其

聲

遠

播
㎡

共

實

未
匐

　

焉
韜

晦

者
、其

文

足
薇

、而

其

名

毎

湮

焉
、隼
其

美

　

而

商
昌摧

其

土

藝

真

獪

且

稱
レ難
レ得
識
ハ
要

顕

弼

況

　
他

邦

人

士
、所
v謂

隔
v靴

掻
v癢

丕

啻

也
、余

讀
鵡淺

舜

　

臣

所
v輯

崑

玉

集
、木

實

聞

駈
v著

玉

壷

詩

稿
肖張

藩

　
藝

文
、管
昌見

一
斑
h但
、二

集
、撰

次

無
v倫

且

不
レ詳
鶚作

者

郷

貫
門張

人

興
昌他

邦

入
h混

淆

不
レ可

分̀

別
h剰

余

所
昌論

列
助訛

謬

固

常
v居

v多

耳
。

李
安

　
江

邨

綬

君

錫

著

弟
　

清

男

絢

君

錦

　
　
　
　
　
同

技

棕
秉

孔
均

晶
藻

の
難
き
。衒
賣
す

る
者
は
、共
聲
遠
く

播
て
、而
し
て
世
ハ實
未

だ
副
は
ず
、韜
晦
す
る
者
は
、共
文
…徴
す
る
に
足

り

て
、共
名
毎
に

湮
す
、北
ハ土
に
生
れ
て
、而
し
て
其
土
の
藝

交

を
商
摧
す
る
、獪
且

義
ハ要
領
を
得
難
し
と
稱
す
、向

ぞ

況
や
他

邦
の
人
士
を
や
、謂
は

ゆ
る
靴
を
隔
て
ゝ
癢
き
を
掻
く
も
啻
な
ら
す
、余
淺
舜
臣
の
輯
す

る
所
の
崑
玉
集
、木
實
聞
の
者
す

所
の

玉
壷
詩
稿
を
讀
み
て
、張

　

　

　

　

　

　

　

　

ぐ

藩
の
藝
文
、
一
斑
を
管
見
す
、但
二
集

撰
次
倫
な

く
、且
作
者

の
郷

貫
を
詳
に
せ
す
。張
入
と
他
邦

の
人
と
、混
淆
分
別
す
可
か
ら
す
、

遡
余
が
論
列
す
る
所
、訛
謬
固
よ
鯵
當
さ

に
多
き
に
居
る
べ
き
の

み
。

日

本

詩

史

卷

之

五



7

-　
　
　
　

本

日
詩

話

叢
書

余

少

年

時
、就
昌友

人

案

上
嚇閲
昌防

邱

詩

選
h收
昌録

張

藩

諸

家

黄

今

茫

不
レ記
、募
諸

書

肆
門往

牲

不
紬

昌其

名
門殊

爲
轟悵

恨
n扶

桑

千

家

詩
、載
轟清

水

春

流

詩
肉亦

未
v詳
昌其

人
鮪

木

公

逹
、名

實

聞

今

於
岫張

藩

人

士
嚇無
レ所
昌逋

識
嚇今

據
昌崑

玉
・玉

壼

二

集
嚇蠡
昌測

之
{公

逹

在
昌張

藩
嚇或

是

南
昌面

詞

壇
n傲
昌睨

諸

子
著

、詳
"其

詩

襲

公

達

必

謂
、

吾

能

探
昌開

天

之

正

源
嚇駕
昌嘉

萬

之

逸

格
門殖
v之

以
昌

廣

博

之

學
n出
v之

以
吊縱

横

之

才
h意

之

所
v欲
、筆

必

從
y之
、噫
、如
y此

則

南

郭
・蛻

岩

其

獪

病
v諸
、公

達

無
昌

天

受

之

妙
嚇而

強

欲
v籠
昌葢

萬

象
h是

以

其

詩

磊

祠
、

而

無
昌光

澤
∵莽

蒼

而

無
昌倫

理
叨

井

鼎

臣
、本

姓

千

村

氏
、號
昌夢

澤
h玉

壼

詩

稿

載
昌其

粋

六

十

餘

首
自大

抵

與
轟公

逵
一伯

仲
、如
v日
昌憑

驩

彈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

余
少
年
の
時
、友
人
の
案
上
に
就
き
て

防
邱
詩
選

を

閲
す
、張
藩

諸
家
の
詩
を
牧
録
す
、今
茫
と
し

て
記
せ
す

諸
を
書
肆
に
募
る

に
.往

々
其
名
を
知
ら
す
、殊
に

悵
恨
た
り
。扶
桑
千
家
詩
に
、清

水

春
流
の
詩
を
載
す
、亦
未
だ
其
人
を
詳

に
ぜ
す
。

木
公
達
、名
は
實
聞
、今
張
藩

の
人
士
に

於
て
、通
識
す
る
所
な
し
、

今
崑
玉
、玉
壷
の
二
集
に
據
り
て
、之
れ
を
蠡
測
す

る

に
、公
逹
張

藩
に
在
り
て
、或
は
是

れ
詞
壇

に
南
面
し
、諸
子
に
傲
睨
す
る
者

な
ら
ん
、其
詩
體
を
詳
に
す
る
に
、公
達
必
謂
は

ん
、吾
能
く
開
天

の
正
源
を
探
り
、嘉
萬
の
逸
格

に
駕
し
、之
れ
を
殖
す
る

に
廣
博

の
學
を
以
て
し
、之
れ
を
出

す

に
縱
横

の
才

を

以
て
し
、意
の
欲

す
る
所
、筆
必
之
れ
に
從
ふ
と
、噫
、此
の
如
く
な
ら
ぱ
、則
南
郭

蛻

岩
も
其
れ
獪
諸
れ
を
病
め
る
か
、公
達

天
受
の
妙
な
く
、而
し
て
張

て
萬
象
を
籠
蓋
せ
ん
と
欲
す
、是
を
以
て
其
詩
磊
飼
に
し
て
光
澤

な
く
、萍
蒼
に
し
て
倫
理
な
し
。

井
鼎
臣
、本
姓
は
千
村
氏
、夢
澤
と
號
す
、玉
壷
詩
集
に
、其
詩
六
十

餘
首
を
載
す
、大
抵
公
逑
と
伯
仲
す
、「憑
驩
鋏
を
彈
し

て
泣
き
、宋

玉
秋
に
至
り
て
悲
む
しと
、日
溢
が
如
き
、直
に
是

れ
蒙
求
の
標
題
、
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レ鋏
泣
、宋

玉

至
v萩

翡
叭直

是

蒙

求

標

題

、且

驩

彈
v鋏

歌
、非
v泣

也

、此

等

之

詩
、宜
v無
v録
、若

夫

箟

玉

集

所

v載

、喜
"今
井

生

過

訪

'五

律
、歳

秒

書

懐

七

律

、頗

爲
昌

勾

禰
肖要
v之

急

昌于

名
断砺

不
v遑

昌自

擇

一耳
。

千

村

力

之

、名

諸

成

號

齢莪

湖

嚇又

號

昌笠

澤
嚇井

鼎

臣

長

子

也
、崑

玉

集

所
レ轂
、當

昌少

時

作

嚇然

其

天

授

才

敏
、大

逾
昌乃

翕
h五

言
、生

自

憐
邑吾

室

h草

玄

避

.世

人
h

雀

羅

特
v設

處
鳳

字

孰

題
v門
、溝

水

逋

饒

後
{炊

姻

横
昌竹

邊
n未
v値
出西

歸

旦

筌

爲
昌東

武

吟

嚇客

心

驚
昌短

髣
h官

況

戀
昌扁

舟

n本

識
昌地

難
》縮
…、逾
、増

郷

國

愁
、七

言
、西

風

掃
v襤

忍

如
レ水
、中

夜

懐
v人

月

在
v霽
、病

來

室

憑

鳥

皮

几
、夢

裡

重

鳴

白

玉

珂
、世

上

虚

名

任

γ呼
v馬
、塵

中

浪

跡

總

亡

羊
、頻

年

風

雨

徒

掻
レ首
、何

地

鶯

花

更

解
γ顏

等
、下
γ字

有
γ法
、語

亦

清

麗
、其

餘

　
　
　
　
　

日

本

詩

史

釜

之

五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■

且
驩
は
鋏
を
彈
し
て
歌
ふ
、泣
く
に
非
る

な

り
、此
等
の
詩
、宜
し

く
録
す
る
無
か
る
べ
し
、若
夫
れ

崑
玉
集
に
載
す

る

所
、今
井
生

の
過
訪
を
喜
ぶ

五
律
、歳
杪
書
懐
の
七
律
は
、頗
匂
稱
と
爲
す
、之

れ
を
要
す
る
に
名
に
急
に
し
て
、而
し
て
目
ら
擇
ぶ
に
遑
あ
ら
ざ

る
の
み
。

千
村
力
之
、名
は
諸
成
、莪
湖
と
號
す
、叉
笠
澤
と

號
す
、井
鼎
臣
の

長
子
な
り
、崑
玉
集
に
載
す

る
所
は
、當

に
少
年
の
作
な
る
べ
し
、

然
も
其
天
授
才
敏
、大
に

乃
翕
に
逾
ゆ
、五
言
に
「生
白
吾
が
室
を

憐
み
、草
玄
世
人
を
迸
く
、雀
羅
將
に
設
け
ん
と

す
る
の
處
、鳳
字

孰
か
門
に
題
せ
ん
、溝
水
籬
後

に
通
じ
、炊
烟
竹
邊
に
横
は
る
、未

だ
西
歸

の
日
に
値
は
す
、塞
し
く
東
武

の
吟

を

爲
す
、客
心
短
髪

に
驚
き
、官
況
扁
舟
を

戀
ふ
、本
と
地

の
縮
め
難
き
を
識
る
、逾
檜

す
郷
.國

の
愁
」と
、七
言
に
「西
風
檻
を
掃

ふ

て
秋
水
の
如
し
、中
夜

人
を
懐
ふ
て
月
霄
に
在
り
、病
來
筌
し

く

憑
る
烏
皮
几
、夢
裡
重

ね
て
鳴
ら
す
白
玉
珂
、世
上
の
虚
名
馬
と
呼

ふ

に
任
す
、塵
中
の

浪
跡
總
ぺ
て
亡
羊
、頻
年
風
雨
徒

ら

に

首
を
掻
く
、何
れ
の
地
の

鶯
花
か
更
に
顏
を
解
か
ん
」等
、字
を
下
だ
す
法
あ

り
、語
も

亦
清

麗
、其
餘
絶
句
に
は
、殊
に
佳
な
る
者
あ
り
。

三
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日
本

詩

話

叢

書

絶

句
、殊

有
弖佳

者
刈

井

…禺

識

明
、名

知

亮
、號
昌鳳

山
n力

之

次

弟
、其

日
丁醉

後

振
v衣

花

亂

落
、庭

陰

倚
レ杖

石

崔

嵬
、移
杯歩

山

光

生
杖

壓

倚
"樓

海

色

映
表

襟
唄病

來

耽
v句

痩

逾
.甚
、

醉

後

發
v狂

意

却

寛
h才

調

雁
齲行

伯

氏
ハ崑

玉

集
、載
昌

季

弟

贋

卿

幼

時

詩
一鼎

臣

有
能

三

子
百

足
}炬
d赫

藝

轟

木

君

恕
、名

貞

寛
、號
臨蓬

莢
尾

張

人
、嘗

客
昌遊

京

師
嚇

後

赴

朿

都
講

読

爲
葉

、共

詩
、較
乏

公

逹
鼎

臣
顧

占
昌地

歩
而

雋

句

警

聯

亦

復

不
v多

若

夫

崑

玉

集

所
γ載
、中

秋

無

月

云
、金

莖

雲

黒

光

獪

動
、紫

陌

燈

明

夜

未
v深
、聲

華

可
v把
、伊
、金

莖
、漢

武

所
v設
、我

邦

無
v此
、或

日

唐

明

詩

中
、多

用
昌金

薫

用
v之

何

窖
、殊

不
v知

唐

玄

宗
・明

世

宗
、酷

好
昌紳

仙
詩

人

假

借
、以

四

井
出
識
明
、名
は
知
亮
、鳳
山
と

號
す
、力

之

の

次
弟
な
り
、其
「醉

後
衣
を
振

へ
ば
花
亂
落
、庭
陰
杖

に
倚

り

て
石
壗
嵬
、丶
歩
を
移
せ

ぱ
山
光
杖
履
に
生
じ
、樓
に
倚
れ

ば
海
色
衣
襟

に
映
す
、」「病
來
句

に
耽
り
て
痩
す
る
逾
甚
し
、醉
後
狂
を

發
し

て
意
却
て
寛
し
」と

口
ふ
、才
調
伯
氏
に
雁
行
す
、陶昆
玉
集
に
、季
弟
居
卿

の
幼
時
の
詩

を
載
す
、鼎
臣
此
の
三
子
あ
り
、自

ら

藝
苑
に
炬
赫
す

る
に
足
ら

ん
。

木
琳
恕
、名
は
貞
寛
、蓬
莱
と
號
す
、尾
張
の
人
、嘗
て
京
師

に
客
遊

す
、後
東
都
に
赴
き
、講
諡
を
業
と
爲
す
、其
詩
之
れ

を
公
逹
、鼎
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

に
較
れ
ば
、頗
地
歩
を

占
む
、而
も
雋
句
警
聯
も
、亦
復
多
か
ら
す

若
夫
れ
崑
玉
集
に
載
す
る
所
、中
秋
無
月

に

云
ふ
、「金
莖
雲
黒
く

し
て
光
獪
動
き
、紫
陌
燈
明
に
し
て
夜
未
だ
深
か

ら
ず
しと
、聲
華

　
　
　
　

ぐ

抱
む
可
し
、但
金
莖
は
漢
武
の
設
く
る
所
、我
邦
此
れ

な
し
、
或
は

日
、唐
明
の
詩
中
、多
く
金
莖
を

用
ふ
、之
れ
を
用
ふ

る
も
何
ぞ
害

あ
ら
ん
と
、殊
に
知
ら
す
唐
の
玄
宗
、明

の
世
宗
、酷
紳
仙
を
好
む
、

詩
人
假
借
し
、以
て
時
事
を
詠
す
る
者
、此
等

の
事
、余
授
業
編

に

於
て
、已
に
之
れ
を
詳
論
ぜ
り
。



1
　

詠
"時

事
一者
、此

等

之

事
、全

於
昌授

業

篇
叫已

詳
鵡論
之
㍉

　
　

沖

野

孝

寛
、號

南

溟
蔚

中

術

章
、名

釆

惹
、號

雇

宕
嚇

　
　

晁

涵

徳
、名

文

淵
、號
玄

遡

清

水
彦

八
、名

虎
、賀

安

　
　

長
、號
精

齋
「五

入

竝

張

藩

人
、其

詩
、見
昌煕

朝

交

苑
晒

　
　

者
、不
v過
二

二

首
嚇姑

録
昌其

姓

名
一以

備
昌重

考
叩

　
　

松

秀

雲
、亦

張

藩

人
、煕

朝

交

苑

載
昌其

詩

七

首
n頃

　
へ
　
　

日

大

江

穉

圭
、刻
二玄

圃

集
嚇膾
嚇奈

一
部
n有
昌秀

雲

序
嚇

　
π

　
泥
　
　

斯

知

其

人

無
ソ恙
、老

盆
.把
艶
廾
翰

墨
田

　
ゾ

　
W
　
　

崑

玉
、玉

壷

二
集
、撰

次

無
v倫
、余

巳

前

論
、其

張

人

　
　

與
昌他

邦

入
n相

混

不
v可
昌分

別
h則

姑

從
三

集

所
ツ録
、

　
　

以

論
二及

一
二
↓若

夫

張

人

興
v不
轟張

入
噌姑

置
v之

耳
、

　
ハ

　
　

μ

髭

卿
、名

章
、號
趣

蜩

玉

壺

詩

稿

載
奨

詩

二

貢

、

　
　
歳

晩

蕣
昌井

良

電
層七

律

雖
v剿
二竊

嘉

靖

七

子
ハ砺

漸

謝　
　
近
昌自

然
嚇但

第

玉

句
、芳

樽

萬

里

河

山

遞
、不
v免
昌日

　
　
　
　
　
　
　

日
本

詩

史
卷

之

五

沖
野
孝
寛
.南
溟
と
號
す
、田
巾
徇
章
、名
は
釆
愨
、雁
宕
と
號
す
、晁

涵
徳
、名
は
文
淵
、玄
洲

と
號
す
、清
水
彦
八
、名
は
虎
、賀
安
長
、精

齋
と
號
す
、五
人
竝
に
張
藩

の
人
、共
詩
、熙
朝
文
苑
に
見
ゆ
る
者

=

嚇首
に
過
ぎ
す
、姑
く
其
姓
名
を
録

し
以
て
重
考
に
備
ふ
。

松
秀
雲
、亦
張
藩

の
人
、熙
朝
交
苑
に
、其
詩
七
首
を

載
す
、頃
日
大

江
穉
圭
、玄
圃
集
を
刻
し
、余
に

】
部
を
膾
ら

る
、秀
雲
の
序
あ
り
、

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

で

斯

に
知
る
其
人
恙
な
く
、老
て
益
翰
墨
を
把
弄
す
る
を
。

崑
玉
、玉
壷

の
こ
集
、撰
次
倫
な
き
は
、余
已
に
前
に
論
す
、共
張
入

と
他
邦
人
と
、相
混
じ

て
分
別
す
可

か

ら

す
、則
姑
く
二
集
の
録

す
る
所
に
從
ひ
、以
て

一
二
を

論
及
す
、若
夫
れ
張
入

と

張
入
な

ら
ざ
る
と
、姑
く
之
れ
を
置
く
の

み
、伊
侵
卿
.名
は
章
啌
綱
と
號

す
、玉
壷
詩
稿

に
共
詩
二
首
を
載
す
、歳
晩
井
良
重

に
寄
す
る
七

律
、嘉
靖
七
子
を
勦
篇
す
と
雖
、而
も
漸

く

自
然
に
近
し
、但
第
荘

句
の
、
「芳
樽
萬
里
河
山
遞
た
り
」と
、日
は
上
る
文
王
の
謗
を
冤
れ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
透
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日

本

詩

話

叢

書

上

文

王

之

謗
「若

拒

昌芳

樽

一
夕
n則

佳

矣
、叉

鱠
v人

小

詩
、東

海

多

萩

墨

況

蓬
畠夜

色

新
遙

知

奠

水

月
、

不
レ照
瓢去

年

入
h雖
v無

昌奇

壑
訊
亦

自

可
γ誦
、徳

良

弼
、看

城

寓

目
、華

贍

可
v觀
、澤

元

喜
、寄

藺

皐
・夢

澤

二

子

七

律
、頗

能

結

構

、又
、留
鴨別

諸

子
一絶

句

云
、落

魄

無
昌

人

不
ツ可
γ憐

一
句
、太

是

悲

愴
.惜

乎

結

不
v成
レ語
、岡

長

肪
、咏

雪

云
、
一
庭

地

自

非
γ關
γ月
、萬

樹

花

明

不
γ

待
レ春
、興

象

叢

肯
、惜

乎

首

尾

不
v稱
、福

昌

言
、九

日

作
、中

南

來
、池

亭

五

律

、尾

有

孚
、七

絶

二

首
、竝

占
昌

得

地

歩
晒其

餘

天

信

景

・磯

長

博

・鈴

子

都
・嶺

文

難
・

出

敬

迸
・野

俊

明
・關

徳

亮
・元

文

邦
藤

本

弘
・江

子

永
・林

文

清

・鴦

惟

寧
・葉

日

洞
・山

泰

信
・山

芝

岩

・池

子

圭
・仲

文

輔
・井

天

目
・倉

立

大
・關

範

艮
・須

玉

澗

・

谷

秀

實

・丁

忠

利
・竹

山

東

・馬

意

信
・村

馬

六
・筒

恆
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

す
、若
し
芳
樽

一
夕
と
作
さ
ば
則
佳
な
ら
ん
.又
入
に
贈

る
小

詩

に
、「東
海
秋
思
多
し
、況
や
秋
色
の
新
な
る
に
逢
ふ
を

や
、遙
に
知

る
奠
水
の
月
、去
年
の
人
を

照
峯
す
㌧
・、奇
警
な
し
と
雖
、亦
自
ら

誦
す
可
し
、徳
良
弼
の
春
城
寓
目
は
、華
贍
觀
る

可
し
、澤
元
喜
の
、

蘭
皐
夢
澤
二
子
に
寄
す

る

七
律
は
、頗
能
く
結
構
す
、叉
諸
子
に

留
別
す
る
絶
句
に
云
ふ
、「落
醜
人
と
し
て
憐
む
可
か
ら
ざ

る

は

な
し
」の

一
句
、太
だ
是
れ
悲
愴
、惜
ら
く
は
結
語
を
域
さ
す
、
岡
長

鮪
の
咏
雲
に
云
ふ
、「
一
庭
地
白

し

月
に
關
す
る
に
非
す
、萬
樹
花

明
に
し
て
春
を
待
た
す
」と
、興
象
甚
省
た
り
、借
ら
く

は
首
尾
稱

は
す
、幅
昌
言
の
九
日
の
作
、中
南
來

の
池
亭

の
五
律
、尾
有
孚
の

七
絶
二
首
、竝
に
地
歩
を
占
め
得
た
り
、
其
餘
天
信
景
、磯
長
博
、鈴

子

都
、嶺
文
谿
、出
敬
蒄
野

俊
明
、關

徳
亮
、元
文
邦
、藤
本
弘
、江
子

永
、林
文
清
、喬
惟
寧
、葉
日
洞
、山
泰
信
.山
芝

岩
、池
于
圭
、仲
文
輔
.

井
天
目
、倉
立
大
、關
範
艮
、須
玉
鵬
.谷

秀

實
、丁
忠
利
、竹
山
東
、馬

意

信
、村
馬
六
、筒
恆
徳
、森
東
發
、蒲
梧
熄
、陸
知
規
、吉
大
壑
、
田
仲

文
、源
基
長
、源
長
英
、亭
蘭
溪
等
、其
中
玉
石
の
瓣
な
き
に
あ
ら
す
、

而
も
余
未
だ
其
人
を
詳
に
せ
す
、且
二
集

の
載

す

る

所
、人
ご
と
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徳
・森

東

發
・藩

梧

聰
・陸

知

規
・吉

大

壑
・田

仲

文
・源

基

長
・源

長

英
・卆

蘭

溪

等
、其

中

不
v無
昌玉

石

之

辨
嚇

而

余

未
γ詳
昌其

人
{且

二

集

所
v載
、入

不
v過
二

二

篇
崩

則

亦

俟
昌重

考
一云
。

菎

玉
・玉

壷

二
集

所
v載
、僧

詩

亦

夥
、今

論
昌其

】
二
唱

僭

寳

性
、寄
昌夢

澤
一云
、伏

枕

青

春

日
、聞

君

解
レ綬

歸
、

鳥

窺

移
v柳

地
、童

待

映
v花

扉
、採
v勝

支

公

馬

舞

雰

曾

點

衣
、昨

宵

芳

草

夢
、相

引

到
漁

磯
顧

華

暢

矣
、

興

善

寺

分

韻

作

亦

佳
、據
ガ
ご

詩
一則

足
レ稱
昌方

外

作

家僭
…宜

牧

詩
、嘉

靖

七

子

之

末

響
、極
γ意

勦

襲
、然

其

中

自

有
娼佳

岩
h宿
昌圓

逋

寺
師云
、古

寺

鐘

聲

度
昌翆

微
嚇

階

庭

柏

葉

亂

斜̀

暉
n巖

中

設
v偈

花

爲
v雨
、定

裡

忘

機

月
照
レ衣
.集

鳥

閑

窺

雙

樹
一入
、香

烟

細

結
主

鬱
ヨ

　
　
　
　
　
日
本

詩

史

卷
之

孟

に

一
二
篇

に
過
ぎ
す
、則
亦
重
考
を
俟

っ
と
云
ふ
。

崑
玉
、玉
壷
二
集
の
載
す
る
所
、僭
詩
亦
夥
し
、今
其

一
二

を
論
す
.

僭
寳
性
の
夢
澤

に
寄
す
る
に
云
ふ
、「伏
枕
青
春

の
日
、聞
く
君
が

綬
を
解
…き
て
歸
る
を
、
鳥
は
窺
ふ
柳
を
移
す
の
地
、童
は
待
つ
花

に
映
す
る
扉
、勝
を
探
る
支
公
の
馬
、舞
雰
曾
點

の
衣
、昨
宥
芳
草

の
夢
、相
引
て
漁
磯
に
到
ら
ん
』と
、
頗
華
暢
な
り
、興
善
寺
分
韻
の

作
も
亦
佳
な
り
、二
詩
に
據

れ

は
、
則
方
外
の
作
家
と
稱
す
る
に

足
る
。

魯

僣
宜
牧
の
詩
は
.嘉
靖
七
子
の
末
響
、意
を
極
め

て
勦
襲
す
、然
も

其
中
自
ら
佳
な
る
者
あ
り
、圓
通
寺
に
宿

す

る
に
云
ふ
、「古
寺
の

鐘
聲
翠
微
を
度
る
、階
庭

の
柏
葉
斜
暉
に

亂
る
、巖
中
に
偈
を
読

け
ば
花
雨
と
爲
り
、定
裡
機
を
忘

れ

て

月
衣
を
照
す
、集
鳥
閑
に

雙
樹
を
窺
ふ
て
入
り
、香
烟
細

に
五
雲
を
結
ん

で
飛
ぶ
、上
方
遙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亡
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日
本

詩

話
叢

書

飛
、上

方

邁

出

藤

蘿

外
、杖

錫

探
v奇

信
.宿

歸
、首

尾

匂

糲

、擁
v等

へ
誌

鴨

偸

惠

仁

幽
、山昆

玉

集

越

、・　
嫁

多
、其

京

館

維

詩

中

云
、晩

來

卦

犀

絃

歌

赴
、疑

鳥

藷

天

贊
v我

盤
、可
・謂
・

狂

妄
反

日
、此

中

無

丕

有
、唯

少

天

女

侍
蘿

v鱒

維

摩

事
"亦

復

甚

矣
、近

時

學

者

、動

日
、欝

詩

不
v蝉
v有
　

香

火

氣

一余

則

日
、僧

詐

不
v可
v有

香

火

氣

"也
、又

不

'可
V無

也
、蓋

有

轟香

火

氣

嚇以
"法

客
レ詩
、無
二香

火

氣

門以

レ詩

累
レ徳
、僻
…
家

學
γ詩

者
、宜
レ了
雌得

此

義
輔

尾

張

柬

鄰
昌參

河
一在
瓢
摎

河
n則

扶

桑

千

家

詩

、載
鷁村

田

迺

信

詩
奈

訴

詳
昌共

《

近

時
、源

京

國
、仕
昌刈

谷

侯

就

已

前

録
、醐

崎

侯

儒

學
、秋

子

帥
、名

以

正
、所

卩署
有

二澹

園

初

籤

餘

未
v見
v之
、又

田

源

侯

太

央
、雍

子

方
、有

爽

鳩

詩

頚

子

方

姓

鷹

見
、省

v見

爲
v鷹

叉

八

に
出
づ
藤
総
の
外
、杖
錫
奇

を
探
ρ

て
信
宿
し
て
歸
る
』と
、首
尾

勾
辮
.合
作
と
稱
す
る
に
足
る
。

檜
惠
仁
の
詩
、崑
玉
集
之
れ
を
載

す

る

殊
に
多
し
、其
京
館
の
雜

詩
串
に
云
ふ
、「晩
來
比
屋
絃
歌
起
る
、疑
ら
く
は

是
れ
諸
天
我
を

贊
す
る
の
聲
」
と
、狂
妄
と
謂
ふ
可
し
、叉
日
凋此
中
有
ら

ざ

る
な

　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

し
、唯
天
女
の
侍
す
る
を
少
く
」と
。維
摩

の
事
を
用
ふ
と

雖
、亦
復

甚
し
、近
時
の
學
者
動
す
れ
ば
口
、曾
の
詩
香
火
の
氣

あ

る
可
か

ら

す
と
、余
則
口
、僑
の
詩
香
火
の
氣
あ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
、又

無

か
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
、蓋
香
火
の
氣
あ
れ
ば
、法
を
以

て
詩

を
害
す
、香
火
の
氣
な
け
れ
ば
、詩
を
以
て
徳
を
累
す
、僭
家
詩
を

學
ぶ
も
の
、宜
、し
く
庇
の
義

を
了
得
す
べ
し
。

尾
張
は
東
參
河
に
鄰
る
、參
河
に
在

て

は
、則
扶
桑
千
家
詩
に
、村

田
通
信
の
詩
を
載
す
、余
未
だ
其
人
を
詳
に

せ
す
、近
時
源
京
國

刈
谷
侯
に
仕
ふ
、既

に
已
に
前
に
録
す
、岡
崎
侯
の
儒
學
、秋
子
帥

名
は
以
正
、著
は
す
所
澹
園
初
稿
あ
り
、余
未

だ

之
を
見
す
、叉
田

原
侯

の
太
夫
雍
子
方
に
、爽
鳩
詩
稿

あ

り
、子
方
姓
は
鷹
見
、見
を

省
き
て
鷹
と
爲
す
、又
鷹

の
字
の
不
雅

な
る
を
悪
み
、更
に
雍
姓

と
爲
す
者
.名
は
配
長
、爽
鳩
は
北
ハ號
.嘗

て
護
園
諸
子
と
歡
…す
、是
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悪
昌鷹

字

不

雅
ハ更

爲
謄雍

聾

者

、名

花

長

、爽

鳩

其

號
、

嘗

與

昌譏

園

諸

子

一歡
、是

以

詩

名

著

聞
、余

謂

靉

園

諸

子
、除
昌服

子

邁

一外
、孰

不
v勦
一竊

七

子

一者
、而

莫
v甚
亀

于

子

方
n如
v戸

薄

官

天

涯

耽

濁

酒
n故

人

江

上

感
巾

緤

袍
ハ比

比

是

也
、要
v之

以
昌藩

國

太

夫
自有
昌此

文

雅
嚇

可
v稱

耳
。

從
昌參

河

働以

東

五

州
、爲
v遠

爲
駆駿

爲

v豆

爲
v相
、文

入

才

子
、意

謂

當
v衆

、余

也

弧

陋
、無
v所
昌闘

見
嚇則

不
v得

v
不
v傚
轟史

之

闕

交
n上

野
・下

野
・上

總
・下

總
・安

房
。五

州

獪
昌夫

五

覡

安

房

束

爲
昌常

陸
嚇常

藩
、常
昌中

納

言

義

公

時
肉儒

術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

交

藝

之

盛
、至

v今
.
入

稱
昌東

卆

之

賢
n無
v俟
昌余

言
ハ當

時

諸

子

詠

言
、必

有
昌可
レ觀

可
μ博

者
一但
.常

藩

與
昌京

臼

師
嚇相

距

隔

遠
、所
v謂

風

馬

牛

不
昌相

及
髫

、茫

乎

不

　
　
　
　
　
　
　

貝

本

詩

更

卷

之

五

を
以
て
詩
名
著
聞
す
、余
謂

ふ
に
莪
園

の
諸
子
、服
子
邁
を
除
く

外
、孰
か
七
子
を
勦
竊
せ
ざ
る
者
あ

ら
ん
、而
鶺
子
方

よ

り
甚
し

き
は
な
し
、「薄
官
天
涯
濁
酒
に
鯱
り
、故
人
江
上
繍
袍
に
感
す
」と

口
ふ
が
如
き
、比

た
是
れ
な
り
、之
れ
を
要
す

る

に
、藩
國
の
太
夫

を
以
て
、此
の
交
雅
あ
る
は
稱
す
べ
き

の
み
。

參
河
よ
り
以
東
の
五
州
、遠
た
り
駿
た
り
豆

た

り

相
た
り
、交
人

才
子
、章
謂

ふ
に
當
さ
に
衆
か
る
べ
し
、余
や
孤
腋
聞
見

す

る

所

な
し
、
則
艇
の
闕
文
に
傚
は
ざ
ろ
を
得
す
.
上
野
.下
野
、
上
總
、
下

總
、安
房
の
五
州
は
獪
夫
の
五
州
の
ご
と
し
。

安
房
の
東
を
常
陸
と
爲
す
、常
藩
は

中
納
言
義
公

の
時
に
當
り
、

儒
術
女
藝
の
盛
な
る
、今
に
至

り
て
人
、東
雫
の
腎
へを
稱
す
、余
が

言
を
俟

つ
な
し
、當
時
諸
子
の
詠
言
、必
觀

る
可
く
傳

ふ
可
き
者

あ
ら
ん
、但
常
藩
京
師
と
相
距
る
隔
遠
、謂
は
ゆ

る
風
馬
牛
相
及

ぼ
ざ
る
者
、茫
乎
と
し
て
考
索

す

可
か
ら
す
、蕪
夫
れ
朱
子
瑜
は
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日
本
詩

話
叢

書

可
昌考
索
蓍

夫

栄

子

瑜
、余

已

前

録
、扶

桑

千

家

詩
、

載
餐安

積

覺
・内

藤

貞

顯
・大

串

元

善
・青

野

叔

元
∴

松

拙

忠
・石

井

牧
・内

藤

延

春
・安

癬

爲

明
・名

越

正

逋
・人

見

野

傳
・清

水

三

世
・相

田

信

也
自

井

信

胤

等
、十

三

人
、同

咏
レ菊

詩

各
.
一
首
h蓋

陪

宴

授

簡

之

作
、
一
時

文

雅

可
v想
、安

積

覺
、字

子

先
、夙

聞
昌其

名
嚇

所
v著

有
昌澹

泊

交

集
嚇余

未
v見
"之
、其

餘

未
v詳
嵩其

人
嚇

叉

鵜

飼

金

卒
・栗

山

伯

立
・森

徇

譲
・三

人
、亦

常

藩

學

職
、金

平

名

信

勝
、石

齋

長

子

蓉
。

常

陸

東

北

爲
昌陸

奧
嚇陸

奥

大

國
、火

小

藩

府
、無

慮

二

十
、而

仙

臺

爲
レ大
、余

聞

藩

中

以
昌儒

業
嘘世
レ祿

者
、

有
}

數

人
嚇而

其

交

藻

無
レ所
昌聞

見
薈

津

亦

大

藩
、

往

時

山

崎

闇

齋
、講
昌學

詫
ハ
地
一至
レ・今

入

電
瞭經

業
一如
昌

其

詩

章
h亦

無
"所
騨闘

見
嚇森

山
、常

藩

支

封
、夙

以
昌好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇

余
巳
に
前
に
録
す
、
扶
桑
千
家
詩
に
、安
積
覺
、内
藤
貞
顯
、大
串
元

善
、青
野
叔
元
、
】
松
拙
忠
、石
井
牧
、内

藤

延
春
、安
藤

爲
明
、名
越

正
通
、入
昆
野
傳
、清
水
三
世
、相
田
信
也
、白
井
信
胤
等
十
三
人
、同

し
く
菊
を
咏
す
る
詩
各

一
首

を
載
す
、
蓋
陪
宴
授
簡

の
作
な
ら

ん
、
一
時
の
文
雅
想
ふ
可
し
、安
積
覺
、字

は
子
先
、夙
に
共
名
を
聞

く
、著
す
所
澹
泊
文
集
あ
り
、余
未

だ

之
れ
を
見
す
、其
餘
は
未
だ

其
入
を
詳
に
せ
す
、又
鵜
飼
金
平
、栗
山
伯
立
、森
爾
蕪
の
三
人
、亦

常
藩

の
學
職
、金
畢
名
は
信
勝
、石
齋
の
長
子
と
云
ふ
。

常
陸
の
東
北
を
陸
,奥
と
爲
す
、陸
奥

は
大
國

な

り
、大
小
の
藩
府
、

無
慮
二
十
、而
し
て
仙
蘯
を
大
な

り

と

爲
す
、余
聞
く
藩
中
儒
業

を
以
て
祿
を
世
に
す
る
者
、十
數
人
あ
り
、而
し

て
其
交

藻
は
聞

見
す
る
所
な
し
、龠
津

馬
亦

大
藩
な
り
、往
時
山
崎
闘
齋
、其
地
に

講
學
す
、今
に
至
ゆ

て
人
經
業
を
重

ん

す
、其
詩
章
の
如
き
は
、亦

聞
見
す
る
所
な
し
、森
山
は
常
藩
の
支
封
、夙
に
好
學

を

以
て
聞

ゆ
、藩
申
或
は
作
家
多
か
ら
ん
、若
夫

れ

本
朝
詩
纂
は
、盛
擧
と
謂



1

學

,聞

、藩

中

或

多
昌作

家

門若

夫

本

朝

詩

纂
、可
v謂
昌盛

擧
嚇余

嘗

過

昌書

肆

門暫

時

寓
v目
、其

所
昌收

載

脯京

攝

作

　

者
、殊

有
レ可
「笑
、所
ピ
謂

鸞

鳳

伏

竄
、鴟

梟

翔

翔
、不
v啻

　　

也
、亦

唯

距
。京

攝

一絶

遠

、無
v由
輔物

色
{耳
、今

余

論

昌及

　 　 　 ヘ ー　 　 ..,,.,-,..　 　 吶　 Aしv

關

東
叫胡

以

異
γ此

、爲
ゼ之

可
γ發
昌大

據
門松

前

、僻
昌在

海

外
q與
昌蝦

夷
一接
v壤

、或

日
、陋

如
昌之

何
ハ不
v知

其

地

富

庶
、政

寛

俗

朴
、爲
隔叫
一
樂

土
「往

者
、富

仲

逵
、傳
u松

前

侯

命
h請

詩

於

余
門又

松

前

醫

生
、來

學
昌京

師
嚇染
昌指

藝

苑

脯者
、前

後

不
v斷

、則

其

地

頗

嚮
昌夊

雅

一可
レ知

也
、

從
陸

奧
一傍

毛

海
一而

西
、則

資

…出

塑

有
越

後
嚇二

州

亦

廣

大
、而

其

藝

業
、未
レ有
v所
v徴
、佐

渡

固

亡
v論

耳
]

信

濃
、在

自越

後

南
嚇諏

訪

侯

好
昌文

藝
嚇讀

識服

子

邏

集

一

知
γ之
、謂

下

必

有
學甚

焉

者
ハ亦

俟
昌異

日

考

索
門信

地

脇
　

以
v山

稱

焉
、唯
、松

本

廓

然

矣
、乃

有
昌湖

松

江

在
菘

日

本

詩

史

卷

之

五

ふ
可
し
、余
嘗
て
書
肆

に
過
ぎ
り
、暫
時
目
を
寓
す
、其
收
載
す
る

所
京
攝
の
作
者
.殊
に
笑
ふ
可

き

あ
り
、謂
は
ゆ
る
鸞
鳳
伏
鼠
し
、

鴟
梟
翔
翔
も
膏
な
ら
ざ
る
な
り
、亦
唯
京
攝

を

距
る

絶
遠
、物
色

に
由
な
き
の
み
、今
余
關
東
に
論
及
す

る
、胡
ぞ
以
て
此

れ
に
異

な
ら
ん
、之
れ
が
爲
に

天
嘘
を
發

す

可
し
、松
前
は
海
外
に
僻
在

し
、蝦
夷
と
壤
を
接
す
、或
は
日
、陋
嚢
之
れ

を
如
何
と
、知
ら
す
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
キ
ニ

地
富
庶
、政
寛
に
俗
朴
に
、
一
樂
土
た

る
を
、往
者
富
仲
逹
、松
前
侯

の
命
を
傳

へ
、詩
を
余
に
請
ふ
、叉
松
前

の

醫
生
、來
り
て
京
師
に

學
び
、指
を
藝
苑
に
染

む

る
者
.前
後
斷
え
す
.則
其
地
頗
交
雅
に

嚮
ふ
知
る
可
き
な
り
、陸
奥
よ
り
北
海
に
傍
ふ

て
西

す

れ
ば
、則

出
朋
あ
り
、越
後
あ
り
、二
弼
も
亦
廣
大
、而
し

て
其
藝
業
未
だ
徴

す
る
所
あ
ら
す
、佐
渡
は
固
よ
り
論
す
る
亡
き
の
み
。

信
濃
は
、越
後

の
南
に
在
レ
、諏
訪
侯
の
交
藝

を
好
む
は
服

子
遷

の
集
を
讀
み
て
之
れ

を

知
れ
り
、謂
ふ
に
下
必
甚
し

き
者
あ
ら

ん
、亦
異
日
の
考
索
を
侯
つ
、信
の
地
山
を

以

て
稱
す
、唯
松
本
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

廓
然
た
り
、乃
湖
松
江
の
在
る
あ
り
、松
江
姓
は
多

湖
、字
は
玄
岱

一

陶
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日
本

詩

話
叢
書

江
、姓

多

湖
、字

玄

岱
、少

時

從
昌學

桂

義

樹
h能
v詩

能

交
、蒹
工
羇臨

池

之

伎
肉松

江

父
、字

元

泰
、蛻

恐

萬

菴

V

集

中
、稱

湖

栢

山
一是

也
、柏

山

父

稱

玄

甫
室

二松

江
嚇

三

世
、以
ゾ醫

仕
菘

本

侯
h而

專

以
昌儒

術

文

藝
一署

稱

焉
、松

江

碕
鵲氣

節
嚇慚
v食
"精

於

方

伎
一侯

察
出其

意
{今

春

使
F松

江

嗣

子

玄

室

代
昌松

江
鴨爲
巾侍

醫

更

命
噛菘

江
嚇爲
錫儒

學

歉

授
一蓋

特

恩

云
。

飛

騨
、在
昌信

之

西

北
晦在
昌萬

山

中
h地

出
邑良

材
h如
昌高

山

府
白號

爲
廏

富
{俗

頗

事
認伎

藝
爺

學

事

無
μ聞
、東

涯

盍

簪

録

日
、先

人

講

學

時
、弟

子

無
昌國

不
"至
、唯

飛

騨
・佐

渡
・壹

岐
・三

州

入

不
レ至
、其

十

風

可
V知

也
、

然

客

歳

余

遊
昌越

中
肉高

山

人

某
、因
昌富

出

渡

邊

公

庸
嚇請
昌詩

於

余
薪

知

其

土

入
、近

稍
.饗
女

學
嚇飛

騨

之

北

帥

越

中

云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
=
輔

少
時
桂
義
樹
に
從
學
す
、詩
を
能
く

し
文

を

能
く
し
、鍍
て
臨
…池

の
伎
に
工
な
り
、松
江
の
父
、字
は
元
泰
、蛻
岩
萬
菴

の
集
中
、湖
栢

山
と
稱
す
る
は
是
れ
な
り
、栢
山

の
父

玄
甫

と
稱
す
、松
江
に
至

り
て
三
世
、醫
を
以
て
松
本
侯

に
仕
ふ
、而
し

て
享
儒
術
文
藝
を

以
て
著
稱
す
、松
江
氣
節
を
省
び
、精
を
方
伎
に
食
む

を

慚
づ
、侯

其
意
を
察
し
今
春
松
江
の
嗣
子
玄
室
を

し
て
松
江
に
代
り
て
侍

醫
と
爲
ら
し
む
、更
に
松
江

に
命
じ
て
、儒
墨
歡
授
と
爲
す
、葢
特

恩
な
り
と
云
ふ
。

飛
騨
は
、信
の
西
北
に
あ
り
、萬
山
の
41
に
在
り
、地
良
材
を
出
す

高
山
府
の
如
き
、號
し
て
殷
富
と
爲
す
、硲
頗
伎
藝

を
事
と
す
、而

し
て
畢
事
聞
ゆ
る
な
し
、束
涯
の
蓋
簪
録

に
日
、先
入
講
學
の
時

弟
子
國
と
し
て
至
ら
ざ
る
は
な

し
、唯
飛
騨
.佐
渡
壹

岐
の
三
州

の
人
至
ら
す
と
、其
土
風
知

る
可
き

な

り
、然
も
客
歳
余
越
中
に

遊
ぶ
、高
山
の
人
某
.富
山
の
渡
漫
公
庸

に
因
て
、詩
を
余
に
請
ふ
、

斯
に
知
る
其
土
人
、近
ろ
稍
爻
學

に
嚮

ふ
を
、飛
騨
の
北
は
帥
越

中
と
云
ふ
。

.
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越

申

都

會

、有
昌高

岡
n有
昌富

山
=富

山

賀

藩

支

封
、閭

閻

之

富
、有

昌志
v學

者
嚇往

芳

野

于

鵠

、遊

"學

京

師

肋時

間
呂字

余

弟
{厥

後
、西

野

士

明
、因
昌于

鵠
赤

謁
昌余

弟

嚇

客

歳

之

春
、佐

藤

季

艘

、遊
レ京
、數
.過
昌余

家
嚇聞
冨余

好
昌

山

水
嚇盛

説
昌立

山

奇

繦
嚇逾

以
昌秋

九

月
嚇余

遊

昌富

山
門

爾

五

十

日
、季

艘

名

樸
、詩

才

絶
v人

、惜

乎

不
昌甚

好
τ

學

、不
v讀
v書

焉
、余

謂
轟季

艘

一日
、子

如

讀
レ書

三

年
、可

爲
出北

陸

道

第

一
才

子
ハ季

艘

日

小

子

心

期

海

内
嚇

ド

何

論
呂北

陸
肖彼

也

少

年

逸

氣
、漫

爲
晶大

晶亘

恐

終

不

レ讀
v書
、季
艘

詩
、山

居

云
、結
v廬

自

雲

裡
、白

日

亦

堪

眠
、啼
鳥

時

驚
v夢
,山

花

落
昌枕

邊
嚇又

過
昌岡

子

龍

舊

居
勝有
γ感

云
、春

林

鳥

返

夕

陽

斜
、終

日

筌

關

叔

夜

家
、唯
.有
彑鄰

人

吹
鷁玉

笛
哨荒

園

滿

地

落

梅

花
、季

艘

.伯

父
、佐

伯

子

桂
、名

望
、往

爲
薗富

山

侯

丈

學
肉已

沒

　
　
　
　
　

日
本

詩

史
卷

之

五

越
中
の
都
會

に
、高
岡
あ
り
、富
山
あ
り
、富
山
は
、賀
藩
の
支
封
.閭

閻
の
富
、塾
に
志
す
者
あ
り
、往
に
芳
脈野
鵠
干
、京
師
に
遊
學
す
、時

に
字
を
余
か
弟

に
問
ふ
、厥
後
西
野
士
明
、于
鵠

に

因
て
、亦
余
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ぐ

弟

に
謁
す
、客
歳
の
春
、佐
藤
季
艤
.京

に

遊
び
數
余
が
家
に
懣
ぎ

る
、余
が
山
水
を
好
む
と
聞
き
、盛
ん
に
立
山

の
奇
絶
を
読
く
、途

に
秋
九
月
を
以
て
、余
富
山
に
遊
ぶ
、留
ま

る
五
十
日
、季
艤
名
は

樸
、詩
才
入
に
絶
す
、惜
ら
く
は
.甚
學
を
好
ま
す
、書
を
讀
ま
・ず
、余

　
　
　
　
　
　
　
　
や

季
艘
に
謂
ふ
て
日
、子
如
し
書
を
讃
む

三

年

な
ら
は
、北
陸
道
第

一
の
才
子
と
爲
る
べ
し
と
、季
艘
日
、小

子
心
海
内

を

期
す
、何
ん

ぞ
北
陸
を
論
ぜ
ん
、彼
は
少
年
逸
氣
、漫

に

大
言
を
爲
す
、恐
く
は

終

に
書
を
讀
ま
ざ
ら
ん
、季
艘
の
詩
の
、山
居
に

云
ふ
、「廬
を
結
ぶ

白
雲
の
裡
、白
日
亦
眠
る
に
堪

へ
た
り
、啼
鳥
時
に
夢

を
驚
か
し
、

山
花
枕
邊
に
落
つ
」と
、夂
岡
子
龍
の
舊
居
を
過

ぎ

て
、感
あ
り
云

ふ
、「春
林
鳥
返
り
て
夕
陽
斜
な
り
、終
日

塞
し
く
關
す
叔
夜
の
家
、

唯
鄰
人
の
玉
笥
を
吹
く

あ

り
、荒
園
滿

地
落
梅
花
」と
、季
艤
の
伯

父
.佐
伯
子
桂
、名
は
望
、往
に
富
山
侯
の

文
學
た
り
、已
に
沒
す
と

云
ふ
、士
明
天
授
季
鱶
に
及
ば
す
、而
し

て
黽
勉
書
を
讀
み
、思
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
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日
本

詩

話
叢

書

云
、士

明
、天

授

不
γ及
昌季

艘
葡

黽

勉

讀
γ書
、潛
"思

敲

推
嚇不
v懈

有
〃成
。

能

登
、在
昌越

中

西

北
嚇近

時

僭

環

筌
、出
F自
昌其

地
嚇爲
昌

僭

金

龍

徒

弟
嚇從
v師

在
昌京

師
蒻

齡

好
昼吟

哦
顔

有
唱

詩

才
コ

朝

短

折
、有
昌遺

稿

在
叩

加

賀

在
昌越

中

西
h余

遊
昌越

中
嚇路

出
昌金

澤
肉泱

泱

大

都

會

哉
、無
讎物

不
7有
、如
昌其

藝

交
ハ但

未
v遑
v考
、往

時

木

靖

恭
・室

搶

浪
、竝

爲
嵩賀

藩

交

學
「巳

前

録
、扶

桑

千

家

詩
、載
昌李

山石
柚

桂

詩
嚇余

未
v詳
昌其

人
叩

越

前
、在
昌加

賀

西

南
百

昌余

先

大

父
以

及
昌兄

弟
h辱
昌

越

藩

文

學
門余

恐
冨事

渉
昌不

敬
茵

不
論

列
嚇而

余

弟

數
、稱
呂清

圓

寺

瑩

上

入
、信

義

粹

然
、且

好
7詩
、越

前

南

爲
"美

濃

州
叩

在
美

濃
嚇則

岐

阜

最

稱
自富

庶
嚇三

十

年

前
、學
昌詩

於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四

敲
推
に
漕
む
、懈
ら
ざ
れ
ば
成
る
あ
ら
ん
。

能
登
は
、越
中
の
西
北
に
在
り
、近
時
僧
還
室
、共
地
よ

り
拙
づ
、繪

金
龍
の
徒
弟
と
爲
り
師

に
從

ひ

て
京
師
に
在
り
、弱
齡
吟
哦
を

好
む
、頗
詩
才
あ
り
、
一
朝
短
折
す
、遺
稿
の
在
る
あ
り
。

加
賀
は
、越
中
の
西
に
在
り
、余
越
中
に
遊

ぶ
、路
金
澤
に
出
づ
、泱

泱
た
る
大
都
會
な
る
か
な
、物
と
し
て
有
ら

ざ

る

は
な
し
、其
藝

文
の
如
き
は
、御
未
だ
考
ふ
る
に
遑
あ

ら

す
、往
時
木
靖
恭
、窒
沿

浪
、竝
に
加
藩
の
丈
學
と
爲
る
、巳
に
前
に

録
す
、抉
桑
千
家
詩
に

畢
岩
仙
桂
の
詩
を
載
す
、余
未
だ
其
人
を
詳
に
せ
ず
。

越
前
は
、加
賀
の
西
南
に
在
り
、余
の
先
大
夫

よ
り
、以
て
兄
弟

に

及
び
、越
藩
の
文
學
を
辱
ふ
す
、余
事
の
不
敬
に
渉

る

を
恐
れ
、因

て
論
列
せ
す
、而
し
て
余
が
弟
數
清

圓
寺

の
塋

上
人
の
信
義
粹

然
、且
詩
を
好
む
を
稱
す
.越
前
の
南
を
美
濃
州
と
爲
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ

美
濃
に
在
り
て
は
.則
岐
阜
最
富
庶

と
稱
す
、三
十
年
前
、詩
を
余



1

脚…
余
一者
、有
昌十

數

人
試
氾
。余

爲
昌吏

雙

都

絶
昌音

耗
曜

山

田

大

藏

一
人

、逋

問

至
V今
、其

人

於
レ詩

頗

有
昌見

解
{

時

見
昌合

調
嚇大

垣

亦

一
都

會
、如
瞬守

秀

緯
百

前

録
、

叉

谷

大

齡

・田

吉

記
・二

人

詩
、見
一一崑

玉

集
{嶺

三

折
・

鈴

木

藤

助
、二

人

詩
、見
昌煕

朝

文
苑
嚇竝

美

濃

入

云
、

美

濃

之

西

南

爲
昌近

江
幻

近

江

文

雅
、必

推
昌彦

藩
嚇有

昌龍

草

廬
、野

公

峯
、二

人

在
{叉

往

有
昌澤

村

伯

鍛

雖
一其

人

沒
吋遺

稿

行
v世
、伯

揚

名

維

顯
、稱
5宮

内

h號
昌琴

所

「享

傑

中

人
、其

詩
、雖

レ乏
藁澡
繪

之

美
、鏗

鏘

之

音
ハ而

清

澹

雅

整
、足
v稱
昌作

家
嚇五

言

律

最

當

行

矣
、早

行

中

聯

云
、林

瑞

棲

禽

散
、江

罕

宿

霧

流
、鐘

殘

黄

葉

寺
、露

滿

自

蘆

湯
、江

之

森

山
、有
轟宇

彦

章
咽時

時

猛
自來

京

師
一名

聲

顯

薯
、

嬲
　

日

野

邑
、則

有
昌建

逹
、央
嚇少

時

頗

稱
昌才

穎
一而

數

奇

日

本

詩

史

卷

之

五

に
學
ぶ
者
、十
數
人
あ
り
、余
の
吏
職
た

る

に
遣
り
、都
て
音
耗
を

　
　

ぐ

絶

っ
、唯
山
田
大
藏

一
入
、通
問
今
に
至
る
、其
人
詩

に
於
て
頗
見

解
あ
り
、時
に
合
調
を
見
る
、大
垣
も

亦

一
都
會
、守
秀
緯
の
如
き

は
、已
に
前
に
録
す
、叉
谷
大
齡
、田
吉
記
の
二

人
の
詩
、崑
玉
集
に

見
ゆ
、嶺
三
折
、鈴
木
藤
助
二
人
の
詩
、煕
朝
交
苑
に

見
ゆ
、竝
に
美

濃
人
と
云
ふ
、美
濃
の
西
南
を
近
江
と
爲

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9

近
江
の
文
雅
、必
彦
藩
を

推
す
、龍
草
廬
、野
公
臺
、二
人
の
在
る
あ

り
、又
往
に
澤
村
伯
揚
あ
り
、其
入
沒
す

と
雖
、遺
稿
世
に
行
る
、伯

揚
名
は
維
顯
、宮
内
と
稱
し
、琴
所
と
號
す
、享
保
中

の
入
、共
詩
蕩

繪

の
美
、鏗
…鏘
の
普
に
乏
し
と
雖
、而

も

浩
澹
雅
整
、作
家
み
稱
す

る
に
足
る
、充
言
推
最
當
行
な
り
、早
行

の
中
聯
麁に
云
ふ
、「林
聒
く

し
て
棲
禽
散
じ
、
江
奉
に
し
て
宿
霧

流

る
、
鐘
は
殘
す
黄
葉
の

寺
、露
は
滿
つ
由
蘆
の
洲
』と
弋江
の
森
山
に
、宇
彦
章
あ

り
、時
々
京

師

に
往
來
し
、名
聲
顯
著
な
り
、日
野
邑
に
は
、則
建
逹
夫

あ
り

少

時

頗
才
穎
と
稱
す
、而
も
數
奇
、轗
軻
ロ
を
方
伎

に

糊
す
、邃
に
吟

　
　
　
　
シ
モ

哦
を
廢
す
、下
逍
村
に
は
、則
柚
木
伯
華
あ

り
、伸
素
ボ
兄
と

爲
す
、

好
ん
で
書
を
讀
み
、少
時
義
兄
青
郊

先
生

に
從
學
す
、辯
博
且
詩

一
五
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日

本
詩

話

叢
書

轗

軻
、糊
昌口
方

伎
門遂

廢

吟

壁

叮
v惜
、下

迫

村
、則

有
昌

柚

木

伯

華
唱爲
為
=
素

兄
h好

讀
v書

少

時

從
昌學

義

兄

青

郊

先

生
h辯

博

且

能
ド詩
。

》

若

狹

在
昌近

江

西

北
h千

家

詩
、載
昌宮

腰

歴

齋

詩
h余

　

不
・詳
・其

人
肖厥

後

有
昌小

栗

宿

皐
門在
二小

濱
n案
"籥
二

　
郷

文

雅

余

暼

覽
崑

玉̀
・玉

牽

二

集

所
ツ載
、佐

元

凱

　
者

詩

甚

佳
、因

詳
昌共

人
ハ乃

知
職其

爲
鶴

皐
h蓋

鶴

皐

　
少

時

為
v故

客
寓

于

張
n爾

時

爨
昌姓

名
一稱
昌佐

佐

木

才

八
・云
、其

詩

雖
レ蹈
昌襲

嘉

靖

七

子
h而

天

授

自

富
、

一

鑪

錘

有

レ法
、是

以

往

往

有
昌合

調
h登
昌後

瀬

山

贈云
、峯

　
从
　

昂

回

徑

仄

石

梯

懸
、杖

履

飄

飄

度
碧

天
嚇萬

頃

海

波

　
》

　

　
涵
v越

迥
、兩

行

驛

樹

入
v江

達
、孤

城

鐘

動

寒

雲

外
、

　

　
極

浦

鳥

還

落

日

邊
、臨

眺

自

堪
v銷
昌世

慮
一何
勞

燒

ー
　

煉

學
昌登

仙
h小

濱
、以

鶴̀

皐
嚇故
、至
シ今

言
レ詩

者

衆
、士

を
能

く

す
。

一
六

若
狹
は
、近
江
め
西
北
に
在
り
、千
家
詩

に
、宮
腰
歴
齋
が
詩
を
載

す
、余
共
人
を
詳
に
せ
す
、厥
後
小
栗
御

牛
あ

の
、小
濱
に
左
り
て
、

}
郷
.の
文
雅
を
索
籥
す
、余
嘗
て
崑
王
、玉
壷
の
「
哺
集

の
載
す
る

所
を
覽
る
に
、佐
元
凱

と
い
ふ
者
、詩
芙
佳
、因
て
其
人
を
詳
に
す

乃
其
処
白串
た

る

を
知
る
、蓋
鶴
皐
少
時

敗
あ

り
て
張
に
客
寓
す

爾
時
姓
名
を
變
じ
、佐

々
木

才
八

と
稱

す
と
云
ふ
、其
詩
嘉
靖
七

子
を
蹈
襲
す
と
雖
、而
も

天
授
自

ら
富
み
、鑪
錘
法
あ
り
、是
を
以

て
往

々
合
調
あ
り
、後
瀬
山
に
登

る
に
云
ふ
、「峯
回
り
經
仄
ち
て

石
梯
懸
る
、杖
飄
履
々
碧
天
を

度
歓
、萬
頃

の
海
波
越
を
撕
し
て

ハ
ル

カ

迥
、兩
行
の
驛
樹
江
に
入
り
て
逕
な
る
、孤
城
鐘

は
動

く

突
雲

の

外
、極
浦
鳥
は
鐶
る
落
日
の
邊
、臨
眺
自
ら
世
慮
を

銷
す

る

に
堪

へ
た
り
、何
ぞ
勞
せ
ん
燵
煉
登
仙
を
墨

ぶ
を
」と
、小
濱
は
鶴
皐
を

以
て
の
故
に
、今
に
至

り

て
詩
を
言
ふ
者
衆
し
、土
の
豪
組
屋
と



霊3U1

卿

之

豪

欝

組

屋
一者
、數

百

年

之

家
、今

當
レ戸

者

名

翰
、

字

子

鳳
、愽
昌渉

群

籍
晒詩

才

殊

雄
、其

人

亦

奇
、叉

吹

嚇
　
　
孝
、羣

詩

終

食
晒歳

時

不
v懈
、漸

入
昌佳

境
n若

狹

観

蕗

爲
昌丹

齟
∴

丹

波
、則

扶

桑

千

家

詩
、載
昌人

見

卜

幽

詩
門未
v詳
昌其

人

近

時

龜

山

侯

太

夫
、多

好
昌文

雅

若

夫

松

崎

自

圭
、詳
昌于

服

子

邏

支
嚇今

嗣
v職

者

君

修
、文

辭

盆
.蔚
、

名

聲

煥

發
、篠

山
、有
昌儒

學

關

士

濟
而

丹

後
・則

宮

津

水

上

士

遯
、最

可
γ傳

者
、子

遜

名

謙
、

薗
v幼

好
釜
讃
書
嚇能
v詩

能
レ書
、其

入

篤

恭
、季

髭

無
v倫
、

今

既

八

十

餘

歳
、余

恐
昌子

遯

操

行

終

泯

沒
h近

爲

著

簿

畧
門叉

有
"三

上

宗

純
n爲
ま

遜

詩

友
{亦

七

十

余
云
。

自
昌丹

後
以

西
、但
.因
・伯
・雲
・石
・隱
・六

州

藝

文
、未
γ有

　
　
　
　
　

日

本

詩

史

卷

之

五

稱
す
る
者
、數
百
年
の
家
な
り
、今
戸

に
當
る
者
、名
は
翰
、字
は
子

鳳
、群
籍
に
博
渉
し
、詩
才
殊
に
雄
な
り
、止
ハ入
も
亦
奇
な
り
、又
吹

田
定
孝
謡
吋
を
余
に
學
ぶ
、歳
時
懈
ら
す
、漸
く
佳
境
に

入
る
、若
狹

の
西
南

を
丹
波
と
爲
す
。

丹
波
は
、扶
桑
千
家
詩
に
、人
見
卜
幽

の
詩
を
載
す
、未
だ
其
人
を

詳
に
せ
す
、近
時
龜
山
侯
の
太
夫
、多
く
交
雅
を

學
ふ
、若
夫
れ
松

崎
白
圭
は
服
子
遷

の
丈
に
詳

な

り
、今
職
を
嗣
ぐ
者
ぼ
君
修
、文

辭
釜
爻
蔚
、名
聲
煥
發
、篠
山
に
は
、儒

學
關
士
濟
あ
り
。

丹
後

に
は
、則
宮
津
の
水
上
士
遜
、最
傳
ふ

可
穹
者
、子
遜
名
は
誰
、

幼
よ
り
讀
書
を
好
み
、詩
を
能
く

し

書
を
能
く
す
、其
人
篤
恭
、季

世
倫
な
し
、今
既
に
八

十
餘
歳
、余
子
遜

の
操
行
絡

に
泯
沒
せ
ん

こ
と
を
恐
れ
.近
ろ
爲
に
傳
略
を
著

す
、叉
三
上
宗
純
あ
少
.士
遜

の
詩
友
た
り
、亦
七
十
餘
な
り
と
云
。七

丹
後
よ
り
以
西
但

因偵

雲
亘
隱
の

六
州
の

藝
業
未
だ
考
ふ



　
　
　
　
　
　
　
　
日
ホ

詩

話
叢

書

　
　

F所
v考
、雲
州

桃

井
.源

藏
、署
昌燈

説

考
{引

證

精

當

可

蹴　
　

γ嘉
近

覽
翼

絶

句

數

首
h詩

或

非
萇

技
叫

　
　

山

陰

山

陽

二
道
、到
萇

門
」而

盡
、長

門
、南

北

西

三

　

……

　

　

面

濱
v海

、縣

次

公

以

來
、以
昌丈

學

聞
、次

公

巳

前

録
、

　

細

　

伊

　

～

　
　

服

子

邏
所

v撰
、周

南

墓

碑

中
、列
昌叙

門

入
百

、若
霊山

　

【r

　
　

子

濯
・田

望

之
・津

士

雅
・倉

彦

卒
・藤

子

萼
・田

子

恭
・

　
　

仲

子

路
・魯

子

泉
・林

義

卿
・瀧

彌

八
・縣

魯

彦
∴
奈
貞

　
　

父
晶彬

彬

輩

出
ズ義

卿
、夙

講
昌學

京

師
嚇彌

八

今

在
昌東

　
　

都
h聲

名

恒

嚇
、士
,雅
・子

萼
、前

卷

巳

論

及
、子

濯

姓

　
　

山

根
、名

清
、號
華

陽
肖子

邏

集

申
、褒

稱

特

至
、靉

園

　
　

録

稿

載
昌其

鼓

如
観

臺

春

望

七

律
探

雋

爽

矣
其

　

　

男

泰

徳
、客

歳

遊
昌京

師

h因
昌武

南

山
一見
v余
、頗

能

論

　

　

γ詩
、自
蓮

亦

可
γ觀
、爾

時

謀
v刻
昌乃

翕

集
嚇望

之
・彦

夲
・

書

　

子

恭
・子

路
・子

泉
・魯

彦

、貞

夫
、未
シ詳
昌其

人
嚇叉

左

吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八

る
所
あ
ら
す
.雲
州
の
桃
井

源
藏
…、世
論
考
を
著
す
、引
證
精
當
嘉

す
可
し
、近
ろ
其
絶
句
數
首
を
覺
る
、詩
或
は
長
技
に
非
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ

山
陰
山
陽
の
二
道
、長
門
に
到

り

て

讒
く
、長
門
は
南
北
西
の
三

面
海
に
濱
す
、縣
次
公
よ
り
以
來
、文
學
を
以

て
聞
ゆ
、次
公
は
己

に
前
に
録
す
、服
子
邁
の
撰

す

る
所
、周
南
墓
碑
中
に
、門
人
を
列

叙
す
、日
、山
子
濯
、田
望
之
、津
士
.雅
、倉
彦
卒
、勝
子
蕚
、田
子
恭
、仲

子
路
、魯
子
泉
、林
義
卿
、瀧
彌
八
、縣
魯
彦
、秦
貞
父

が

若
き
、彬
彬

輩
繊
す
と
、義
卿
は
夙
に
學
を

京
師

に

講
す
、彌
八
は
今
東
都
に

在
り
、聲
名
嬉
…嚇
、士
雅
、子
蕚
、前
卷
已

に
論
及
す
、子
濯
姓
は
山
根

名
は
清
、華
陽
と
號
す
、子
邏

の
集
申
褒
稱
特
に
至
る
、靉
園
録
稿

に
、其
詩
を
載
す
、鶴
臺
春
望
七
律
の
如
き
、殊
に
雋
爽
な
り
、其
男

泰
徳
、客
歳
京
師
に
遊
ぶ
、武
南
山
に
因

て
余
に
見
ゆ
、頗
能
く
詩

を
論
す
、自
運
も
亦
觀
る
可
し
、爾
時
乃
翁
の
集
を

刻

せ

ん
こ
と

を
謀
る
、望
之
、彦
李
、子
恭
、子
路
、子
泉
、路
彦
、貞
夫
、未
だ
其

人
を

　
　
　
　
　
　
フ
ヅ

詳

に
せ
す
、又
左
吻
眞
、晁
世
美
の
二
人
、儒
林
姓

名
録
に
見
ゆ
、叉

扶
桑
千
家
詩

に
、山
田
原
欽
の
詩
を
載
す
。
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眞
・晁

世

美
・二

人
、見
驫儒

林

姓

名

録
嚇又

扶

桑

千

家

詩
、載
昼山

田

原

欽

詩
叩

從
萇

門

逾
ゾ海

抵
出豊

前

州
嚇土

伯

嘩
・石

麟

洲
・前

録
、

豊

後

莊

子

謙

亦

前

録
豊

後

而

筑

前
、而

筑

後
、扶

桑

千

家

詩
、收
昌録

二
州

人

士
ハ殊

多
、竹

田

春

菴
・黒

田

一
貫
・柴

田

風

山
・鶴

原

君

玉
・荻

原

隆

亮
・林

恆

徳
・林

重

噌
・竝

前

州

人
、伊

藤

愼

菴
・伊

輻

勝

之
・村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

井

定

菴
・松

下

雪

堂
・竝

後

州

入
、若

夫

貝

原

氏

之

於
昌前

州
嚇安

藤

氏

之

於
己後

州
嚇亦

巳

前

録
、叉
、前

州

紳

屋

亨
、箸
邑歸

鞍

吟

草
置
ハ
詩

雖
V多
"蕪

累
嚇而

議

論

昂

昂
、定

非
昌碌

碌

士
構矣
。

長

崎
・隷
昌肥

前

州
嚇往

有
爵林

遘

榮
・劉

宣

義
・僧

玄

光
・

僧

獨

立
・僧

道

本
・信

玄

海

等
嚇有
y詩

見

諸̀

選
嚇道

本

清

人
、隨

縁

到
γ此
、所
y著

有
"蕭

鳴

草
嚇扶

桑

名

勝

詩

　
　
　
　
　
日

本
詩

史

卷
之

五

長
門
よ
り
海
を
逾
え
て
、豐
前
の
州

に
抵
る
、土
伯
曄
、石
麟
洲
、前

に
録
す
、豐
後
の
莊
子
謙
も
亦
前
に
録
す
、豐
後
よ
り
而

し

て
筑

前
而
し
て

筑
後
.扶
桑
千
家
詩
に
二
州
の
入
士

を

牧
録
す
る
、殊

に
多
し
、竹
田
春
菴
丶黒
田

一
貫
、柴
田

風

山
、鶴
原

君
玉
、荻
原
隆

亮
、林
恆
徳
、林
重

一
、竝
に
前
州
の
人
な
り
、伊
輻
愼
菴
、伊
藤
勝
之
、

村
井
定
菴
、松
下
雪
堂
、竝
に
後
州
の
人
な
り
、若
夫
れ

貝
原
氏

の

前
州
に
於
け
る
、安
藤
氏
の
後
州
に
於
け
る
、亦
巳
に
前

に
録
す

又
前
州
の
紳
屋
亨
、歸
鞍
吟
草
を
著
す
、其
詩
蕪
累
多

し

と
雖
、而

し
て
議
論
昂
々
、定
め
て
碌

々
の
士
に
非
す
。

長
崎
は
、肥
前
の
州
に
隷
ず
、往
に
林
道
榮
、劉
宣
義
、僣
玄
光
、僣
獨

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

、

立
、僣
道
本
、僣
玄
海
等
あ
り
、詩
あ
り

て
諸
選
に
見
ゆ
、道
本
は
清

　

　
　
　

む
へ

人
な
り
、隨
縁
此
に
到
る
、著
す
所
蕭
鳴
草
あ

り
、扶
桑
名
勝
集
に

南
部
昌
明
の
長
崎

八

景
の
詩
を
載

す
。余
共
人
を

詳
に
せ
す
、或

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

一
九
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露

本

詩
話

叢
書

集
、載
昌南

部

昌

明
、長

崎

八

景

詩
噛余

不
〃詳
昌其

人
{或

是

草

壽

兄

弟
、近

時

高

君

秉
、詞

鋒

頗

鏡
、嘗

東

遊
昌

京

師
嚇締
昌交

諸

交

士
嚇西

歸

後
、作
昌七

言

律

八

首
{併

γ書
寄
F余
、余

心

許
昌和

答
一而

未
〃果
、亡
レ何

君

秉

沒

焉
、

君

秉

本

姓

渡

邊
、名

彜
、號
・暘

谷
幻

肥

後
・近

時

有

藝

交

之

稱
萩

玉

山
、名

聲

煥

發
、詩

才

可
v嘉
、叉
、藪

震

・菴
・墨

嚠君

徽
・水

屏

山
・水

博

泉
・四

人
、見
昌儒

林

姓

名

録
嚇余

未
レ詳
其

人
叩

薩

摩

州
、及

隅

日

二

州
、無
レ考
、對

馬

學

事
、前

卷

論

及
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

霞
.海

西

九

州
叫浩
嵩南

海
一而

東
、壓
萇

門

周

防
一到
昌安

藝
h藝

之

都

會

日
昌慶

島
芙

藩

也
、共

文

學
、二

屈

氏
・

及

松

原

一
清
.竝

已

前

録
、叉
、味

允

明
、見
昌姓

名

録
嚇

其

人

名

虎
、號
昌立

萱

所
り著

有
昌問

槎

録

去
、近

時

竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇

は
是
れ
草
壽
が
兄
弟
な
ら
ん
、近
時
高
鴛
秉
.詞
鋒

頗

鏡
な
り
、嘗

て
東
、京
師
に
遊
び
、諸
文
士
に
締
交

す
、西
歸
の
後
、七
言
律
八
首

を
作
り
、書
を
併
せ
て
余
に
寄
す
、余

心
に
和
答
を
許

し

て
面
し

て
未
だ

果
さ
す
、何
も
な
く
君
秉
沒
す
、君
秉
本
姓
は
渡
邊
、名
は

彜
、暘
谷
と
號
す
。

肥
後
は
、近
時
藝
文
の
稱
あ
り
、秋
玉
山
、名
聲
煥
發
、詩
才
嘉
す
可

し
、叉
藪
震
菴
、墨
君
徽
、水
扉
山
、水
博
泉
の
四
人
、儒
林
姓
名
録
に

見
ゆ
、余
未
だ
共
人
を
詳

に
せ
す
。

薩
摩
州
、及
び
隅
日
の
二
州
考
ふ
る
な
し
、對
馬

の
學
事
は
、前
卷

に
論
及
せ
り
。　

.

海
西
の
九
州
よ
り
、南
海

に
滑
ふ

て

東

し
、長
門
周
防
を
歴
て
安

藝
に
到
る
、藝
の
都
禽
を
廣
島
と
日
ふ
、大
藩
な

り
、其
文
學
に
は
、

ご
屈
氏
、及
び
松
原

一
清
、竝
に
已
に
前

に
録
す
、叉
味
允
明
は
、姓

名
録
に
見
ゆ
、共
人
名
は
虎
、立
軒

と

號
す
、著
す
所
問
槎
録
あ
り

と
云
ふ
、近
時
竹
原
邑
に
、頼
惟
寛
あ
り
、才
子
の
稱
あ
り
、今
浪
華
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原

邑
、有
戯頼

惟

竄

有
才

子

稱
n今

住
呂浪

華
"本

莊

邑
、

有
夲

賀

中

南
門在
.京

師
一講

溌
、本

莊

邑

北

有
昌佛

逋

寺
叫奇

巖

環
γ寺
、地

極

幽

邃
、往

有
"僭

寰

海
ハ好
詩

偈
門

巳

寂

有
昌遺

稿

一
一
卷
肉閲
γ之

疵

謬

殊

多
、蓋

雖
v有
昌資

才
暗師

承

不
v正
、致
昼此

鹵

莽
q可
γ惜
。

三

原
、雖
v在
"備

後
ズ

出藝

侯

封

内
嚇山

海

環

抱
、殊

覺
"

形

勝
{頗

有
5好
γ詩

者
一芥

彦

章
、往

遊
昌其

地
な
尋
余

遊
昌

巌

島
↓彦

巌

貽
"書

三

原

諸

子
晒爲
昌余

西

道

主

人
嚇宇

士

龍
・安

子

桓
・川

購

之
・敬

待

最

至
、三

子

好
v詩
、士

龍

最

錚

錚

矣
、三

原

束

有
昌尾

遘
=

名

珠

浦
、地

當
"

海

陸

之

衝
h人

姻

稠

密
、多

素

封

家
嚇而

交

雅

無
v聞
、

近

有
菘

本

達

夫

者
↓子

桓

姻

姫

也

請
昌賀

島

記

於

余
嚇其

人

.少

時

受
昌學

東

涯
h丈

辭

則

余

不
v知

焉
。

備

中

文

藝
、余

未
レ考
v之
、近

總

杜

邑

人
、藤

野

如

水
、

　
　
　
　
　
日
本

詩
園吏

卷

之

五

に
佳
す
、本
莊
村
に
李
賀
中
南
あ
り
、京
師
に
在
り

て
講
論
す
.本

莊
邑
の
北

に
佛
通
寺
あ
り
、奇
巖

寺

を

環
る
、地
極
め
て
幽
邃
凝

り
、往
に
鱈
寰
海
あ
り
、詩
偈
を
好
む
、已

に
寂
す
、遺
稿
二
卷
あ
り
、

之
れ
を
閲
す
る
に
疵
謬
殊
に
多
し
、蓋
詩
資
あ

り

と
雖
、師
承
圧

か
ら
す
、此
の
鹵
葬
を
致
す
、憎
む
可
し
。

三
原
は
.備
後
に
在
り
と
雖
、藝
侯
の
封
内

に
入
る
、山
海
環
抱
、殊

に
形
勝
を
覺
ゆ
、頗
詩
を
好
む
者

あ

り
、芥
彦
章
、往
に
其
地
に
遊

ぶ
、尋
で
余
嚴
島
に
遊

ぶ
、彦
章
書
を
三
原
の
諸
子

に
貽
り
、余
が

西
道

の
主
人
と
爲
る
、字
士
龍
、安
子
桓
、川
則
之
、敬
待
最
至
る
、三

子
詩
を
好
む
、士
龍
最
錚

々
た
り
、三
原

の
東

に
尾
道
あ
り
、
叫
名

は
珠
浦
.地
海
陸
の
衝
に
當
り
、入
烟

稠
密
、素
封
家
多
し
、而
し
て

交
雅
は
聞
ゆ
る
無
し
、近
ろ
松
本
達
夫

と

い

ふ
者
あ
り
、子
桓

の

姻
姫
な
り
、賀
島
の
記
を
余

に
請
ふ
、其
人
少
時
學

を

東
涯
に
受

く
、文
辭
…は
則
余
知
ら
ざ
る
な
り
。

備
中
の
文
藝
、余
未
だ
之
れ
を
考

へ
・ず
、近

ろ

總
瓧
邑
の
人
湘藤
野

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

二
一
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口

本
詩

話
叢
書

　

遊
昌京

師
嚇數

過
。余

家
一爲
γ人

短

小

黒

痩
、ロ

訥

訥

焉
、

　

見
レ之

如
"無
v才

者
'會

晤

再

三
、漸

測
昌其

所

薀
n殊

爲
昌

,該

璽

其

詩

雖
v乏
塾

藻

意

義

自

全
、特

怪

西

歸

後
、

……　
寥

乎

無
出看

問
刈

　

備

前
、往

時
、熊

澤

了

介
、爲
昌政

其

國
嚇擧
膨世

所
γ知
、余

　

嘗

閲
"松

原

一
清
、出

思

稿
韮
ハ
牛

聰

泊
y舟

詩
、有
.漁

　

家

兒

女

亦

知
γ字
、笑

將
"孝

經
鰌歡
鰌老

翕
脚句
ハ
一
時

教

　

化

可
v想
、至
γ今

洋

宮

之

設
、尚

有
昌典

刑
一云
、若

夫

三

　

宅

氏
・巳

前

録
、崑

玉

集
、載
昌近

藤

士

業

詩
一殊

多
、士

　

業

名

篤
、備

前

學

職

云
、叉
、湯

之

鮮
・井

子

叔
・二

人

　

竝

以
吊文

學
働仕
噴其

國
嚇之

鮮

名

元

頑
、子

叔

名

逋

熙
、

備

前

北

有
給美

作

州
一丈

雅

無
γ聞
、束

則

爲
ガ播

磨
叩

播

州

藩

府
、西

近
轟備

前
鰤者

日
δ赤

籤

赤

松

良

李
、以

γ詩
雄
冨覗

其

郷
嚇赤

穗

東

北

有
"龍

墅

和

田

宗

允
、爲
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ニ

　
　
　
　
　
　
　

ぐ

如
水
、京
師
に
遊
ぶ
、數
余
が
冢
を
過
ぐ
、人
と
爲
り
、短
小
黒
痩
、ロ

訥

々
た
り
、之
れ
を
見
る
に
、才
な
き
者
の
如
し
、會
晤

再
三
、漸
く

其
所
蘊
を
測
る
に
、殊
に
該
博
た
り
、其
詩
華
藻

に
乏
し

と
雖
、意

義
自
ら
全
し
、特
に
怪
む
西
歸
の
後
、寥
乎
と
し
て
晋
問
な
し
、

備
前
、往
時
熊
澤
了
介
、政
を
其
國
に
爲
す
、世
を
擧
げ

て
知
る
所
、

余
嘗
て
松
原

一
清
の
出
思
稿
を
閲
す
、其
牛
穂
舟
を

泊

す
る
詩

に
《
漁
家
の
兒
女
も
亦
字
を
知
る
、笑

つ

て
孝
經
を
將
て
老
翕
に

歡
ふ
』の
句
あ
レ
、
一
時
の
歡
化
想

ふ

可
し
、今
に
至
り
て
淳
宮
の

設
.尚
典
刑
あ
り
と
云
ふ
、若
夫
れ
三

宅
氏
は
、巳
に
前
に
録
す
、崑

玉
集
に
、近
藤
士
業
の
詩
を
載

す

る
殊
に
多
し
、士
業
名
は
篤
」備

前
の
學
職
と
云
ふ
、叉
湯
之
鮮
、井
子
叔
、二
人
竝

に

交
學
を
以
て

其
國
に
仕
ふ
、之
鮮
は
名
は
元
頑
、子
叔

は

名
は
通
熙
.備
前
の
北

に
美
作
州
あ
り
、文
雅
聞
ゆ
る
な
し
、東
は
則
播
磨
と
爲
す
。

播
州
の
藩
府
、西
備
前
に
近
き
者

を

赤
穂
と
日
ふ
」
亦
松
良
卒
、詩

を
以
て
其
郷
に
雄
靦
す
、赤
穗

の
夷
北

に
龍
野
あ
り
、和
田
宗
允
、

其
儒
學
た
り
。丈
辭
は
聞
ゆ

る
無
し
、儒
林
姓
名
録
に
、川
ロ
子
深



重脚

……
其

儒

學
嚇文

辭

無
い聞
、儒

林

姓

名

録
、以
講川

口

子

深
嚇

爲
畠姫

路

侯

文

學
触名

光

遠
、所
"著

有
昌斯

交

源

流
一云
、

姫

路

東

有
昌麑

川

邑
門邑

有
昌清

田

君

展

名

綏
、輩

藍

卿
門余

族

也
、既

有
驂學

殖
曲叉

有
麦

辭
晒恬

不
〃近
v名
、人

鼻

萇

者
稱

、若

夫

赤

石
、梁

蛻

岩
、以
鴎詩

賦
雄

昌乎

海

内
嚇前

卷

既

詳

論

焉
.赤

石

隔
レ海

近

對
望
淡

州
一云
。

淡

州

航
γ海

逹
自阿

州
一阿

州

學

職

有
"數

人
嚇柴

聾

彦

助

有
糧交

辭
嚇去

年

余

弟

祗
副役

東

都
口屡
.相

往

來

云
、

由

岐

浦

有
凹井

河

玄

盆
嚇謹

篤

之

士
、詩

文

亦

如
鵬其

人

余

弟

詳

録
邑於

孔

雀

樓

筆

記
苹

島
、有
"島

津

琴

王
蒔

有
昌詩

筒

寄
"余
、阿

州

而

讃

州
、扶

桑

千

家

詩
、

載
"岡

部

拙

齋

詩
一近

時

高

松

侯

文

學
、岡

仲

錫

有
"

文

辭
嚇玉

壼

詩

稿
、載
昌其

詩
齢云
、渺

渺

春

波

夕

照

微
、

白

蘋

風
・起

鳥

雙

飛
、曾

攀
昌揚

柳
脯江

橋

上
、楊

柳

掛

　
　
　
　
　

日
本

詩

史
卷

之

五

を
以
て
、姫
路
侯
の
文
學
と
爲
す
、名

は

光
遠
隔著
ず
所
斯
交
源
流

あ
り
と
云
ふ
、姫
路
の
東
に
麑
川
邑
あ
り
、邑

に
清
田
君
履
あ
り
、

名
は
綏
、藍
卿
る
號
す
、余
が
族
な
り
、既

に
學
殖
あ
り
、又
丈
辭
あ

り
、恬
と
し
て
名

に
近
か
す
、人
長
者

を

以
て
稱
す
、若
夫
れ
赤
石

は
、梁
蛻
岩
、詩
賦
を
以
て
海
内

に

雄
た
り
前
卷
已
に
詳
論
す
、赤

石
海
を
隔
て
ゝ
近
く
淡
州
に
對
す
と
孟
ふ
。

淡
州
よ
り
海
に
航
し
て
阿
州

に
逹
す
、阿
州
の
學

職
數
人
あ
り
、

柴
野
彦
助
文
辭
あ
り
、去
年
余
が
弟

東

都

に
祗
役
す
、屡
相
往
來

す
と
云
ふ
、由
岐
浦
に
、井
河
玄
釜
あ
り
、謹
篤
の

士
な
り
、詩
文
も

亦
共
人
の
如
し
、余
が
弟

詳
に
孔
雀
樓
筆
記

に
録
す
、築
島
に
島

津
琴
王
あ
り
、時
に
詩
筒
を
余
に
寄
す

る

あ

り
、阿
州
よ
り
し
て

讃
州
、扶
桑
千
家
詩
に
岡
部

拙

齋
の
詩

を
載
す
、近
時
高
松
侯
の

交
學
、岡
仲
錫
丈
辭
あ
・り
、玉
壷
詩
集
に
、其
詩
を
載
す
と
云
ふ
《渺

々
春
波
夕
照
微
な
り
、自
蘋
風
は
起

り

て

鳥
雙
飛
す
、曾
て
楊
柳

を
攀
づ
江
橋
の
上
、楊
柳
絲
を
掛
け
て
人
未
だ
蹄

ら

す
』と
、婉
順

誦
す
可
し
、丸
龜
も
亦
讃
の
都
會
な
り
、繪
朋
山
、往
に
其
地
に

遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
昌
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日

本

詩

話

叢

書

v絲

人

未
r歸
、婉

順

可
v誦

、丸

龜

亦

讃

之

都

會
、僭

羽

山
、往

遊
昌其

地
h藩

大

夫

某

、聞
v之
、要

朋

山

於

渝
嚇邀

遊

昌山

莊
嚇爾

後

至
ゾ今

詩

筒

無
γ斷
、其

風

雅

可
v稱
、勿

山

余

方

外

友
、屡
.稱
昌其

事
嚇余

老

善

忘
、不
レ記
噌巽

大

夫

名

氏
門讃

州

而

豫

州
、松

山

侯

文

學
、前

田

子

績

詩
、見
齲諸

選
嚇子

績

名

時

棟
、所
γ著

有
三

酉

洞

吟

譜

一

云
、豫

州

而

土

州
、大

高

季

明
、前

録
、土

州

隔
v海

東

對
昌紀

州

輯云
。

紀

藩

稱
レ多
昌學

職
嚇若

夫

活

所
・南

海
・玄

輔

巳

見

昌前

卷
嚇永

田

善

齋
、名

道

慶

、羅

山

門

人
、著
昌膾

餘

雜

録
噛

其

詩

見
昌千

家

詩
嚇荒

川

敬

元
、名

秀
、東

涯

門

人
、八

居

題

咏
、有
昌和

隼
友

附

昌録

他

作

三

首
頗

巧

整

矣
、

陰

山

淳

夫
、名

元

質
、強

記

無
v倫

、至
γ今

爲
昌藝

苑

話

璽

著

作

非

・所
萇

也
、又
、山

君

彜
、名

鼎

、根

伯

修
、名

凵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
四

ぶ
、藩
大
夫
某
、之
れ
を
聞
き
、羽
山
を
途

に

要
し
、邀

へ
て
仙
莊
に

遊
ぶ
、爾
後
今
に
至
ま
で
詩
筒
斷
ゆ
る

無
し
、其
風
雅
稱
す

可
し
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

朋
山
は
余
が
方
外
の
友
、屡
其
事
を
稱
す
、余
老

て
善
く
忘
る
、其

大
夫
の
名
氏
を
記
せ
す
、讃
州
よ
り

し

て
豫
州
、松
山
侯
の
文
學
」

前
田
子
績
の
詩
諸
選
に
見
ゆ
、子
績
名
は

時
棟
、著

す

所
二
酉
洞

吟
譜
あ
り
と

云
ふ
、豫
州
よ
り
し
て
土
州
、大
高

季
明
は
、前
に
録

す
、土
州
海
を
隔
て
ゝ
、東
紀
州

に
掛
す
と
云
ふ
。

紀
藩
學
職
多
し
と
稱
す
、若
失
れ
活
所
、南
海
、玄

輔
は
、巳
に
前
卷

に
見
ゆ
、永
田
善
齋
、名
は
道
慶
、羅
山
の
門
人
、膾
餘
雜
録
を
著
す
、

其
詩
千
家
詩
に
見
ゆ
、荒
川
敬
元
、名
は
秀
.東
涯
の
門
人
な
り
、八

居
題
咏
に
、和
作
あ
り
.叉
他
作
三
首
を

附
録
す
、頗
巧
整
な
り
、陰

山
淳
夫
、名
は
元
質
、強
記
倫
な
し
、今
に
至
り
て
藝
苑

の
話
柄
と

爲
る
、著
作
長
す
る
所
に
非
ざ
る

な
り
、又
山
君
彜
、名

は
鼎
、根
伯

修
、名
は
遜
志
、竝
に
徂
徠
の
門
人
な
り
、紀
藩
に
在
り
て
、七
經
孟



量
　

遜

志
、竝

徂

徠

門

人
、在

昌紀

藩
爺

薯
昌七

經

孟

子

考

　
　

苳

煮

詩
・竝

見
矗護

園

録

稿
{叉
、有
邑本

村

源

準

名

之

　
　

漸
、束

涯

門

人
、享

保

中
、蘭

嵎
」應
聘

紀
藩

旧尋

勸
邑源

　

～

　
　

・進
嚇源

進

沒

而

無
レ子
、今

嗣
レ職

考

任

甫
、名

景

尹
、受
昌

　
　

業

蘭

嵎
嚇本

姓

岩

橋

氏
、因
藩

府

命
h爲
亀源

進

嗣
哨邃

　
　

冒
錘姓

木

村
鱒

　
　

伊
勢

・宗

廟

所
レ在
、山

田

宇

治

之

間
、大

小
祠

官
、無

　
　

慮

數

百
、奉

職

多
v暇
、往

往

馳
昌伎

藝

逾
『而

以
昌丈

辭
鱒

　
　

稱

者

無
v幾
、八

居

題

咏
、附
昌録

度

會

清

在
・幅

島

末

　
　

茂
、二

人

詩
一叉

有
鵠臼

田

陽

山

者
剛在
昌山

田
鰰講

読
、詩

　
　

丈

無
レ所
v解

焉
、丁

亥

之

歳
、祠

官

荒

木

田

興

正
、遊
昌

　
　

學

京

師
粕屡
.過
り奈

家
嚇戊

子

之

秋
、余

父

子

遊
"勢

州
晒

　
　

留
麟山

田
一凡

三

十

日
、館
昌于

興

正

家
{興

正

以
昌乃

翕

瀰　
　

逡

稿

一示
v余

、翕

名

正

富
、字

君

忠
、莫

詩

問
3有
y可
y傳
、

　

　
　
　
　
　
　

口

本

詩

史

卷

之

五

子
考
交
を
著
す
者
な
り
、詩
竝

に
靉
園
録
稿

に
見
ゆ
、叉
木
村
源

進
あ
り
、名
は
之
漸
、東
涯
の
門
人
な
り
、享
保

中
蘭
嵎
.聘
に
紀
藩

に
應
す
、尋
で
源
進
を
勸
む
、源
進
沒
し
て

子

な
し
、今
職
を
嗣
く

者
は
任
甫
、名
は
景
尹
、業
を
蘭
隅
に
受
く
、本
姓
は
岩
橋
氏
、藩
府

の
命
に
因
り
て
源
進
の
嗣
と
な
る
.途

に
姓
木
村
を
冐
す
。

伊
勢

は
宗
廟
の
在
る
所
、山
田
宇
治

の
間
、大
小

の

祠
官
、無
慮
數

百
、奉
職
暇
多
く
、往
々
伎
藝
の
途

に
馳
す
、而
し
て
丈
辭
を
以
て

稱
せ
ら
る
ゝ
者
幾
も
な
し
、八

居

題
咏
に
、度
會
清
在
、輻
島
末
茂

二
人
の
詩
を
附
錬
す
、叉
臼
田
陽
山
と

い

ふ
者
あ
り
、山
田
に
在

り
て
講
論
す
、詩
丈
は
解
す
る
所

な

し
、丁
亥
の
歳
、祠
官
荒
木
田

興
正
、京
師
に
迹
學
し
、屡
余
の
家
た

過
ぎ
る
、戊
子
の
秋
余
が
父

子
勢
州
に
遊
ぶ
、山
田
に
留
ま
る

差
凡
三
十
日
、興
正

の
家
に
館

す
、興
正
乃
翕
の
遺
稿
を
以
て
余
に

示

す
、翕
名
は
正
富
、字
は
君

　
　
　

な

忠
、其
詩
間
傅
ふ
可
き
あ
り
、今
共

一
を

録
す
、能
州
停
菊
南
山
に

答
ふ
る
に
云
ふ
↓
孤
鴻
信
を
傳

へ
て
槍
洲

に
落

つ
、玉
露
金
風
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
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日
本
詩

話

叢

書

今

録
昌其

弐
答
昌能

州

菊

南

山
一云
、孤

鴻

陣
レ信

落
邑

滄

洲

玉
n露

金

風

嗣

地

秋
、北

海

清

樽

分
"手

後
、南

天

明

月

使
.人

愁
h富

今

山

田

能
μ詩

者

數

人
、度

會

雅

樂

爲
鵬翹

楚
一云
、津

城

勢

州

大

藩
、闘

闘

之

富

淨
謁

于

山

田
嚇文

學
、奧

田

士

享
、嘗

受
昌業

東

涯
{世

稱
"三

角

先

生
唄叉

有
躡石

川

某
嚇亦

其

文

學

云
、近

時
、山

田

束

仙
・片

岡

順

伯
、二

人
、楽
葡京

師
一攻
韜黄

岐

術
曲兼

學
晶

詩

於

余
嚇頗

有
"才

思
蜘不
レ懈

有
賦成
、恐

以
昌刀

圭
一故

廢

耳
、叉
有
覇大

冢

公

黍
哨字

稷

卿
、稱
鵬正

藏
{秉
v志

堅

固
、

將
"以

有
ツ成
、而

溘

乎

夭

折
、頃

日

得
"
一
詩

於

篋

底
嚇

覽
レ之

慘

然
、因

爲

附

録
、聞
γ鶯

云
.翠

柳

參

差

弄
昌晩

睛
略爲
レ聞
嚊黄

鳥
鴨不
v堪
伊情
、
…
身

已

作
昌他
郷

客
嚇辜

負

春

風

喚
γ友

聲
、津

號

支

封

有
脅久

居
叫煕

朝

文

苑
、多

轂
銑其

士

人

士
円李

玄

龍
・押

正

胤
・佐

柳

意
・服

彦

進
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六

地
の
秋
、北
海
の
清
樽
手

を

分

ち
し
後
、南
天
の
明
月
人
を
し
て

愁

へ
し
卦
』と
、當
今
山
田
の
詩
を
能
く
す

る

者
數
人
、嶷
會
雅
樂

を
翹
楚
と
爲
す
と

云
ふ
、津
城

は
勢
州

の
大
藩
、闘
閲
の
富
、山
田

　

ス
に
浮
ぐ
、文
學
奥
田
士

亨
嘗
て
業
を
東

涯
に
受
く
、世
に
三
角
先

生
と
稱
す
、又
石
川
某
あ
り
、亦
其
文
學

な
り

と
云
ふ
、近
時
、山
田

東
仙
、片
岡
順
伯
、二
人
京
師
に
來
り
、黄
岐

の
術
を
攻
め
、象
て
詩

を
余
に
學
ぶ
、頗
才
思
あ
り
、懈
ら
さ
れ

ば
成
る
乙

あ
ら
ん
、恐
ら

く
は
刀
圭
を
以
て
の
故
に
廢
せ

ん

の

み
、又
大
彖
公
黍
あ
り
、字

は
稷
卿
、正
蔵
と
稱
す
、志
を
秉
る
堅
固
、將
に

以

て
成
る
あ
ら
ん

と
す
る
に
、濫
乎
と
し
て
夭
折
す
.頃

日

一
詩
を
篋
底

に
得
た
り

之
を
覺
て
慘
然
た
り
、因
て
爲
に
附

錬
す
、鴬
を
聞
く
に
云
魂
翠
柳

參
差
晩
晴
を
弄
す
、黄
鳥
を
聞

く
が
爲

に
情
に
堪

へ
す
、
剛
身
已

に
他
郷
.の
客
と
作
る
.墓
負
す
春
風
友
を
喚
ぶ

の
聲
」と
、津
城
の

　
　
　

ヒ
サ
ヰ

支
封
に
久
居
あ
り
、煕
朝
文
苑

に
、多
く
其

土

の
人
士
を
載
す
、準

玄
龍
、押
正
胤
、佐
柳
意
、服
彦
進
、西
正
意
、李

一
興

等
、余

共

人
を

知
ら
す
.覩
る
所

一
篇

一
章
、殿
最
を
別
ち
難
し
、桑
名

も

亦
勢
の

一
都
會
、崑
玉
集

に
、罕
義
憲
、水
應
春
一
一入

の
詩
を
載
す
、叉
南
川
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西

正

意
・李

一
興

等
、余

不
レ知
"其

人
朔所
ド覩

一
篇

一

章
、難
レ朋
贐殿

最
噛桑

名

亦

勢

之

一
都

會
.
崑

玉

集
、蔵
笛

軍

義

憲
・水

應

春
∴
一
人

詩
嚇又
、有
"南

川

交

伯
苡

v詩

著

稱
、嘗

來
畠京

師
叫因
昌信

金

龍
"見
レ余
、叉

南

宮

喬

卿
.

往

下
"帷

桑

名
嚇後

邏
"津

城
嚇余

自
昌画

田
"邏
、路

出
。津

城
「留

止

數

日
、邂
昌逅

喬

卿
剛喬

卿

邀
昌余

父

子
嚇讌
員其

家

樓
蕎

卿

今

在
・東

都
明叉

石

大

乙
・滕

文

二
・受
藁

喬

卿
一者
、文

二

從
齢喬

卿
"在
昌東

都
嚇大

乙

蚤

來
鵬京

師
嚇

講

説

爲
レ業
.

志

摩

也
、伊

賀

也
.
二

國

文

雅

無
γ考
、大

和

則

南

都

松

元

規

詩
、見
繍熈

朝

文

苑
嚇當

今

今

井

邑
、有
昌足

高

交

碩

者
嚇其

入

奇
、其

詩

亦

可
レ簿
、受
"業

余

弟
制者
、河

内

則

有
己生

駒

出

入

者
叫詩

集

行
γ世
、和

泉

則

唐

金

興

隆

詩
刃見
●八

居

題

咏
司

　
　
　
　

踐
本

憩
夷
魯

凄

電

丈
伯
あ
り
.詩
を
以
て
著
稱
す
ぶ嘗
て
京
師

に
來
り
.僭
金
龍
に
閃

て
冷余
に
見
ゆ
、又
南
宮
喬
卿
往
に
帷
を

桑
名
に
下
す
、後
津
城
に

遜
る
、余
山
田
よ
り
還
る
.路
津
城
に
出
づ
嚇留
止

數
日
、喬
卿
に
邂

逅
す
、喬
卿
余
が
父
子
を
邀

へ
、其
家
樓

に
讌
す
.喬
卿
今

東
都
に

在
り
、又
石
大
乙
、滕
文
二
、業
を
喬
卿
に
受
く
る
者
、文
二
は
喬
卿

に
從
ひ
て
東
都
に
在
り
、大
乙

は

蚤

く
京
師
に
來
り
、講
論
を
業

と
爲
す
。

志
摩
や
、俘
賀
や
、二
國
の
交
雅
考
ふ
る

な

し
、大
和
に
は
則
南
都

の
松
元
蜆
の
詩
.煕
朝
交
苑
に
見
ゆ
、當
今
今

井

邑
に
.足
高
文
碩

と
い
ふ
者
あ
り
.共
人
斎
奠

詩
も
亦
傅

ふ
可
し
、業
を
余
が
弟
に

受
く
る
者
、河
内

に
は
.則
生
駒
山

人
と

い

ふ
者
あ
り
、詩
集
世
に

行
は
る
、和
泉
に
は
則
唐
金
興
隆
の
詩
、八
居
題
咏
に
見
ゆ
。

二
七



3}2ー

　
　
　
　
　

日
-本

詩

、話

叢

書

'

攝

之

顯

者
、若

水
・春

叟
・守

靜

等
、既

巳

前

鎌
、今

追

"

考

諸

書
嚇菅

子

旭
・阮

東

郭
、以

下
、脱

漏

不
v尠

、異

日

重

考

補

v遐
、今

不
昼復

喋

喋

嚇若

夫

當

今

下
v帷

授
v徒
、

島

山
・片

山

之

輩

、名

聲

顯

著

、無
γ俟

鳳余

言
n亦

復

亡

v論

耳
、余

男

怫

秉

、在

時
、論
レ詩

不
v可
"二

世

之

入
嚇其

所
昌唱

和
一唯
4攝

之

葛

子

摩
、子

琴

實

℃
v詩

者
、聞
.子

琴

瓧

中

、雁
邑行

子

琴
一者

有
串數

人
胡

京

師

藝

丈
、第

三

卷

詳
y之
、今

追

唱考

之
、遺

逸

殊

多
、

亦

俟

墨異

日

重

耋

若

夫

當

今

藉

甚

之

聲
、無
γ俟
昌余

之

揄

揚

門亡
レ論

耳
、湮

晦

無

y聞
、而

共

實

好
v詩

善
ヤ詩

者
、亦

復

不
y尠
、如
雌松

尾

祠

官

田

雨

龍

爲

昌好
v詩

煮

如

邑端

文

仲

爲

"善
レ詩

者
崩文

'仲

東

都

人
、失

意

去
v郷

西

遊
、窮

困

盆
4甚
、前

日
、播

磨

堀

生
、口
。占

女

伸

秋

日

遊
昌耳

椋

湖

一詩

輔三

首
胡寵
恥得

一
首
肉欲
レ得
邑新

詩

一漫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

攝

の
顯
る
ゝ
者
、若
水
、春
叟
、守
靜
等
、既
已

に
前
に
碌
す
、今
諸
書

を
追
考
す
る
に
」菅
子
旭
、阮
東
郭
以
下
、脱
漏
尠
か

ら
す
、異
日
重

考
し
て
遺
を
補
は
ん
、今
復
喋
々
せ
す
、若
夫

れ

當

今
帷
を
下
し

徒

に
授
ぐ
る
、鳥
山
、片
山
の
輩
丶名
聲
顯
著
、余
が
言
を
俟

つ
な
し
、

亦
復
論
す
る

亡
き
の
み
、余
が
男
棕
秉
在
り
し

時
.詩

を

論

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ぞ

る
に
、
一
世
の
人
を
可
と
せ
す
、其
唱
和

す

る
所
、唯
攝
の
葛
子
琴

な
り
、子
琴
は
實
に
詩
に
エ
な
る
者
、子
琴

の
瓧
中
、子
琴
に
雁
行

す
る
者
數
人
あ
り
と
聞
く
。

京
師
の
藝
文
は
、第
三
卷
之
れ
を
詳

に

す
、今
之
れ

を
追
考
す
る

に
、遺
逸
殊
に
多
し
、亦
異
日

の

軍
考
を
俟
つ
、若
夫
れ
當
今
藉
甚

の
聲
、余
の
揄
揚
を
俟

つ
な
き
は
、論
す

る

無
き
の
み
、湮
晦
聞
ゆ

る
な
く
し
て
、而
し

て
其
實
詩
を
好
み
詩
を
善
す

る
者
も
、亦
復

尠
か
ら
す
、松
尾
の
祠
官
、田
雨
龍
の
如
き
、詩
を
好

む
者
と
爲
す
鼠

端
文
仲
の
如
き
、詩
を
善

す

る
者
と
爲

す
、文
仲
は
東
都
の
入
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

り
、失
意
郷
を
去
り
て
西
遊

す
、窮
困
釜
甚
し
、前
日
播
磨

の
掘
生
、

　
　
　
　
　
2
'
9

文
仲
の
秋
日
互
椋
湖

に
遊

ぶ
詩
三
首
を

ロ
占
す
、
一
首
を
記
得

す
碼
新
詩
を
得
ん
と
欲
し
て
、漫
に
獨
遊

ぶ
、斜
陽
牛
駒
又
留
る
を

爲
す
、菰
蒲
雨
を
經
て
沙
初
あ
て
冷
」雁
鶩
人

を
畏
れ

て
禾
未
だ



強

獨
遊

、斜

傷

孚

駒

叉

爲
7鼠

菰

浦

經
γ禰

渺

初

冷
.雁

鶩

畏
膨人

禾

未
v收
、山

色

獪

明

危

塔

外
、冰

烟

徐

・起

去

帆

頭
、終

宥

弄
γ月

知

軻

處
、萬

頃

注

注

風

露

秋
。

牧
ま
ら
す
、山
色
獪
明
な
り

危
塔
の
外
、水
烟
徐
に
起

る

去
帆
の

頭
、絡
宥
月
を
弄
せ
ん
知
る
何
れ

の
處
ぞ
、萬
頃
汪
々
風
露
の
秋
』

と
。

3;3

日

本

詩

史

卷

之

瓩

二
九
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日

本

詩

話

叢

書

三
◎

{

日

本

詩

史

卷

之

五

絡



日

本

詩

史

跋

サ
　
　
　

　
　

　
　

レ
の
　
　
　

　ム
　
　
　

　
せ
　

　
　
　

　
　
サ
ノ
　

セ
　
　
　

　
　

　
ぐ
　

　
は
　
　

　
　
ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

メ
　
　
　
　
　
ぢ
　
　
ジ

詩

史

就

矣
、使
昌予

及

姪

孔

均

狡
焉

、予

會

奉

脚藩

職

於

關

東

孔

均

勤

焉
、未
レ畢
、

　

　

　

　

　

　

ぜ
　
　ゆ
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
の
レ
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　　
　ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
や
　
　
　
　ヲ
　
　ハ　
　
ネ
　
　
ヨ

　

　

　

セ
ほ

孔

均

沒

矣

、予

適

歸

、乃

始

從

事

云

、論

詩

選

レ詩

倶

非

一一容

易

期

昌主

張

者

、率

入

昌

　

　

れ　
ひ
ハ
め
　
　
　
　チ
　
　ハ　
　
　
　
　ル
　
　
　
　
　の　
　
レ
ぼ
　
ユ　
　
　
　
　
の　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
ロ　
　
レ
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
ヒ

頗

僻

釜

纖調

停

噌者

、或

流

二軟

弱

茄

γ之

勢

威

所

γ嚇

、得

失

所

眩

愛

憎

是

非

、自

誣

、

　

ユ　
ひ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
む
　
ゆ　
　
　
　
ヘ
　
　
チ
　
　
　
　
ム
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
む
　
な

誣

γ人

、楚

王

弟

與

噂方

城

外

尹

哨證

驗

非

昌
必

眞

嚇鵞

延

γ項

、鼈

縮

レ頭

、
冷

熱

非

必

實

嚇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
　
　
テ
　
　ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ワ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　リ
ヂ
　
リ
　
　
や

　

　

　

　

　

キ
む

魏

蚊

蝶

非

無
更

オ
更

以
穢

稱
、胡
釘

鋏

豈

有
詩

學
壽

藉
γ妖

顯
、政

理
道

術

　

　

リ

ノ

　

　

　

　

　

　

　
ツ

ネ
ハ

　
　
ス

グ

ノ

　ぱ

ノ

ス
ゆ

　

　
　
ン

フ

　
　
シ

ト

皆

有

斯

諸

弊

ハ近

日

詩

家

莫

レ甚

γ焉

、必

如

昌斯

書

所

7論

、
而

後

可

γ謂

呂公

且

正

輔矣

、

　

シ
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　ま　
　
　
　
　ジ
　
　ン

若

夫

命

名

之

義

、讀

者

自

當

γ得

γ之

云

。

明

和
辛

卯

之

春

弟

清

絢

拜

撰

315

賃

本

欝

更

蹟

脚



日
本
詩
話
叢

書
　
第

一
卷


